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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







序

第一章　出会い

第二章　瀑布の街

第三章　反乱者たち

第四章　赤い瀑布

　なかがき

悪魔と天使の間で……（前編）




　資料

　解説　冲方 丁




【電子版巻末特典】１９９２年刊行版イラストギャラリー











































　第一章　出会い







　　　　１




　アンディの頭頂部を、敵の両手剣グレートソードが断たち割った。

　その光景を、エフェメラは、夜を裂さく稲いな妻ずまの閃ひらめきの中で、はっきり見た。

　──と思った。

　ここは廃はい墟きよ。都市の一角にある廃墟だ。

　都市の名はザノス＝トルア。大陸最多の人口を誇ほこり、大いなる都と讃たたえられた、かつての王の都だ。

　その片かた隅すみで、戦いは行われている。

　十数年前まで続いた建国戦争によって、長い歴史を持つこの大都の、多くの場所が廃墟となった。いまだ復興されておらぬ区画も多い。

　このあたりも、そうだ。豪ごう勢せいだった家々はむなしく瓦が礫れきと化し、焼け焦こげた壁かべがかろうじて残っているだけ。

　幾いく多たの王国を滅ほろぼし、彼らが支配していた地を統合して、現在のトルアドネス帝てい国こくが建てられることになった大戦争の、いまなお残る傷きず跡あとの地。

　数万を超こえる軍勢がぶつかりあい、強きよう烈れつな破は壊かい魔ま法ほうや大規模魔ま術じゆつ兵器が使われた大戦とは比べものにならぬ規模ではあるが、同じ場所で、また戦いが行われていた。

　戦っている片方は双子の兄妹きようだいである。

　赤みがかった金きん髪ぱつの青年アンディと、長い黒くろ髪かみの乙女おとめエフェメラ。

　そしてもう一方は、大おお柄がらな体格の、異様な風ふう体ていの男だ。

　獣けものの文様が刻まれた黒い鎧よろい、凶きよう暴ぼうそのものの顔つき、そして両手使いの大きな剣と凧たこ形の盾たてを同時に装備している。

　この男は、旧王都ザノス＝トルアに巣くっていた〈悪あく魔ま〉教団の、副首領格である。

　神のおわす七つの月のうち、赤と青の双子の月がひときわ大きく輝くはずであった今こ宵よい、その〈悪魔〉教団を滅ぼすべく、法と契けい約やくの神ガヤンの使徒たちが本ほん拠きよを急きゆう襲しゆうした。ガヤン神殿は、悪事をなすものどもを捕とらえ、法の裁きにかけることを役目としている。〈悪魔〉教団は、麻ま薬やくや人身の売買、儀ぎ式しき殺人といった数知れぬ悪事に手を染めており、神殿は長い捜そう査さの末に、ようやく教団の拠きよ点てんをつきとめたのである。

　双子は、トルアドネスの神殿とはゆかりはない。アンディは、ガヤンの信者ではあるが、この国の人間ではない。

　だが、わけあって、アンディとエフェメラの双子は〈悪魔〉教団の捕ほ縛ばくに志願した。よそものが手て柄がらを奪うばおうというのか、と反発する者もいた。しかし、アンディは真っ向から論破した。ガヤンの使徒たる者、他の労を担になうことこそあれ、功を奪うことなどしない。そうきっぱりと宣言した彼の、まっすぐな瞳ひとみへの疑いを表明できる者など、青の月の加護を賜たまわる者らのうちには存在しなかったのである。

　かくて、双子は強きよう襲しゆうの一いち翼よくを担った。

　廃墟の地下深くに築かれ、おぞましい罠わなの待つ拠点に、ガヤンの使徒たちと共に挑んだのだ。

　戦いは激しかった。

　魔ま法ほうや薬物で、恐おそれを忘れた教団員たちは、命を顧かえりみない抵てい抗こうを試みた。

　さしも手て練だれのガヤンの使徒たちも、容易には彼らを制圧できなかった。

　双子は、混乱と流血のさなか、教団の首領を探し求めた。その人物から、ある情報を手に入れるためだ。

　しかし、首領の姿は、どこにも見当たらなかった。いちはやく逃とう亡ぼうしたのか、それとも最初から留守だったのか。

　双子は、首領を探すうち、教団重じゆう鎮ちんのひとりが、ひそかに抜ぬけ出すのを発見した。

　闘とう争そうは激しく、ほかのガヤンの使徒たちに知らせて手を借りる余よ裕ゆうはなかった。

　副首領格として、必ず捕縛せよと言われていた相手である。

　こいつであれば首領の居場所も知っているかもしれぬ。

　考える前に飛び出したのは、妹のエフェメラである。アンディは、すぐに妹を追った。この双子にはありがちなことだ。母の胎たい内ないから出てくる時も、似たようなものだったという。アンディたちが生まれた国では、双子は、先に体内から出たほうを弟か妹とする。

　外へ戻もどってみると、雷らい雨うが訪おとずれていた。

　天にあり、知ち恵えある生き物を導く七つの月は、分厚くたれこめた雲に隠かくれて見えなかった。

　激しい雨が、石いし畳だたみに跳はね返る。

　魔法街灯も設置されない、闇に包まれた廃墟へ、副首領格の男は逃にげこんでいった。

　アンディの手にともした、ささやかな魔法の明かりを頼たよりに、双子は狭せまい路地をくぐり、ついに男を追いつめた。いや、追いつめたといえるだろうか。

　男は、余裕たっぷりの態度で双子に向かってふりかえった。

　戦いには自信があるのだろう。逃げ切るより、ここで追手を断ち切るつもりだ。

　屈くつ強きようそのものの体たい軀くにくわえて、男には、腕うでが三本あった。

　異形である。

　七つの月しろしめす大地ルナルには、さまざまな生き物が住んでいる。言葉をあやつり、人間と祖先を同じくするものたちも数十に及およぶ。その中には、虫のごとく多数の手足をもつものや、尻尾しつぽ、翼つばさをもつものもいる。だが、眼前の敵は、そのどの種族にも属するものではない。

　かつては人間だったろう。今は、しかし、人間であることを捨てている。第三の腕は〈悪魔〉教団の邪じや術じゆつによって与あたえられたものであろう。

　双子は、この手ごわい敵と、犯罪者捕縛の専門家であるガヤンの使徒たちの助けなしに、戦わねばならなかった。

　あいうつ剣の響ひびきは、夜の街に降りしきる雨音によって、ともすればかき消されそうになる。

　アンディも、戦いの研けん鑽さんは重ねている。

　けれんのない、真っ向からの太刀たち筋すじが、兄の持ち味だ。

　へたに割って入るよりは、機会を見つけて魔法で手助けしようと、エフェメラは数歩下がって見守っていた。

　一いち撃げき、二撃、十数回の打ち合いを経て、ややアンディは押されているように見えた。

　そして──。

　──稲妻が光ったのだ。雷らい光こうは、エフェメラの目を焼いた。

　暗い夜空に焼きつけられた、ぎざぎざの雷光。その中に、くっきりと残った影かげがある。大柄な男がふりあげた両手剣グレートソードと、その前に立つ若者──アンディの姿だ。

「兄さん！」

　とどろく雷らい鳴めいが、エフェメラの悲鳴をかき消す。その悲鳴は、しかし、無用のものだった。

　アンディの頭が断ち割られた、というのは見み間ま違ちがいだ。

　そうなるのでは、という恐きよう怖ふが見せた幻だ。

　重いものがぶつかりあう音が、エフェメラの恐れをふりはらった。

　アンディは、円形の盾でかろうじて身をかばっている。敵の巨きよ体たいが、彼を押しつぶさんばかりにのしかかっているが、まだ無事だ。

　降りしきる雨が、金色をしたアンディの髪かみを、べっとりとその白い額に張りつかせていた。赤く染まって見えたのは、光の具合だったのだろうか。

　エフェメラは、詰つめていた息をほっともらした。一足先の現実を、勝手につい心の中で作りあげてしまうのは、エフェメラの悪い癖くせだ。であるが、それゆえに物語と伝承の神シャストアの神官として優すぐれた資質を持つとみなされたのだが。

　エフェメラは、背後の家屋の壁にもたれかかった。可か憐れんなくちびるからもれる息は荒あらい。

　疲つかれているのだ。頭の芯しんが重かった。〈悪魔〉教団拠点の戦いでも、シャストア神の力を借りる呪じゆ文もんを立て続けに使った。そのせいだろう。

　雨が、体を冷やしてゆく。

　エフェメラの長い黒髪は、ぐっしょりと濡ぬれ、先せん端たんは腰こしのあたりにはりついている。

　彼女は、残った気力をふるい起こして、兄の戦いを見つめた。

　アンディが、盾を使って、敵の刃やいばを押し返そうとした。

　だが、相手も、アンディに勝まさる体格を利として、つぶしにかかってくる。

「くそおっ」

　罵ば声せいが、エフェメラの耳じ朶だをうつ。日ひごろ、嫌きらっている下品な言葉が、アンディの喉のどから吐はきだされていた。

「しっかり、兄さん！」

　エフェメラは叫さけんだ。

　魔法で手助けするより、横から殴なぐりつけるほうが早いか、と彼女は思った。

　手を、腰にたばさんだ細剣レイピアの柄つかにのばす。細剣レイピアの鞘さやは、普ふ通つうの剣のものに見えるよう、偽ぎ装そうしてある。細剣レイピアは、赤の月に属するシャストア神殿が、その信者のみに教える武器だ。あいにくなことに、シャストアをはじめとする赤の月の神々は、この帝国では認められていない。

「来るんじゃない、エフィ」

　アンディが、エフェメラを使い慣れた愛あい称しようで呼んだ。兄の青みがかった瞳は、ちらりとも彼女のほうを向いたようすはない。しかし、生まれてこのかた十七年、もうすぐ十八年になろうかという年月を一いつ緒しよに育ってきた双ふた子ごだ。何をしようとしているのか、気配だけでわかる。

「足手まといだぞ」

　アンディの声は小さい。奥歯をぎりぎりと嚙かみしめているからだ。しなやかなその体が、大きくそりかえっていた。背骨がきしみ、いまにも破は滅めつの悲鳴をあげそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ぼくにまかせておけ」

　まただ。エフェメラは思った、また、兄さんは一人で背負しよいこむつもりなのだ。あたしだって、もう充じゆう分ぶんに支えられるのに。

「まかせておけるものなら、苦労はしないわよ」

　こんなことを言うつもりはなかったのに。一いつ瞬しゆん後に、エフェメラは後こう悔かいした。兄さんは怒おこっただろうか。

　アンディに、そんな余裕があるはずもなかった。男の剣を押し返せそうには見えない。ぐぐっと、背がそる。

　また、稲いな妻ずまが閃ひらめいた。エフェメラの青みがかった灰色の瞳が、光を跳ね返して銀色に見える。エフェメラは、またたきもせずに戦いを見守った。悔くやしいが、おそらくは兄の言うとおり、足手まといになるだけだろう。しかし、何か隙すきでもあれば。

　じっと動かない彼女の、その細いおとがいから、つぅっと水すい滴てきが伸のびる。それは、石畳に落ちて、はねを飛ばした。それと同時。

「だっ！」

　息を吐くと、アンディは身体からだを沈しずませた。意表をつかれて、敵が体勢を崩くずす。両手剣グレートソードがアンディの盾の表面を削けずりとる。がらあきになった敵のふところに、アンディは即そく座ざに飛びこんだ。

　ここまでは、アンディの計算どおりだ。エフェメラは、次の動作も、兄の考えた通りになることをシャストアに祈いのった。

　アンディは、峰みね側にぎざぎざの突とつ起きをそなえた奇き妙みような形の剣をふるっている。法と契約の神ガヤンが信徒に授さずける武具、ソードブレイカーだ。

　アンディがソードブレイカーを敵に叩たたきつけた時、再び稲妻が閃いた。くっきりと宙に刻まれた並ぶ屋根屋根の形は、稲妻そのものにも、そしてソードブレイカーの峰にも似ていた。

　体を泳がせる敵に向かって、その切っ先が疾はしる。両手剣グレートソードの刀身をかいくぐって、それは、奇き怪かいな鎧に守られた、敵の胴どう体たい部に迫せまった。

　これで終わると、アンディは信じた。

　けれど、ソードブレイカーの一撃は、鋭するどい音とともにはじきかえされた。敵が、たまたま身をひねったため、ふりまわされた盾たてが死角からぶつかってきたのだ。

「……あ～あ」

　エフェメラはため息をもらした。双子には、よくあることだ。計画は完かん璧ぺき。しかし実行する段になると、ほんのわずかなずれで成功がするりと逃げてゆく。

「くうっ」

　アンディは、ソードブレイカーを握にぎり直し、一歩下がって距きよ離りをおいた。敵は、それに追いすがろうとはせず、自分自身も退いて、体勢を立て直した。

　沈ちん黙もくが落ちた。

　雨音が、急速に静かになっていく。雨がやもうとしているのだ。

「残念だったな、小こ僧ぞう。俺が、並みの人間であれば、腹を貫つらぬかれていたところだがな」

　睨にらみあいを続けながら、三本腕の男が、勝ち誇ほこった調子で言った。

　アンディは、静かな怒いかりの表情をたたえて応じる。

「それは〈悪魔〉の歪ゆがみのしるしだ。決して喜ぶべきものじゃない」

「言っておくが、俺は〈悪魔〉にとり憑つかれて自我を失い、変身したわけじゃねえぞ」

　右脇わきの下から生えた三本目の腕が、盾を急所をかばう位置に動かした。

「ある女の腕を、御ご主人が植えてくださったのさ。生きたまま切り取ってな。その女は、そいつぁ、もう、もがき苦しんでなあ」

　邪術のしわざだろうとエフェメラも思ってはいたが、そこまでおぞましいふるまいとは考えていなかった。

　エフェメラは絶句し、アンディは怯おびえをかけらも感じさせない、清せい冽れつな怒りを放った。

「それは……〈悪あく魔ま〉に憑かれるよりも愚おろかで歪んだ行いだっ！　弱さにつけこまれたわけでもなく、おまえはみずから望んで堕おちた……償つぐないはしなければならない」
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　雨がやんだ。

　雲に隙間が生じている。そっとさしこんでいるのは、青の月と赤の月の光だった。人間の守護者たる神々がおわす双子の月だ。

　ルナルは、七つの月のしろしめす地である。

　月には、神々が、あるいは聖なる〈祖霊トーテム〉や〈天使〉と呼ばれる不可視の生命体が住み、地上に生きるものたちに加護と導きを与えてくれる。

　だが、害悪をなす月もある。闇やみ色いろの月だ。今も双子の月のそばで、夜に溶とけこみよどんでいる。そこには、世界を歪み穢けがす〈悪魔〉が潜ひそむ。

　不可視の力、おぞましき闇の魂たましいだけの存在である〈悪魔〉は、知ち恵えある生き物の心の歪みにつけこんで、地上に召しよう喚かんされ、肉体を得て、その歪みをさらに大きくしてゆく。時には人と合体して、その肉体を変容させることもある。〈悪魔〉は、かつては世界を滅ほろぼしかけたこともあり、ルナルに生きるもの全すべてから敵視されている存在だった。

　だが、その力が強大であることもまた、事実である。〈悪魔〉の力を借り、栄えい華がをえようとするものは、あとを絶たなかった。

　この三本腕の男が仕えている、〈悪魔〉教団の教主もまたそうだ。

「償いねえ、そりゃあ、俺より強いやつがいればの話だなあ。人の苦しみを見てるのは愉たのしすぎてよう、後悔も反省もできねえ。腕を縫ぬいつけられる痛みだって、あいつののたうちまわる姿で忘れられたほどだ。まだまだもっとだ。あの愉しみに飽あきるまで、償いなんてやってる暇ひまはねえのよう！」

　男は、歯をむきだした。笑っているのだ。

　月光に照らされたアンディの顔から表情が消えた。エフェメラは、その顔つきを知っている。彼女には、向けられたことのない表情だ。

　アンディが、本気で怒おこっている。

「ガヤンよ」

　彼は、小さく呟つぶやいた。

「定められたる法に従い、裁きを行います。願わくは、輝かがやきにて我が道を照らされんことを」

　そして、ソードブレイカーの柄を握った拳こぶしを、そっと胸にあてる。

　独特の形をした刀身が、青の月の光を映した。祈りの言葉が終わると同時に、アンディは飛びだした。横よこ殴なぐりの一撃が、三本腕うでの男を襲おそう。

　エフェメラは、はっと息を吞のんだ。

　アンディと、三本腕の男の影が交こう錯さくする。

「俺を裁くだと！　できるつもりか、小僧！」

　三本腕の男が怒ど鳴なりつける。

「もちろんだ、できないことを口にはしない！」

　剣と剣が触ふれあう響ひびきは、エフェメラの耳に、先刻の雷鳴よりも大きく響いた。

「兄さん、危ないっ！」

　エフェメラが叫び終わるころには、その一瞬の攻こう防ぼうは、すでに終わっている。

　残念ながら、アンディの考えは甘かったようだ。

　三本腕の男の動きは、速かった。アンディは、刃はの側で受けるのが精せい一いつ杯ぱいだ。元来、ソードブレイカーは、敵を倒たおすよりも、武器を奪うばって無力にすることを狙ねらって作られた武器だ。峰のぎざぎざの部分で、剣の刃を受け、折ることができる、はずなのだ。

　だが、それを行うには、使い手の腕うで前まえが、ある程度は敵をしのいでいなくてはならない。

　今は、エフェメラの目から見ても、あきらかに三本腕の男の腕が、数だけではなく、アンディを上回っていた。しかし、アンディは退ひかないだろう。このままでは勝てないと、わかっていたとしても。

　どうしたらいいのか？　何かしなければならない。兄を死なせるわけには、いかない。かけがえのない兄なのだから。

　エフェメラは、我知らず、ぎりりと爪つめを嚙んだ。

　考えている時間は、あまりなかった。自分が得意なことをやるだけだ。

　かなり消しよう耗もうしてはいるし、疲れてもいるが、簡単な呪文ならあと一度は使える。

　一つ、思いついたことはある。やってみるしかない。

　エフェメラは、心を澄すませた。

　周囲に満ちた〈力〉を感じとる。ルナルの世界には、七つの月から、あるいは大地そのものから送られてくる、さまざまな〈力〉が満ちている。

　その中から、エフェメラは彼女が使いこなす事のできるそれを選びだした。彼女が信しん仰こうするシャストア神が、赤の月から送りだしてくれる〈波動〉。それが、彼女が使う呪文の力源だ。

　修練を重ねたエフェメラの意識は、すぐに〈波動〉をつかまえた。彼女は、特に〈波動〉に敏びん感かんな体質だ。エフェメラは、〈波動〉に意識を同調させた。水上の波に体を漂ただよわせるように、月から送られる〈波動〉そのままに、心をゆるやかに波打たせるのだ。

　心の描えがく波が、月の〈波動〉と、ぴったりと一いつ致ちした時、エフェメラの精神に世界の様相が映る。そして今度は、エフェメラの心を変えることで、世界をそちらにあわせて変化させるのだ。これが魔ま術じゆつの本質である。

　ルナルという世界は、さまざまな〈波動〉の相そう互ご干かん渉しようによってできている。ゆえにこそ意志の力で、赤の月の〈波動〉を変化させ、さらにその他の波に影えい響きようをおよぼして、世界のありようを変えることも可能だ。むろん、相あい性しようというものがあって、月と神々ごとの〈波動〉の種類によって、変化させやすい現実があり、逆に干渉が及およびにくい現実もある。

　エフェメラが信仰する物語と伝承の神シャストアは、影かげと虚きよ偽ぎも司つかさどっている。

　まったく自由に、世界への干渉を実現させるのは難しいから、どういう形にするか、ある程度は定型化して、成功しやすいように修練する。定められた言葉や身み振ぶり手て振ぶりが、現実を改変する意識集中の手助けになってくれる。

　こうして定型を教えてくれるのが、神々を祀まつる神しん殿でんの組織であり、教わる定型を呪じゆ文もんという。

　シャストア神殿で授けられる呪文は、影と虚偽、すなわち幻まぼろしを操あやつるものだ。

「幻よ、実体なきものよ、影よ、今ここに」

　エフェメラは、呪文にかなりの才能を持っていた。小声の呟きによってその意志を表明し、両手を胸の前で重ねあわせるわずかな動作で、現実への干渉を確固たるものにする。

　エフェメラの意志が、世界を形成する〈波動〉を変化させた。

　かくして、新たな現実が姿をあらわす。

　呪文に応こたえて、エフェメラの眼前に一つの姿があらわれた。それは、実体のない見かけだけのものでしかない。彼女の意志のままに動く、実体なき幻だ。

　エフェメラが呪文に精神集中している間も、アンディは戦い続けていた。激しく、何度もソードブレイカーで斬きりつけている。しかし、彼の攻こう撃げきはことごとく敵の盾にはばまれていた。

　エフェメラは、戦いをじっと見つめた。

　いま呼び出した幻は、ささやかなものだ。いつ使うか、その機会を見み逃のがしてはならぬ。

「どうした、小僧！　俺を裁くんだろうが！」

　三本腕の男が、嘲あざけりの咆ほう哮こうをあげる。

「何度も言わせるな！　やってみせる！」

　アンディの決意は、いささかも揺ゆるがないようだ。次の一いち撃げきが、ようやく三本腕の男の、強固な防ぼう御ぎよをくぐりぬけた。だが、奇怪な形の鎧よろいにはばまれ致ち命めい傷しようにはほど遠い。

「非力な小僧がよっ！」

　今度は、三本腕の男の両手剣グレートソードの先せん端たんが、アンディの胸をかすめた。アンディが身につけているのは、厚手の革かわ鎧よろいだけだ。両手剣グレートソードによる剛ごう力りきの一撃をまともにくらえば、紙一枚と同じ程度の効果しか期待できまい。

「まだまだだぜ、小僧。てめえも俺を楽しませな！」

　三本腕の男は、武器を大きくふりかぶった。

　と、思う間もなく振ふりおろされた。

　アンディの盾は間に合わなかった。エフェメラの介かい入にゆうも間に合わなかった。左の肩かたが、鎧ごとざっくりと切り裂さかれる。

　左手に握られていた盾が、がらんと音をたてて石いし畳だたみの上に落ちた。

　おそらく左ひだり腕うではしばらく使えまい。

　アンディの体がぐらりと揺らぐ。膝ひざをついたところで、かろうじて踏ふみとどまったが、目は焦しよう点てんがあっていない。

「そんな程度の鍛きたえ方かよ。あっさり死なれちゃ楽しくないぜ！」

　三本腕の男が両手剣グレートソードを、再度ふりあげた。

　アンディは、朦もう朧ろうとした意識の中で、必死にその一撃をかわそうとした。彼が倒されれば、つぎはエフェメラがなぶられる番だ。そんな目にあうつもりも、兄を犠ぎ牲せいにするつもりもない。いまが、その時だ。敵が勝利を確信した時が。

　三本腕の男が、アンディに巨きよ大だいな刃やいばをふりおろそうとしたその時、鋭い鳴き声とともに、一羽わの鴉からすが戦いの場に飛びこんできた。

「なんだ!?」

　三本腕の男の顔面めがけて、鴉のくちばしが襲いかかる。男は、うろたえて、思わず両手剣グレートソードでそれをなぎはらった。その一撃を受けて、鴉が空気に溶けた時、男はみずからの失策を悟さとった。

「幻……！　魔ま法ほうかああ、小こ娘むすめ！」

　それは、エフェメラの《完全パーフエクト・幻覚イリユージヨン》の呪文によって、作りだされた鴉だった。

「今よ、兄さん！」

　エフェメラは叫さけんだ。叫ぶまでもなかった。

　既すでにアンディは、全身をひとふりの刃にしていた。

　立ち上がる動作がそのまま攻撃になっている。右みぎ腕うでをのばし、ソードブレイカーの切っ先で敵を貫つらぬいたのだ。

　元来、突つきに向いた武器ではないが、鴉によってのけぞらされ、がら空きになっていた喉のどに正確に入れば、話は別だ。

　ソードブレイカーは喉を貫いて、深々と食い込んでいた。全身の力をこめた、それは捨て身の一撃だったのだ。

　だが、三本腕の男は、まだ倒れなかった。予想外の男の強きよう靱じんさに、アンディのくちびるから、祈いのりの言葉がもれる。

　一度は垂れさがろうとした両手剣グレートソードが、再びもちあがり、アンディの首をなごうとする。しかし、その動きに先ほどまでの鋭するどさはない。かわすまでもなかった。

「……うぬう」

　三本腕の男の口から、声にならない声が漏もれる。

「ガヤンよ……いまひとたびの御ご加護を！」

　祈りと一いつ緒しよに反はん撃げきした。しかし、アンディのほうも体力が限界だ。男の両手剣グレートソードより、遅おそい。かわされた。

　どちらも、武器をかまえなおした。次で決着がつく。

　しばらく、互たがいに動かなかった。

　三本腕の男が、憎ぞう悪おもあらわに何かを口にしようとした。

　ごぼりと口もとから血があふれ、男の体がゆらめいた。今だ。

「でやぁぁぁっ！」

　もう一度、アンディは残された最後の力をふりしぼった。避よけようはないはずだった。できると信じた。だが、踏ふみこんだ右足が転がる小石でわずかに滑った。

　はずれた──！　エフェメラは、けれどそれを予想しなかったわけではない。

　兄の不運にはなれっこだ。

　魔法を使う気力は残っていなかったが、牽けん制せいの矢くらいは射られる。

　練習してはいたが実戦ではめったに使わない、短弓シヨートボウの弦つるがびいんと鳴った。

　エフェメラ自身が驚おどろいたことに、それは三本腕の男の肩に、浅くではあるが刺ささった。かすり傷だ。

　男は気にも留めなかったが、影えい響きようは確かにあった。ふりおろされた両手剣グレートソードは、アンディをかすめて、石畳の隙すき間まに、深々と突き刺さっただけだったのだ。

　もう一度、しっかりと地面を踏みしめたアンディは、無我夢中でソードブレイカーをふるった。それは、男の奇き怪かいな鎧の隙間を切り裂いていた。

「がっ……」

　三本腕の男が、大地に刺さった両手剣グレートソードにその身をよりかからせる。

　動かなく、なった。

「大だい丈じよう夫ぶ、兄さん？」

　エフェメラは、よろける足取りで兄のもとに向かった。顔には笑えみが浮うかんでいる。自分の機転が兄を救ったのだ。

　だが、アンディは彼女をねぎらうことはなく、怒鳴りつけた。

「馬ば鹿か、まだ来るんじゃない」

　エフェメラは、しゅんとして足を止めた。アンディは、そんな妹を見やることなく、ソードブレイカーをかまえたまま、三本腕の男の死体を睨にらみつけていた。

　アンディは、こう考えている。

　死んだふりをすることは難しくない。エフェメラを危険にさらすことはできない。

　この戦いも、この戦いをせざるを得なくなった一連の探たん索さくも、本来なら自分が一人でやるべきことだった。無む理り矢や理りについてきたのだから気にするな、自分自身の責任だと、エフェメラは主張するだろう。だが、そうではないのだと、アンディは思っている。妹に、傷一つとてつけさせるわけにはいかない。自分は、兄なのだ。

　エフェメラにも、兄の考えはだいたいわかっている。言い争いになるだけだから、もうそれを改めさせるのはあきらめた。こちらもこちらで思うままにやるだけだ。

　アンディは、しばらく気を抜ぬかなかった。

　男に動きはない。呼吸のようすもない。鼓こ動どうもしていない。ようやく、男が死んだものと確信して、アンディはがっくりと膝をついた。

「兄さん」

　エフェメラは、じれったさを目め一いつ杯ぱいあらわに、声をかけた。

「ああ、来てもいいよ」

　エフェメラは、兄に近づいた。アンディの傷口からは、まだ血が流れだしている。

「早く手当てしないと駄だ目めだよね、これ」

　だが、エフェメラは傷の手当てについては何も知らない。とりあえず、ありあわせの布で血どめするくらいしかできなかった。あとで医者を探さなければならない。治ち癒ゆの呪文を知っているのは、限られた神の使徒をのぞけば、高位の術者に限られる。

　妹に世話をされながら、アンディは、倒たおれた三本腕うでの男の顔を見つめていた。

「できれば生かしておいて、首領の居場所や、青い爪つめの女のことを訊ききたかったんだが」

　アンディは、苦々しい表情でそう言った。

　青い爪の女。

　故郷であるトリース森王国を離はなれて、双ふた子ごが、はるばると旅をしてきたのは、その人物の正体と行方ゆくえを知るためだ。しかし、またその糸は断たち切られた。自分で切ってしまったのだ。アンディの落らく胆たんは深かった。

「しかたないわよ、兄さんの腕うで前まえじゃあ、そんな余よ裕ゆう、全然なかったんだから」

　慰なぐさめには、なっていない。アンディは苦笑いした。苦いとはいえ、兄が笑いをもらしたことでエフェメラはほっとした。少しは、兄の気をまぎらわせることができたようだ。

「きびしいな、エフィ」

　エフェメラは、少し困ったような顔を作った。

「だって、ほんとのことだもん」

「それは、そうだよ、エフィ。でも、表現のしかたというものがある。お前も言葉の神シャストアの神官なら、人を傷つけるような……」

「はいはい。兄さん、いつものことだけど、怪け我がをしててもお説教だけはするのね」

　そう言いながら、エフェメラは安心していた。これが出るようなら、兄は大丈夫だ。

　その時である。

　含ふくみ笑いが聞こえた。

　双子はとっさに立ちあがった。互いに、相手をかばおうと動く。しかし、どちらも足もとが定まらない。エフェメラは疲ひ労ろうが、アンディは傷が、癒いえるにはほど遠いのだ。

「エフィ、さがるんだ」

　あたしは大丈夫、ならんで戦えるから、そう言いたかったが、エフェメラはだまって兄の後ろに回った。

　双子は、警けい戒かいと恐きよう怖ふの色を浮かべて、死体を見下ろした。

　笑っているのは、死んでいる男だった。

　ぎにゅりぃっと腱けんが伸のびる奇怪な音を立てつつ、異様な方向に男の首が曲がった。

　既に白く濁にごっていた瞳ひとみが、双子に向けられる。

「くけけけけけ。はるばる帝てい国こくまで追ってきたか。御ご苦く労ろうなことだ。ならばキーンブルクへ行ってみることだ。そうすれば、あのお方がお前たちを倒し、俺の仇かたきを討うってくださる。あの方はキーンブルクの街すべてを、おのれの味方となさっているからな」

　抑よく揚ようのない声でそこまで言って、ことん、と首が落ちた。まるで、あやつり人形の糸を誰だれかが切ったように。

　そして、二度と動かなかった。

「キーンブルク」

　アンディは、ソードブレイカーを音を立てて鞘さやに納めた。

「どこにある街かな？　観光案内で見たような……」

　エフェメラは、額に指を当てて考えこんだ。

「調べれば、わかるさ」

　アンディはきっぱりと言ってのけた。

「かならず、見つけてやる」

　そう言った彼の瞳には、暗い色の炎ほのおが燃えていた。エフェメラは、そっとため息をついた。アンディは、絶対にあきらめないだろう。エフェメラは、そっと兄によりそった。青の月が作った、彼の影かげに忍しのびいるように。
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　三本腕の男と戦ってから、数日後の夜。双子の姿は馬上にあった。

　帝国の地方都市キーンブルクへと向かう街かい道どうに、馬を走らせているのだ。

　キーンブルクは、この地方でそれなりに知られた街だった。

　調べれば場所はすぐにわかった。

　夜ではあるが、暗くはない。

　七つの月のうち、彷徨さまよいの月をのぞくすべてが、地上を照らしている。

　もっとも、黒き歪ゆがみの月に輝かがやきはないが。

　それに、白き輪の月は、常に天頂のその玉座にあって世界を睥へい睨げいしている。

　その二つと、双子の月、銀の月、緑の月のあわせて六つが、空に浮かんでいた。それだけの月が夜空にあれば、太陽の輝く昼間には及およばないものの、かなり明るい。

　街道を行くのに、当座の不自由はなかった。

　ただし、石いし畳だたみをしきつめて整備された街道ではない。土がむきだしの、ただの道、幾いく多たの人々の足によって踏ふみ固められた大地だ。幅はばの広さが、日ごろの通行量の多さを示している。

　もっとも、今は二人を乗せた一騎きが駆かけているだけだ。蹄ひづめが大地を蹴ける音が、夜の荒こう野やをすべってゆく。

　いかに月が明るいといっても、夜の旅はやはり危険だ。夜には、源初の創造神が残した守護の輝き、太陽の波動が絶える。ゆえに夜こそは、暗黒の地からやって来た邪じや悪あくな歪みの生き物が徘はい徊かいする時であり、死してあり続ける妖よう物ぶつたちの時である。銀の月の〈異い貌ぼうの神〉の信しん仰こう者しやたちが、その奇怪な儀ぎ式しきを行うのも夜だった。

　だから、夜に旅をする者は少ない。

　まして、このトルアドネス帝国は、まだ建国されて日も浅い。街道警備隊も、体制がととのっていない。ほんの数年前まで、このあたりは建国戦争の戦場だったのだ。滅ほろぼされたザノン王国の残党が盗とう賊ぞくとなって出しゆつ没ぼつすることもある。生きた残党ならば、まだよい。亡ぼう霊れいや、肉体が腐くさり果てながらなお動く死にアンぞこないデツドとなっていることすらあるのだ。昼間の旅でさえ、方向を同じくする者たちが隊を組んで行うことが多い。

　だが、今、街道を走るのは一騎。

　前に乗って、手た綱づなをとっているのはアンディだ。朝日のような、赤みがかった金の髪かみが馬の歩調にあわせて揺ゆれる。その後ろに、エフェメラが乗っていた。その髪は、月のない夜空の色だ。風がふわりと彼女の髪を広げた。腰こしまでの長さがある。

　髪の色は違ちがっても、二人の顔だちはどこか似ていた。整った、魅み力りよく的てきな顔だちである。特にエフェメラの美しさは、かなりのものだ。

　顎あごと頰ほおがかたちづくる線は、若さゆえの柔やわらかさで、うちに秘ひめられた意志の強さを、上手に包みこんでいる。風が、今度はエフェメラの前まえ髪がみをかきあげ、つるりとした額と、ゆるやかに美しい曲線を描えがくはえぎわをあらわにした。

　輝きに満ちた瞳も似ている。どこまでも遠く、遥はるかな未来を映す目だ。

　ただ、アンディの瞳は、すべてを貫つらぬこうとするようなまっすぐな輝きをたたえているのに対して、エフェメラの瞳はどこか不可思議なとらえどころのない輝きを秘めている。

「兄さん、今夜はどこまで走るつもりなの？」

　後ろのエフェメラが、ふいに言った。

「疲つかれたのか、エフィ」

　アンディは、ちらりと背後の妹に視線を走らせた。

「うん、ちょっとね。さすがに朝から走りづめだもん。この子も、そろそろ限界だと思う」

　エフェメラは、馬の背を軽く撫なでてやった。エフェメラは馬が好きだった。自分では上手に乗れないが、美しい生き物だと、つくづく思う。

「そうだな、どこか野宿できる場所があればいいんだが」

　アンディは、周囲に視線をめぐらせた。

　右は、広い湖の水面が、月光をきらきら照り返している。視線を湖の沖おきへ向かわせると、波は静まり、月光は暗い深みに吞のまれていった。対岸は夜よ闇やみのとばりに隠かくれて、はっきりとしない。この大陸でも最大の湖、バウルである。ちょっとした国なら、のみこんでしまうほどの広さがある。その沿岸にある街や村は、とうてい数えきれまい。

　目指すキーンブルクも、バウル湖の近くにある都市の一つだった。

　左を見れば草原だが、すぐに森へとつながっている。森は、人間という種族の領域ではない。双子の月の加護は及ばぬ土地だ。緑の月を信仰するエルファたち、あるいは彷徨いの月に従うさまざまな姿の種族、あるいは木々が作る暗い影にひそみ隠れねばならぬ者たちの領域だ。用もなく近寄ってはならぬ。

「もうしばらく行ってみるしかないな、休めそうな場所がない」

　アンディは言った。エフェメラは、こくんとうなずいた。だが、速度は緩ゆるめた。

「ねえ、兄さん」

　肩かたごしにのぞきこむようにして、エフェメラが言った。

「ほんとのとこ、あの三本腕男の言ったこと、どこまで信じてるの？」

「あんな風にやられちゃ、噓うそも本当も見分けるのは難しいな」

　アンディはガヤンの神官だ。ガヤンは『根こん拠きよある真実の言葉』を司つかさどるがゆえ、法と契けい約やくの神である。その神官として教義を学べて、真しん偽ぎを見分けるすべも身につく。

「それに、やつ……というかやつを操あやつったやつが、どういうつもりであんなことを言ったにせよ、残された手がかりはこれだけなんだ。追いかけるしかないだろう」

「それはまあ、御お説せつごもっともでございますけどね」

「他ほかになにか思いついたのか？」

「……そういうんじゃないんだけどさ」

　あきらめて、トリース森王国に帰るっていう手もあるわよ？

　という言葉を、エフェメラは吞みこんだ。たとえ何があろうと、兄が、青い爪の女の追つい跡せきをあきらめることはないだろうと知っていたからだ。あきらめさせることができるなら、こんな異国遥はるかまで来はしなかった。

　しばらく馬を歩かせ、双子は街道の道しるべを見つけた。帝国公用語は読めないが、その下に記された間ま違ちがいの多い大陸共通語ならわかる。

「この先に、〈憩いこいの小屋〉があるらしい。今夜は、屋根の下で眠ねむれそうだぞ、エフィ」

「やれやれだわ、でも、いつからほったらかしにされてる小屋かしら」

「なあに、壁かべと屋根があればいいさ」

　アンディは、馬の脇わき腹ばらに蹴りをいれた。

　主要な街道には、ところどころに〈憩の小屋〉と呼ばれる、旅人のための無人施し設せつが置かれている。リアド大陸の全土に普ふ及きゆうしている習慣だ。風雨を避さけて眠る程度しかできないが、簡単な食料や薪まき、水を用意してあることもある。

　もっとも、戦争の最中に、そんな施設を整備しようという国はめったにない。エフェメラの危き惧ぐは、そのあたりからである。

　小屋を見つけるまでに、そう時間はかからなかった。煙えん突とつから煙けむりが出ているのが、夜空の六つの月のおかげで、はっきりわかったからだ。

「先客がいるみたいね」

　エフェメラが、いわずもがなのことを口にする。アンディは、それに答えず、馬を慎しん重ちように進ませた。近づいてみると、小屋は意外にきちんとしている。全体の造りもしっかりしていそうだし、かなり大きい。

「中にいるの、まともな人たちだといいね」

　続くエフェメラの言葉に答えを返さず、アンディは馬をおりた。

「確かめるまで、エフィはここにいるんだ」

　こういった小屋は、ときおり野盗のたぐいが根城にしていることがある。まして、ほうりだされていて当然の状じよう況きようである。それが小こ奇ぎ麗れいなのは、多少は疑わしい。

　だが、エフェメラはアンディの言葉にかまわず、馬をおりた。さらりと髪をかきあげて、やんちゃな少女時代と同じような笑えみを浮うかべた。

「あたし、馬なんて乗れないもん。なんかあっても、どうせ逃にげられないよ」

　兄が、これでごまかされてくれるだろうか。

「そうだったな」

　アンディは、苦笑いするでもなくうなずいた。エフェメラは、馬を見ているのが好きなのであって、馬術を正式に学んだことはない。

「だけど、歩かせるくらいなら、なんとかなるはずだろう。おまえが走るよりましだ」

　やはりだめだったか、とエフェメラは思った。

「危ないから、ここにいなさい」

「ばらばらになるほうが危ないかもしれないじゃない。それに、長いあいだ議論していると気付かれるよ」

　アンディは、反論しようとした口を途と中ちゆうで閉じた。妹が退ひかないと悟さとったからだ。

「……しかたないな。ぼくから離はなれるんじゃないぞ」

　エフェメラは、にこりと笑ってうなずいた。

「あ、そうだ。ちょっと待ってね」

　エフェメラは、身につけていたマントを一ふりした。こめられた魔ま法ほうが働いて、なんの変へん哲てつもない旅装マントに見える。

　これは、シャストアの信者のみが使いこなせる戦せん闘とう用マントなのだ。

　トルアドネス帝てい国こくは青の月のみを国教として、本来、人間を加護するふたつの月の片方を拒きよ否ひしている。不自然で不ふ愉ゆ快かいではあるが、いまは意地を張っている場合ではない。

　赤の月の信者は、柔じゆう軟なんな精神を持たねばならぬ。

「もういいな？」

　アンディは、小屋の扉とびらに向かってゆっくりと歩いた。エフェメラは、その左後ろ、三歩遅おくれてついてゆく。いつでも呪じゆ文もんをかけられるように、両手はあけてあった。

「兄さん、なんなら窓からのぞいてみる？」

「そこまでする必要もないだろう」

　アンディは、一歩踏みだしながら、まだエフェメラのほうを見ていた。

「あ……」

　……ぶない、とエフェメラが続けようとした時に、アンディは前を見た。眼前いっぱいに扉が迫せまる。ちょうど、その時に、内側から開いたのである。がんという音がした。アンディは思いきり顔を扉にぶつけていた。中の音がもれてこないほどの厚い扉だ。

　かなり、痛い。

　やっぱりね、と一歩さがりながら、エフェメラは思った。兄さんのやることは、予定どおりにいった例ためしがない。

　アンディの左手は顔をさすっていたが、右手はソードブレイカーの柄つかを握にぎっていた。

　と、そこへ、開いた扉から、にゅっとくちばしが突つきだされた。アヒルに似た、偏へん平ぺいなくちばしである。ただし、大きさはアヒルどころの話ではない。アンディのてのひらの倍くらいはある。ちょうどアンディのへそにぶつかりそうな高さだ。

「なんや、兄ちゃん。なにをびびっとるんや」

　そのくちばしがぱくぱくと動いて、甲かん高だかいだみ声を発した。

　くちばしの先には、当然ながら頭がつながっている。その下には、胴どう体たいだって足だってあった。ただし、手はない。かわりに翼つばさがある。そして、くちばしをのぞいたどこもかしこも、鮮あざやかな緑色の羽う毛もうにおおわれていた。

　ちょっとずんぐりした鳥が、そこに立っている。

「兄ちゃん……やな？　それともおっちゃんか？　悪いな、暗いとよう見えへんのや。昼間やったら、こっちのもんなんやけどな」

　その生き物は、いかにもよく見えそうな大きな目を、ぐりぐりと動かした。

「そっちにおるのは……髪の毛が長いから、姉ちゃんやな？　まあ、こっちに入り」

　小こ柄がらな鳥人間は、後ろへさがって道を空けてくれた。

「あ、ああ。どうも、ありがとう」

　アンディは、ようやく返事をした。

「あなたって、ミュルーンよね？」

　エフェメラは、兄の横に並ぶと、腰をかがめて鳥人間に訊たずねた。

　ミュルーンは、鳥の姿をしているが、空を飛ぶより、大地を駆かけるほうが得意な種族だ。万ばん色しよくなる彷徨さまよいの月を崇あがめるものらは、人間とさまざまな動物が融ゆう合ごうした姿を持つ。ミュルーンも、その一種族である。

「ああ、そうや。まさか見るのがはじめてっちゅうこともないやろ？　わいらの同族は大陸中のどこにでもおるさかいな」

　ミュルーンと呼ばれた生き物は、そう答えた。使っているのは大陸共通語だが、ところどころミュルーンに独特な言い回しを使っている。

「伝令で走り回っているのは見たことがあるけど、郵便の受け取りの他に、こんな近くでお話しするのははじめてだわ」

　エフェメラはしげしげと相手を見た。失礼だとは思うが、つい好こう奇き心しんが勝ってしまう。

「ああ、さよけ。まあ、じっくり見たらええわ。ただし、後で見物料はいただきますけどな」

　ミュルーンは、陽気な調子で言った。もっとも、悪意がまったくない口調というわけでもなかったが。

「え、いくら？」

「本気にするやつがあるか、エフィ」

「わいは本気やけどな」

　根っから本気の口調で、ミュルーンは言った。

「え？」

　アンディの、とまどった顔つきを見て、ミュルーンはけたけたと笑い声をあげた。

「失礼だけど、初対面の相手にそういう冗じよう談だんは感心しない」

「別に冗談言うたわけではないんやで？」

「初対面の相手に、お説教するのもよくないわよ、兄さん」

　エフェメラは、アンディの袖そでをひいた。

「なあに、気にしなさんな。わいは、気にしてへん。この国は、どうも固いやつが多うて困ってたんや。こないにボケたりツッコんだりしてもらえると会話が楽しいてええわ。あんたら、この国の人間ちゃうやろ？　兄ちゃんは、ガヤンの神官みたいやけど」

　アンディのもっている盾たてと鎧よろいには、輝かがやく日輪と、蜘蛛くもの巣を組み合わせた紋もん章しようが描えがかれている。法と契約の神ガヤンは、光をもたらすものであり、縛しばるものだ。

「ぼくはアンディ・クルツ。確かにガヤンの神官で旅行者だ。こちらは妹だ」

「エフェメラよ、みんな、エフィって呼ぶけどね」

　そう言って、エフェメラは髪かみをかきあげた。

「ああ、そうか。わいはタッタや。タッタ・スウィフトフット。わからんやろうから言うとくと、まだおっちゃんやない。兄ちゃんや」

　ミュルーンの若者は、蹴け爪づめのはえた片足をひょいとあげてみせた。人間が、ふざけて敬礼するような意味の仕草だ。

「で、そろそろわいは見み飽あきたけ？　そやったら中に入ってもらえんかな。ついでに、見物料も払はろてくれると、なおありがたい」

「ああ、すまない」

　まだ扉の外に立ったまま話していたのだ。アンディは、あわてて中に入った。エフェメラも、あとに続く。

「ねえ、タッタくん。見物料、ほんとに払はらってほしいの？」

「そないに面と向かって言われると困るけどな。たまに訊きき返さんと払うやつもおるから、言うだけ言うてみることにしてるねん」

　そう言いながら、タッタが扉をばたりと閉めた。ついでに、ごとりとかんぬきも落とす。

　中にいた者たちの視線が、一いつ斉せいに双ふた子ごに集まった。

　小屋の中は、部屋にしきられていない。広間に、五人の人々が温ぬくもりの炎ほのおを囲んでいた。

　若い母親と幼い娘むすめの二人連れ。娘のほうは、まだ四つか五つといったところだろう。母親のほうは、人並みよりかなり上の顔だちをしていた。

　しかし、美人と言えば、そのかたわらにいる踊おどり子らしい女のほうが美しかった。

　与あたえる印象の良さならば、どっこいどっこいだろうか。母親のほうは、いかにも清せい楚そな印象を与える。踊り子は、いささか下品な風ふ情ぜいだ。舞ぶ台たいの上でもないのに、肌はだの露ろ出しゆつが過か剰じようだ。

　アンディは、反射的に女たちの爪つめを見た。どちらも、赤く塗ぬられていた。このあたりとしては一いつ般ぱん的てきな化け粧しようだが、別の国から来たアンディの目には、見慣れぬけばけばしい飾かざりと映ってしまう。

　とはいえ、それだけなら、いらだちを感じるほどではない。だが、その下の色を確かめたいからといっても、無む理り矢や理り落とさせることもできない。それが、彼を不安にさせる。

　踊り子の隣となりには、平へい凡ぼんな顔だちの若い男がいた。腰こしに笛をさしている。楽人なのだろうか。踊り子と、なにやらひそひそと言葉をかわしながら、ちらりと双子のほうを見た。

　それから、交易商人らしい中年の男だ。かなり太って、額のはえぎわが後退していた。

「おう、おっさん。このとおり確かめたからな、ちゃんと銭ぜには払うてや」

　タッタが、商人に向かって、双子の後ろからひょいとのぞいて言った。

「わかってますよ。危険な真似まねをさせてすいませんでしたね」

　商人は、ふところから何枚かの銅貨をつかみだした。

「へえへえ、まいど」

　タッタは、腰につけていた銭ぜに袋ぶくろをさしだした。ミュルーンは、翼の内側に小さな爪がついていて、それをけっこう器用に使うことができる。ものも持てるし、細かい作業も可能だ。

　商人は、じゃらりと音をさせて、銅貨を入れた。タッタは、銭袋を腰に戻もどした。エフェメラには、ミュルーンの表情はよくわからないが、嬉うれしそうなのだろうと思う。

「ま、なんかあったらいつでも言うてや。そっちのお二人さんもな、ふさわしい銭さえもろうたら、たいがいの頼たのみは引き受けるでえ」

　どうやら、双子の立てた物音の正体を確かめることで、報ほう酬しゆうをもらう約束になっていたらしい。夜の旅をしてやってくる相手だ。警けい戒かいするにこしたことはない。

「さあ、夜旅で冷えたでしょう」

　商人は、にこにこと笑いながら、中央のいろりのかたわらに双子を招いてくれた。

「そうね、どうぞこちらに」

　踊り子も、手まねきをしてくれる。

「あ、いえ、どうも」

　アンディは、口の中でもごもごと返答すると、踊り子から少し離れたところに腰をおろした。母おや子こ連れとは、向かいあわせの位置になる。

　エフェメラも、そのかたわら、兄と踊り子のあいだの位置にぺたんと座った。内ももをくっつけて、膝ひざから先を左右に放ほうりだす。子供のような座り方である。

「ガヤン神の神官さまですか。お若いのに立派なものだ」

　タッタとの会話が聞こえていたらしい。うまく隠かくしてはいるが、値ね踏ぶみをするような調子が、アンディには感じとれた。口もとは笑っているが、身一つで荒こう野やを旅する交易商人の目の奥は、笑っていなかった。

「申し遅れました。わたくし、ザノス＝トルアの交易商人でデクラフト・トルテという者で」

　厚い革かわ鎧よろいに、腰からさげた剣けん、旅行外がい套とう。そして近くの壁かべに立てかけた大荷物。いかにも名乗ったとおりの旅姿だ。

「お近づきのしるしに、どうぞ」

　デクラフトは、ふところから干し果実をさしだした。陽ひに焼けたしわの多い顔とは不似合いな、つるりとした若者のような手だ。いや、じっさい意外と若いのかもしれない。交易商人というよりは、行商人なのかな、とエフェメラは思った。

「できれば、あとで取り引きがうまくいくように祈いのっていただきたいもので」

　愛あい想そかもしれないが、まじめな口調でデクラフトは言った。

「そういう祈りなら幸運の神タマツトでも求められたほうがいいでしょう。正当な契けい約やくが結ばれるように祈ることなら、ぼくたちの任ですが」

　アンディの答えに、デクラフトはちょっと引いたようすだった。言葉の双子神の片割れであるガヤンは、法と契約の神だ。利益をもたらしてくれるわけではない。語られた言葉を真実とし、誓せい約やくとするのが、その教えの基本である。しかし、それだけに商人や為い政せい者しやに信者が多い。商業神としても祀まつられているのだ。よほどの堅かた物ぶつでなければ、上々の取り引きを願う祈りを、こばむことはない。

　アンディは、その『よほど』なのである。

「ところで、妹御ごのほうは、どちらを信しん仰こうなさっておいでで？」

　デクラフトは、話題を変えようと、エフェメラに向かって問い掛かけた。

「兄と同じです。入信者にもならない、ただの平信者ですけど」

　エフェメラは、平然と虚きよ偽ぎを口にした。信仰する神を考えれば、それも当然のこと。

　双子の月は、青と赤の月。それぞれに、双子の神々が住む。アンディが信仰するガヤンは青の月に属する言葉の神であり、それと対ついになる赤の月に属する言葉の神がシャストア。物語を司つかさどるその神を、エフェメラは信仰している。

　一千年の昔、双子の月がルナルの空に現れて以来、人間という種族はみな青と赤のふたつの月を、共に信仰してきた。

　しかし、ここトルアドネス帝てい国こくは例外のひとつである。

　青の月を国教として、他ほかの月をすべて否定した。兄にして妹たる赤の月までもだ。

　それによって幾いく多たの戦いが引き起こされている。

　戦い、領土を奪うばう口実のために他の月を否定したと帝国を罵ののしる者もいる。

　もっとも、一千年の双月暦れきのうちに起こった諸国の興亡の中では、とりたてて珍めずらしいできごとというわけでもない。

　ともあれ、そういう国なので、エフェメラもおのれの信仰を偽いつわらざるをえない。

　交易商人は、無ぶ遠えん慮りよな視線をエフェメラの肢し体たいに向けている。

　エフェメラは、この年とし頃ごろの女の子としては、背はやや高めかもしれない。といっても、平均よりほんの少し上という程度だ。華きや奢しやな体つきで、腰などひとつかみにできそうなほどしかない。出るべきところはそれなりには出ているというものの、とうてい豊満とは呼べないだろう。このあたり、本人としては、少々悩なやむところでもある。すらりと伸のびた脚あしは、ぴったりしたタイツに包まれて、細いが健康そうな線をあらわにしていた。

「ほほう。ガヤンですか。むしろ、ふさわしいのはアル……おっとっと」

　アルリアナ、交易商人は赤の月の忘ぼう却きやくと気き紛まぐれの女め神がみの名を口にしかけたらしい。かの女神は、恋こいと肉体の美の神でもある。上にたつものはともかく、庶しよ民みんたちは馴なれ親しんだ神々を、簡単には忘れられないでいるようだ。

「そっちのお兄さんも、お固いガヤンにはもったいない……あら、すみません」

　踊り子は、エフェメラごしに、アンディに熱い視線を注いでいる。

　妹にはかなわないにしても、アンディも人並み以上の容よう貌ぼうをもった青年である。中肉中背のすらりとした体つきは、しなやかさをうちに秘ひめている。妹と同様、手足は長めで、頭が小さかった。柔やわらかそうな赤みがかった金きん髪ぱつ、細い顎あご、優やさしげな顔だち。しかし、その見かけに騙だまされて襲おそいかかった相手の多くは、自分の勘かん違ちがいを教えられることになるだろう。十七歳の若さで、ガヤンの神官位を受けるほどの若者が、ただの軟なん弱じやく者ものであるわけがないのだ。

　デクラフトの視線がエフェメラを離はなれた。アンディに向かって笑いかける。

「ところで、どういう理由で旅を？　いや、わたくしは、いつもの商売の話ですがね。おふたり、失礼ですが、お名前からしてこのあたりの方とは思えませんが」

　どういう意図があるのか、デクラフトはにこやかに探さぐりを入れてくる。

「すみません。お答えできないので、訊たずねないでください」

　アンディは、きっぱりと言った。ガヤン神は、噓うそを絶対に禁じているわけではないが、神官ともなれば、極力避さけねばならない。となれば、何も言わないことしか、彼にはできない。

「ははあ、なるほど。ガヤンの神官ともなれば、余人にはあかせぬ任務というのもございましょうからな……」

　デクラフトは、わざとらしく、うなずいてみせた。

「恐きよう縮しゆくです」

　そう言ったアンディの横に、ふわりと華はなやいだ香かおりが漂ただよった。踊り子が、見ているだけを止やめて、近づいてきたのである。踊り子は、デクラフトとアンディのあいだに、強ごう引いんにわりこんだ。アンディに、すりよるようにしながら、話しかける。

「でも、大変じゃありません？　故郷を離れられて、妹さんを連れた旅っていうのも」

「あ、はあ」

「でも、わたし、ほっとしてますのよ。奥さまではないとわかって」

「いえ、結けつ婚こんにはまだ未熟すぎますから……」

　アンディは、笛の男に視線をはしらせたが、彼は知らないふりだ。

　ちなみに、一般的には十五から婚こん姻いんが認められる。ガヤン神官といえば、世間では結婚相手としては安定した狙ねらい目とされている。

「うふふ、そうかもしれませんわね。わたしがこうしている意味が、よくおわかりになってないようじゃあ、ね」

「わかっていないわけでは、ないんですが……」

　やれやれと、エフェメラは心の中で肩かたをすくめた。むこうもからかっているだけなんだから、適当にあしらっておけばいいのに。

　いいかげん、女の子の扱あつかいかたくらいは覚えてほしいと、エフェメラは思う。もっとも、女の誘さそいをあっさりといなしてしまうアンディなど、エフェメラには想像もできないけれど。

「あら、ほんとうにわかってらっしゃるの？」

　艶えん然ぜんとした微笑ほほえみを浮うかべて、踊り子はアンディににじりよった。

「あの、はじめて出会った男にこんなに体をくっつけるのは、よくないのではないかと……」

　エフェメラに対しての説教に比べると、勢いがよくない。笛を持った若い男が、そのようすをちらちらとながめていた。

「少し話し相手をしていただいて、よろしいですかな」

　そのようすをながめているエフェメラに、デクラフトがあらためて話しかけてきた。

『う……、よくないんですけど』

　という意味の言葉をどう伝えようかと思っていると、デクラフトが機先を制した。

「いや、こんなところで、こんな美しいお嬢じようさんに会えるとは」

「あら、やだ。それほどでも」

　エフェメラが、そんなことを言っているうちに、さっさと交易商人は座りこんでしまう。

「ところで、あなたはお兄さまのお手伝いで来られたので？　それとも……？」

　デクラフトの質問をさえぎるように、幼い声が話しかけてきた。

「あのう、お姉ちゃま？」

「あら、こんばんは、お嬢さん」

　いつのまにか、母子連れの娘のほうが、いろりを回りこんでやってきていた。

　茶色い髪かみにまん丸い顔、薔ば薇ら色いろの頰ほおをした幼い娘だ。

　月の助けとばかりに、エフェメラは全身でその子に向き直る。彼女の鼻先に、小さな握にぎり拳こぶしがさしだされた。

「あげましゅ、おちかぢゅきのしるしですぅ」

　まるきり、さっきのデクラフトの物もの真似まねだった。飴あめでも食べているのか、口をもぐもぐと動かしているせいかもしれないが、少し舌足らずだ。

「あら、なにかな？」

「こりぇでしゅ」

　ちっちゃな指が、開かれた。びくんとエフェメラの背中が、のびる。

「おいしいでしゅよ」

　女の子がさしだしてくれたのは、オオツノカブトムシの幼虫だった。そいつを干して、甘あま辛からく味付けしたもので、このあたりでは一いつ般ぱん的てきなおやつである。
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「食べないでしゅか？」

　幼女が、不思議そうに、エフェメラの顔をのぞきこむ。彼女は汗あせをにじませていた。

　冷や汗だ。

　たいていの生き物は平気なエフェメラだが、足のない虫だけは、どうも苦手で。

「メノア、お姉さんが困ってらっしゃるわよ。こちらにいらっしゃい」

　母親が声をかけてくれたが、メノアと呼ばれた幼い娘むすめは、じっとエフェメラを見ている。

「あ、ありがと」

　エフェメラは、こわごわと干した幼虫を受け取り、ひきつった笑いを浮かべた。

　メノアは、とりあえず納なつ得とくしてくれたらしく、帝国流の深々としたおじぎをぺこりとして、母親のところに戻もどっていった。

　ちょこんと膝の上に座って、エフェメラのほうをじっと見ている。食べてくれないかなあと、待っている顔だ。

「今、おなかあんまりすいてないから、後で食べるね」

　そう言って、エフェメラは虫を荷物の片かた隅すみにしまいこんだ。顔をあげてから、もう一度、メノアに笑いかけてやった。メノアが、口を大きく開けて笑い返してくれた。はえかわりの時期なのか、メノアの歯は、前歯が一本抜ぬけている。それも可愛かわいいとエフェメラは思った。

　母親も、軽く会え釈しやくしてきたので、会釈を返す。

「さて、わたくしはそろそろ休ませていただくことにしましょうかな」

　メノアの登場で、毒気を抜かれたらしく、デクラフトが言った。

「せやな、わいも日課をすませたら寝ねるか」

　タッタが、大きくのびをした。腰こしの袋ふくろから、銅貨をとりだして数えはじめる。変わった日課だな、とエフェメラは思った。

　アンディは、まだ、踊おどり子にまとわりつかれている。お説教も、効果がないようだ。仕方ない。エフェメラは、助け舟ぶねを出してやることにした。

「兄さん、馬のところに行って、毛布をとってきてくれない？　ていうか、ちゃんとつないだっけ」

「あ、ああ、そうだったな。忘れるところだったよ」

　感謝の目で、彼女を見ると、アンディはそそくさと外にでた。兄さんが感謝してくれるのは、こういう時くらいね、とエフェメラは思った。踊り子が、笑えみをふくんだ目つきで睨にらんだが、エフェメラはそしらぬふりで、メノアにおやすみなさいの合図をした。メノアは、ぷくぷくした頰を揺ゆらして、うなずいた。
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　……ア……

　……アンディ……

　苦しげな声が、彼を呼んでいる。

　ア……ンディ

　アンデ……イ

　くりかえし、くりかえし呼んでいる。呻うめき声だ。しかし、現実にはあの声は、自分を呼ばなかった。聞こえるところに、自分はいなかった。アンディの胸に、悔くやしさと嘆なげきと、怒いかりがこみあげてくる。なぜ、ぼくはあの時、と。

　ああ、まただ。と、アンディは思った。また、あの夢だ。いつもの夢だ。目を覚ましたかったが、できないことはわかっていた。

　最後まで、見るしかないのだ。

　アンディは駆かけている。

　ターデンの街の中だ。今いる、トルアドネスからは、遥はるかに遠い。

　グラダスの五王国の一つ、トリース森王国にある双ふた子ごの故郷。彼とエフェメラが生まれて育った、森の近くの街である。

　馴な染じんだ白い石いし壁かべの街並みを、アンディは駆けていた。

　まるで迷めい路ろのようにいりくんだ、狭せまい道だ。とは言っても、幼いころからよく知っている。あちらの道を抜ければ、目的地はすぐそこに……。

　違ちがう。また、間ま違ちがってしまった。おかしい、これでは間にあうようにたどりつけない。

　もちろん、そうだ。現実にもたどりつけなかったし、未いまだかつて夢の中でも間にあったことはない。それでもアンディは、あせり、いらだち、ひたすら走った。

　夢の中では、いくら走っても息が切れることはないし、転てん倒とうもせずにすむ。しかし、いくら走っても目指す場所にたどりつくこともない。

　いや、たどりつく時もある。すべてが手て後おくれになってからだ。現実と同じように……。

　今夜の夢は、そちらだった。

　唐とう突とつに、場所が変わる。川沿いの一角だ。川原に人が倒たおれている。アンディは、それが誰だれだか知っていた。いくど夢に見ても、現実に出会ったあの時と同じ、心臓を冷たい手に摑つかまれたような気分になる。

　どんよりとたれこめた雲も、増水した川の激しい流れも、記き憶おくと寸すん分ぶん違たがわない。

　だが、現実と違ちがっているのは、もう一人の人ひと影かげだった。

　現実では、アンディがやってきた時には、とっくに立ち去っていた人物が、この夢の中では、父であるラスティの上にまだかがみこんでいる。

『やめろっ！』

　そう口を動かすが、声は出てこない。

　倒れている父。そのかたわらに立つ女。着ているものはよくわからない。顔もぼやけている。くっきりと見えるのは、ふりあげられた手の青い爪つめだ。鮮あざやかなその色は、塗ぬったものではない。爪そのものの色だ。そして、爪の青は、その手に握られた短剣ダガーを染める紅色によって、いっそう鮮やかに見える。短剣ダガーは血ち塗ぬられていた。

　それが、再び、ふりあげられた。

　ふりおろされる！

「……やめろぉっ……！」

　絶ぜつ叫きようして、アンディは目を覚ました。

　暗くら闇やみの中に、汗まみれの上半身を起こして、大きく息をつく。いつもと同じだ。止めることはできない。現実にも、できなかったように。

　絶叫したつもりだが、それほど大きな声ではなかったのだろう。まわりの者たちは、まだ眠ねむっていた。おそらく、そうなのだろうと思う。暗いから、はっきりとはしないのだが。

　窓はきっちり閉じていて、光はさしこんでいないが、そろそろ夜が明ける時刻だと、アンディの感覚は告げていた。

　少し早いかもしれないが、妹を起こそう、とアンディは思った。そして、一刻も早く出発するのだ。父を殺した、青い爪の女を追わねばならない。

　夢の中で感じたあせりが、まだアンディの中に残っていた。自分の右横に眠っていたはずのエフェメラに手をのばす。

　押したその体からは、ぐにゅりとした奇き妙みような感かん触しよくが伝わってきた。冷たい。

「エフィ？」

　どこか、おかしい。

「エフィ、どうした!?」

　心臓を吸血鬼バンパイアの手につかまれたような気がした。

「ん～、なぁにい、兄ひゃん」

　眠たげな、いや眠ったままの声は、背後から聞こえた。

「エフィ、お前、こっちにいたんじゃなかったか？」

　それに答えたのは、まずは、大きなあくびだった。

「にゃに、ろうしたのよ、兄さん」

「なんでもいいから、はやく、はっきり目を覚ますんだ」

　神しん殿でんの教室に遅おくれるぞ、と起こした幼い時から、ほとんど進歩がない。アンディは、それでも叫さけばずにいられなかった。

　立ちあがったアンディは、扉とびらに向かって歩いた。明かりを得るためだ。だが、アンディが、扉を開けたとたん、金属を続けて打ちならす音が響ひびき渡わたった。

「なぁによぉ、やかましぃっ！」

　エフェメラが、毛布を頭からひっかぶった。いっこうに音が消えないので、あきらめて顔を出す。長い髪の先せん端たんが、あちこち勝手なほうを向いていた。

　アンディは、すっかり忘れていたが、この小屋には警けい戒かいの魔ま法ほうがかかっていたのだ。この〈憩いこいの小屋〉は、古いがしっかりした造りだった。賊ぞくや獣けものの接近にそなえて、警戒の魔法が永久化されていたのだ。アンディたちが来たのも、それで察知された。内側からでも、しかるべき言葉をはっきりした声で口にしてからでないと、扉を開ければこんな音が鳴る。

「なんじゃいな、朝っぱらから大きな音をだしてからに」

　金属音で起きたのは、まずミュルーンの若者タッタだった。眠りについた時とは、頭の天地がさかさまになっている。寝ね相ぞうが良くないのか、それとも……。

「おい、なんや、それ」

　タッタのすっとんきょうな声で、他ほかの者たちも目覚めた。タッタの指さした場所。昨夜ゆうべ、エフェメラが眠りについたはずの、アンディの右みぎ隣どなりだった寝ね床どこに、かっと目を見開いたまま死んでいる踊り子の体があった。

　なかば夢の中にいるらしいエフェメラは、中ちゆう途と半はん端ぱに開いた目で、きょろきょろとあたりを見回した。その視線が、ようやく死体をとらえて、大きく見開かれた。どうやら、はっきりと目が覚めたらしい。

『この死に方は……！』

　アンディは、死体があることはわかっていたが、死体が踊り子の彼女で、しかもこのようなありさまだとは思っていなかった。

　死体に近づいて、もう一度確かめる。

　皮ひ膚ふのところどころに、青い斑はん点てんが浮ういている。双子の父ラスティに使われたものと、同じ種類の毒に間違いなかった。

「にゃんでしゅかぁ？」

　起き出したメノアを、母親がかかえこんだ。

「おう、なんということだ」

　目覚めた笛の男が、感情のない声で、呟つぶやいた。

「殺されて……？」

　メノアの母親が、恐おそる恐るといった調子でアンディに、問いかける。娘むすめは、好こう奇き心しんでじたばたともがいていた。

「ええ」

　アンディは、そっけなくうなずいた。ほんとうは、もう少し柔やわらかく応対したかったのだが、初対面の女性相手の会話は苦手だ。

「これは、しかし……」

　デクラフトが、膝ひざをついたままアンディと死体に近づいてきた。

　アンディは、そっとソードブレイカーの柄つかに手をかけた。

　デクラフトは、一いつ瞬しゆん、動きを止めたが、アンディがうながすようにうなずくと、思い切ってやってきた。視線は、アンディからはずさないままだ。死体の上にかがみこんでから、ようやく目をそちらに動かす。

　あらわな肌はだの上をたどり、乳ち房ぶさの下に小さな傷を見つけた。

「なにか鋭するどくて細いもので刺さされた傷ですな。どうやら、苦しむ暇ひまもなかったようだ。これは……間違いありません。ゼラブドルですな。このあたりでは、よくみかけられる薬草です。燃やして煙けむりを吸えば咳せき止どめに良いのですが、煮にだした汁しるを刃やいばに塗ると……ご覧のとおり。このへんですと、ゼラブドルは、キーンブルクの特産ですよ」

「ゼラブドル……、キーンブルクの特産……」

　アンディは、嚙かみしめるように、その名を呟いた。父が殺された時は、誰も、毒の正体を知らなかったのだ。アンディは、三本腕うでの男の言葉以外にもキーンブルクを示す手がかりを見つけて、興奮を感じていた。

「兄さん、これって……」

　エフェメラが、言葉を途と切ぎれさせた。彼女も気がついたのだ。アンディはうなずいた。興奮を押し殺す。

「ここにいる誰かのしわざなのでしょうか？」

　そう言ったのは、メノアの母親だった。双子のやりとりを勘かん違ちがいしたらしい。

「それは、まだ、なんとも」

　アンディは、首を左右にふった。

「なんともやあるかいな。手を下したかどうかはともかくとして、誰かが合い言葉を使つこうて、内側から開けんことには、魔法が働いて警報が鳴るはずや」

　タッタが言った。

「でしたら……」

　メノアの母親は、言葉を途切れさせると、娘をいっそう強く抱だきしめた。デクラフトは、落ち着きなく視線を左右にはしらせた。笛の男は、むっつりとしたまま、何も言わない。

　アンディは決意の色をあらわに、みなを見回した。

「ぼくもガヤンの神官です。犯人を探たん索さくせねばなりません」

「はあ」

　と、デクラフトはおぼつかなげに言った。

「しかし、あなたは帝てい国こくの方ではないでしょう？　法を守らせ、それを破った者に裁きをもたらすのがガヤン神官の役目とはいえ、管かん轄かつ違ちがいでは」

「人の命を奪うばうことは、どこの法にだって違い反はんしているでしょう。国の定めた法でなくとも、人が本来心にもつべき法に。ぼくは、事実をあきらかにしたいだけです。罰ばつを与あたえられるべきなら、月はそう導きます」

　アンディはきっぱりと言ってのけ、デクラフトは頼たよりなげにうなずいた。

「でも、あなたが犯人でないという根こん拠きよもありませんよね」

　口をはさんだのは、メノアの母親だった。全身でかばうように、メノアを抱いている。その目には、あきらかな警戒の光があった。彼女は、娘を抱いて立ちあがった。

「それは、そのとおりです……ええと」

「私はリアストラ・ヘイル。この子は、もう御ご存ぞん知じでしょうが、メノミリア・ヘイル、メノアですわ」

「じゃあ、リアラさんでいいんですよね、このへんの省略のしかたなら？」

　エフェメラが言った。このあたりでは、名前を縮めずに呼ぶのは、よほど格式ばった時だけだ。エフェメラは、ゆっくりとリアラに近づこうとした。しかし、彼女は娘を抱いたまま、すっと壁かべぎわにさがる。メノアも、母親の怯おびえを感じとったのか、ぎゅっとしがみついていた。

「リアストラさん」

　アンディは、堅かた苦くるしい調子で呼びかけた。

「ぼくはガヤンの神官です。理由があって殺したのなら、正直に告白します。妹も信用してくださって大だい丈じよう夫ぶ」

「その言葉が信じられればどれほど嬉うれしいかと思います。私もサリカの神官ですから」

　リアラは言った。サリカもまた、青の月の神の一柱だ。思い出の双ふた子ご神の片割れであり、記憶と信念の神である。

「けれど、だからこそ神官と言ってもさまざまな人がいることは承知しています。神殿勤めでさえ、教えを忠実に守る人は少ないじゃありませんか」

　神殿勤めと言っても、ルナル世界においては、祈いのりを捧ささげ神について考えるだけが役目ではない。ガヤンであれば、法を破る者を取り締しまり、商取り引きを監かん督とくする権限を、王や国家から託たくされている。サリカは豊ほう穣じようの女め神がみでもあり、子供らを見守り慈いつくしむ。シャストアは、物語によって、人々を楽しませ、知ち恵えを与える。

　宗教者というより、職業人であるのが、ルナル世界の神官たちなのだ。

　ゆえに、悟さとりや献けん身しん、自制とほど遠い者も、数多くいるのだった。

　もちろん、神官という地位には、社会的な信用はあるが、確実な人格の保証ではない。

「ガヤンの神官と言えば法の番人でしょう。でも、その法を守らせようとするあまりに、かえって人をないがしろにする人もいるでしょう？」

　リアラの言葉に、アンディはうなずかざるをえない。

　アンディの言うことは、たいてい正しいと認めてもらえるが、それに従って他人に行動してもらえたことは数えるほどしかない。今日も、そのようだ。

　しかし、アンディはあきらめない。正しいことを主張していこうと思う。

「もうほうっておいてもいいんじゃありませんかね、ガヤンの方」

　デクラフトが、急にそんなことを言いだした。

「どういう意味です、デクラフトさん」

　他のことなら、みんなの意見が一いつ致ちすれば従いもするが、これは承服できない。

「犯人は、目的の相手は殺してしまったんです。このまま、黙だまっていかせてやればいいじゃありませんか。もし、逆上した犯人が、わたくしたちを皆みな殺ごろしにしようなんて考えたらどうします」

「それはもう、そうなったら、犯人が誰だれかすぐにわかるわな」

「うん、それはまったくよね」

　タッタがわざとらしい作り笑いの声をあげ、エフェメラが相あい槌づちを打った。アンディが、説教しようと口を開いたとたんに、デクラフトが、むっとしたようすで言葉を続けた。

「いいじゃないですか。男と女のあいだのことだ。どういうやむにやまれぬ事情があったものか。だいいち、神官さま、あなたにだって責任の一いつ端たんがあるのかもしれませんやな」

「男と女とは、どういうことです。デクラフトさん」

　エフェメラは、兄がほんとうにわからないことを知っているから、ひそかに嘆たん息そくした。デクラフトやタッタは、とぼけやがってと思っているに違ちがいない。しかし、エフェメラには、死んだ踊おどり子が、嫉しつ妬とのあまり殺されるほど真しん剣けんに兄に迫せまっていたとは思えなかった。

「わたくしたちは、この踊り子とはたまたま泊とまりあわせただけじゃありませんか。殺す事情なんて何もないんですよ？」

　言ってから、デクラフトは、しまった、という風にわざとらしく口をふさいだ。

　みんなの視線が、笛の男に集まる。議論のあいだ、ずっと黙っていた。目立たない容よう貌ぼうの、無表情な若者だった。その無表情さは、みなの視線が集まった今も変わりない。

「俺ではない」

　その男はそっけなく言った。

「いや、わたくしは何も。あなたが彼女の連れだからあやしいと言っているわけでは」

　デクラフトが、あわてて手を左右にふりながら、陰いん険けんな目つきで笛の男を見る。

　アンディは、結論を急がなかった。彼はまず、死体のもとにひざまずいた。死んだ踊り子の、開いたままだった目をそっと閉じさせる。エフェメラも、兄のかたわらにしゃがみこんで衣服を整え、両手を胸の上で組み合わせてやった。

　笛の男は、静かな声でもう一度主張した。

「俺ではない。俺は殺さない」

「ねえ、ちょっと待ってよ。その話って、殺したやつが、この踊り子さんを狙ねらってた場合のことよね」

　エフェメラは立ち上がり、額に人差し指をあてて、青せい灰かい色しよくの瞳ひとみを輝かがやかせた。

「え……？」

　リアラの口から、驚おどろきの言葉がもれる。そして、警けい戒かいの表情がいっそう厳しくなった。

「よく考えて兄さん。最初、この人のことをあたしだと思ったのよね？」

「ああ。明かりを消す前は、お前がこっちで眠ねむったからね」

「ところがね、この人、少し寝相が悪くて、あたしを夜中に蹴けるのよ。だから、あたし、兄さんの反対側に移ったの」

　エフェメラは、踊り子とアンディの間で眠っていた。エフェメラがいなくなり、寝相の悪い、踊り子が空いた場所にころがってきた、ということらしい。

「……それは、つまり、こういうことか？　この人は、あんたと間ま違ちがわれて刺された、と」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、タッタが誰もが考えていたことを口にした。

「かもしれない。今、思ったんだけど、髪かみの長さとか、けっこうあたしに似てる、この人」

　エフェメラは、そう言うと彼女自身の髪をかきあげた。

「似てるか、この姉ちゃんに？」

　タッタが疑わしげに言った。

「わいはミュルーンやから、人間の顔の違いはみわけにくいけどな、どっちかというと、そっちのお母はんのほうに似てるんやないやろか？」

　そう言ったタッタの視線は、リアラとエフェメラ、それぞれの胸のふくらみに向いている。

「悪かったわね……」

　エフェメラは、ちょっといじけた顔つきになった。彼女の感情はともかく、確かにタッタの意見は正しい。

「しかし、ぼくたちはともかく、リアラさんに狙われるような理由が……」

　アンディは、そこで言葉を途切れさせた。

「……あるようですね」

　リアラは、ぎゅっとくちびるをひきむすんでいる。

「母しゃま、痛いでしゅ」

　抱きしめられたメノアが、小さく声をあげた。

「詮せん索さくは、やめていただきます」

　切り口上で言うリアラの目の奥に、アンディは、不安と娘むすめを守ろうとする必死の思いを見てとった。この人は殺していない。アンディは、確信した。

「おじさん、動かないで」

　デクラフトが、そろりと戸口に向かって動くのを、エフェメラが制止した。立ち止まったデクラフトは、ごまかすような、こわばった笑いを浮うかべる。

「けど、よう考えてみると、なんで、こんな議論してなあかんねん？　せっかくガヤンとサリカの神官がそろとんねんやから、とっとと魔ま法ほうでかたつけるわけにいかんのか？　確か噓うそを見み抜ぬいたり、心を読んだりする魔法があったはずやろ、あんたらの神しん殿でん」

　タッタが、それに気がつかなかった自分にあきれるように言った。

「あ……そうだ、そうじゃないですか！」

　デクラフトも、笑いを浮かべた。

「けど、せえへんちゅうことは、二人とも呪じゆ文もんが使われへんのか？　そら、使えるほうが珍めずらしいのはわかってるから、恥はずかしがらんと正直に言うてみ」

　デクラフトが、不安げな表情でアンディを見た。確かに、この若さでは、おぼつかなく思えるだろう。魔法を覚えるには、かなりの訓練が必要とされる。たとえ一つでも、呪文を知っているものは、人口の一割にも満たない。だが、それは一いつ般ぱんの人々のことだ。魔法も使えずに、神官位を得ることは難しい。神官の位は、それなりの能力を証明する、社会的な資格なのだ。

　信しん仰こうの深さや人格は証明しないが。

「魔法はそれほどあてになるものではありません」

　アンディは、静かに言った。

「兄さんの魔法はね」

「エフィ、まぜっかえすんじゃない」

　エフェメラは、少し首をすくめた。

「ごめんなさい」

　謝罪する彼女の視線は、死んだ踊り子に向けられていた。

「常に確実に働くわけでも、すべてを見通すわけでもありません。そのことをきちんと理解して使うべきものなのです」

　アンディの言葉に、リアラがうなずいた。

「めんどくさいなあ。これやから、どうもわいらは、他ほかのお月さんになじめんのや。彷徨さまよいの月は、いろいろな力を授さずけてくれはるけど、使い方に口出しはしはれへんで？」

　タッタがぼやいた。

「そっちのお母はんは、どうやねん。元来、その手の呪文やったら、サリカのほうが得意なんとちゃうかったか？」

「母しゃまは、魔法がお得意ですぅ」

　自じ慢まんげに言ったのは、メノアだった。サリカは、昼夜の移り変わりを司つかさどる神であり、豊穣の象しよう徴ちようでもある。そしてまた、人と人とのまじわりを守護し、結けつ婚こんの誓ちかいをたてられる神でもあった。ゆえに、サリカを信仰するものたちは、空と大気にかかわる魔法と、心のうちを知り知らせる呪文に長たけている。

「確かに、私は《読マインド・心リーデイング》の呪文が使えます。おそらくは、そちらのアンディさんよりは使い慣れてもいるでしょう」

　リアラは警戒こそしてはいるが、怯えで我を忘れてはいない。声は冷静だ。

「でも、呪文を使うにはしばらくのあいだ、心をそれに集中しなければなりません。《読マインド・心リーデイング》は、とりわけ長いあいだ、心を澄すませておかなければならない呪文です。そのあいだに襲おそわれたりすれば……」

「なにも、心の全部を読まなくてもいいじゃない。殺意があるかだけでも見分けられない？」

「許しも得ずに人の心を探さぐるようなことはしたくなかったのですが……」

「あ、もう使ってたんだ？」

「事情があったので、人が来られるたびに《敵感知センス・フオウ》は使っていました。でも、アンディさんも言われたとおり、呪文は確実ではありませんから」

　波動を変化させ、現実を変容させる呪文であれば、その効果があらわれたか否いなかは、術者の目にはあきらかだ。しかし、探りあてるための呪文が成功したかどうかは、何かを探りあてるまではわからない。それがある、ということを証しよう拠こ立だてるより、それがないことを証拠立てるほうがよほど難しいのだ。

「せめて、ここに他の誰かが隠かくれていないかどうかだけでもわからんか？　魔法で隠れてる殺し屋がおらんと決まったもんでもないからな。わい、戦う用意はさせてもらうで」

　タッタが、思い出したように言った。

「いいでしょう。それは確かめておきたいことですから」

　リアラは、こくりとうなずいた。

「《生命感知センス・ライフ》の呪文なら、一呼吸の時間でなんとかなります。でも、念のために、みなさん、私から離はなれてください。最低でも十歩以上」

　リアラは娘を軽く抱だきしめた。その後で床ゆかにおろして後ろにかばった。

　アンディたちは、素す直なおにリアラの言葉に従った。各おの々おの、部屋の隅すみへと移動する。アンディは南東。タッタは武器を抜ぬきつつ北東の隅に。そしてエフェメラが北西の隅だ。リアラは、娘とともに中央に立った。

「ちょっと待てや、兄ちゃんとおっちゃん」

　タッタが、槍やりの穂ほ先さきで笛の男とデクラフトを制した。

「なんで、わざわざ戸口に行くねん。外にでも逃にげよういうんやないやろな」

　二人は、東の壁かべの戸口近くにいる。十歩の条件ぎりぎりのあたりだ。

「そんなこと……」

　デクラフトが言いかけた、その言葉の途と中ちゆうで、笛の男が跳とんだ。西に向かって、どんと床を蹴ったのだ。

　その瞬しゆん間かんにリアラが叫さけんだ。《生命感知センス・ライフ》の呪文は、終わっていた。

「その人は、生き物ではありません！」

　それを知られることを恐おそれて、逃げようとしたのか。あるいは不ふ意い討うちをかけようとしていたのか。

　笛の男は、人間の姿をかなぐり捨てた。両手の爪つめが、鋭するどい刃やいばとなって伸のびている。まるで細身の曲刀のようだ。

　笛の男が、小屋の中央にたどりつくより先に、タッタが飛び出していた。

　彼の突つき出した槍が、笛の男の鼻先をかすめる。

　笛の男は、まさしく笛の音のような奇き妙みような叫び声をあげて、身をかわした。

　エフェメラがリアラ母おや子こに駆かけより、マントを広げて背後にかばう。笛の男は、母子を狙っていたのか。それとも、通り過ぎてその先にいるエフェメラを目指していたのかは、わからない。笛の男は、床を蹴って垂直に飛び上がった。

「ゴーレムかっ？」

「それともアンデッド？」

「ひいぃぃ」

　双ふた子ごの叫びと、デクラフトの悲鳴が交こう錯さくした。

　人間をよそおっていたものは、天てん井じようにはりついている。落ちてこない。手足が、異様な方向に曲がっていた。まるで四本足の昆こん虫ちゆうだ。

　アンディは、ソードブレイカーをかまえて、怪かい物ぶつの下に駆けよった。デクラフトは、腰こしを抜ぬかしたのか、へたりこんでしまっている。タッタは槍を足に持ち替かえ、宙に飛び上がろうとしていた。エフェメラとリアラ母子は、西の壁に張りつくように逃げる。

「ぎゅききぃ」

　怪物は、真下の人間たちをぎょろぎょろと睨にらみつけた。目がくるりと裏がえって、真っ白になる。男の眼球は、白い石を磨みがいただけのしろものだったのだ。

「ゴーレムだったのか。それにしても……こんな精せい巧こうな？」

　魔ま術じゆつで作られ、あるじの命令に従って動く人形を、ゴーレムという。

　白き輪の月に属する魔術師ウイザードか、黒き歪ゆがみの月に従う邪術師ソーサラーにしか作りだせないしろものだ。造り主によって千せん差さ万ばん別べつ、さまざまな形態と能力を持つ。しかし、これほどに人間の仕草をそっくり真似まねて、しかも頭のいい受け答えまで可能なゴーレムのことなど、アンディは聞いたこともなかった。

「りるるるるるる」

　ゴーレムの口から、笛の音が漏もれた。同時に、ふところから取りだした小さな袋ふくろを握にぎりつぶす。それは、ぱんという軽い音とともに破は裂れつして、あたりに白い粉をまき散らした。

　もうもうと広がり、アンディたちの視界が白く染まった。

　ゴーレムが見えない。

「あわてるな、静かにするんだ」

　アンディは、とっさに指示した。

　みなが悲鳴をのみこみ、静まりかえったその直後、かすかな音がした。

　きしりと、爪が天井をこする音だ。

　ゴーレムが落ちてくる、そう直感して、アンディは叫んだ。

「散るんだ！」

　その言葉を聞いて、他の者がどう動いたのか、アンディに確かめるすべはなかった。彼は、ソードブレイカーを、真上に向けてかまえた。翼つばさが空気を打つ音がした。タッタだろうか。

　アンディは待った。しかし、衝しよう撃げきはやってこない。

　白い粉は、単なる目くらましだったようだ。視界が回復するのに、そう時間はかからなかった。雲が薄うすれかけた時、悲鳴があがった。

　中年の男の声だ。

「しまった……」

　デクラフトは、戦うすべを知らなかったのだ。彼のことをきちんと考えに入れていなかった自分をアンディは責めた。しかし、すでに遅おそい。ゴーレムの凶きよう器きが、深々とデクラフトの喉のどを貫つらぬいていた。口もとから、真しん紅くの血があふれでる。もう助からない。

「くそぅっ」

　アンディは走った。

　デクラフトの体から飛び離れながら、ゴーレムはまた白い粉の袋をとりだした。生命を失った肉体が、ごろりと転がる。

　ゴーレムは、迫せまるアンディめがけて、白い粉の袋を投げつけようとした。

　それよりわずかに早く《電光ライトニング》が飛んだ。魔法で創造された小型の稲いな妻ずまだ。だが、それはゴーレムをはずれ、虚むなしく壁ではじけた。

　一瞬、アンディの視線が稲妻の源を見た。

　リアラが、稲妻を投げた手を、伸ばしたきり、まだ引き戻もどしていない。母親の横にメノアがいる。彼女をタッタがかばっていた。エフェメラは？　──こちらへ来ようとしている。

「来るな！」

「兄さん、そっちよっ」

　はっと、視線を戻したアンディの眼前一いつ杯ぱいに、ゴーレムが投げた袋があった。

　とっさに、左手をあげて顔面をかばう。かばいきる前に、袋が命中した。視界が白く染まる。それは、すぐに真っ黒になった。目に粉がとびこんだのだ。痛んで開けていられない。

「くっ」

　アンディの脚あしが止まった。ぽろぽろと涙なみだがこぼれる。

　ゴーレムが来る。足音でそれと悟さとった。ゴーレムの爪にはゼラブドルの毒が仕込んであるはずだ。わずかな傷でも、死につながる。

『まだです、神よ。まだ、月には行けません』

　神は、その信者を月に招く。だが、今はまだ、ガヤンの法ほう廷ていに仕える時ではない。無我夢中で、アンディは、身を守ろうと盾たてをつきだした。だが、それは、まるで見けん当とう違ちがいの方向だった。

　ゴーレムの爪が、狙ねらっている。

「こっちやがな、兄ちゃん！」

　どんという、何かがぶつかる音。

　やっと左目だけ、開いた。

　アンディに襲いかかろうとしていたゴーレムの横腹を、タッタの槍が、貫いていた。

　生身の生き物なら、内臓を傷つけられて、かなりの痛手だろう。だが、ゴーレムは槍を刺さされたまま、平然と爪をふるった。しかし、刺さった槍に邪じや魔まされて、狙いが甘い。アンディは、かろうじて引き戻した盾で防いだ。

　反はん撃げきにくりだしたソードブレイカーは、やすやすと避よけられてしまった。片方の目だけでは、微び妙みように間合いが狂くるうのだ。

「しっかりせえ！」

　タッタが叱しつ咤たする。槍を戻して、再びくりだした。だが、その一いち撃げきは空を貫いただけだ。

「きゅきゅっ」

　ゴーレムの喉から、奇妙な音がもれた。

　次の瞬間、ゴーレムは再び飛びあがっていた。

「駄だ目めだ！　行くな」

　アンディの声は、悲鳴に近かった。ゴーレムは、タッタとアンディの頭上を飛び越こえ、天井に取り付いて移動する。目指すのは、リアラか、あるいはエフェメラか。

　彼女たちは、二人して背後にメノアをかばっている。

　ゴーレムが、天井を蹴けった。必殺の爪の一撃が、なだれ落ちる滝たきのように襲いかかる。

「逃げるんや！」

　タッタの叫びは、すでに遅い。

　毒爪が、空気を裂さく。

「受け止めた!?」

　信じられない、という風にそう叫んだのは、シャストアのマントをひるがえして、その一撃を搦からめとった当のエフェメラだった。

　シャストアの信徒にのみ与あたえられるこのマントは、特別の処理をほどこした水龍マハノチの革かわ製せいだ。

　並みの刃なら、熟練した使い手の手にあれば、搦からめとり、あるいはそらして我が身を守る。エフェメラは、マントの使い方は基き礎そしか知らなかったが、幸運はえてしてそういった者に味方をするのだ。

「シャストアよ、あなたの信徒の物語への肩かた入いれに感謝いたします！」

　エフェメラが、おのれの神に祈いのりを捧ささげる。

　物語の神が信徒にマントを授さずける時、こう告げるという。

　戦いは華か麗れいであれ、物語を盛り上げよ、そのためにマントを授ける。

　あまりその教えに忠実とはいえない、不ぶ恰かつ好こうな姿ではあったが。

「ぎ……」

　ゴーレムが、頭をひねる。ひねったように見えた。その頭に、リアラが、すばやく抜きはなった鉄の扇おうぎを叩たたきつける。サリカの信者が使う特とく殊しゆ武器、バトル・ファンだ。

　リアラの腕うでは細い。武器の威い力りよくもたいしたものではないが、なんの防具もつけていない頭なら、それなりの効果はあった。このゴーレムは、木や皮──おそらくは人間の──といった軽めの素材で、できていたらしい。

　バトル・ファンに殴なぐられて、その頭部が大きくへこんだ。人間であれば、その一撃で気絶していたかもしれない。

「がうっ」

　ゴーレムは、しかし、まだ倒たおれない。マントがふりはらわれた。ゴーレムの爪がふりあげられる。このまま横に飛びのくか、床に伏ふせれば、どうにか避けられるかもしれない、とエフェメラは思った。しかし、彼女がそうすれば、後ろにいるメノアが、無防備のままゴーレムの爪にさらされるかもしれない。ゴーレムが、ほんとうに狙っているのが誰だれなのかだとか、そういったことをエフェメラは考えなかった。そんな暇ひまもなかった。

　彼女は、一歩も動かない。

　ゴーレムの動きは、速い。エフェメラのこめかみに、冷や汗あせが浮うかんだ。毒爪が、彼女の喉もとに迫る。エフェメラは、自分の白い喉から、赤い血が噴ふきあがるさまを幻げん視しした。その幻げん想そうを、認にん識しきしている暇もない。

　マントを、もう一度ひるがえした。

『今度は、さすがに無理かな』

　ごっ。

　爪は、皮一枚の差で、彼女をかすめすぎていった。一瞬、ほんの一瞬だけ早く、アンディのソードブレイカーが、ゴーレムの腰を斬きり砕くだいていたのだ。

　ゴーレムは、ゆっくりと倒れた。がらん、という空くう虚きよな音が、小屋の内に響ひびく。

「死んだの？」

　恐おそる恐る、エフェメラは言った。

「壊こわれた、と言うんだ、エフィ。言葉を、正確に、使うよう、努力しなさい」

　ところどころ途と切ぎれさせながら、アンディは言った。言い終わると、ソードブレイカーを床にほうりだした。大きくあえぐ。

「だいじょうぶでしゅか？」

　母親の後ろから、メノアが恐る恐る顔をのぞかせる。膝ひざをついたアンディは、にっこりと笑えみを返した。
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　とりたてて巨きよ大だいな街でもない。近きん隣りんの王の居城があるわけでもない。有名な戦いが行われたわけでもない。しかし、キーンブルクの街の名は、けっこう広く知られている。いや、キーンブルクの異名が、知られているのだ。

〈滝の街〉という異名が。

　キーンブルクはバウル湖からしばらく離はなれたところにある。キーンブルクの街を目指して旅するアンディたちは、その広大なバウル湖のほとりを旅してきた。

　大陸最大とされる湖のひとつであるバウル湖には、いくつもの河が流れこみ、そして流れ出している。そのいくつもの河の中でも最大の河ナーレンスが、湖を流れ出して半日とたたないところ。河のほとりに、キーンブルクの街はある。大河ナーレンスが、その幅はばのなかばほどもある高さを流れくだる、巨大な滝のほとりにある街なのだ。

　だから〈滝の街〉と人は呼ぶ。

　河幅は、もちろん広い。よほどの強ごう弓きゆうでもなければ対岸に届くことはないと言われる。言われるばかりでなく、それは事実であった。伝説のメイルの弓でも、対岸にたどりつくまでは三度ほど放たねばならないだろう。帝てい国こくでも、いやリアド大陸でも有数の流れである。

　それほどの大河が、なだれ落ちる滝なのだ。

　キーンブルクの滝を、人々は〈怒ど濤とうの壁かべ〉と呼んだ。その水しぶきは地上におりた雲のごとくであり、轟ごう音おんは耳を裂き、常に最大級の嵐あらしのように荒あれ狂う。いかなる城じよう壁へきよりも壮そう大だいで、美しく、かつ力にあふれた光景であった。

　しかし、〈滝の街〉の異名は、街が滝の近くにあるからばかりではない。それだけならば、帝国に広く名を知られるほどのことではなかったろう。

　それが人々の口にのぼるのは、領主の城が、滝の中にあるからである。

　滝のなかばからはりだした巨大な岩いわ棚だなの、その上に城があった。さほど大きなものではないが、堅けん固ごな造りである。

　驚きよう異いといってよい。

　激しくなだれ落ちる水は、岩すら削けずり、滝を後退させるはずだ。他ほかのもっと小さな滝でも、一世代が交こう替たいするあいだに、百歩あまりも位置がずれたという記録がある。

　しかし、この滝は違ちがっている。

　おそらくは、城が、人間の手になるものではないがゆえだろう。

　それは、古代の遺い跡せきを利用して造られていた。

　神話と伝説、そして歴史の各おの々おのの時代は、七つの月の各々の来訪によって区切られてきた。

　人間の守護者たる双ふた子ごの月がやってきて、およそ一千年あまり。

　それ以前には、突とつ如じよ空に現れた闇やみの月から〈悪あく魔ま〉が襲しゆう来らいした、惨さん劇げきと狂きよう気きの、血に染まった時代があった。

　さらに遡さかのぼれば、緑の月によって世界が森につつまれた静かなる時代があった。

　太古には、銀の月の異い貌ぼうの神々と、最強の肉体たる〈龍りゆう〉が戦った時代があった。

　それよりも、なお遥はるか遥か古き時代に、この城の原型は造られたのだ。

　いまは輪となった最初の月が、全く満ちた白の月であった時代。虚こ空くうの彼方かなたたる〈至高なる輝かがやきの地〉に去った〈源初の創造神〉が、いまだこのルナルの地におわす頃ころ。

　この城の基礎は、その時代に、すべての知ち恵えある生き物の祖先である〈源人〉たちが、超ちよう絶ぜつの魔ま術じゆつを駆く使しして、造りあげたものなのである。

　どのようにして、なんの理由で造ったのか、それらについては伝えられていない。

　近辺の人々は、名高い四大不思議都市にも勝まさるとも劣おとらぬ景勝と、自じ慢まんの種にしている。

　それも、無理はない。

　大いなる水の壁から、堂々と姿をあらわした白はく亜あの城が、激しいしぶきが変じた霧きりの中にある。そのさまは、まるで天空の雲の上に浮うかぶ巨大な白はく翼よく鳥ちようのようだ。中央の高い尖せん塔とうを首とするなら、左右に翼とみまごう棟むねがはりだしている。

　遥かなる高みから大地を睥へい睨げいする〈天空の龍の島〉にあると神話が伝える、永遠の乙女おとめの城にたとえる者もいる。

　清せい楚そな白ばかりが、城を飾かざっているのではない。要所には透とう明めいな天てん蓋がいがはめこまれている。いにしえの魔ま法ほう技術になる素材は、丈じよう夫ぶで軽く、しかも陽光にきらめいて美しい。また、新たに作られた窓には、ドワーフ族の職人の手によって青と黄色のステンドグラスがはめこまれ、あざやかな色しき彩さいで城をいろどっている。さらに、太陽がきらめくと、いくつもの虹にじが、城の塔とうと塔をむすぶ華はなやかな架かけ橋となるのだ。

　そして、その優ゆう雅がな外見に似合わず、この城の守りは堅固だ。いったい、どのような軍が、滝の中にある城に向けて、大だい攻こう勢せいをかけられようか。

　先の建国戦争のおりは、城主みずからが秘密の通路の門を開け放ち、帝国に降くだったという。さもなくば敗れることはなかったろう。

　もっとも、いかに幻想的な美しさを誇ほこる城であっても、住むとなれば話は別である。外から見ている者にはわからない悩なやみが、いろいろとある。

　たとえば湿しつ気けがそうだ。しぶきのおかげで、城はいつもじっとり濡ぬれている。下世話な話だが、洗せん濯たく物ものはなかなか乾かわかない。

　そして、轟音。常に、耳を聾ろうせんばかりの音が響き渡わたっているのだ。もっとも、城の奥に入れば、分厚い石の壁にさえぎられて気になるほどでもない。

　ごくまれに、城の住人たちの中に、その轟音をありがたく感じる者もいる。他人に聞かれたくない話をする者たちにとって、囁ささやきをかき消してくれる水音は、嬉うれしいものだ。

　今も、そうだった。

　美しい滝たきの城、白翼の城で、三人の男女がひそやかな話しあいの場をもっていた。余人に聞かれることのないように、とりわけ轟音の響く、テラスの一角で。

　一見すれば、とても秘密の会話などするにふさわしい場所には思えない。だからこそ、向いているのだ。

　しぶきにつつまれて外からは見られることがなく、城内から出る扉とびらは一つしかない、高いテラスであった。

　そこにいるのは、まず華麗な衣い裳しように身を包んだ若い女だ。華きや奢しやな長なが椅い子すに、豊ほう麗れいな肉体を預けている。彼女の背後には、鎧よろいに身を固めた中年の男が立っていた。そして、濃こい茶ちやのローブに身を包んだ人物。その人物は、女の対面に腰こしをおろしている。

　女とその人物のあいだには、低い卓たくが置いてある。卓上には、細い首の磁器の壼つぼと、青磁器の碗わんがあった。

「それでは、目的は果たしたのですね」

　女が言った。美しい女だ。豊かに波うつ金の髪かみも、ぽってりとした真っ赤なくちびるも、充じゆう分ぶんに男をひきつける魅み力りよくがあふれている。だが、下品さはかけらもない。並みの男など近づけもしない高貴さが、その鮮せん烈れつなまなざしにあふれていた。身につけているのは、どれも最上級の品ばかり。首回りをきっちりとおおった服は、胸のあたりでわずかに開いている。豊かなふくらみは、いまにもこぼれ落ちそうだ。なかばむきだしの肩かたは白く、その先に続く腕は、長なが手て袋ぶくろにおおわれている。

　ぎゅっとつりあがった眉まゆの下、はしばみ色の瞳ひとみの奥に、煮にえたぎる憎ぞう悪おの念がかいま見られた。気がつく者は少ないだろう。だが、気がつけば、同席したいとはまず思うまい。

「ああ、こちらのやろうとしたことは果たした」

　女の問いに答えたのは、濃茶のローブの人物だった。ゆったりした衣服は、体の線をすっかり隠かくしている。頭ず巾きんの奥にひそむ顔も、みることができない。

「近づこうとした〈結社〉よりの使い、確かに殺した。わざわざリアラとやらをあの小屋に誘ゆう導どうしたまでは思いどおりだったろうが、それゆえに気が緩ゆるんだのかもしれぬな。おそらく、刺し客かくを送ったのは我ら〈凍いてつく闇〉だとリアラとやらは思っているだろう。それはそれで、間ま違ちがってはいないがな」

　笑いを含ふくんだ嗄しわがれ声は年も性別も定さだかにさせぬ。

　女が、かすかに眉をひそめた。

　顔を見せぬ人物は、そしらぬようすで言葉を続けた。

「これで、あの娘こも何も知らぬままに、この街へやって来るだろう。リアラには、予定どおりに父子おやこの対面をさせる。そうして、そなたに会う」

　もの言いは年長者のそれだ。しかし、濃茶色の袖そでからちらりと覗のぞく手は、血管が透すけてみえるほど青白く、しわはなかった。

「これで二人、殺しました。……〈結社〉は、わたくしの裏切りに気がついたでしょうか？」

　女の問いに、顔を見せぬ人物は、ゆっくりと否いなの動作をしてみせた。

「それは、わからんな。リアラのほうから、〈結社〉に接せつ触しよくするすべはない。そなた以外にはな。殺した〈結社〉の使いは、踊おどり子として旅を続けていた。この時勢だ。どこでどんなもめごとに巻きこまれるかもしれぬ。〈結社〉はいずれ探たん索さくするだろうが、今すぐに動ける余よ裕ゆうはあるまいよ。我が〈凍てつく闇〉の者どもが、牽けん制せいをしているからな。日がすぎるとともに証しよう拠こは消える。そのうち、格の低い使者一人を探索するどころではなくなるはずだ」

　この場で〈結社〉という言葉が口にされるたびに、女の顔に不安げな表情が浮うかぶ。

　母の叱しつ責せきに怯おびえる幼い子供の顔にも似ている。

「しかし、使いを殺すためだけにあれを壊されたのは、少々もったいなかった。あれほどのできのゴーレム、めったに造れぬのだがな」

　その言葉から、顔を見せぬ人物が、魔術師ウイザード、あるいは邪術師ソーサラーであろうことは間違いない。

　おそらくは邪術師ソーサラーだ。

　魔術師ウイザードは、輪の月に住む〈天使〉を召しよう喚かん、封ふう印いんし、他の月には望みえないほどの強力な魔法を使う人々である。月を奉ほうずるのではなく、月を従わせんとする者たちだ。職業ではなく種族と言っていい。修しゆ業ぎようによって独自の肉体を得て、独自の文化に従う。極力世せ俗ぞくにかかわることを嫌きらい、みずからを高めることをのみ望むのだ。

　一方、邪術師ソーサラーは、魔術師ウイザードになる素質を持って生まれながら、あえて〈悪魔〉と契けい約やくを結び、邪じや悪あくな魔術を、みずからの欲よく望ぼうと他者の不幸のために駆使するものたちだ。人の心の歪ゆがみこそ、〈悪魔〉の糧かてであり、邪術師ソーサラーたちは契約を結んだ〈悪魔〉を養わねばならない。

「使いを殺すためには、もったいなかったですって？　それならば、いっそのこと、この機会に、みな殺してしまえばよかったのです、黒こく翼よく鳥ちよう」

　女は、押し殺した声で言った。

「それはできない」

　ローブの胸に描えがかれた文様が、その術者の呼び名であるらしい。胸の中央に黒翼鳥の模様。他には、なんの飾り気もない。黒い翼と、赤い胴どう体たい、そして歪んだくちばしをもったその鳥は、不ふ吉きつの象しよう徴ちようとして知られている。

「わかっているはずだ。彼らには、この街まで来てもらわねばならない。それこそが、そなたの望みを果たすための計略なのだ。それにな、我がそなたに力を貸す代だい償しようでもあるのだ。そうすることによってこそ、より効果的に〈結社〉の計画を破は綻たんさせることができる」

　その言葉に、女はまるで心臓を突つき刺さされたかのような表情を見せた。

「それは恐きよう怖ふか？　後こう悔かいか？　だが、もう遅おそい。そなたは〈結社〉よりおのが自身を選んだのだ。それを貫つらぬき通すには力が必要。されど、代償もなく力を得ることはできぬのだ、娘むすめよ」

「わたくしを娘などと、呼ばないでっ！」

　いきなり女の細い手首がひるがえり、卓上の碗を黒翼鳥めがけて投げつけた。

　黒翼鳥は、首をくいとひっこめて、それを避よけた。いや、頭巾を動かして、だ。その中に、ほんとうは何が入っているのか、わかりはしない。

「〈結社〉での教え、やはり忘れられないか」

　黒翼鳥は、女に聞こえないよう、口の中で呟つぶやいた。

　一いつ瞬しゆんだけ見せた激げつ昂こうを、すぐに隠して、女は再び長椅子に体を預けた。鎧の男が、会話がはじまってから、はじめて動いた。ちらりと彼女の顔をのぞきこんだのだ。

「サーナさま」

　サーナと呼ばれて、女の指先がかすかに震ふるえた。目の奥に怒ど気きがある。

「奥さま」

　中年男は言い直した。うやうやしいものごしだ。彼の視線は、サーナの長手袋に向いている。手首のあたりが、碗からこぼれた酒で、わずかに濡れていた。その視線を追ったサーナは、鷹おう揚ようにうなずくと、手を男に向かってさしのべた。

　男は、その手をおしいただくように、丁てい重ちような態度で手袋を脱ぬがせた。サーナの素す手でが、あらわになる。

　爪つめが、青い。塗ぬった色ではなかった。爪そのものが、くっきりと青いのだ。サーナは自分自身の爪から目をそらした。いっそ、はがしてしまいたそうな仕草だった。

「そう、わたくしは代償を支し払はらいます。契約ですからね」

　黒翼鳥に向き直って、サーナは言った。

「契約は大事だと、青の月の神も言っておるからな」

　黒翼鳥の声は、皮肉に満ちていたが、サーナはぐっと怒いかりをこらえた。

「わかっていますとも。そちらこそ、契約は守っていただきますよ。確かに、殺してくれるのでしょうね？　あの娘を」

　そう言ったサーナの瞳に、強く一つの感情があらわれた。

　嫉しつ妬と、である。それは、誰だれしもが抱いだく感情ではあった。しかし、あまりにも強い感情は、心に歪みをまねく。

　歪みこそは、〈悪あく魔ま〉の巣くう場所である。そして、〈悪魔〉は、みずからの力を増すために歪みをさらに拡大するのだ。

　歪みは、やがて世界をすら滅ほろぼそうとする。

　かつて一度、滅びかけた。

「あれに奪うばわれるわけにはいかないのです……わたくしのすべて、を」

　黒翼鳥は、サーナの言葉にゆっくりとうなずいてみせた。どこか、楽しげに見えた。
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　双ふた子ごとリアラ母おや子こ、そしてタッタの五人が、キーンブルクの近くまでやって来たのは、あれから四日後のことである。

　どちらも狙ねらわれる心当たりがあった双子と母子は、ともに目指すのがキーンブルクと知って、一いつ緒しよに旅することにした。

　リアラは自分たちが、どうして誰に狙われるのか、口にしようとはしなかった。双子たちの事情も、聞こうとはしなかったが。

　しかし、彼女たちはともかく、タッタが危険を承知でなぜ同行したのかは、エフェメラには少し謎なぞだった。

「ミュルーンの古い諺ことわざで『まとめて運ぼうとして荷物に潰つぶされるより、二度運んだほうがまし』ちゅうのがあってな？」

「だったら、あたしたちと一緒に行くなってことにならない？」

「あ、そうか。とすると、もっとええ諺を作らんとなあ」

「作ったの?!」

　こうしてはぐらかされた。

　ちなみに、踊り子と、デクラフトの遺体は、街かい道どう沿ぞいに埋うめてきた。他ほかにどうしようもない。踊り子のほうは、ついに名前を知ることもなかった。知らせてやるべき家族がいるのかどうかも、わからない。

　この時代、決して珍めずらしいことではなかった。旅の途と上じように斃たおれた者は、旅の途上で眠ねむるのだ。そうすれば、いつまでも旅を続けていられる。そして、いつか人の魂たましいは月に至る。

　双子たちの旅がたどりつくべき最後の場所は、まだ見えていない。

　今は、とりあえずキーンブルクである。

　五人が歩いているのは、河沿いの街道だった。馬車が四台くらいは並んで通れる、幅はばの広い街道である。人々の足が踏ふみならした、土がむきだしの街道だ。

　人の通行も多い。すれちがう人の姿は、絶えることがなかった。荷車を引く馬の姿も多い。それも、大河ナーレンスの近くだからかもしれない。

　河は、大陸でも重要な交通手段である。河かわ面もは、月によって人間の領域と定められたうちの一つだ。この地方は、ナーレンスの水運によって支えられている。帝てい国こくの大動脈とも言われた。その大きさで、大陸全土に名が響ひびいている河だ。

　対岸が見えぬほどに河幅は広い。流れをのぼりくだる河船は、多くの荷をつんでいる。

「いっぱいのお水ですぅ」

　メノアは、目を輝かがやかせて言った。

「これ、海でしゅか？」

「そうか、メノアちゃんは海を見たことないのね。海はね、これよりも、もっともっと大きいのよ。向こう岸なんて、見えないんだから」

　この数日で、メノアはすっかりエフェメラになついていた。

「もっともっとでしゅか」

　メノアは、くるくると目を回しそうな仕草をしてみせた。笑い声がおこる。キーンブルク側から歩いてきた牛飼いの若者も、すれちがうときに笑っていた。

「今まで、ずっと山の中の暮らしでしたから」

　リアラが、いとおしげに娘を見た。エフェメラは、どこか哀かなしげな瞳だと思った。わずかな不安もある。どこかで見た色だと、エフェメラは思った。

「それにね、海は青いのよ」

　滝たきを越こえてからのナーレンスの流れは黒い。まわりの土を溶とかしこんでいるのだろう。

「この河をね、ずっとくだっていくと海につくんだよ。お姉ちゃんたちは、そこを越えてやってきたの」

　ナーレンス河は、トルアドネス帝国の南部を大きく曲がりながらゆったりと流れ落ち、やがて草原を横切って、海にそそぐ。その間、大小の支流をのみこむがゆえに、集つどいの河の異い称しようで呼ばれることもあった。

「やめてくれんかなあ、そのでっかい水たまりの話」

「どしたの、タッタくん」

　エフェメラがタッタを見ると、メノアがほとんど同じ姿勢でタッタを見た。

「昔、いやな思い出があってなあ」

　つくづくと、タッタは言った。

「だから、その、広い水っちゅうやつは、話だけでも苦手なんや」

　海という言葉を口にするのも、いやなようだ。

「しかしなあ、タッタ」

　アンディは、言った。この数日で、お互たがい名前を呼び捨てにする程度には親しくなった。

「海は恐おそろしがるようなものじゃない。たとえそうだとしても、苦手なものを克こく服ふくするためには、そのものから逃にげていちゃどうしようもないだろう」

「ほな、アンディ、お前、そこ歩いてる初対面の姉ちゃんに話しかけてこい」

「……悪かった」

　わずか数日で、アンディは、すっかり見み抜ぬかれている。

「エフィお姉ちゃん」

　メノアが、マントのすそをひいた。小さな指が、土ど砂しやをまじえて流れる黒い河の、ちょうど真ん中あたりをさしていた。

　エフェメラは、にっこりと笑って、メノアの手を握にぎってやった。

「お船よ。どこにいくのかしらね」

「どこかしらにぇ、海かなあ」

　帆ほ柱ばしら一本、平底の河船だ。船上には、何匹ひきかの牛がつながれている。下流の街に売りにいくのだろうか。

「よくも、あんな滝を越えて」

　感心したように、リアラが呟つぶやいた。

「どうっちゅうことはない。〈怒ど濤とうの壁かべ〉の横には、いくつも水門がついた運河が掘ほられてんねん。河船は、それを使って河をのぼったり、くだったりするわけや。運河の使用料は、そらごっついもんらしいで。キーンブルクの街のおもな財源やそうや」

「お金の話になると詳くわしいわねえ、タッタくん」

「おう、まかしといてくれや」

「どうも、言葉だけ聞いていると悪口の応おう酬しゆうにしか聞こえないんだがな」

「あら、兄さん、あたしたちもうすっかり親友よ、ねえ」

「おう、もちろん」

　エフェメラは、タッタの首をぎゅっと抱だきしめた。

「やめなさい、道の真ん中で」

「お、どっか部屋の中でなら、やってもええらしいで、エフィ」

「ほんとね」

「そういう意味じゃない。やめないか、メノアちゃんの教育に悪い」

　言ったとたんに、アンディは二対ついの視線にじっと睨にらまれた。

「な、なんだよ」

「兄さんが、そんな不純な考えでいるとは思わなかったわ。純じゆん粋すいな異種族間交友なのに。兄さんは、異種族間恋れん愛あい否定派なの？」

　つんとすまして、エフェメラが言った。

「ぼ、ぼくは……」

　絶句。がくんと首を垂れて、アンディはわざとらしい恰かつ好こうで大きく頭を抱かかえてみせた。タッタとエフェメラ、そしてリアラの笑い声がはじける。メノアが、きょとんと見あげていた。

「エフィ、何が面おも白しろいの？　エフィってばぁ」

　ぐいぐいと手をひっぱられても、エフェメラはなかなか笑いの発ほつ作さをおさめられなかった。

「メノア、だめでしょ。エファさんとお呼びしなさいって」

　リアラは叱しかったけれど、彼女も笑いが消えていないから、説得力がない。

　山の中にいたというわりには、この人は物知りだな、とエフェメラはあらためて思った。はじめて、指し摘てきされた時にも思ったことだが。

　最後がイ音で終わるのは、双子の故郷トリース森王国では、男名前なのである。女名前なら、オ音かア音で終わらせる。

「いいですよ、エフィで」

　エフェメラは、にこりと笑った。

「そう、その名のとおりに男の子みたいな娘むすめなんですから」

　いつの間に立ち直ったのか、涼すずしい顔でそう言ったアンディを、エフェメラは軽く睨んだ。

　エフィは、子供のころについたあだ名だ。近くに住んでいた男の子たちを引き連れて、野山を駆かけまわっていたころのことである。親しい者は、いまだにそう呼んでいる。

「兄さん。二言ほど、余計よ。そりゃあ、確かに喧けん嘩かは兄さんよりも強かったけど」

「おしめも取れていないころの話じゃないか」

　立ち直った瞬しゆん間かんに、足あし払ばらいをかけられるアンディだった。リアラが、くすくすと笑う。そして、河岸に近づこうとしていた娘に声をかけた。

「メノア、そちらはだめ。さあ、行きますよ」

　メノアは、未練を残していたようだが、リアラは手を引いて連れ戻もどした。

　娘を案じるリアラの表情を見て、エフェメラはまた故郷を思いだした。

　リアラの瞳ひとみに浮うかんでいた色は、双子を送りだす時の母の瞳に似ていたのだ。

　母さん、どうしてるだろう。

　エフェメラは黒い髪かみをかきあげた。母プリシラゆずりと言われた髪だ。

「行くぞ、エフィ」

　兄の声で、我に返ると、みんなはもう遥はるか先にいる。先頭に立っているのは、メノアだ。

　エフェメラは、苦笑いしながら小走りになって、追いついた。最後の一歩は、ぴょんと跳とんで、兄と並ぶ。アンディは、ちらりと彼女を見たが、何も言わなかった。

「どうせ、あたしは子供っぽいです」

　エフェメラは澄すまして言った。

「わかってるんなら、直すこと」

　アンディは、あくまでまじめに言っている。

「おう、あれや、あれや」

　突とつ然ぜん、しばらくのあいだ黙だまって歩いていたタッタが言った。

「どこでしゅか？」

　メノアが、目の上に手を翳かざしてきょろきょろする。

「いちいち、芝しば居いがかったやつやな。ほんまに四つか、お前」

「話すことを聞いていると、十くらいかと思うと、よく言われます」

　そう言ったリアラは、どことなく誇ほこらしげだった。

「はあ、さいだっか」

　言いながら、ひょいとタッタはメノアをもちあげてやった。

「見えるか？　白のずぅっと並んだ城じよう壁へきや」

「見えないですぅ」

「そうか、人間にはまだ無理かもしらんなあ。キーンブルクの城壁や」

　タッタは、メノアをおろした。昼間のミュルーンの目は、鳥と等しい鋭するどさで知られている。タッタは、そのミュルーンのうちでもさらに目がいい。

「城壁は見えないが、滝の音ならかすかに聞こえるよ」

　アンディが言った。

「おお、そう言えば、そうやな」

　二人の言葉に、エフェメラも耳を澄ませてみたが、聞こえてくるのは旅する人々のざわめきだけだ。

　ふと気がつくと、メノアも、彼女と同じ姿勢で耳を澄ませていた。ちいさな眉まゆ毛げをきゅっとよせて、真しん剣けんな表情だ。

「ほんのかすかな音だからね、かなり耳が良くないと聞こえないよ」

「アンディさんは、耳がいいでしゅか？」

「つまらないことばっかり、よく聞こえるのよね」

　エフェメラがそう答えて、アンディが苦く笑しようした。

「そんなところだよ」

　アンディが、メノアの頭をぽんぽんと叩たたく。

「子供あつかいしないでくだしゃい」

　メノアは、可愛かわいらしいくちびるをぷっと突つきだして抗こう議ぎした。

「ああ、申し訳ない」

　アンディは、子供にあやまるときも、真剣である。

　メノアは、許してさしあげようとばかりに、鷹おう揚ようにうなずいた。

　一行は、再び歩きだした。

　街に近づくうちに人の流れは、ますます増えていった。そして、その日、太陽が天頂の輪の月にかからないうちに、一行はキーンブルクにたどりついていた。

　きちんとした白い石組み、隙すき間まをしっかりと漆しつ喰くいで埋うめた立派な城壁である。かなりの高さで、街をぐるりと囲っていた。壁がないのは、河沿いのあたりだけだ。かなり古いが、破損の跡あとは見当たらない。無血のまま降こう伏ふくしたという噂うわさは、本当なのかな、とエフェメラは思った。

　市街に入る門の脇わきには、警備小屋が建っていた。規模は大きく、警備兵も多い。身元の詮せん索さくは、それなりにやかましいようだ。かなりの長さの行列ができている。

　エフェメラは、ごちゃごちゃとした問答を覚かく悟ごしたが、アンディのガヤン神官の位が威い力りよくを発揮してくれた。他ほかの街では、他国の神官ということで、異い端たんとされかけたこともあったのだが、この街のガヤン神殿は、そこまで偏かたよってはいないようだ。

「さあ、ここがキーンブルクや」

　城門を入ったタッタは、ぱっと翼つばさを広げて見せた。横を歩いていたおばさんが、ちょっと腰こしをひねって、よけていった。

「タッタくん、ここにはくわしいの？」

　エフェメラの問いに、タッタは陽気に答えた。

「いいや、はじめてや」

「とてもそうは聞こえない口調だったぞ」

　アンディが、あきれたように言った。

「さすがに、このへんまで来たら、音がよう聞こえるなぁ」

　タッタは、唐とう突とつに話題を変えた。滝たきが、ごうごうと落ちる音が、エフェメラの耳にも届く。

「さすがは〈滝の街〉やな」

　先に立って歩きだしながら、タッタが言った。キーンブルクは、このあたりによくある、木と土つち壁かべの建物が雑然と集まった街並みだ。秋もなかばだが、まだ葦あしを編んだ日ひ除よけをたてかけたままの家もある。道路は石いし畳だたみで、かるく水がうってあった。人々の優やさしげな気質がうかがえる風景だった。

「どのくらいの人が住んでるのかな？」

　エフェメラの問いに、タッタが答えた。

「聞いた話では、万に少々足りん程度やそうや。ま、トルアドネス帝てい国こくの中やったら、四聖都をのけたら、かなりなもんやろ」

　城門から街に入って、幅はばの広い街路をしばらくいくと、広場になっていた。ここから奥が、街の住人の居間で、この広場は旅人のための応接間というところだろう。大きな街なら、たいていこういう場所があるものだ。

　広場では、近在の者や旅人のための露ろ店てん市が、開かれていた。さまざまな階層の人々が、忙いそがしげに、あるいはのんびりと往いき来している。まわりの村の人々も、街にはしばしばやってくるようだ。かなりの雑ざつ踏とうだった。

　使っている言葉が違ちがっても、市場の雰ふん囲い気きは似たようなものだな、とエフェメラは思った。すぐそこで行われている豚ぶた売り買いの駆け引きも、たいして違いはなさそうだ。

　人を避よけながら歩くうち、やがて彼らは、ほぼ広場を縦断していた。メノアは、案外と器用に脚あしと脚のあいだをすりぬけ、いつのまにか先頭にいる。

「ほな、ここでお別れにしとこか。このまんま一いつ緒しよに歩いているときりがなさそうや」

　タッタがそう言ったのは、広場を出て、ある通りに入ろうかというくらいの場所だった。

「これから、どうするの？　この街には、仕事探しに来たんでしょ？」

　エフェメラの言葉に、タッタは軽くうなずいた。ミュルーンは、草原で生まれ、駆けまわって育つ。定住することは少ない。旅から旅への伝令稼か業ぎようが彼らの天職だと言われるゆえんであった。

「伝令ギルドに友だちがおるんでな、とりあえずは訪ねてみるわ。バササっちゅうやつや。なんか、儲もうけ話でもあったら、そいつを訪ねてきてくれ」

「うん、わかった。もっとも、儲け話なんて、あたしたちには縁えんはないと思うけど」

　エフェメラの言葉には、一点の噓うそ偽いつわりもない。

「タッタしゃん」

　いつのまにか戻ってきていたメノアが、みんなの足もとで言った。

「あたし、お姫ひめさまになるんでしゅ。だから、騎き士しにやとってあげましゅね」

「これ、メノア」

　リアラが、小さな声で娘をとがめた。真剣すぎる声だと、エフェメラには思えた。

「おう、そうか、せいぜいたくさん給料くれや」

　タッタは、翼でメノアの頭をなでてやった。

「まあ、まじめな話、この街でしばらく落ち着く気ぃやったら連れん絡らくよこしてや」

「できるだけ、そうするよ」

　アンディは心からそう言った。心から、ではない言葉をアンディが口にすることは、めったにない。

「まあ、いろいろあったけど、どうやらこれで……こら、そんなとこひっぱんな。羽が抜ぬけるやないか」

　メノアが、いつのまにかタッタの後ろに回っていた。

「抜きたいんでしゅもん」

　小さな手が、彼の尾お羽ばねをひっぱる。

「あいたたっ」

　タッタは、尻しりを押さえて飛びあがった。宙で、脚をじたばたさせる。

「何すんねんな、この子は」

　着地すると、情けなさそうに言った。エフェメラの口もとに、思わず微笑ほほえみがうかぶ。

「とほほ」

　タッタは、尻をなでた。当のメノアは、聞いてはいない。きれいな緑の羽をひらひらさせ、日に透すかしている。

「まあ、ごめんなさい」

　リアラが、あわてて叱しかった。

「メノア、タッタさんにあやまりなさい。そんなことをしたら、痛いのよ」

　母親に言われて、メノアはしげしげとタッタの顔を見た。

「……痛い？」

　心配そうに訊たずねる。

「ものごっつう痛かったで」

　言いながら頭を大きく回して、強調する。タッタは、じっとメノアの目を見つめた。

　メノアは、しばらく考えていたが、手を頭の上に回すと、短く切りそろえられた栗くり色いろの髪の毛を一本、ぷっと抜いた。

　大きな目に、涙なみだを浮うかべながら、メノアはその髪かみの毛をさしだした。じっとタッタを見る。

「お別れのしるしでしゅ」

　メノアは言った。

「よっしゃ。よっしゃよっしゃ」

　タッタは、照れ隠かくしに翼をうちあわせた。

「この髪の毛はわいのもん、わいの尾羽はお前さんのもんっちゅうことで、取り引きは成立や」

　エフェメラは、ミュルーンの笑い顔を改めて正面から見て、ちょっと驚おどろいた。くちばしが、大きくそりかえるのである。

　こうして、タッタは去っていった。

「リアラさんたちは、どうするの？」

　ひょこひょこ揺ゆれる緑のとさかが人込みの中に消えるのを見送って、エフェメラが訊ねた。

「この街まで来れば……」

　知りあいがいますから、とリアラは言った。その人を頼たよれば、狙ねらわれることはないはずです、とも。そのきっぱりしたようすと、狙われたのは自分たちかもしれないという気持ちが、双ふた子ごに母おや子ことの別れを決断させた。

　お別れに、エフェメラは自分の髪の毛を切った束で、タッタの羽をメノアの帯にくくりつけてやった。揺れる緑の羽が、同様に人込みへとまぎれて見えなくなるまで、双子は見送っていた。

「さて、これからどうします？　お兄さま」

　エフェメラが、頭の後ろで腕うでを組んで、背せ伸のびをした。

「キーンブルクに来たのはいいけど、なんのあてもないよ、あたしたち」

　今さらながらの話である。

「ガヤン神殿に行く」

　アンディは、それについてすでに考えていたらしい。

「行けば、なにか手がかりがあるの？」

　エフェメラは、興味深げに訊きいた。

「わからない」

　返ってきたのは、しかし、拍ひよう子し抜ぬけするような答えだった。

「だが、もしも〈悪あく魔ま〉教団がこの街で活動しているなら、ガヤン神殿の動きに注意をはらっていないはずはないからね。それに、ぼくたちの動きも見張られているとすれば……」

　エフェメラは、小さくため息をついた。要するに、自分たち自身が囮おとりになって、おびきだすということか。あの三本腕の男の言葉が本当なら、捕とらえられた〈悪魔〉教団の仲間が、復ふく讐しゆうにやってくるはずなのだ。

「わかりました。おつきあいします」

　アンディは、妹の言葉に少し困ったような顔を見せた。

「エフィは、来なくていい……と言いたいところだが、もう遅おそいんだよな」

　エフェメラは、ふふっと笑った。

「ここで、あたし一人ほうりだされて、どうすると思ってるの、兄さんは？」

　アンディは、ため息を飲みこんだ。

「じゃあ、まずは、神殿の場所を訊ねることにしよう」

　アンディは、つかつかと、近くを歩いていたおばさんに近づいた。

　まるであてのない探たん索さく。前ぜん途と多難だわ、これは。エフェメラは、心の中で、彼女の神シャストアに祈いのりを捧ささげた。あなたの信徒に、展開の速い物語を授さずけてくださいますように。

　その願いに神が応こたえてくれたしるしだろうか。ガヤン神殿は、すぐに見つかった。訊ねるまでもなかった。大きかったし、人の出入りも頻ひん繁ぱんだったから、流れに乗るだけでよかった。

「すごい人出ね、行列ができてるわ。今日は、祭礼の日だったっけ？」

　エフェメラは、神殿の門前に立って、のびあがるようにあたりを見回した。

「違うだろう、エフィ。見たところ、商売をしてる人たちだ」

　契けい約やくの神であるガヤンのもとには、商業的な裁定を求める人もやってくる。

「わかってます。言ってみただけじゃない。この街だけのならともかく、ガヤンの祭礼の日くらい覚えてるわよ」

「お前、このあいだ、シャストアの語りの祭りを忘れてたろう」

　アンディは、あくまで生きまじめである。エフェメラは、兄から目をそらした。

「うわー、それにしても、大勢よねー。この街、よほど商売が盛んなのかなあ」

　その時である。喧けん騒そうが伝わってきた。罵ば声せいと、それからこんな叫さけび。

「喧けん嘩かだ」

　それを聞いたとたんに、エフェメラは飛びだしていた。喧嘩の見物は、彼女の趣しゆ味みの一つである。物見高くなくては、物語の神の神官などつとまらない。

「こら、待ちなさい」

　アンディの止める声など耳に入ってすらいない。だが、彼女はすぐに失望することになった。

「何よ、喧嘩なんかじゃないじゃない」

　そのとおり。三人の若者が、中年の気弱そうな商人風の男を、こづきまわしているのだ。まわりの者は、ひそひそと囁ささやきあうばかりで、誰だれも割ってはいろうとはしていない。

　エフェメラは、思わず一歩踏ふみだそうとした。だが、今度はアンディのほうが早かった。

「やめたまえ。ガヤン神殿の前で、法を乱すような真似まねをして、恥はずかしくないのか」

　怒ど鳴なりつけられて、三人の若者はとまどった表情になった。

「いや、その」

「よってたかって、卑ひ怯きようだとは思わないのか」

　アンディの言葉に、一人がむっとした表情になった。

「あんたには、関係ないだろう。あっちへ行っててくれよ」

　その若者は、アンディの肩かたに手を置いた。ぐいと、突つき飛ばそうとしている。

「よさないか」

　アンディは、一いつ瞬しゆん早く、その手をはじきとばした。つい力が入ってしまったのか、ぱあんという音がした。

「なんだ、お前。こいつの味方をするのかよ」

　他ほかの一人、顔中ににきびを作っている若者が、肩をいからせてアンディにつめよった。

「事情も知らないで、ごちゃごちゃ言ってもらいたくないな。あっちへ行きな」

　最初の若者が、今度はかなり強い調子で、アンディの肩をついた。

「確かに事情は知らないが、ガヤンの神官として見過ごすわけにはいかない」

　アンディの名乗りを聞いて、三人の若者は顔を見あわせた。

「噓うそつけ、お前なんか見たことないや」

　そう言ったのは、にきび面づらの若者だった。

「そうだ、お前みたいに若い神官がいるもんか」

　もう一人の、ひょろりと瘦やせた若者が、その尻しり馬うまに乗った。

「噓じゃない」

　頰ほおをやや紅潮させて、アンディはソードブレイカーを抜き、紋もん章しようの描えがかれた盾たてをかまえた。

「これが証しよう拠こだ」

「ああっ。こいつ、武器を抜きましたよ」

　にきび面が、アンディの手もとを指さして、大きな声をあげた。その口調に、アンディは思わずうろたえた。

「この神殿前じゃ、神殿の許可なしに武器を抜くことは禁じられてるんだ」

　最初の若者が、精せい一いつ杯ぱい重々しい調子で言った。アンディは、あわててソードブレイカーを鞘さやに納めた。

「す、すまない。しかし、これでぼくがガヤンの……」

「一いつ緒しよに来てもらおうか。俺たちはこの行列の整理をまかされてる。これでも、入信者の位をいただいてるもんでな」

　ようすを見ていたエフェメラは、小さくため息をついた。こんなことになるんじゃないかとは、思っていたのだ。気がついてみると、先刻の中年はどこかに消えている。エフェメラが見回すと、こっそり広場を出ていくところだった。

「あいつは列に割りこもうとしてたんで、追いだしてたんだが……」

　最初の若者がそう言った。

「そうか、それは早とちりして申し訳なかった」

「謝ってすむんなら、ガヤン神殿はいらないんだよ」

　にきび面の挑ちよう発はつに、アンディはのらなかった。

「けどまあ、いちいち神殿の手を煩わずらわせるのもなんだ。ここで罰ばつ金きんを払はらってもらってもいい」

　最初の若者の言葉に、アンディの情けなさそうだった表情が、きりっと引き締しまった。

「それは、そういう決まりがあるのか？」

　若者たちはにやにやと、答えた。

「あるともさ」

「きみたちが、自分で勝手に作った規則じゃないんだろうな」

　アンディの声が、大きくなった。

「うるせえ、だったらどうだってんだ」

　にきび面の声は、それよりも大きい。怒鳴りつけられて、アンディの手が一度は納められたソードブレイカーの柄つかにかかった。

「なんだよ、抜ぬくのかよ」

　にきび面が、一歩後ずさる。瘦せが、すっとアンディの後ろに回ろうと動いた。

「兄さ……」

　エフェメラが、割ってはいろうとした時だ。

「まあ、待ちなさい」

　ぺたり、とエフェメラのお尻のあたりに妙みような感かん触しよくがあった。もぞもぞ動く指の感触だ。

「きゃっ」

　エフェメラは、あわてて飛びのいた。

「おっと、これは失敬。いやあ、肩を叩たたこうとしたんじゃがな。どうも、人間さんは身長が違ちがうので、勝手が狂くるう」

　丸くて黒い顔が、にやにやと、エフェメラのへそのあたりで笑っていた。片目が、縫ぬわれたように閉じられている。だが、受ける印象は柔やわらかい。それは表情のせいかもしれない。

　顔にあるしわの多さからすると初老だが、その黒光りする肌はだと隆りゆう々りゆうともりあがった筋肉は青年のものと比べて見み劣おとりしない。

　黒い肌と筋肉はドワーフのあかしである。

　山の民たみドワーフ族は、青の月を信しん仰こうし、大地に親しんで暮らす種族だ。そろって背は低い。しかし、平均的なドワーフは、およそ人間より三割ほど背が低い程度だが、この男はとびきり低い。タッタと同じくらいか、へたをすると、それよりも低いだろう。

「お、じ、さ、ん？」

　きりきりっと、エフェメラの眉まゆ毛げがつりあがった。叩こうとしたんなら、どうしてまだその手はあたしのお尻しりにはりついているのよ。言おうとしたら、先手をとられた。

「あれは、あんたの兄さんかね」

「だったら、どうかしましたか」

　それ以上相手にせずに、エフェメラは行こうとした。

「いや、待ちなさいというのに」

　今度は、腰こしのあたりをつかまれた。身長のわりには、そのドワーフの手は大きかった。エフェメラの腰が細いとはいえ、ひとつかみだ。彼女は、一瞬、父親の手を思いだした。

「なんなんですか」

　エフェメラは、マントをひるがえすと、お尻を両手でかばった。手を払われて、ドワーフは、ほうと感心したような表情になった。

「ふむふむ、元気でけっこう」

　うなずいたりしている。

「まあ、ここはわしにまかせておきなさい」

　とまどうエフェメラを残して、そのドワーフはすたすたとアンディに近づいていった。

　しばらく後。

　三人は、ぶつぶつ言いながら、その場を立ち去った。ドワーフが、誰かの名前をもちだして、引き下がらせたのだ。このガヤン神殿の上位司祭の名だったようである。

　アンディは、そのまま立ち去らせるのに不満そうだったが、追いかけて、あらためて決着をつけるわけにもいかない。

「まったく、兄さんはいつでも突っ走るんだから」

「歪ゆがみは早いうちに正さなくては、どんどん大きくなってしまうものだ」

　アンディは胸をはっているが、どう聞いたって、言い訳である。

「ありがとうございました」

　アンディは、ドワーフに改めて頭をさげた。

「エフェメラも、お礼を言いなさい」

「いいの、あたしは」

　お尻を触さわられたのと、これで、とんとんだ。

「いや、なあに」

　ドワーフは、左手をふった。

「紹しよう介かいしてくれる者もおらんので、自分でやるが、わしはグノバという。ごらんのとおりの旅のドワーフじゃ」

　グノバと名乗ったドワーフは、短く刈かりこんだちぢれたひげをしごきながら言った。身につけているのは、旅行用のマントに分厚い毛皮の長なが靴ぐつ、腰に下げているのは戦いのための斧アツクスだ。背中には、ほとんど体と同じくらいの大盾ラージシールドを背負っている。

「ところで、お前さんたちも、ガヤン神殿に用があるのじゃろ？　長い行列は退たい屈くつだからの。話し相手になってはくれんか」

　グノバと名乗ったドワーフは、そう言うとにやりと笑った。黒い顔の中で、真っ白な歯がとびきり目立つ。

「それも、こういう美しい人間のお嬢じようさんなら、どんな会話でも退屈せんものじゃて」

「え、え～と」

　エフェメラは、断りの言葉を考えるのを中断した。

「ドワーフの方は、こう、もっと丸々とした女性がお好みかと思っていましたが」

　へたに言うと皮肉に聞こえる言葉だが、アンディの口から出ると、真しん摯しに聞こえる。ドワーフの女性は、一いつ般ぱんにふくよかでまろやかである。どっしりしていてこそ美人なのだ。

「なあに、わしはげてもの好きで知られているのさ」

「行きましょ、兄さん」

　エフェメラが、マントをひるがえした。

「はっはっはっ、そうかね」

　グノバは、多少残念そうな顔つきで、彼らを見送った。

「待ちなさい、エフィ。せっかく助けてもらったのに、失礼じゃないか」

「助けてもらったのは、兄さんでしょ」

　言ってから、しまった、と思ったが、もう遅おそい。

「それは、そうだけどな」

「……わ、わかったわよ。グノバおじさん、この街のこと詳くわしい？　よかったら聞かせてくれないかな」

　言いながら、エフェメラは、これから後の会話には口を出さず、兄にまかせようと心に誓ちかった。このおじさんは、どうも苦手だ。

「いいとも、しかし、とりあえずは並んでおかんか？　行列がどんどん延びちまう」

　確かにグノバの言うとおりである。行列で順番を待ちながら、双ふた子ごはドワーフに、このキーンブルクについていくつかのことを教わった。グノバ自身も、この街の住人ではないそうだが、しばしば立ちよっているということだった。

「確かに、この街はナーレンスをのぼりおりする船が、必ず立ちよる街じゃから、商業は盛んじゃ。だがな、この行列はそのせいばかりではない」

　新しい法令のおかげなのだと、グノバは言った。

「ガヤンの最高法官さまが、神殿からの許可証がなければ商売はいっさいまかりならん、という法令をだしたのさ。審しん査さが、かなり厳しいらしくてな。もっとも、この街はまだまともなほうだ」

「というと？」

　グノバは黙だまって肩をすくめた。どこに耳があるかわからない、ということだろう。

「ガヤンの教えは、そんなものでは……」

「兄さん」

　エフェメラは、咳せき払ばらいした。視線がわざとらしく、グノバのほうを向いている。

「用心深くてけっこうなことだ」

　グノバは、人のよさそうな笑えみを浮うかべていた。

「その調子で、兄貴の背後に気をつけてやることだな。ガヤンの神官は正直すぎていかん」

「そんな人物ばかりでもないようですが」

　アンディが、苦々しげに言った。

「兄さん、決めつけちゃだめ。いろんな事情があるかもしれないんだぞ、アンディ」

　エフェメラが、後半を日ごろの兄の物もの真似まねで言った。アンディは、苦笑いをもらした。

「そうだったな」

「少なくとも、お前さんは正直者に思えるがね。異国人とは言え、神官なら先に入れてもらえるだろうに、こうやってわしにつきあっている」

「順序は順序ですから。それに、そういうことならグノバさんも、そうじゃないんですか？　さっき上位司祭と知り合いとおっしゃっていたじゃないですか」

　アンディは、生きまじめなようすで言った。

「言うたほど親しいわけじゃないわい。紹介状をもろうたんで名を聞いとっただけじゃ」

「はあ、では噓うそだったんですか」

　驚おどろいているアンディをしげしげと見つめて、グノバはにやりと笑った。

「お前さんも、苦労するのう」

　グノバは、エフェメラを見あげた。

「兄貴でまだよかったのう、嫁よめにいけば縁えんが切れる」

「うん」

　エフェメラは、さっきの誓いはどこへやら、思わずうなずいてしまった。

「ところで、お前さんたちは、どういう用事なんじゃ？　商売ではなさそうだしの」

「人捜さがしってとこ。おじさんは？」

　訊たずねられて、エフェメラはあわてて表情をひきしめた。

「人を捜しにか、なら、わしと一いつ緒しよじゃなあ」

「ふうん」

　エフェメラは、それ以上訊ねなかった。このドワーフに対する警けい戒かい心しんはほとんど解けていたが、やはり、まだこちらの事情を訊きかれたくはなかったからだ。

「ただな」

　グノバは、ちょっとうかぬ顔を見せた。

「この街のガヤン神殿は、今はたいそう忙いそがしかろうからな」

「そうなの？　商売の契けい約やくを担当している神官はこうでしょうけど、人捜しなら警けい邏らとか担当してるほうだから、別じゃないの？」

　警邏は、法を破ったものを探さぐって罰ばつする役割を担になう信者のことだ。

「そちらのほうも忙しいわけがあるんじゃよ。噂うわさは聞いてないかな？　数日後に、この街にカータリオン・ティーグが、あ、いや、ティーグ公王閣下がやってくるんじゃよ」

　その名前は、双子も知っていた。カータリオン・ティーグは建国戦争で活かつ躍やくした将軍の一人である。前皇こう帝ていの、正せい妃ひの父でもある人物だ。そして、トルアドネス帝てい国こくを支える四つの公国の一つ、ザノス＝トルアの公王。名実ともに、帝国の重じゆう鎮ちんと言える人物だ。

「そうそのとおり」

　グノバはうなずいた。

「そういう人だけにな、街の警けい戒かいも厳重になるのさ。ここだけの話、まだまだ、旧王家の残党だって、おとなしくなっちゃおらんからのう」

　このあたりは、十数年前までザノン王国という名の国だった。だが、その宮きゆう廷ていは腐ふ敗はいし、王国の安定はとうに失われていた。内部より起こってそのザノン王国を滅ほろぼし、さらに近きん隣りんの諸国までを統一して建国されたのがトルアドネス帝国である。帝国は、青の月信仰を異常なほど重視し、赤の月の信者を迫はく害がいした。秩ちつ序じよを重んじる青の月の教えは、確かに為い政せい者しやたちに都合よく解かい釈しやくしやすい。

「強く殴なぐれば、強く跳はね返る、とドワーフは言うんだがな」

　声を、かなりひそめて、グノバは言った。

「へえ」

「どうしたんじゃね、嬢ちゃん。珍めずらしいものでも見るように見て」

「だって、ドワーフってがちがちの青の月信者かと思ってたから」

　エフェメラは、ちょっと感心したような顔つきだ。

「確かにわしらドワーフは、昔から青の月のみに従っている。だが、ドワーフの全部が全部、赤やら緑やらの月を嫌きらってるわけじゃないぞ。わしはジェスタさまの入信者じゃ。守るべき境界はあるが、境界を向こう側へ押し広げようとは思わんよ」

「グノバさん、ジェスタの信者、いや、入信者だったんですか」

　アンディが驚きの声をあげた。

　入信者は、神官には及およばないまでも、神の教えにそれなりの時間と労力を捧ささげている者たちだ。簡単な呪じゆ文もんや、特別の武器の扱あつかい、その他さまざまなことを教わることができる。もちろん、その利点がある分、神の教えにしたがい戒かい律りつを守らなければならない。

「兄さん、その言い方こそ失礼なんじゃない？　確かに意外だけど」

「おいおい、どういう意味じゃ。ドワーフと言えば八割がたはジェスタの信者じゃぞ？」

「あ、すみません。失礼しました」

　かしこまって謝罪するアンディに代わって、エフェメラが言った。

「だってさ、ジェスタさまって、境界線と大地と、それから静けさの神様でしょう」

　そういうわけだから、世間では、ドワーフと言うと無口だと思われがちである。だが、このグノバが無口だとは、虚きよ言げんを許すシャストアの神官であるエフェメラだって、言いにくい。

「もちろんじゃ。わしは敬けい虔けんにその教えを守っとるじゃろうが」

　アンディは、答えない。ガヤンの神官が、心にもない言葉を口にすることは、よほどの理由がなくてはできないからだ。エフェメラも答えないが、こっちは、半開きにした目から、疑わしげな視線をじーっとグノバの顔にそそいでいる。

「ま、それはそれとして、だ」

　平然として、グノバは言った。

「カータリオン公は、何をしにこの街に？」

　アンディがぎごちなく、話題を変える。

「この街の領主の嫁というのが、公の姪めいにあたる方でな。その夫ふう婦ふの息子むすこが、もうすぐ満一歳になる」

「じゃあ、お披ひ露ろ目めするんだ」

　エフェメラが、髪かみをかきあげながら言った。

「ほう、よそから来たわりには、よく知っとるな」

「うん、旅の途と中ちゆうで泊とめてもらった家があってね。そこで、一歳のお披露目に招待してもらったの」

　このあたりでは、子供が満一歳になると、祝いの宴うたげを開く。生まれた時より、よほど盛大だ。貴族の子し弟ていなら、この祝いの後ではじめて相続権ができる。

「ところが、領主というのが永の患わずらいでな。まあ、その見み舞まいも兼かねて、万一の時は親代わりに式にたちあうんだそうだ」

「へえ、そうなんだ」

「ほれ、見てごらん。あそこに領主どのと嫁さんの肖しよう像ぞう画がが飾かざってある」

　行列はいつのまにか、ずいぶん進んでいた。双子たちの後ろにも、人が並んでいる。受付の向こう側に、グノバが言った肖像画があった。

「あれは……」

　アンディの言葉が、途中で途と切ぎれた。というよりは、言うつもりのない言葉が思わずもれてしまったのだろう。

　肖像画に描えがかれているのは、立派な若者と、美しい奥方だ。息子が一歳というからには、結けつ婚こんしてからさほど長い年月がすぎているわけでもないだろう。

　壮そう麗れいな衣い裳しように身をつつんでいる。結婚のおりの誓いの式典の姿だろうか。

　花はな嫁よめが身につけた長なが手て袋ぶくろの、人差し指と中指がむきだしになっている。そういう仕立ての服なのであろう。だが、そんなことは、双子の関心の外だった。

　むきだしになった指の、その爪つめが、左右あわせて四本とも青い。その青さだけを、双子は見つめていた。

「塗ぬってるだけじゃないかな。このへんだと普ふ通つうのオシャレだし。ねえ、兄さん？」

　エフェメラの声は少し震ふるえている。アンディは答えない。じっと肖像画を睨にらみつけている。急に表情をこわばらせた双子を、グノバがけげんそうな顔で見つめていた。
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「ですから……」

「なんとおっしゃろうと、ご領主はお会いになりません。どうぞ、おひきとりください」

　ガヤンの神官だからこそ、衛兵は言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいだった。ふつうなら、とっくに叩たたき出されてもおかしくない。エフェメラの微笑ほほえみも、若じやつ干かんの効果は及ぼしていたろうが。

　キーンブルクの城は、滝たきの中の張り出しの上に築かれている。そこに入るには、滝の裏、崖がけに掘られたいくつかの回かい廊ろうか、地中に掘ほられた通廊を使うしかない。轟ごう々ごうと降る水のとばりに、それらは隠かくされている。

　回廊には、遠回りにはなるが奥にまで掘りこまれて濡ぬれずにすむもの、単に崖に彫ほられた段にすぎないものもある。中には、途中で途切れているものもあった。

　むろん、その回廊に通じる入り口には、強固な城門が築かれていた。門番も一人や、二人ではない。街の城じよう壁へきよりも、数は多いくらいだ。

　まして今は、時期が時期である。公王の来訪が控ひかえているのだ。帝国が建国されて、まだ日は浅い。滅ぼされた国の生き残りたちにとって、公王カータリオン・ティーグは憎にくい仇かたきの一人である。いくらアンディが強弁しようと、紹しよう介かい者しやもなしで入れてもらえはしない。

「どうする、兄さん？　あたしが幻げん覚かくの魔ま法ほうでごまかしてるあいだに忍しのびこむとか？」

　追い返された後、少し離はなれた場所でエフェメラが言った。無む茶ちやなのは彼女も承知の上だ。

　アンディは、黙だまって首をふった。

　予想していたことではあるが、ガヤン神殿では、〈悪あく魔ま〉教団の手がかりはつかめなかった。〈凍いてつく闇やみ〉などという名は、聞いたこともないと言われただけだ。彼らは、ザノン王国の残党狩がりで手て一いつ杯ぱいのようだった。

　だが、双ふた子ごにとっては、すでに彼らの情報は、意味がない。領主の妻に、青い爪を見てしまったのだから。

　このあたりでは、爪を美しく塗る化け粧しようが一いつ般ぱん的てきである。しかし、アンディはまだ、赤か金色の爪しか見たことがなかった。青い爪染めはないと、化粧品店の主人も言った。

『奥方さまの？　ああ、あれね。なんでも異国からの品らしいよ。手に入れるのは、まず無理だってさ』

　街の人々にとっては、その程度のことだった。

　実物を見さえすれば、どちらなのか、すぐにわかる。アンディの師、ドミトール高司祭が、《過去視覚パスト・シーイング》の呪文で見たその爪の青さは、決して塗ったものではなかったと聞いている。

「じゃあ、どうするの？」

　門を背に歩き続けるアンディに、エフェメラは言った。

「わからない。だが、力押しは得策じゃないな」

　アンディは、指を鳴らしている。考えごとをする時の癖くせだ。エフェメラは、ふと兄にいらだちを感じた。父の仇を討うつと、止める人々をふりきって故郷をとびだした。あんなに感情をむきだしにした兄を見たのは、あれ一度きりだ。こんな明白な手がかりがあらわれたのだから、もっとあせってもいいはずなのに。妹の自分にさえ、アンディは、めったに感情をあらわにすることがない。エフェメラは、アンディが誰だれかに甘えているところを見た記き憶おくがなかった。物心ついたころから、兄は、いつも、冷静でものわかりがよかったような気がする。

　そして、双子はまるで違ちがった道を歩んできた。たぶん、父の死がなければ、こうして二人で旅をすることなどなかったのではなかろうか。

　昔、アンディに恋こいをしていたある少女が、エフェメラに言ったことがある。

『アンディって、何を考えてるのかわからない。優やさしすぎて、なんだかお芝しば居いしてるみたい』

　違うといってやりたかったが、その時、エフェメラは何も言えなかった。十五歳の時だ。その少女がアンディから去った時も、彼がエフェメラに見せたのは平然とした表情だけだった。

「エフィ？」

　エフェメラは、はっと我に返った。立ち止まっていたらしい。兄が顔を覗のぞきこんでいる。おまけに、いつのまにか爪を嚙かんでいた。気がついて、あわててやめる。

「ごめん、兄さん。なにか言ってた？」

「行くぞ。とにかく、情報を集めるために、今は歩きまわるしかない」

　そう言うと、アンディは歩きはじめた。

　エフェメラは、急いでついていった。故郷を出る時に、母に言われた言葉を思いだす。

『青の月に属しているものはね、エフィ、硬かたいものばかりなのよ。硬いものは、とても丈じよう夫ぶに見えるわ。でもね、硬いものは脆もろいのよ。硬いもの同士がぶつかりあって傷ついたり割れたりしないように、柔やわらかいものが必要なの。赤の月のものたちのようにね』

　青は秩序と規律の月、それが司つかさどるのは法、記憶、理性、境界。

　赤は自由と混こん沌とんの月、それが司るのは物語、忘ぼう却きやく、直観、流れ。

『だけど、母さん』

　エフェメラは、ある語り部べが物語で使った比ひ喩ゆを思いだした。布は柔らかい。堅い石をつつんで、岩に叩きつければ破れるほどに。

　エフェメラは、すっと踏ふみだすと兄の横にならんだ。横顔が見える。顎あごに力がこもっていた。奥歯を嚙みしめているのだろう。歩き方が、いつもより速い。ほんのわずかな違いだが、エフェメラにはわかる。

　無理をしているのだ、アンディも。あせっているのだけれど、それを見せまいとしているのだ。『何を考えているのかわからない』。彼女は、そう言ったけれど、あたしにはわかる。

　だけど、もっとはっきり示してくれたら楽だし、みんなにもわかるよ、兄さん。

　その思いを、エフェメラは口にすることはできなかった。

　そして。

　双子はその日一日、足を棒にして歩きまわった。

　いくつかの神殿──ゴシップを探さぐるのに役立つ赤の月の神殿は残念ながら帝てい国こくにはない──をまわり、魔術師ウイザードの学院にも相談した。魔ま術じゆつによる仇の探たん索さくは、さまざまな呪文が必要で、とても払はらえないほどの費用がかかるとわかっただけだったが。

　背後に注意をしていたが、妙みような影かげが、双子の後ろについてくることもなかった。そういう意味では、アンディの狙ねらいははずれたといえる。

　結局、わかったことと言えば、街の人々の噂うわさからの、ほんのわずかな事実だけだ。

　領主の名はトールメイラー・スレム。妻の名はサーナイア。結婚したのは二年前で、その時キーンブルクの領主となった。

　領主の評判は、悪くない。この一年あまりはずっと病で床とこに臥ふしているが、サーナが立派に代理をつとめていた。ということだから、当然、どちらも街を離れたことはないはずだ。

「だからね、やっぱり、あの爪は、お店のおじさんが言ったとおりなんじゃない？」

　すっかり日の暮れた街を歩きながら、エフェメラが言った。表情に疲つかれたようすがあるが、歩調は軽かろやかだ。彼女は、どこか体重を感じさせないようなところがあると、よく言われた。特に故郷の男の子たち、エフェメラの讃さん美び者しやたちには。

「かもしれない。だけど、そうじゃないかもしれない」

　予想していたとおりの答えが、アンディからは返ってきた。この街にいたかどうかなど、魔法を使えばいくらでもごまかせる。エフェメラも、シャストアの神官だ。虚きよ偽ぎをあつかう専門家である。そのくらいは考える。

「どちらにしても、決めつけるのは早すぎる。ぼくたちは、できることをすべてやったわけじゃない」

　アンディの歩調は、いつもの着実さをとりもどしている。一歩一歩、大地をしっかりと足の裏にとらえる歩き方だ。

「はいはい、でも今日はここまで、あとは明日あしたにしようね。あたし、もうくたくた」

　子供にでも言い聞かせるようなからかいの口調で、エフェメラは言った。

「このへんのはずだよねえ……。あ、兄さん、あれじゃない？」

　エフェメラは、ほのかな明かりに浮うかびあがっている、しばらく先の看板をゆびさした。

「〝猫ねこのひげ〟亭ていって書いてあるよ」

　かなり古びた、木造の建物だ。

「その名前で、まちがいない。グノバさんが教えてくれた宿屋だ」

「やっと見つかったぁ」

　グノバとは、ガヤン神殿に入るところで別れた。その時に、彼は、この街に来た時にいつも使う宿屋を教えてくれたのである。彼の名前を出せば、便べん宜ぎを計ってくれるはずだと言われた。路銀だって余よ裕ゆうがあるわけではない。特別扱あつかいを嫌きらって、わざわざ他ほかの宿を探すほど、アンディもひねくれてはいなかった。しかし、ようやくたどりついたというのに、エフェメラは、あまりほっとしたようすを見せない。

「ねえ、兄さん。ほんとに、この宿屋に泊とまるの？」

　かなり近づいてから、急にエフェメラは、そんなことを言いだした。おなかがすききっている時に、嫌いな食べ物を出された時の顔だ。ただし、食べられないほど嫌いなものではない。

「どうしたんだ、エフィ。どこか、他に宿の心当たりでもあるのか？」

「そうじゃないけど、あたし、なんだか、あのおじさん苦手だな」

「珍めずらしいな、エフィがそんなあいまいなことを言うなんて」

　嫌いなら嫌いと、きっぱり言うのがエフェメラの流りゆう儀ぎである。

「会うわけじゃないさ。グノバさんは、知りあいの家に泊まるって言ってたろう？」

「……だけど」

　会話しているうちに、もう扉とびらが目の前だ。

「ほら、入るぞ、エフィ」

　アンディが、扉を開けた。人いきれと料理の熱気で暖められた空気が、ふきだして頰ほおをなでる。雑多な匂においがまじりこんでいた。エフェメラは、恐おそる恐る兄の後に続く。そこは典型的な酒場だった。黒く煤すすけた天てん井じようは高く、丸い食しよく卓たくが並べられている。どれも、人で一杯だった。

「よう、遅おそかったの」

　昼間、否いや応おうなく覚えさせられた顔が、たちこめた料理の煙けむりの向こうで、またもや、にやりと笑っていた。グノバは、片手にエールのマグをかかげて、双子を迎むかえた。

「ほら、やっぱり」

　エフェメラは口の中で呟つぶやいた。しかし、ひそめられようとした眉まゆが、ぱっと開かれた。

　グノバの隣となりに、あと二つ、見慣れたばかりの顔があったからだ。

「おひさしぶりでしゅ」

　小さな頭がぺこりとさげられる。

「今朝、別れたばっかりでしょ」

　エフェメラは、駆かけよるとメノアに頰ずりした。

「御ご挨あい拶さつはこうするんでしゅ。タラサおばちゃまに教わりました」

　タラサおばちゃまは、メノアの得意の台詞せりふである。近所に住んでいた老婦人だと、旅のあいだにリアラから聞いていた。

　もちろん、そのリアラもメノアのかたわらにいる。相変わらず、娘むすめから一時も視線を離そうとしない。だが、双子があらわれたときは、少し安心したようなようすを見せた。それが、エフェメラには、なぜか嬉うれしかった。

「グノバさん、どうしてここに？　それにリアラさんとメノアちゃんまで」

　エフェメラが、メノアとじゃれているあいだに、アンディが肝かん心じんなことを訊たずねた。

「詳くわしい話は、喉のどをもう少し湿しめらせてからだ。おい、この二人の注文を聞いてやってくれ」

　グノバが、厨ちゆう房ぼうの奥に声をかけると、にこにこと愛あい想そのいい少年が一人やってきた。

「なんにしましょう」

「もちろん、エールじゃな」

「うんっ！」

　いきおいよくうなずいたのは、エフェメラである。

「いいや、ぼくはミルクを」

　グノバの、やれやれといった顔をよそに、アンディは食べ物をいくつか注文した。きちんと栄養のことまで考こう慮りよした注文のしかただった。

「はぁい」

　少年は元気よく戻もどっていった。注文を繰くり返す声が、こちらまで聞こえてくる。

「やれやれ、代だい替がわりして、すっかりつまらない店になったのう。ドレンがおったころは、いい店だったんじゃが。代替わりしとると知ってれば、来なんだかもしれんわい」

「あのね、おじさん」

　メノアの柔らかい髪かみの毛をいじりながら、エフェメラが言った。
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「代替わりする前のこのお店って、どんなお店だったの？」

「それは、言わないでおこう」

　それを聞いて、すっと、エフェメラの目が細くなる。彼女は、あえてこう訊ねた。

「どうして？」

「言うと怒おこるじゃろうからなぁ」

「グノバさん」

　エフェメラが怒るより早く、硬い声で言ったのはリアラだ。

「そういうところに、メノアを連れてくるおつもりだったんですか」

「何、心配いらん」

　グノバは涼すずしい顔で言った。

「子供なら、夜は寝ねているもんじゃ」

「そういう問題では」

　甲かん高だかくなりかけた声を、リアラはなんとか抑よく制せいした。

「ありません」

　メノアは、きょとんと母親を見ている。口を開けばこまっしゃくれているが、そんな時の表情は、年ねん齢れい相応だ。

　そんな会話で時間をつぶしているうちに注文した品が届いた。五人が同じ食卓につく。

「それで、ですね」

　届けられたミルクを一口飲んで、アンディは言った。眼光が、やや鋭するどい。

「いったい、どういうことなんですか、これは？　あなたがたは、いったい」

「驚おどろいているのはわしもでな」

　グノバは、三枚目の皿をからにしながら言った。ドワーフには、このくらいの食しよく欲よくは珍しくもない。

「まさか、お前さんたちが、お互たがい知りあいだったとは思わんかったわい」

　四杯はい目のマグもからになる。

「昼間、わしが人を捜さがしに来たのは話したじゃろう？　それが、このリアラと娘さんじゃったというわけよ」

「そんな偶ぐう然ぜん、あってもいいの？　あ、あたしが言っちゃいけないか」

　シャストア神しん殿でんで伝えられる物語には、こんな出会いはよく出てくる。

「赤の月の流儀なら、タマット神のお導きというところだが」

　グノバの言葉に、エフェメラは心の中で、シャストアのお導きよ、と反論した。

「むしろ、こいつはガヤン神のお導きじゃろうな」

　グノバは言った。

「この二人が頼たよって会いにきたのが、わしとも共通の知りあいの男でな。ところが、やつは所用でこの街を離はなれねばならなくなった。で、わしが二人の面めん倒どうを見ることになったんじゃ」

「そこまでは、わかりましたが」

　グノバが、四皿目を片付けているあいだに、アンディが口をはさむ。

「後は説明はいるまい？　お前さんたちの頭のよさならな。さあ、喰くえ。主人は替わったし、素す足あしをむきだしにした下働きの娘っこたちもおらんようになったが、調理人の腕うでだけは落ちとらんわい」

　あとはうやむやになった。
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　俗ぞくに、一いつ緒しよに飲んだドワーフの、四分の一の量を飲んでつぶれなければ、酒飲みとしては一人前という。

　その伝でいけば、今日のエフェメラは一と半人前だった。

　二階の部屋に上がった時も、足取りはしっかりしていたから、二人前くらいには挑ちよう戦せんできたかもしれない。

　寝しん台だいに横になってから、かなりの時間がすぎた。酔よいはもう、すっかり醒さめている。

　だが、エフェメラは、なかなか寝つけずに寝ね返がえりをうっていた。体は疲つかれているのだが、頭は冴さえている。酒も眠ねむ気けをさそう役には立ってくれなかったようだ。

　隣の寝台では、リアラとメノアの母おや子こが眠ねむっている。どちらも、規則正しい寝ね息いきをたてていた。メノアのほうは、時々、わけのわからない寝ね言ごとがまじる。

　どうして、この二人はここにいるのだろう、とエフェメラはずっと考えている。

　最初にあてにしていた人が留守だったから？　グノバは、明らかにごまかそうとしていた。だからといって、この母子が悪事に加担してるはずもない。

　何か隠かくしているのは間ま違ちがいない。訊ききたいが、必要もないのにごり押しはできない。

　もしも、リアラ母子が、エフェメラの物語にかかわってくるのなら、それは自然と知らされることになるはずだ。それこそが、物語の神シャストアの正しき導きなのだ。

　エフェメラに、シャストアの教えを説いてくれた母のプリシラは、そんな風に言っていた。

　それでも気にはなる。

　リアラとメノアのことを考えないことにしたら、次はあの肖しよう像ぞう画がのことが気になる。

　青い爪つめの女。

　兄ほど必死なようすはまわりに見せないが、父を殺した相手が憎にくくないわけがない。

「でもね、二人して突とつ撃げきしてちゃ、後ろががらあきだもんね」

　小さく呟いて、もう一度寝返りをうつ。目に飛びこんできたのは、むきだしの木の壁かべだ。その向こうには、アンディが眠っているはずだった。

　エフェメラは、しばらくそちらを見つめていた。ふと、少女の瞳ひとみに切なげな色が浮うかんだ。

「寝よ」

　ぽつりと呟いて、エフェメラはシーツを頭までかぶった。古びた宿だが、清潔だ。

　しばらくのあいだ、エフェメラはじっと目をつぶっていた。やがて、眠っているでもない起きているでもない状態がやってくる。エフェメラは、空想とも夢ともつかない幻げん影えいをもてあそびながら、ほんとうの眠りにつこうとしていた。

　その時。

　かすかな、ほんのかすかな音が、彼女を目覚めの領域に引き戻した。ふだんなら、そんな物音で目を覚ますことは決してなかったろう。お世辞にも、寝ね起おきはいいほうではない。

　これこそ、シャストアの導きというにふさわしかったかもしれない。

　なんだろう？

　まず思ったのは、それだった。もしかして夢の中の音だったろうか。頭は、まだぼうっとしている。自分が、どんな夢を見ていたのか──というか空想をしていたのか、とっさには思いだせない。

　その時、もう一つ音がした。

　夢の中ではない。

　かすかに聞こえたのは、窓が開けられる音だ。そして、今、聞こえたのは床ゆかがきしむ音だ。

　この宿にしてよかった。もっと新しくて高級な宿なら、窓が開く時に音がしない。

　そんな考えを浮かべながら、エフェメラはシーツをはねのけた。

　窓からさしこんでいるのは、輪の月と緑の月の光だけ。黒い影かげにしか見えない人物が二人、ちょうど窓辺から床におりたったところだった。

　その手には短剣ダガーらしいものがある。月光を跳はね返すはずの刃やいばは、真っ黒に塗ぬられていた。

　暗殺者だ。エフェメラは直感した。赤の月は、衝しよう動どうと閃ひらめきを大事にせよと教える。だから、エフェメラはまず思いついたとおりに動いた。

「きゃあああああ」

　悲鳴をあげたのだ。リアラたちを起こすにも、隣の部屋にいるアンディたちに急を知らせるにも、それが一番だろう。彼女の悲鳴を聞いて、影は動いた。逃にげてくれれば、とエフェメラは思ったのだが、どうもそれは甘かったようだ。迫せまってくる。

「あなたたちは！」

　エフェメラの声で目覚めたリアラが、鋭い叫さけびをあげた。起こされたメノアが、わけがわからずに泣き声をあげはじめる。

　影の一人はリアラとメノアの寝台に、もう一人はエフェメラのほうに向かってくる。

　エフェメラは、とっさにシーツをほうりなげた。マントを扱あつかう時の要領だ。それは、みごとに狙ねらいどおりに飛び、影の一人にすっぽりとかぶさった。メノアにふりおろされようとしていた短剣ダガーは、虚むなしく空を貫つらぬいた。シーツをはぎとろうともがく暗殺者に、リアラが体当たりした。暗殺者は、足を取られて倒たおれる。

　だが、エフェメラに、ほっとする暇ひまは与あたえられなかった。その時にはすでに、彼女の眼前に暗殺者が迫っていたのだ。シーツを投げた後のエフェメラの手は、枕まくら元もとの細剣レイピアにのびていたが……。

　間に合わない。

　エフェメラは、とっさに寝台の下にころがり落ちた。

　髪の毛が上に残って、一束が切り落とされた。

「こっ……！」

　文句を言っている余よ裕ゆうはなかった。エフェメラは、ごろごろと床を転がった。暗殺者が追ってくる。鎧よろいもなく、武器もない。ただひたすら逃げるしか、エフェメラに手はなかった。

　全力で逃げながら、エフェメラはリアラがメノアをかばいつつ戦っているのを、視野のすみに認めた。彼女は、枕まくらの下にバトル・ファンを隠していたらしい。バトル・ファンは、サリカの信者が奉ほう納のうの舞まいに使う道具だ。鉄の薄うす板いたを束ねて作られており、いざとなれば護身用の武器にもなる。だが、リアラも攻こう撃げきを受け止めるのが精せい一いつ杯ぱいのようすだった。

　このままでは、いずれやられるだろう。なんとか時間が欲しい、魔ま法ほうを使える時間が。エフェメラは痛切にそう思った。

　短剣ダガーの一いち撃げきが、エフェメラの脇わき腹ばらをかすめた。じわりと血がにじむ。

　そして背中が硬かたいものにあたる。壁だ。

　追いつめられた。そう思った時、背中全体に鈍にぶい衝しよう撃げきがあった。

「あいたっ」

　突つき飛ばされてころがる。

　エフェメラがぶつかったのは、壁ではなく扉とびらだった。

　その扉が、思い切り部屋の内側へ蹴けり開けられたのである。

　暗殺者の短剣ダガーがふりおろされる軌き跡せきを、その扉が妨ぼう害がいした。短剣ダガーは、エフェメラの胸ではなく、扉に突き刺ささる。意外な展開に、暗殺者は思わず一歩下がった。短剣ダガーは、扉に残したままだ。

　明かりがさしこんでいる。廊ろう下かのランタンの明かりだ。

「エフィ！」

「リアラ！」

　二つの叫びが重なりあった。斧アツクスをかまえたグノバと、ソードブレイカーをもったアンディが部屋にとびこんでこようとして、エフェメラにつまずきかけた。エフェメラは、頭をかかえたまま、まだ扉の前でうずくまっていたのだ。

　その一いつ瞬しゆんの遅おくれのあいだに、暗殺者は身をひるがえした。リアラを襲おそっていた男も、攻撃の手を止める。二人の暗殺者は、あわてて窓から外に逃げだした。

「待て！」

　アンディは、それを追った。

「兄さん！」

　エフェメラの声に、アンディはちらりと妹をふりむいた。妹を案じる表情はあった。脇腹を押さえる血に濡ぬれた手も見た。しかし。

「大だい丈じよう夫ぶだな？」

　アンディは、その言葉を残して、暗殺者を追って窓から飛び出した。窓の外には、屋根が並んでいる。暗殺者の影は、起き伏ふくに富んだその屋根の合間に見え隠れしていた。

「待つんじゃ」

　グノバが止めたのは、リアラとメノアの安否を確かめてからだった。だが、すでにアンディはその声が届かないところにいる。

「嬢じようちゃん、大丈夫か？」

「たいした傷じゃないわ」

　エフェメラの表情がこわばっているのは、傷の痛みのせいではなかった。自分が逃げ切れたくらいの相手だ。アンディなら、二人を相手にしても心配はないだろうとは思う。いつもの、不運さえなければ。そして、激情で判断を誤ることさえなければ。だが、飛びだしていったアンディの瞳の光が気になる。父の死以来、ときおり兄の目に見えるあの暗い炎ほのお。それが、エフェメラの顔をこわばらせていた。恐きよう怖ふと不安。自分の身に対するものでなく、兄への。

　そんなことを考えていたエフェメラに、グノバが声をかけた。

「傷が平気なら、立ちあがったほうがよいぞ」

「え？」

　グノバは、まだ斧アツクスをかまえている。いや、それだけではない。片方の手には大盾ラージシールド、その上鎖チエかインたメびイらルまでしっかり身につけている。

　こんなに早く鎧を着ることができるわけはない。脱ぬがなかったのだ。でも、どうしてだろう。わけもなく、鎧を着たまま眠るものはいない。厚手の革かわ鎧よろいですら、着たまま野宿すると、目覚めた時にあれだけ体が痛むのだ。

「エフィさん、こちらへ」

　リアラが言った。ぐずるメノアを抱だいて、なだめている。エフェメラは、細剣レイピアを手にし、マントをはおった。そして、リアラのもとにいく。

「メノアをお願いします」

　まだ、少しぐずっている幼女をリアラはエフェメラの手にゆだねた。気き遣づかわしげな表情だ。泣いているメノアは、二つ三つくらいにしか思えない。

　リアラは、バトル・ファンをかたわらに置いた。エフェメラは、ようやく彼女が、いつでも魔法を使えるようにしているのだとわかった。サリカの魔法は、言葉を必要としないが、舞によって精神を集中しなければならない。

「出てこい、そこの男」

　グノバは、窓をにらんでいる。ついさっき、アンディが飛び出していった窓だ。もしも、誰だれかが隠れていたなら、彼が気がついたはずだ。

　リアラも、いぶかしく思ったらしい。表情でわかる。エフェメラは、もう一度、グノバの視線を追ってみた。

　彼の視線は、窓の上方に向けられていた。

　何もいない。

　いや。

　そこから、にゅっと頭がつきだされた。上からだ。ぶらさがっている。窓の上に、誰かいたのだ。どうやら人間らしい。しかし、ここは二階だ。そして、この宿屋は三階建てだ。

　ということは、壁にはりついているのだ。エフェメラは気がついた。だったら、人間ではないのだろうか。それとも、魔法を使っているのか。壁を登る魔法は、確かタマットかアルリアナにあったように思うが……。

「むうっ」

　グノバは、唸うなった。頭の横に手が出てきた。それが、ひょいと何かを投げこんだのだ。黒い、拳こぶしほどの塊かたまりだった。そいつは、すぐに形を崩くずした。水に溶とける泥どろのように、空気ににじんでいく。

　塊が、黒い霧きりになった。うわん、という音が聞こえる。羽音だ。

「毒虫じゃな」

　たたっと、数歩グノバがさがった。鉄の鎧を叩たたき割る斧アツクスも、細かな虫の群れには効きめがない。

　窓の人物が、くるりと体を回して、飛びこんできた。どうやら、人間の男らしい。年の頃ころは四十前くらいだろうか。ごつごつとした鎧を着こんでいる。こんな重たそうなものをつけて、壁かべにはりつくには魔法が必要だ。

　男の顔を見て、グノバが言った。

「お前、確か、ギルカンテとか言った男じゃな」

　どうやら、見知った顔らしい。では、狙われたのは自分たちではないのだろうか。エフェメラは、一瞬混乱した。

「トール殿どのの奥方の従者が、こんなところで何をしている」

　トール。それは、この街の領主トールメイラー・スレムのことだろうか。エフェメラは、ますます混乱した。はっきりしていたのは、やはりリアラたちはただの母おや子こではないらしいということだ。

　飛びこんできた男は、グノバの言葉に答えなかった。虫の羽音が高くなる。

　エフェメラは、リアラを見た。こわばった表情だ。

　虫は、ギルカンテと呼ばれた男に近よろうとはしない。むしろ、そちらから逃げるように動いている。必然的に、グノバに襲いかかることになる。

「グノバさん、こちらへ」

　リアラが叫んだ。同時に、頭の上にかかげるように両手をのばした。そして、ゆっくりと、手のひらが胸を中心とした円を描えがくように、下におろしていく。舞まいのようなその動作は、サリカの魔法に必要なのだ。

　そうはさせじと、ギルカンテが動く。その足もとに、グノバは手にしていた盾を投げつけた。足がからんで、ギルカンテの動きが鈍った。

　その隙すきに、リアラの動作が終わった。サリカの信者は、舞うようにその身を動かし、波動を感じ、変化させるのだ。

　大きく広がった毒虫が、グノバに襲いかかろうとしている。エフェメラは、メノアの頭を胸にかかえこんだ。小さな拳が、放はなしてくれと肩かたを打つ。

　その時、床ゆかの塵ちりが舞い上がった。風が起きたのだ。四人をとりまくように空気が渦うずを巻く。それは、数回呼吸するうちに、轟ごうと吹ふき荒あれた。寝しん台だいのシーツがめくれあがり部屋中をあばれまわる。毒虫たちは、急流にまきこまれた木の葉のように、翻ほん弄ろうされ、羽をちぎられて落ちるか、外へ吹き飛ばされた。

　リアラを中心とした一角だけは静かだったが、一いつ匹ぴきの虫も、空気の壁をのりこえることはできなかった。もっとも、それはこちらも同じことだ。グノバは立っているのが精一杯で、伏ふせているギルカンテに近よることもできないでいる。

　頃ころ合あいを見て、リアラは風をおさめた。部屋の中はずたずたになっている。毒虫の死し骸がいがぽろぽろとちらばっていた。

　風がおさまったとたんに、ギルカンテが立ちあがった。すばやく剣をかまえなおして、向かってくる。小細工を破られても、少しも意い気き沮そ喪そうしていなかった。

　息をのむほどにみごとな剣さばきだった。エフェメラも、武術の心得はある。このギルカンテという男と戦えば、自分やリアラではとうてい太刀たち打うちできないのは、すぐにわかった。

　だが、グノバの動きはそれ以上だった。

　斧アツクスで、激げき烈れつな打ちこみを受け流してみせる。そして、それ以上に強きよう烈れつな斬ざん撃げきを、ギルカンテの腰こしに叩きこんだ。ギルカンテは、体を斜ななめにしてそれをかわした。

　斧アツクスは、剣に比べれば重い。しかも先せん端たん部ばかりが重いから、よほどの剛ごう力りきでもなければ、打ちこんだ後は腰が流れてしまう。

　ギルカンテは、グノバもそうなるだろうと踏ふんだらしい。大だい胆たんに踏みこむと、柄つかまで通れとばかりに、剣を突きだした。

　だが、グノバはジェスタの入信者だ。ジェスタは、武器としてしか使えない武器──剣や槍やり──を好まない。道具でもある槌つちや斧アツクスで、我が身を守れと教える。しかし、そのぶん、守りに使うための武具に祝福を授さずけてくれる。ジェスタの信者が使う斧アツクスは、特とく殊しゆな魔ま法ほうがかけられていて、それなりの訓練は必要だが、手首の返しだけで引き戻もどせるのだ。グノバは、ギルカンテの剣けんを、斧アツクスで下からはじきあげた。

　ギルカンテの胸ががらあきになった。そこに、グノバの再度の一撃。がつんと音をたてて、それは鎧よろいにくいこんだ。ギルカンテが大きくよろける。

「まだ、やるかっ」

　グノバが怒ど鳴なる。

　ギルカンテは答えない。たたたっと、グノバを見たまま後ろ向きに走った。

　グノバがおいすがる。

　ギルカンテの左手が、腰につけた袋ふくろを帯からちぎりとった。床に叩きつけようとする。

「させんわい」

　斧アツクスがふられる。ばさりと音をたてて、ギルカンテの左手が落ちた。袋ごとだ。袋の口がゆるんで、中から黒い霧がじわりとにじみだした。

「むうっ」

　グノバが唸うなって、その動きを一瞬止めた。そのすきに、ギルカンテは窓からとびだしている。

「おじさん！　それを」

　メノアをかかえているから、エフェメラは近づけない。言葉で指示する。言われたグノバよりも、リアラのほうが素す早ばやく反応した。毒虫が出てくるより早く、シーツをかぶせる。

「おう、なるほど」

　シーツの上から、グノバが踏みつける。どんどんと何度か踏みつけていると、白い布に、じんわりと汚きたない色合いのしみが広がった。

「このくらいかの」

　グノバが、踏むのをやめてからも、みんなしばらくのあいだ、しみを見つめていた。

「母しゃま」

　メノアが母親を呼んだ。リアラが、あわててエフェメラから娘むすめを受け取る。

「大丈夫、大丈夫よ。母さまが守ってあげるわ。大丈夫よ」

　メノアは、リアラの首筋にしっかりとしがみついている。そしてリアラは目を閉じて、娘を決して手離すまいと抱だきしめている。

「こりゃ、どういうことですか！」

　叫さけび声が聞こえて、エフェメラは話しかける間を逸いつした。開け放された扉とびらのところに、でっぷりと太った男が、腰に手をあてて立っている。この宿の主人だ。

「夜中にどたばたしたあげくが、このありさまだ」

　主人は、ぐるりと腕うでを回して、部屋の中をさししめした。

「説明してもらおうじゃありませんか。事と次し第だいによっちゃ、出るところに出てもらいます」

「まあ、御ご主人。もちろん、納なつ得とくのいく説明をさせてもらうとも」

　グノバが一歩進みでた。そのとたん、主人の顔にぎょっとした表情が広がる。血のしたたる斧アツクスに気がついたのだ。とっさにエフェメラは、小声で幻げん覚かくの呪じゆ文もんを唱えた。落ちている左手に幻げん影えいをかぶせておおい隠かくす。

「あの、怖こわがらなくてもいいですよ。この人は、悪い人じゃないですから」

　エフェメラは、笑えみを浮うかべてそう言おうとした。一歩進み出る。

　ぐらり、と床が傾かたむいた。

「あれ」

　膝ひざに力が入らない。気がつくと、脇わき腹ばらの傷口が火がついたように熱かった。

「エフィさん!?」

「お姉ちゃん！」

　床がせりあがってくる。そうじゃない、自分が倒たおれようとしているのだ、そう理解すると同時に、エフェメラの意識は暗くら闇やみに沈しずんでいった。

　完全に気を失う寸前、倒れる自分を誰かが抱き止めてくれたことを意識した。

「お兄ちゃん……」

　その時、エフェメラは、幼いころに河に落ちて、兄に背負われて家に帰った時のことを思いだしていた。あの時、アンディは十歩歩いては休んでいたっけ。それでも、決してエフェメラをおろそうとはしなかった。最後まで、自分の足で連れて帰ってくれた。

　そして、エフェメラは、夢に沈んだ。
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　複数の月光が、複数の影かげを石いし畳だたみに落としている。ひっそりと静まり返った家々。かすかな風が、木と漆しつ喰くいの壁にそっと触ふれて、去っていく。

　静かな夜を、小さな足音がかすかに流れていった。

　キーンブルクは、河か川せんの要所にある交易都市だ。夜になっても、人通りはなかなか衰おとろえない。ルナルの人間たちにとっては、双ふた子ごの月さえ夜空にあれば、太陽と変わりない安心感がある。

　今日は、双子の月の出が遅おそい。夜半をすぎて、ようやく地平線にあらわれたところだった。

　さすがに、この時刻になると、街を歩いている者は少ない。たとえば、宿を追い出された五人組くらいだ。

　やれやれ、とグノバは内心で肩をすくめた。

「替かわろうか」

　前を歩く若者に、彼は声をかけた。若者の背には、その妹が負われている。若者が一歩踏み出すたびに、その長い黒くろ髪かみがさらさらと揺ゆれる。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　グノバの言葉に、アンディはそう答えた。どこかで遠とお吠ぼえが聞こえる。旅の途と中ちゆうなら、狼おおかみを恐おそれるところだが、ここは街だ。飼犬だろう。

「でも、あなたも怪け我がをしてらっしゃるのに」

　リアラの言葉にも、アンディは首を振ふった。彼の左ひだり肩かたには、夜目にも白く包帯が巻かれている。右手だけで、どうにか、彼は意識を失った妹を背負っていた。

「たいした怪我ではありません。ただの打ち身です」

　言われるまでもない。戻ってきたアンディの手当てをしたリアラ自身が、いちばん怪我の具合を知っている。

「まあ、よいわさ。本人がやるというておるのじゃからな。それに、わしが背負うと、嬢じようちゃんの足をひきずってしまいそうじゃ」

　グノバの言葉に、アンディは真しん剣けんな顔つきでうなずいた。

「それも、そうですね」

　グノバは、一いつ瞬しゆんひげの奥で口を曲げた。で、唐とう突とつに話題を変える。

「それにしても、あの親父おやじめ、あのくらいの騒そう動どうで追い出すこたぁなかろうに」

「でも、かわりの宿を紹しよう介かいしてくださったんですから」

　リアラが、とりなすように言った。彼女の腕うでの中では、メノアが眠ねむっている。

「何を言うか。前の主人の頃ころには、部屋を丸まる焦こげにしたこともあるが、追い出されなぞせんかったぞ」

「そんな無む茶ちやな……」

　アンディが、思わず言ってしまった、という調子でつぶやいた。これが、彼の妹なら、この三倍は言葉が続いていたろう。

「それでも、だ。わしだけなら、怒おこりはせんわい。幼い子供がいる上に、嬢ちゃんが倒れとるんじゃぞ。のう、アンディ、これなら怒ってもいいじゃろうが」

「はあ」

　アンディは、あいまいな返答をした。

「でも、たいしたことはないそうですから」

　言葉だけ聞けば、冷たそうだ。しかし、声にはこわばりがある。グノバの耳には、はっきりと無理が聞き取れた。彼は、戻ってきた時のアンディのうろたえぶりを思い出した。エフェメラの怪我はたいしたことがない、とわかってから、派手に赤面したものだ。

「ええ、大丈夫です。朝になれば、きっと元気に目を覚まされます」

　リアラが、慰なぐさめるように言う。暗殺者の短剣ダガーには、毒が塗ぬられていたのだ。幸いなことに、さほど強烈な毒ではなく、リアラの手当てで、ことなきを得た。

「ありがとうございました、リアラさん。あの解げ毒どくの薬草、貴重なものじゃあ？」

　気き遣づかいをするアンディに、リアラは温かい笑顔を返した。

「お礼はこちらに言わせてください。ほんとうに、あの時、エフィさんがシーツを投げてくださらなかったら、どうなっていたことか」

　リアラは、眠っているメノアを抱だく手に力をこめた。腕の中のメノアが、苦しそうに身じろぎする。

　アンディは、笑いでそれに応こたえた。少し、息を切らしていたのだ。額に汗あせがにじんでいる。夜の風は、冷たいほどで、メノアやエフェメラは二重三重にくるまれているというのに。その汗は、決して激しい運動のせいではない。

「やはり、わしが替わったほうがいいんじゃあないかの？　嬢ちゃんを落としては、なんにもならんぞい」

「いえ、ぼくに背負わせてください」

　アンディは、かたくなだった。

「こうかかえれば、足はひきずらんがな」

　グノバは、胸の前で捧ささげもつような姿勢をしてみせた。

「グノバさんの言うとおりではないですか？」

　リアラも、そう声をかけた。

「グノバさん。エフィより、メノアちゃんを背負ってあげてください」

　アンディは、汗をにじませながらにっこりと笑った。

「ふむ、そりゃ、リアラも疲つかれてるじゃろうが」

「娘を重く感じる母親はいませんわ」

　リアラは、首を左右にふった。

「そういうもんかな、わしは子供をもったことがないのでわからんが」

「父親は、また違ちがうんじゃないでしょうか」

　そう言ったアンディの声に、グノバは微び妙みような苦さを聞きとった。

「……ぼくも、子供を持ったことはありませんけれど」

　わずかな沈ちん黙もくの後に、そうつけくわえた。

「だが、妹はいるじゃあないか。わしは、天てん涯がい孤こ独どくだったからの。家族の情というのは、よくわからんのじゃ」

「え？」

　アンディが歩みを止めた。グノバの表情は何気ないものだった。

「驚おどろくことはない。ドワーフには、よくある話じゃ。わしが生まれたのは地下の鉱山村じゃ。調子に乗って坑こう道どうを掘ほり下げていくうちに、妙みようなもんに出くわしちまったんじゃな。この世界の地下には、いろんなもんが埋うまっとる。宝石、鉱脈、銀の月の来訪者や、……それに知られざる異神アウター・ゴツズとかな」

　地水火風の元素をあやつる銀の月の神々は、星界より来た異い貌ぼうの神々だ。いにしえの〈龍りゆう〉との戦いに引き分けて、ルナルのあちらこちらに封ふう印いんされている。それよりさらに異質な、月持たぬ異神アウター・ゴツズたちも、大地の底に潜ひそんでいることがある。

「戦い、ですか？」

　アンディの問いに、グノバは首を左右にふって答えた。

「神を相手に戦えるのは元げん帥すい級の〈悪あく魔ま〉か〈龍〉か、神々御自身だけじゃよ。ドワーフなんぞが相手になるかい。村ごと……こうじゃ」

　グノバは、なにかがはじけるような手つきをしてみせた。

「もうずいぶん昔の話じゃ。なにせ、そのころ乳ち吞のみ子だった唯ゆい一いつの生き残りが、こうひねちまっとるんじゃからのう」

　グノバは、ひげをしごくと、にやりと笑った。

「やれやれ、なんだか、妙な話になっちまったな。アンディ、しつこいようだが、替わらなくていいかね」

「こいつは、ぼくの妹です」

　アンディは、肩かたごしに妹の顔を見た。表情が優やさしい。

「妹が重い兄も、いませんよ」

　グノバは、うなずいた。

「……ついてこさせたくはなかったんです」

　問われるでもなく、アンディは話しはじめた。

　戻もどってきた時、倒れているエフェメラを前にして、アンディはうろたえた。その顔を、グノバやリアラに見られたことが、彼を饒じよう舌ぜつにしているのかもしれなかった。

「捜さがしているのは、青い爪つめの女なんです。父の……仇かたきです」

　リアラの肩が揺れた。足がもつれでもしたのだろうか。メノアが、目を覚ましかける。

「母しゃま？」

「なんでもないわ、眠っていなさい」

　しばらく、沈黙したまま、彼らは歩き続けた。二つの寝ね息いきが夜道をすべっていく。

「父は……」

　アンディは、また話しはじめた。グノバは、彼の顔を見ようとはしない。リアラは、メノアに注意をそそいでいるふりをしている。
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「ぼくにとって、教師でもあり、目標でもありました。反面、という意味ででしたけれど」

　アンディから、かたくなな表情が消えていた。そこにいたのは、若きガヤンの神官ではなく一人の少年だった。こうして見ると、背中で眠っているエフェメラと、よく似ていると、グノバは思う。

「気の小さな小役人、というのがみんなが父にいだいていた印象でした。ぼくだって、例外じゃなかった。そうでなかったのは、たぶん母と、そしてほんのわずかな人々だけだったんでしょう。父に使命を授さずけた人達と……エフィも、父のことをはっきりとは知らなくても、わかっていたのかもしれないな。こいつは、そんな子ですから」

　妹のことを語る彼の口調は、とてもいとおしげだった。とても壊こわれやすい何かのように、彼は妹を考えているのだな、グノバにはそう感じられた。

「ああはなるまい、ぼくは父を見て、そう思っていたんです。そして神官になって鍛たん錬れんにはげんで、呪じゆ文もんも武術も、そこそこの域には達しました。父をみくびっていたんです、ぼくは。だからあんなことになってしまった……」

　アンディの言葉は、そこで途と切ぎれた。そして、何かをふっきったようにまた話しだした。

「父は、すばらしく演技のうまい人だったということです。高司祭の位につけるほどのガヤンの信者だったというのに、ね。その天性の才能を、父は我が子から馬ば鹿かにされるために使っていたんです……あくどい連中を油断させるために。父が死んでからドミトール先生に聞かされました。昼間のたいまつのような父が、表ざたにできないいくつの不正を罰ばつしてきたか。でも、ぼくが約束を果たさなかったばかりに、父は……」

　グノバは、アンディが話しだすのを黙だまって待った。無む理り強じいはできない。彼が、みずから話すしかないのだ。そうしたことで、アンディが救われるというわけではないだろう。しかし、心の冷たい暗くら闇やみは、地下室と違って、溜ためこんだものを腐くさらせるだけだ。

「お父さんは、謝ってほしいとは思っていらっしゃらないんじゃないでしょうか」

　そう口にしたのは、リアラだった。彼女の顔にも、奇き妙みような表情が浮うかんでいる。懐なつかしげであると同時に、限りなく憎にくらしげな。それは、この場の誰だれかではなく、彼女の思い出の中の誰かに向けられた表情だった。

「父には、申し訳ないと思っています。でも、それは父を死なせた過去のことでだけじゃないんですよ。今になっても、ぼくはまだ、自分のためにしか、動いていないんです。仇は討うたなければいけません。でも、それすら父のためではないんです。ぼく自身のために……決着をつけなければいけない……だから」

　そこまで言って、アンディは、妹の寝息をうかがった。規則正しい。

「嬢ちゃんなら、よく眠ってるよ」

「駄だ目めですよ、ぼくは。こいつにはあれこれ小言を言いますけど、ほんとはそんな立派な人間じゃない」

「少なくとも、間ま違ちがったことは言っていないさ」

　グノバの声は、気楽で無責任そうだった。そう聞こえるように作って、言った。

「ええ、そうです」

　そう答えられるあたりが、アンディの性格のいやみなところでもあり、たいしたところでもあった。

「たとえほんとうじゃなくても、こいつの前ではしっかりした兄貴でいなくちゃいけませんから。守って、幸せにしてやらなくちゃいけないんです。死んだ父は、誰よりもエフィのことを気にかけてましたから」

　グノバは、何も言えなかった。アンディの目には、強い決意が浮かんでいる。それを沈しずめることは、北の高こう峰ほうブラネンの、その山脈すべてを重しにしてもかなうまい、そう思えた。

　若者は、いつか親を越こえなければならない。アンディにとっては、これこそが、そのための試練なのだろう。グノバは、そう思った。親の温ぬくもりを知らぬ彼だからこそ、はっきりと見えることもある。

　だから、心のうちの危き惧ぐを、グノバは口にすることはなかった。強すぎる思いは、歪ゆがみをまねくこともある。だが、彼にはリアラたちを守る使命があった。彼に託たくされているものも、また重い。アンディたちの面めん倒どうを見ている余よ裕ゆうはない。

　ないはずだが。

『我が神ジェスタよ、ここにいまだ鍛きたえられざるものがおります。我が、彼らの試練の槌つちを受ける金かな床とことならんことを』

　グノバは、ひそかに青の月の神に、祈いのりを捧げた。




　同じ時刻、同じ神に祈りを捧げているものがいた。グノバによって左手を失ったギルカンテが、城のテラスで月光を浴びていたのだ。

　もっとも彼の祈りは、まるで内容が違っていたが。

「ギルク、なんのつもりですか」

　彼は、サーナの叱しつ責せきを受けていた。しかし、彼の心はそこにはない。

「もうしわけございません、お嬢じようさま」

「お嬢さまではありません。わたくしはもう、ティーグ家のサーナではないのですよ。トールメイラー・スレムの妻なのです」

「はい、もちろんでございます」

　そこにない、というのは正確ではなかったかもしれない。彼の心は、常にサーナのもとにあったからだ。彼女が生まれてからの二十数年、ギルカンテはいつもサーナの幸せだけに心を砕くだいてきた。

　たとえ、サーナにどのように思われようと、彼は自分自身がサーナにとって最善と考えることを実行してきた。今も、そうだ。あのような邪術師ソーサラーを身辺に近づけることは、お嬢さまのためには決してならない。ギルカンテは、そう考えていた。

　だから、あの娘むすめを、自分の手で始末しようと考えたのだ。

　あの娘さえいなくなれば、お嬢さまも正気に戻られるだろう、と。

　いや、トールのもとに彼女の心がある限りは正気とは呼べないかもしれない。それでも、少しはましになるだろう。

　その自分の思考も、すでにまっとうなものでないことに、ギルカンテは気がついていない。

「聞いているの、ギルク！」

「もちろんでございます、お……奥さま」

　彼にとっては、サーナはいつまでも幼いお嬢さまのままだ。守るべき人なのだ。だから彼はジェスタに祈りを捧げる。あの娘たちは、身分という犯おかすべからざる境界を侵しん略りやくする邪じや悪あくな者たちだ。ジェスタは境界を守護する神だ。だから彼はジェスタに祈りを捧げていた。

　サーナの叱責を受けている間ずっと、彼はまったく表情を動かさなかった。痛みに歪めることもしなかった。心のうちをさらけだすことは、非礼にあたると彼は信じていたからだ。

「もういいわ」

　サーナは疲つかれたように言った。彼女にとっては、ギルカンテは謎なぞめいた男だった。物心つく前からずっと彼女の守もり役だが、何を考えているのか、まるで読み取れない。いつも仮面をかぶっているような男だ。

「おさがり、お前はわたくしか、黒こく翼よく鳥ちようの指図に従って動けばよいのです。二度と勝手な真似まねは許しませんよ」

「はい、承知いたしました」

　ギルカンテは、深々と一礼した。しかし、動こうとはしない。

「さがれと言ったのよ、ギルク。わたくしは、これから黒翼鳥と内密の話があります」

「は、ですが」

　ギルカンテは意外な思いにうたれていた。これまで、サーナに叱責されたことは何回となくある。だが、お嬢さまはいつでも、最後には彼の心をわかってくださった。自分をのけものにするなど、ギルカンテには信じられなかった。

「さがりなさい」

　サーナは静かに言った。ギルカンテは、その声こわ音ねにあらがいがたいものを感じた。

「その手、とりあえずの手当てをしただけなのでしょう？　きちんと治ち療りようして、休みなさい」

「いえ、傷口は魔ま法ほうでふさいでいただきましたし」

　邪術師ソーサラーごときに感謝するのはいやだったが、今はやむをえなかった。なによりも、ギルカンテは、サーナと黒翼鳥を二人きりにするのが不安だった。邪悪とはいえ、世せ俗ぞくを超ちよう越えつした邪術師ソーサラーだ。不ふ埒らちなふるまいを心配しているわけではない。先人は言う。邪術師ソーサラーを相手どるならば、肉体より魂たましいを汚けがされることを恐おそれよ、と。

「とはいえ、呪文をかけるまでに、かなりの血が流れ出している。体力は限界のはず」

　ギルカンテの報告と、サーナの叱責のあいだ、呪文以外は口を開くことがなかった黒翼鳥が言った。

「休まれよ」

　その言葉は静かだった。にもかかわらず、含ふくまれた威い圧あつ感かんは尋じん常じようではない。ギルカンテは耐たえようとした。戦場を往来し、いくたの命を手にかけた彼が、しかし、できなかった。

「は……」

　ギルカンテは、テラスを出た。彼の姿が消えるのを待たず、二人が話しはじめる。

「それで、どうなるのです、計画は」

「心配はいらない。むしろ、あやつのおかげで、やりやすくなったと言っていい。捕とらえてから、少し間をあけすぎることになるかもしれんが、やつらはすでにあの宿に向かっている。〝猫ねこのひげ〟の主人から連れん絡らくがあった。今ごろは、あのザノンの残党連中が、娘たちに一服もっているころだ。問題は、あやつらが我の指示にきちんと従うかだが、リアラの家系に気がつけば、まず利用しようとするだろうな……」

　ギルカンテは会話を最後まで聞きたかった。

　だが、命じられた以上、とどまるわけにはいかない。彼は、廊ろう下かに出た。

　そこで、ついに感情をあらわにした。

「くそぅっ」

　無事な右手を壁かべに叩たたきつける。自分は、あの邪術師ソーサラーに踊おどらされているだけなのか。

「……それでも、かまわん」

　大事なのは、お嬢さまが満足されることだけだ。お嬢さまは、トールの妻になることをずっと夢見てこられた。誰も、お嬢さまの夢を砕くことはできない。

　自分がさせない。

　ギルカンテは歩きだした。今は仕方ない。あの邪術師ソーサラーの指図にも従ってやろう。だが、もしもあいつがお嬢さまに不幸をもたらすようなら……。誰一人いない深夜の城内に、彼の足音が吸いこまれていった。
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　エフェメラは、夢を見ていた。

　最初は、悪夢だったような気がする。

　最後は、子供のころの夢だった。

　アンディと二人して、いじめっ子をやっつけた時の夢だ。

　夢の中では大勝利だったけれど、あの時ほんとうは、二人して泣かされて帰ったのだ。

　そうだ。あの頃ころのアンディは、エフェメラの前でだって、泣いていたのだ。いつからだろう、アンディが泣かなくなったのは。

　エフェメラは、目を覚ました。記き憶おくがあいまいだ。自分がどこにいるのか、わからなかった。

「あ、おはよ、兄さん……どうしたの、その顔」

　エフェメラは、寝ね転ころがった姿勢のままで、思わず笑ってしまった。夢の中に出てきた、いじめっ子の末路にそっくりだったのだ。兄の右目のまわりが、青黒く腫はれあがっている。

「笑える状じよう況きようかどうか、よく見てみなさい、エフィ」

　いかなる時でもアンディは、お説教を忘れない。これには別段、エフェメラは腹が立たなかった。アンディのお説教は、言葉を覚えた瞬しゆん間かんからはじまった。時々、母親のお腹なかの中にいるときからじゃないかと思うこともある。

　だが、今日のアンディは、いつになく厳しい口調だ。その時になって、急激に記憶が甦よみがえってきた。ここはトルアドネスだ。あたしたちは、セレン内海を渡わたって、旅をしてきたのだ。故郷トリースは、何千メイルもの彼方かなたにある。父さんを殺した青い爪つめの女を追いかけてきたのだ。

　そう、そして、昨日襲おそわれた。あいつらは、てっきりあたしたちを狙ねらったのだと思ったのに。青い爪の女の手先、〈悪あく魔ま〉信者だと。でも、グノバさんが相手を知っているようで……。そうだ、その前にアンディは窓から飛び出していった。

　エフェメラは、がばと飛び起きた。

「そうだ、兄さん、大だい丈じよう夫ぶなの？　どこかやられたの？　あの暗殺者は？」

　兄にふれようとした腕うでが、あがらなかった。じゃらり、という音がして、ぐいと後ろにひっぱられる。金属が、手首にくいこんだ。

「何、これ、どうなってるの!?」

　鎖くさりだ。右の手首が鎖で壁につながれている。石いし壁かべだ。

　記憶にある宿の部屋ではなかった。寝しん台だいもなければ、テーブルもない。エフェメラは、石の床ゆかの上に毛布一枚なしに寝ねかされていたのだ。意識がはっきりすると、急に背中が痛くなってきた。出入り口は、小さな扉とびらが一つあるきりで、それは木製だが、鉄の板で補強されている。狭せまい部屋だが、天てん井じようは高い。窓はエフェメラの背より頭三つほど上のところに小さいのが一つ。メノアでもくぐれないだろうくらいの大きさなのに、御ご丁てい寧ねいに鉄てつ格ごう子しまではめこんである。

　窓からは、明るい光が差しこんでいた。昼間、それもかなり日は高いようだ。

「兄さん、ここ、どこ？」

　エフェメラは、鎖をひっぱってみた。太い鎖だ。びくともしない。

「ふむ、やっぱりそう言ったか。やっぱり賭かけとけばよかったの」

「グノバさん、また、そんなことを」

　アンディの小言は、誰だれにでも容よう赦しやがない。部屋にいるのは、アンディとエフェメラだけではなかった。グノバと、リアラも一いつ緒しよだったのだ。リアラは右手に鎖が、グノバとアンディは手て枷かせをかけられた上に、足が鎖でつながれている。

「どうなってるの？」

「話せば長いことなんじゃがな」

　グノバが、ひげをしごこうとして、手枷で顎あごをうった。

「あつつ」

「ぼくから話します」

　アンディの表情は落ち着いていた。その静かな顔が、エフェメラにはじれったかった。

「あれから、ぼくは暗殺者を追っていった。しばらく行ったところで《閃光フラツシユ》の呪じゆ文もんを浴びせてやった」

《閃光フラツシユ》は、一いつ瞬しゆんの輝かがやきで相手の視覚を一時的に奪うばう魔法だ。エフェメラは、兄がこの呪文を使って、三人組の泥どろ棒ぼうを捕つかまえるのを見たことがあった。正確には、自分も目がくらんでしまって、捕まえる場面は見られなかったのだけれど。

「やつらはやすやすと捕まった。あまりにも簡単すぎたんだ。で、尋じん問もんしてみたら、自分たちはただの泥棒だ。脅おどすように頼たのまれただけだと言うんだ。あわてて、戻もどってみると、お前が倒たおれていた。リアラさんとグノバさんに、ずいぶん迷めい惑わくをかけたんだからな、あとでちゃんとお礼を言っておくんだぞ」

「それは言っておきますけどね。それとこれ、関係あるの？」

　エフェメラは、じゃらじゃらと鎖を鳴らした。

「エフィ、もう少し真しん剣けんになれないか？　こんな状況だぞ」

「真剣にさせてくれないの、兄さんじゃない。いったい、どこの誰に捕まってて、どうされようとしてるわけ、あたしたち？　〈悪魔〉教団に捕まっていけにえにされようとしてるなら、そんなまわりくどい話し方しないでほしいんですけど」

　アンディは困り果てている。グノバの高笑いが、白けた空気を吹ふき飛ばした。

「さすがに嬢じようちゃんだ。言うことは言うわい。心配しなさんな、リアラ。嬢ちゃんのこの元気があれば、メノアを助けるくらい、造作もないわい」

「え？」

　エフェメラは、はじめてうろたえた。そうだ、確かにメノアの姿がない。エフェメラは、リアラの顔を見た。リアラは、じっと床を見ている。その顔に、表情がない。

「お前が気絶しているあいだに、ぼくたちはあの宿を出た」

　エフェメラが、声をかけられないでいるうちに、アンディが彼女の後ろから言った。

「どうして？」

　エフェメラは、ふりかえらない。

「騒さわぎすぎ、じゃとさ」

　グノバは、今度はぶつけないよう、慎しん重ちようにひげをしごいた。

「で、ぼくらは紹しよう介かいされた別の宿に移った。どうもうさん臭くさい宿だとは思ったんだ。でも、夜中だっていうのに、愛あい想そのいい中年のおばさんがお茶を出してくれたりして、疑う理由は何もなかった」

「理由なんていらないわよ。怪あやしいと思えば、怪しいの」

　エフェメラはきっぱりと言い切った。アンディが、判断そのものを間ま違ちがったことはほとんどない。ただ、判断の材料がいつも何か足りないだけだ。どんなに手て際ぎわがよくても、塩をいれなければうまい料理はできないのだ。

　アンディは味あじ音おん痴ちだから、食べ物の味に文句をつけたことはないが。

「ガヤンの信者とも思えん発言じゃな」

　エフェメラは、思わず口もとを押さえた。確かに、理性と論理を重んずる青の月の信者には似合わない。

「心配いらんよ。だいたいのところは、アンディから聞いておる」

　グノバは言った。エフェメラは、兄を見た。うなずきが返ってくる。

「マントの使い方を見ればわかると言われてね。戦っている時だけじゃなくて、ふだんのさばき方にもくせは出ちゃうようだね」

　それもそうだ。経験を積んだ戦士であれば、シャストアの信者と戦ったこともあるだろう。特とく徴ちようのあるさばき方は、一目でわかる。

「とにかく、ぼくたちは与あたえられた部屋で眠ねむった。目が醒さめると、こうなっていた」

「茶に薬が入っとったらしいな。アンディは薬の効きが悪くて気がつきかけたそうじゃが、椅い子すに足を引っかけたとかでな」

　目のまわりの痣あざは、そのせいか、とエフェメラは納なつ得とくした。

「あたしが起きてればよかったね」

「お前が起きていても、どうしようもなかったさ」

　慰なぐさめとも、小言ともつかない調子でアンディは言った。

「そうかもしれないけどね」

　そうではなかったかもしれない。エフェメラは、いつのまにか爪をかんでいた。自分たちはともかく、メノアのことが気がかりだった。

「せめてお茶の味くらいわかったかもしれない」

「別におかしな味はしなかったよ」

　アンディは、自分のことなら、たいていはきちんと把は握あくしているのだが、この点に限り、自覚がまったくない。

「それで……」

　いったい、これはリアラたちにかかわることなのか。それとも、自分たちにかかわることなのか。誰が、なんのために？

　それを訊たずねようとした時に、大きな音を立て、扉が蹴けられた。

「静かにしたまえ。ちょうど、そちらの娘むすめさんも目が醒めたようすだね。大変けっこうだ」

　扉の目のあたりの高さに、細い隙すき間まがあった。そこから、青い目がのぞいている。

「娘は！　メノアは、無事なの！　会わせてちょうだい」

　誰よりも先に、リアラが叫さけんだ。窓に駆かけよろうとして、鎖に引き戻される。手首のあたりが、傷だらけだ。

「落ち着きなさい。我々は、意味もなく幼い子供に危害を加えるようなことはしないよ」

　言こと葉ば遣づかいは上品だが、どこかこちらを見下したような響ひびきがある。グノバが鼻を鳴らした。

「じゃあ、これにはなにかの意味があるってこと？」

　エフェメラが、鎖をじゃらりと鳴らす。

「貴女あなたがたに敬意をあらわしてのことと解かい釈しやくしていただこう。ともあれ、殿でん下かがおつきになった。くわしいことは、殿下がすぐに御ご説明なさる。おとなしくついてきていただこうか」

「メノアは、無事なの？」

「何度も言わせるな」

　男は、気の長いほうではなさそうだ。すぐに、いらだちをあらわにした。扉の鍵かぎが、音を立てて開かれる。エフェメラは、兄に目くばせをした。アンディは、黙だまって首をふる。

　入ってきたのは、まだ若い男だった、仕立てのいい絹服を着ている。つるりとひげをそりあげた顎で、肉がだぶついていた。おっとりした顔つきだ。その後ろには、板金鎧よろいの兵士が三人つき従っていた。表面に精せい緻ちな細工がほどこされた、あまり実戦向きとは見えないしろものだ。

「人さらいにしては、まともな恰かつ好こうよね」

　エフェメラの口の悪さも、対象を選ばないことではアンディの小言といい勝負である。

「口をつつしめ！　この方は、バーディングの領主ルベルテン・シルダさまだ」

　兵士の一人が、手にした槍やりの石いし突づきでエフェメラを殴なぐった。

「妹に手を……」

「よさんか！　馬ば鹿か者もの！」

　アンディより早く、若者──ルベルテンが叱しつ責せきした。声が裏がえっているのが情けない。

「失礼した。美しいお嬢さん」

　さすがのエフェメラも、今回はこの程度では機き嫌げんが直らない。

「領主ではあるが、今は追われた身。どうか気き兼がねなくルベルと呼んでくれたまえ」

　きどった姿勢で、優ゆう雅がに一礼する。付け焼き刃ばとは思えないが、いかんせん、だらしない体形には優ゆう華がさが欠けている。

「なるほど、流る浪ろうのもと貴族というわけか。家名からすると、西方の出じゃな？」

「知っておるか？」

　男に対しては、口調がぞんざいになる性格らしい。

「うむ。この前の戦争では、わしもあちこちで戦ったからの」

「どちらについたのだ？」

　グノバの言葉に、ルベルは一いち瞥べつをくれた。鋭するどい、とはやや言いかねる。

「わしは傭よう兵へいじゃ」

　それでわかるだろうと、グノバの答えは短かった。

「ふむ、理想も戦いの道も知らぬ者どもの仲間か。まあ、よい。ならば金次し第だいで動こうというものよ」

　ルベルは気取ってそう言ったが、たるんだ声に、言葉にふさわしい格は感じられない。

「ごたくはいいから、さっさと偉えらい人のところへ案内してよ。なるべくなら、その前にメノアちゃんに会わせて欲しいんだけど？」

　エフェメラがぴしゃりと言った。

「ぼくも妹と同意見だ」

「お願い、娘は」

　リアラが、懇こん願がんするような瞳ひとみでルベルを見た。

「わかっておる」

　ルベルが、しかめ面つらで顎をふった。首回りの肉がぶるんと震ふるえる。

　兵士たちが、エフェメラとリアラに縄なわをかけた。それから、鎖くさりをはずす。エフェメラはぶつくさと文句を言ったが、暴れはしなかった。

　アンディとグノバは、手枷はそのままで、その上から縄がかけられている。

「用心深いのね。武器も持ってない四人がそんなに怖こわいわけ？　二人はか弱い女の子よ？」

　エフェメラは、相手が女を見下す性格だと見て、あえてそんな言い方をした。そうでなければ、女を売り物にしたりはしない。

「恐おそれるような相手でなければ、意味がないのですよ」

　返ってきた答えの意味を、エフェメラは量りかねた。

　四人を縛しばった縄は、さらにお互たがいに結びつけられていた。どうも、兵士の一人は看守か執しつ行こう人の経験があるらしい。

「ガヤンの縛り方じゃない」

　アンディがぽつりと呟つぶやいた。

「タマット神しん殿でん流だ」

　タマットは赤の月の神の一柱である。今は帝てい国こくでは弾だん圧あつされている神の一人だ。

「亡国の貴族が〈悪あく魔ま〉教団と手を組むっていうのは、物語にはよくある話だけど」

　エフェメラも囁ささやき返した。アンディに納得したようすはない。

「それにしても、なあ」

　アンディがこっそり呟いた時、前を行く小太りの男、ルベルがつまずいた。宮きゆう廷てい舞ぶ踊ようならともかく、戦士としての鍛たん錬れんをつんでいるようにも、魔ま術じゆつの修練をしているようにも見えなかった。

　暗くて狭せまい通路を抜ぬけ、短い階段をあがって、厚い石の扉とびらを抜けると、いきなり豪ごう華かな装そう飾しよくのある廊ろう下かに出た。だが、壁のところどころに空白がある。まわりに比べて、そこだけ白い。何かが──おそらくは絵画かなにかだ──取り外された跡あとだ。廊下の片かた隅すみには、いくつもの綿わた埃ぼこりが積もっている。

「没ぼつ落らく貴族の館やかたってところね」

「やかましいぞ」

　兵士がアンディを殴りつけた。

「ちょっと、喋しやべってたのはあたしなのに、どうして兄さんを殴るのよ」

　エフェメラはくってかかった。

「女を殴ってはいかんそうだからな」

　兵士の答えには、感情がこもっていなかった。むっとしてさらに言いつのろうとしたエフェメラを、アンディが止めた。

「おまえが喋るたびに、ぼくかグノバさんが殴られそうなんだが？」

　エフェメラは、思い切りくちびるを突つき出した顔で、引かれていった。

　手入れのされていない中庭の横にある廊下を通りすぎ、広い部屋を抜けて、ようやく止まるように言われた。無用なほど大きな扉が、目の前にある。葡ぶ萄どうと藤ふじの花と、歌う乙女おとめの柄がらのレリーフがくまなく表面を埋うめていた。

「隅すみ々ずみにまで装飾をほどこすのがザノン流じゃな」

　傭兵とはいえドワーフ。グノバも、工芸を見る目はそれなりにある。

　エフェメラは、それよりかたわらの女性を気にした。

「リアラさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　サリカの神官の顔は、先刻よりもいっそう蒼あお白じろい。それでも、彼女は気き丈じようにうなずいた。

　ルベルが、もったいぶった仕草で扉を叩たたく。

「殿下、例の者たちを連れてまいりました」

「入りたまえ」

　高い男の声が返ってくる。エフェメラは、直接見る前に、その男の顔が予想できた。扉が開くと、まったく思ったとおりだった。いや、思っていたよりも少しふけているか。とは言っても、三十にはなっているまい。額が広く、頰ほお骨ぼねがつきでている。顎あごは刺ささりそうなくらいに尖とがっていた。体つきはひょろりとしていて、ルベルと好対照だった。

　その男は、典型的なザノン貴族の衣服を身につけて、長いテーブルのかたわらに立っていた。数十人が一度に会食できるくらいの長さである。本来なら、銀の燭しよく台だいと豪華なテーブルクロスが付属しているのだろうが、今は木地がむきだしになっている。

　ひょろりとした男が立っているのは、エフェメラたちが入ってきた扉の側だった。向こう側の主人の席からでは、声が届くまい。そう思える、か細い体格だ。

「よくいらっしゃった、歓かん迎げいする」

　声ばかりではなく、仕草もどことなく女性的だった。

「御ご紹しよう介かいしよう。我らが指導者、エザグラク・トロム殿下だ」

　ルベルが誇ほこらしげに言った。しかし、戻もどってきたのは彼が期待したような感かん嘆たんや畏い怖ふではなく、それがどうしたのという沈ちん黙もくだけだった。

「できれば、諸君の名前もうかがいたいものだが？」

　紹しよう介かいされた瘦やせた男が、その間を埋めるように言った。だが、誰だれも返答する者はない。

「エザグ殿下の問いだ。お答えせんか」

「あたしたちが誰だかも知らずに、さらってきたわけ？」

　エフェメラの言葉に、ルベルは顔を赤くし、エザグは青ざめた。この程度で怒おこっているようでは、底が知れてるわ、とエフェメラは思った。

「ぼくの名はアンディ・クルツ。妹はエフェメラ。旅の者だ」

　妹がこれ以上相手を怒らせる前にと思ったのか、アンディが早口で言った。

「なるほど。では、アンディくんとエファさんでよろしいのかな？」

　馴なれ馴れしい口調に、エフェメラは背筋が寒くなるような気がした。

「クルツ神官と、エフェメラさん、そう呼んでいただきたい。我々が親しくする理由は、何もないはずだ」

　また、二人の貴族──もと貴族か──の顔色が変わった。

「わしはグノバじゃ。誰からも、そう呼ばれている」

「リアラ、で結構です」

　リアラの顔は、完全にこわばっている。

「お願い、娘を……、娘に会わせて」

「ご心配なく、お嬢じようさんは、まったくの無傷です。今もおもちゃを与あたえられて、ご機嫌よく遊んでらっしゃいますよ」

「噓うそです」

　リアラはにべもなく決めつけた。

「あの頭のいい子が、何かおかしいことに気がつかないはずがありません」

　親おや馬ば鹿かにも聞こえる言葉だが、エフェメラは内心でうなずいていた。確かにメノアなら、異常に気がつくはずだ。だが、気がつくのが精せい一いつ杯ぱい、今ごろは怯おびえているだろう。

「もちろん、いつまでも、母と子を引き離はなすなどという非道な真似まねをしているつもりはありませんよ」

　エザグは、芝しば居いがかった仕草で腰こしをおろした。すっと顎の下で手を組む。

「こちらの頼たのみを引き受けていただければ、すぐにでも会わせてさしあげる」

　エザグがエフェメラたちを見る目には、かけらほどの温かさもない。

「引き受けていただけるかね」

　リアラは、アンディたちを見た。エフェメラは、にっこりと笑うとうなずいた。そして、エザグに向き直って言った。

「やだ」

　リアラの顔から、ますます血の気が引いた。もうほとんど、綿の色だ。

「どういうつもりかね、お嬢さん」

「こういう形で強制しようというからには、どのみちろくな頼みではあるまい？」

　グノバが言った。

「だから、いやなのじゃろ」

「では、預かっているお嬢さんはどうなってもかまわないのかね」

「もちろん、かまうわよ」

「では、おとなしく……」

「引き受けると言った後で、じつは頼みというのはみんな死んでもらうことだ、なんて言われたら困るものね」

　話の腰を折られて、エザグは小指をぴくぴくと震わせている。エフェメラたちの左右を固めた兵士たちが、武器をかまえた手を胸むなもとに引きつけている。リアラは、すがるような目つきでエフェメラを見ていた。

「そんなことは頼まぬとも。きみたちがはじめに泊とまっていた宿の主人は、我らの同志でな。彼が見たというきみたちの呪じゆ文もんと剣けんの腕うでを貸してもらいたいのだ」

「利子はつくんでしょうね」

　リアラは、いまにも卒そつ倒とうしそうな表情だ。心の中で謝りながら、エフェメラは言葉を続けた。こいつら、ど素人しろうとだ。人の嚇おどかし方も知らなければ、交こう渉しようのやり方すら知らない。知っているのは、恰かつ好こうのつけ方だけだ。後ろから何も言ってこないということは、アンディも同じ意見なのだろう。

「だいたい、ものを頼もうという相手に、これはないでしょう」

　エフェメラは、縛られた縄を見せつけようと胸をはった。

「お前たち、自分の立場というものをわかっているのか。わたしの指図一つで、いつでも殺せるのだぞ」

「ほんとうに、できるつもり？」

　ここがいちかばちかの分かれ目だ。エフェメラは、緊きん張ちようを押し殺して、極力軽い口調で言った。はったりが裏目に出れば、ほんとうに殺される。アンディは、まだ何も言わない。信しん頼らいしてくれているのだ、と思いたい。まさか、あきれかえっているわけではあるまい。じつのところ、アンディは何かを口にしかけては、つま先をグノバに踏ふみつけられていた。

「熟練すれば、魔ま法ほうなんて呪文も動作も必要ないのよ」

　噓ではないが、エフェメラはもちろん、そんな熟練した魔法使いではない。しかし、その言葉を聞いて、横にいたルベルが一歩さがった。兵士たちが動どう揺ようする気配が伝わってくる。いかに、神殿でそれなりのものを支し払はらえば教えてもらえるとは言え、大半の者にとって、やはり魔法は神秘の知識だ。その威い力りよくは過か剰じよう評価される傾けい向こうにある。

「それに、今から、あたしたちくらいの腕うで前まえの者が手に入るかしら」

　微び妙みように、話次し第だいでは応じてもいいという雰ふん囲い気きをすべりこませる。

「と、いうことじゃな」

　グノバが言った。

「よろしいでしょう」

　エザグが、組んでいた手を解いた。余よ裕ゆう綽しやく々しやくと見せたいのだろうが、いかんせん、つま先が神経質そうにこつこつと床ゆかを蹴けっている。

「どうしろというのかな」

「メノアに会わせてください」
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　リアラが、ついに耐たえ切れなくなった。悲痛な叫さけびだ。

　エフェメラは、それをごまかすために、余裕をひけらかした。

「それから、座らせてもらおっか。豪華なやわらかい椅い子すじゃないとダメよ」

「あいにく、これしかないのでね」

　ひょろいエザグがうながすと、兵士たちがテーブルのまわりから、エフェメラたちのところへ椅子を運んできた。

　エフェメラは、腰を下ろす時、一気に崩くずれ落ちそうになるのを、必死でこらえた。爪つめは、一度だけ嚙かんだ。

　一言でいいから誉ほめてほしかったけれど、アンディはむっつりとしたまま何も言ってくれなかった。
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　メノアは、少なくとも肉体的には元気そうだった。怪け我が一つしていない。

　しかし、目が赤かった。

　母を求めてさしのべる手を、リアラは握にぎりしめてやれなかった。いや、させてもらえなかった。広い部屋の両りよう端はし。それ以上は近よらせてもらえなかったのだ。広い部屋と言っても、庶しよ民みんの感覚ではない。百人単位の晩ばん餐さん会が開けようかという大広間である。

「会わせてはさしあげた」

　エザグは、指を鳴らした。メノアを抱だきかかえたいかつい大男が、一礼してさがる。メノアは泣き、もがいたが、どうしようもない。追いすがろうとしたリアラを、兵士が乱暴に突き飛ばした。

「やめないか」

　その兵士とリアラの間に割りこもうとしたアンディが、顎に一発喰くらって転てん倒とうした。

「何すんのよ」

　エフェメラが、椅子を蹴って立ち上がった。兵士に肩かたから体当たりを喰らわせてやる。体勢を崩した兵士の槍やりの穂ほ先さきが、かたわらにいたルベルの鼻先につきだされた。小太りの亡国貴族が、ひいという情けない声をあげる。

「この、小こ娘むすめが」

　兵士が、拳こぶしをふりあげた。

「妹に触ふれるな！」

　跳はねるように起きあがって、アンディが足あし払ばらいをかけた。つんのめった兵士の鼻に、エフェメラは思い切り嚙みついてやる。

「ようし、嬢ちゃん、そこんとこを蹴りあげてやれ」

　グノバが、面おも白しろがっているとしか思えない調子で囃はやしたてる。手て枷かせをがんがんとテーブルに叩たたきつけた。

「やめぬか、馬ば鹿か者ものども！　彼らは貴重な戦力なのだぞ！」

　エザグが精一杯はりあげた声は、騒さわぎにまぎれてしまう。

「ルベル殿どの、応おう援えんを呼んできたまっ……」

　兵士に突つき飛ばされたエフェメラの肘ひじが、エザグのみぞおちにみごとにめりこんだ。

「あら、ごめんなさい。わざとじゃないのよ」

　もちろん、噓である。

　どうにか乱らん闘とうが終わったのは、五人ほどの兵士が応援に駆かけつけてきて、ようやくのことだった。アンディの痣あざは両目に増え、エフェメラはほっぺたにすり傷を作っている。それとひきかえに、衛兵の一人は、股こ間かんをこっぴどくやられて寝しん台だい送りになっていたが。

「いいか諸君、原因はきみたちにある。女性はもっと丁てい寧ねいにあつかうものだ！」

　エザグに理り不ふ尽じんな怒ど鳴なられ方をしながらも、兵士たちは頭をさげた。槍で四人を押さえつけながらだ。兵士たちは、考えずにただ服従することに慣れきっている。

「貴女あなたがたも気をつけてもらいたい。女性は、もっと上品にふるまうものですぞ」

　そんなこと、勝手に決めないでほしい、とエフェメラは思う。別に、こっちだって下品で粗そ暴ぼうにふるまいたいわけじゃない。そうさせないでくれるなら、喜んで上品にふるまってあげよう。自分の基準で、だけれども。

「さて、よろしければ交渉を再開したいのだがね」

　わざとらしく服のほこりをはらいながら、エザグは言った。

「ちょっと待って、さっきのメノアちゃんが幻げん覚かくか何かじゃないって保証はあるの？」

「なんだと？」

　エフェメラは、理解できないといった表情のエザグを睨にらみつけた。そして、わざとらしくうなずいて見せた。

「まあ、いいわ。あなたたちの仲間に、そんな優ゆう秀しゆうな幻げん術じゆつ師がいるとも思えないから」

　他ほかの買物は下手へただけど、喧けん嘩かを買うのだけは街一番だわね。

　エフェメラが、母のプリシラに言われた言葉である。その時、母親だけには言われたくないと、つくづく思ったものだ。

「ザノン貴族の誇ほこりにかけて、そのような卑ひ劣れつな騙だまし方はしないとも」

　エザグの顔は、かなりひきつっている。この程度の挑ちよう発はつに乗せられるようでは、騙したくてもできないだろうと、エフェメラは思った。

「我々は帝てい国こくを僭せん称しようする成り上がりどもとは違ちがう。古き血を引く生まれながらの貴族だ」

「つまり、あんたたちは、噂うわさに聞いた帝国に対する反逆者というわけか」

　アンディの口調もこわばっている。

「言葉に気をつけたまえ。きみもガヤンの神官ならば、正確な言葉を使うのだな。反逆者は我々ではない。ジェム一族こそ、本来の王であるザノン王家を弑し逆ぎやくした反逆者だ。我々は、本来自分自身のものであったものを取り戻もどそうとしているだけだ。高貴な血筋こそが、支配にふさわしい」

「血筋など、いまさら何の意味があるのですか」

　リアラが、エフェメラが初めて聞く激しい口調で言った。

　ついに我が慢まんの限界が来たのだろうか。

「私たち母おや子こにかまわないで！　もういい加減に、ザノンの血から解放してくれてもいいでしょう。今まで、さんざんに償つぐなったはずです。せめて最後の数日を、あの子と安らかにすごすことくらい」

　リアラは、そこで、はっと言葉を切った。何か言い過ぎたことに気がついたかのように。

　最後の数日？　エフェメラは、なんのことだろうと思った。どちらも元気そうで、病気とも思えない。この街に来た事情、狙ねらわれているという事情と関係しているのだろうか。もし、そうなら何か手助けをしてあげることはできないのだろうか。今の自分の立場も忘れて、エフェメラはそう思った。

　エザグも、何かを感じたらしく、じっとリアラの顔を見つめていた。だが、しばらくして彼が口にした言葉は、エフェメラが予想したものとは、まるで違っていた。

「そういえば、まだあなたの家名をうかがっておりませんでしたな」

　一転して、いやらしい猫ねこなで声で、エザグは言った。リアラは、答えない。

「そんなことより、わしらへの頼たのみというのを、さっさと聞かせてもらおうじゃないか」

「そうだ。そうしてくれ」

　不ふ機き嫌げんそうなグノバの声が終わらないうちに、アンディが言った。

「いや、そうはまいりませんな。これは、あなたたちへの頼みにも、関係したことなのでね」

　エザグは靴くつ音おとをたてて近づくと、リアラの顎あごを摑つかんで、ぐいとその顔をもちあげた。

「どこかで見た顔だ。直接、あなたを知っているわけではないが、親族を存じあげているような気がするのですがね」

「やめなさいよ、こら」

　エフェメラは、じたばたともがいたが、胸に槍の柄えがくいこむばかりだ。

　グノバが、嚙かみつくように言った。

「よさんか。女性は丁寧にあつかうものだと言ったのは、お前じゃろう」

　その言葉を聞き流し、エザグは息がかからんばかりに、顔をリアラに近づけている。リアラは必死で顔をそむけようとしたが、エザグはさせなかった。

「この顎だ。似ているな。わたしは、はっきりと覚えているぞ。わたしのものになるはずだった街を、帝国に売り渡わたした男の顔をな。いつも思い返しては、怒いかりを新たにしてきたのだ。そっくりだよ、お前は。血筋か、まったく血筋というのは、じつに重要だ」

「やめて、もう捨てた家です。いえ、私が捨てられたのです。関係はありません！」

　リアラは、悲鳴のように叫んだ。

「はぁはっはっは」

　そのとたんに、エザグが高笑いした。ルベルや兵士たちまで、ぎょっとしたようすで彼を見つめた。

「ちょっと、自分の世界にひたっていないでよ」

「リアラさんを放したまえ」

　双ふた子ごが、彼を罵ののしっても、気にもならないようすだ。

「語るに落ちるとはこのことだ」

　エザグは、リアラしか眼中に入っていないらしい。叫んだことで何かがふっきれたのか、リアラはきっとエザグを見た。射るような光がある。

「わかりました。私はリアストラ・ヘイルです。あなたが思っているとおりの女です。だとすれば、どうしようと言うのですか」

　凛りんとした声こわ音ねだった。エフェメラは、一いつ瞬しゆん、その顔が輝かがやきをはなったように思った。

　次の瞬しゆん間かん、リアラの頰ほおがぴしりと鳴った。

「こうするのだ！　臆おく病びよう者ものの娘むすめ、裏切者が！」

「きさまぁ！」

　グノバが吠ほえた。憤ふん怒ぬの形相だ。押さえつけていた二本の槍を、体だけで撥はねとばした。兵士の一人が尻しりもちをつく。

「え、衛兵、衛兵っ」

　エザグが、その形相のすさまじさにあわてて逃にげた。逃げながら、うろたえて叫ぶ。兵士の一人が突とつ進しんしようとするグノバと、彼のあいだに割りこんだ。もみあいになる。続いて立ちあがろうとしたアンディも、三人がかりで押さえこまれた。

「グノバさん、今は落ち着いてください」

　アンディの制止を誰だれも聞いていない。

「どこ触さわってるのよ、放しなさい！」

　エフェメラは、肩を摑んだ兵士に肘ひじ鉄てつを喰らわせた。グノバの暴れぶりは、嵐あらしもかくやのすさまじさだ。

「エ、エザグ殿でん下か」

　エザグ以上に、ルベルがうろたえている。

「話にならんな。落ち着いてから、もう一度だ」

　エザグは、汚きたないものにでも触れたかのように言った。

「落ち着いてないのは、どっちよ！」

　エフェメラが叫さけんだところで、どうにもならない。

　一同は、牢ろうに戻された。エフェメラやグノバに怪け我がはなく、リアラも無事だった。たった一人乱闘を止めようとしたアンディだけが、さらに奥歯を一本砕くだかれている。

「まったく、兄さんはどうしてそうなのよ？　どうせなら、一発蹴けりくらいいれてやればよかったのに」

「あそこで争って、無む駄だな怪我を負うより、確実にメノアちゃんを助けられるようにするほうがいいと思ったんだ」

　正論である。しかし、正しい選せん択たくが常に報むくわれるとは限らない。

　それからしばらく、誰も、口を開かなかった。

「すみません」

　最初の一言は、リアラのこの言葉だった。

「やだな、どうしてリアラさんが謝るの、悪いのは、あの人達じゃない」

　エフェメラは、無理に陽気な声を作った。

「それにしても、あたし、今までは滅ほろぼされた王国の人達に同情してたんだけどな。いっぺんに、いやになったな」

「戦争に善悪はないんだよ、エフィ。どちらも自分が正義だと思っているから、戦うんだ」

「正義の使徒、ガヤンの神官のお言葉らしくもないのう」

　グノバの、からかいまじりの言葉に、アンディは真しん剣けんな表情で答えた。

「ぼくは、自分が正義だなんて思ったことはありませんよ。法を守護するのが、ガヤン神官の役割です。法に定められたことは、正義なのではなくて、正義を探すための道具にすぎません」

「ふむう」

　グノバは、感心したように腕うで組ぐみをした。そして、にかっと笑った。

「そう教わったかね？」

　アンディは、ぐっと詰つまった。顔色が目まぐるしく変わる。怒鳴ろうとして、哀かなしげになって、苦笑いして、そして、うなずいた。

「かなわないなぁ、グノバさんには」

「何、その若さで悟さとり切られては、わしのような俗ぞく物ぶつの年寄りはたまらんわい」

　笑い声は、尻すぼみになった。沈ちん黙もくが落ちる。咳せき払ばらいが一つ。

「話しちまうかね」

　グノバの言葉に、リアラがこくりとうなずいた。双子は、いずまいを正した。

「わしから言おうか？」

　リアラが首をふる。

「私の父は、ザノン王国の地方領主でした。といっても、それほど有力だったわけではありません。私の母は、もともと小間使いでした。私には腹はら違ちがいの兄が三人、姉が四人いました。それに、妹が一人に弟が三人。だから、父の顔を見ることすらめったにありませんでした。少し裕ゆう福ふくな商人の娘のほうが、私よりいい服を着ていたでしょうね」

　リアラは、そこで一息ついた。誰も口をはさむものはない。

「戦争が起きたのは……、いえ、戦争そのものは私などが生まれる遥はるか前から続いていました。乱れきっていたザノンを平定しようと、ライテロッヒ建国帝ていが兵を起こしたのは、私が物心つくかつかないかのころでした」

　数十年あまりも続いていた動乱に、ライテロッヒ・ジェムはわずか五年で決着をつけた。そればかりか、さらに近きん隣りんの国家を征せい服ふくし、巨きよ大だいなトルアドネス帝国を築きあげたのである。

「父は、旧王家の宰さい相しようであったタランテル・アルス公から軍団を預かりました」

「タランテルって、あの有名な〈狂きよう将しよう〉だよね」

　エフェメラが、ふっと口をはさんだ。

「エフィ、そんなことは関係ないだろう。邪じや魔まをするんじゃない」

　エフェメラは、口を押さえた。リアラは、淡たん々たんと言葉を続けた。

「父は、その軍団を率いて、ライテロッヒ建国帝の第一の部下であったカータリオン公の軍と戦うはずでした。その拠きよ点てんになるはずだったのが、このキーンブルクの街です」

「ところが、この女の父親は、臆病にも戦いを恐おそれ、剣けんすらまじえることもなく、帝国に降こう伏ふくしおったのだ。そして、このキーンブルクの街を明け渡したのだよ。このわたしのものになるはずだった街をな」

　軽けい蔑べつしきった声が、突とつ然ぜんふってきた。いつのまにか、エザグがやって来ていたのだ。四人は一いつ斉せいに緊きん張ちようしたが、エザグは牢内に入ってくるようすを見せなかった。

「何よ、ザノンの貴族って、人の話を立ち聞きするのが礼れい儀ぎなわけ」

　エフェメラの手首の鎖くさりがじゃりんと鳴らされる。挑発しようとしたのだが、無駄だった。エザグは、冷たい視線を、細い覗のぞき窓まどから投げかけるだけだ。

「いいのです、エフィさん。その人の言うことも間ま違ちがいではありません。戦っても負けることを知った父が、戦わずして降伏したのは、ほんとうのことですから」

「でも、それは兵隊さんや街の人の命を助けるためだったんでしょう？」

　エザグの細い顔を睨にらんでいたエフェメラには、リアラが哀かなしげに首をふったのが見えなかった。

「エフィ、よせ」

　だから、アンディの忠告にもかかわらず、言葉を続けてしまった。

「自分の名めい誉よより、他人の命を大事に思える人をあたしは偉えらいと思うわ」

「なら、自分の財産のために、他人を犠ぎ牲せいにできる人物をどう思うかね、お嬢じようさん」

　いやらしい笑いにふちどられた、悪意に満ちた言葉だった。エフェメラは、その時になって、ようやくリアラの沈黙に気がついた。

　彼女が振ふり返ると、リアラはじっとくちびるを嚙かみしめていた。

「よいかね、この女の父親は」

「父は」

　リアラは、エザグの顔を正面から睨みつけた。

「降伏に反対した将軍たちを毒殺しました。そればかりか、父自身の降伏は認めながら、自分の部下だけを率いて脱だつ出しゆつし、別の戦いに参加しようとした将軍たちも。ですが、その報いは受けました。カータリオン公は、父の降伏を認めず、処しよ刑けいしたのです。けれどっ！　その父の責任を、私はともかく、祖父の顔も知らないメノアが取らねばならない道理はないはずです」

　リアラの声は、静かだったがきっぱりとしていた。

「その父の罪を子に問わず、ガヤンの定めた法にはそうある」

「おまえたち辺境の民たみの教えではそうかもしれぬがな」

　アンディの言葉に対して、エザグはいっそう声を高めた。

「我ら、気高きザノン貴族は、血の責任という言葉を知っているのだ。それに、青の月の教えを金科玉条とするジェム一族も、逆らったものは、子供にいたるまで殺しているぞ」

「だったら、どうしてリアラさんは生きているのよ」

　エフェメラの言葉に、エザグはいっこうに動じなかった。

「さすがに低い身分の庶しよ子しまでは、目がいきとどかなかったのだろう」

「エフィさん、私は、サリカの修道神しん殿でんに入っていたの。一生、そこから出ないつもりだったわ。カータリオン公が、お目こぼししてくださったの。兄たちは処刑されたけれど、私たち女は命だけ助けていただいたのよ」

　リアラは、エザグの言葉を無視した。エフェメラも、リアラのほうだけを見ていた。

「そう、そのカータリオンだ」

　エザグが、無視している彼女たちに聞かせようと、声をひときわはりあげた。注目されていないと、気がすまない性しよう分ぶんなのだろう。貴族の子し弟ていとして生まれ、常に召めし使いたちが、その一言たりとも聞き落とすまいと控ひかえていた身分だったせいだ。

「わしは、傭よう兵へいのころ、カータリオン公の隊におってな。隊長は、この街の領主になっておるトールメイラー・スレムの親父おやじじゃったよ。わしは、トールが十五の時、初うい陣じんにつきあった。いい若者じゃった」

　トールメイラーの名を、グノバが口にした時、リアラの肩かたがかすかに震ふるえた。

「その時の縁えんがいろいろあってな。わしの属した傭兵隊は、この街を攻せめることになっとった。わしがリアラと縁ができたのもその時じゃ。あの頃ころはまだ、わしより背が小さかったがのう」

「小さい娘といえばだが……確かメノア、と言ったかね」

　四組、七つの瞳ひとみが、一いつ斉せいにエザグを見た。エザグは、細い覗き窓から見せている瞳に、満足の色を浮うかべた。ようやく、彼らの注意をひけたのだ。そう、世界はすべてこの私を中心に回らなければならない。

「わたしとて、孫にまで裏切りの責任をとれとは言わん。だが、あの娘のためにも、父が汚けがした家名をきれいにしてやったほうがいいのではないか？　わたしはその機会を与あたえてやろうと言っているのだ。受けるべきだ」

「頼たのみがあると、言ってたんじゃなかった？　頼みよ、頼み」

　エフェメラは、もう一度、相手の演奏を自分の拍ひよう子しにまきこもうと試みた。

「すでにお前たちに選ぶ権利はないのだ。特に、その女にはな」

　先刻まで、エザグは、できるだけエフェメラたちを殺すまいとしていた。だが、今は違ちがう。

「すべき償つぐないなら、私がしましょう。だから、この人達をまきこまないで」

　リアラの声は、震えていた。だが、彼女が感じている、怯おびえ、怒いかり、屈くつ辱じよくといった感情を考えれば、声の震えだけですませたのは、むしろ立派だった。

「そうはいかんな、リアラ」

　グノバが、首をふった。

「お前さんたち母おや子こを守ることは、わしがジェスタより授さずかった使命じゃ。わしは手伝うとも。だが、この双ふた子ごには他ほかにやるべきことがある」

「かわいそうだが、そうはいかん。できることなら、我らとて崇すう高こうなる英えい雄ゆう的てき使命に、きさまらのような得体の知れぬ者を使いたくはないのだがな、恨うらむのなら、もって生まれた自分の才能を恨みたまえ」

　褒ほめられても嬉うれしくないこともあるのだと、エフェメラはつくづく思い知った。

「確かに、ぼくたちにはやるべき使命がある。余計なことはしていられない」

「兄さんっ？」

　エフェメラの声は、思わずとがめるような調子になっていた。

「けれど、助けが必要な幼い少女を見捨てることは、法にかなった行いとはいえない」

　エフェメラは、それを聞いてほっと息をつき、瞳とくちびるの端はしでだけ、笑った。

「ただし、妹は関係ない。放してやってくれ」

「兄さぁんっ」

　それを聞いて、エフェメラはまた抗こう議ぎの声をあげた。

「どうやら、ぼくたちにやらせたいのは戦いのようだ。だが、連れてこられた時も、妹は毒にやられて眠ねむっていた。わかるだろうが、戦うのなら足手まといになるだけだ」

「そんなことないよ。あたしは呪じゆ文もんも、武器だってあつかえるもん」

「エフィ」

　兄の叱しつ責せきの言葉を、エフェメラは聞こうとしなかった。かばわれているのも、わからないではないが、だからといって引きさがれない。

「あたしも戦えるわ。その頼み、一いつ緒しよに引き受けさせてもらうわよ」

　アンディが、大きくため息をつく。エフェメラは、なぜか涙なみだがあふれそうになるのを、必死にこらえた。まるで、自分がだだっ子になったような気がした。

「で、わしらに何をやらせようと言うのじゃ」

　グノバが、ぶっきらぼうな声で言った。愛あい想そよくふるまう理由は何もない。

「カータリオン・ティーグを殺す手伝いを」

　エザグは、さらりと言うつもりだったのだろう。だが、語ご尾びがかすれた。

「ふん」

　グノバが鼻で笑った。ひげをしごこうとして、また手て枷かせをぶつけて、顔をしかめる。

「そんなところじゃろうと思っておったわい」

「そんなことをしてっ……」

　リアラの顔色が蒼そう白はくになっている。

「いえ、できるわけがありません」

「できるとも」

　自分の言葉が与えた衝しよう撃げきを見て、エザグはずいぶん機き嫌げんがよくなっていた。

「カータリオンが来るまで、あと三日だ。すでに城内にはいりこむ手て筈はずは整っている。我らの同志は数多いのだ。ほんとうの高貴なる血に忠誠を誓ちかうものはな」

「だったら、どうしてあたしたちにやらせるのよ」

　エフェメラは、あっさりと言ってのけた。

　エザグは、言葉を失った。咳せき払ばらいして、ようやく後を続ける。

「感謝するのだな、リアストラ・ヘイル。これは言ってみれば、お前の父親の仇あだ討うちだ」

　エフェメラは、思わず兄を見ていた。アンディの顔は、表情をなくしている。

　エフェメラは、くるりと振り返った。

「それで、あんたたちが、あたしたちを送り出してから、メノアちゃんにおかしな真似まねをしないって保証はあるの。ううん。他にもいろいろと考えられるわ」

「想像力が旺おう盛せいなお嬢さんだ。あまり、空想しすぎるのは、心の健康によくないですぞ」

「ほっといてちょうだい。とにかく、そういうことは考えてるの？」

「馬ば鹿かにするのもいい加減にしろ、いいか、自分の立場というものを」

「考えるのは、そっちね。万一の時は、あんたを真っ先に道連れにしてあげるわ」

「メノアとやらが、どうなってもいいのかね」

　リアラが息を吞のむ声が聞こえた。

「エフィ、それくらいにしておけ」

　アンディの言葉に、今は従うわけにはいかなかった。兄はまじめな性格だ。はったりだとか、脅おどしだとかには縁が薄うすい。

「どうせ殺されるのなら、いっそのこと、道連れにするというのもいいかもね」

「鎖につながれた身で……」

　エザグは、そこで顔色を変えた。どうやら、先刻の部屋でのエフェメラの言葉を思い出したらしい。彼は舌打ちをすると、吐はきすてるように言った。

「わかった、どうしろと言うのだ」

　まだ、勝ったわけじゃない。自分を戒いましめながら、エフェメラは考えこんだ。汗あせで額にはりついた、自分自身の前まえ髪がみがやたらとうっとうしかった。
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　タッタ・スウィフトフットは、機嫌が悪かった。なぜかと言えば、このキーンブルクにやってきて三日にもなるのに、いっこうに儲もうからないからである。

　街は、カータリオン・ティーグ公王の来訪を明日に控えてもりあがっているが、タッタはそれどころの話ではなかった。

　財さい布ふのムーナ銅貨は、毎夜数えるごとに減るばかりだ。金貨など、もうずいぶん、拝んでいない。

「かなわんなあ、ほんま」

　タッタは、キーンブルク伝令ギルドの、煤すすけた天てん井じようをみあげながら呟つぶやいた。

「おい、タッタ」

　ミュルーンは、もともと放ほう浪ろうの生活を送る一族だ。いにしえには、広い草原を駆かけて暮らしていたはずなのだ。

「それがまあ、なんの因果かなぁ。だいたい人間がいかん、人間が」

　金銭というものが発明されて以来、ほとんどすべてのミュルーンが、それにとり憑つかれた。とは言っても多くのものは、わずかに執しゆう着ちやくを見せる程度であった。タッタほどこだわっているミュルーンは、珍めずらしい。

「この、まあ、きらきらしてるのんが、なんとも言えんなあ」

　手あかで、きらめきなどかけらも残っていない銅貨を見つめて、タッタは言った。

「こら、タッタ」

　放浪生活を送っていれば、家財だの、贅ぜい沢たくだのには、それほど縁があるわけでもない。ミュルーンたちは、貨か幣へいそのものに対する収しゆう集しゆう癖へきが生まれたようだった。

「しかし、わいほど、これが気にいってしもたミュルーンも珍しかろうな。我ながらたまらんで、実際」

「タッタ、こら、聞いてんのか」

　伝令稼か業ぎようで儲かる金などしれている。とりあえずは、人の集まるところには金も集まるだろうと、キーンブルクにやってきてみたのだが。

「なかなか、ないもんやなあ。楽してがっぽがっぽと儲かる話は」

「何を自分の世界にひたっとるんじゃ、おのれは」

　机の上に両足を投げ出して惚ほうけていた彼の後頭部に、げしっと蹴けりがいれられた。

「何すんねん！」

　きっとふりむいたタッタは、ふてくされたように呟いた。

「なんや、お前か」

「なんや、やあるかい、他人の仕事場でごーろごろごーろごろしくさって、何が楽して儲けたいじゃ。ちょっとは地道に働こうっちゅう気ィでもみせたらどうなんや」

　翼つばさの内側の小さな爪つめを、タッタのくちばしの先につきつけたのは、とんがったくちばしに灰色の羽のミュルーンだった。

「そんなこと言うけどな、バササよ。もとはと言えば、お前のせいやぞ」

「なんじゃい、俺が何したっちゅうねん」

　バササと呼ばれたミュルーンは、鶴つるに似た長い首を、ぐいっと後ろに引いた。

「そもそも、わいらが巣から出てきた早々の頃に、洞どう窟くつ探検の話をもちこんできたのは、誰だれやった？　あの時の快感が結局忘れられんで、わいはこんなんになってしもたんやないか」

　プファイトの実が弾はじけるような勢いで、タッタはぽんぽんとまくしたてた。

「そんなこと知るかい」

　タッタに負けない勢いで、バササも言い返す。

「あの時一緒やった俺は、こうしてあれをもとでに伝令ギルドの幹部として地道にやってるやないか。そういうたら、タッタ。あの時以来の海恐きよう怖ふ症しよう、ちょっとはましになったんか？」

「うるさいわっ！　お前、だいたい、なんか用があってわいを呼んどったんと違うんか」

　旗色悪しと見たか、タッタは戦法を変えた。

「聞こえとったなら、さっさと返事せえ。お前に客が来てるねん」

「客？」

　タッタが思い浮かべたのは、この街にやってくる時の道連れたちだった。

「それ、人間の若い女と違うか？」

「いいや」

「ほな、若い男」

「人間の男ではあるな。けど、おっさんやで」

　いったい、誰だろうとタッタは首をひねった。心当たりは、まるでない。念のために、愛用の槍やりと盾たては持って出た。恨まれる覚えはないが、一応は気をつけたほうがいいだろう。

　伝令ギルドの入り口で待っていたのは、やはり見覚えのない男だった。小太りで、上等な仕立ての服を着ている。

「わいがタッタやけど」

　声をかけると、男は飛びあがらんばかりに驚おどろいた。なんだか知らないが、ずいぶん警けい戒かいしている。怯おびえているようだ。

「ああ、お前がそうか」

　小太りの男は、じろじろとタッタを見た。あからさまに見下してきている。

「あるお方が、お前に用があるのだ。ついてこい」

「なんや、あんた。いきなり、そんなこと言われたかて、こっちも困るがな。わいには、わいの都合っちゅうもんがあるねやさかい」

　タッタは、むっとして言い返した。うさん臭くさい相手である。

「もちろん、それなりの報ほう酬しゆうは払はらってやる。来てもらおう」

　小太りの男がとりだした財布は、そいつの腹より膨ふくれあがっていた。

「さ、行きまひょか」

　タッタは、すでに歩きはじめていた。

「そちらではない、こっちだ」

　小太りの男が、苦々しげに言った。

「ああ、さいだっか」

　指さされたのは、街はずれの方角だった。小太りの男は、狭せまい路地裏ばかりを選んで歩いていくようだ。

　タッタは、あれこれとこの男の正体について想像をめぐらせていた。この街には、バササ以外に友人らしいのはいない。心当たりと言えば、やはり、あの旅の道連れになった人間たちしか考えられない。

　そうでなければ、あのゴーレムの関係だろう。後ろ暗い話というのは、うまくいけばたいした儲け話につながるもんだと言うけれど。

　男は、ますます、うさん臭い地域に入りこんでいく。道みち端ばたのあちこちに汚お物ぶつがおちていたり、犬の死体が転がっているようなあたりだ。小太りの男自身も、ずいぶんと居い心地ごこちが悪そうだった。昼間から街がい娼しようや酔よっ払ぱらいがうろついている。今、すれちがった男など、どうみても病的な人殺しの顔だった。

　街に来たばかりのタッタはよく知らなかったが、このあたりはガヤン神しん殿でんも手をやいている一帯だった。アンディたちが捕とらわれた宿は、この地域のはずれにある。

『こら、やばいな』

　小太りの男の膨れた財布に未練はあったが、いやな予感のほうが、それを押しのけた。

　生ごみが積まれた酒場の裏手にさしかかると、男の歩調がずいぶんゆっくりになった。

『先手必勝や』

　相手が動く前にと、タッタは声をかけた。

「すんませんが、どこまで行きますねん？　あんまり遠いところは困りまっせ。日が暮れたら、こっちゃは大変ですねや」

　そろそろ午後も遅おそい時刻だ。夜のミュルーンは、昼間と違ちがって動きたがらない。視界がほとんど利きかないからだ。

「心配はいらん。どうせ今夜は帰れん」

　タッタは、小太りの男の声に、不ふ吉きつなものを嗅かぎとった。迫はく力りよくがあるわけでも、不気味なわけでもない。物語の悪役をきどっているだけの口調だった。

「さいならっ」

　言うが早いか、タッタは空中に飛びあがろうとした。ミュルーンは鳥人間だ。走るほうが得意とは言え、短時間なら空だって飛べる。

「メノアだ！　メノミリア・ヘイルがきみに会いたがっているんだぞ」

　小太りの男は、そう怒ど鳴なった。

「へ？」

　タッタは、小太りの男の頭くらいの高さまで飛びあがったところで、止まった。

　それが、命取り。

　生ごみの中から、そして酒場の裏口から、男たちが飛びだしてきた。どいつも、いかにも頭の悪そうな顔つきだが、筋肉だけはもりあがっている。

「おのれ、騙だましゃがったな」

　タッタが、さらに高く飛ひ翔しようするより先に、男たちの手から次々と網あみが投げられた。ぐいとひっぱられて、タッタは背中から地面に落ちた。槍と盾がもぎとられ、すっぽりと袋ふくろがかぶせられる。目の粗あらい麻あさの袋だ。船積みの荷物によく使われているやつだった。押さえつけられているうちに、袋の口が縛しばられてしまう。

「こらぁ、出せ、出さんかい。わいは、豆でもなければ、麦でもないぞぉ」

　内側からひっかいてはみたが、丈じよう夫ぶな布は、破れそうにもなかった。

「おとなしく静かにしろ。そうすれば手て荒あらい真似まねはせん」

「もうしてるやないか」

　言い終わらないうちに、蹴りがいれられた。先刻、バササに喰くらったような代しろ物ものではない。殺意が感じられる。

　立て続けにきた。袋の中では、よけようもない。

「心配するな。ちゃんと報酬は払ってやるとも。このルベルテン、ザノン貴族の名めい誉よに誓ちかって、約束は守ってやる」

　名誉てな、一ムーナにもならんもんがあてになるかい。そのタッタの言葉は、声にならなかった。もがいている間、蹴りは止やみそうにない。命の危険を感じて、タッタは動きを止めた。

「おい、殺したのではなかろうな」

「あきらめただけだろうぜ。俺たちは引きあげる。運ぶのは、あんたの部下でもできるだろう」

「うむ。同志黒翼鳥によろしくな」

　どんという音がした。誰かが突つき飛ばされて、壁かべにぶつかったような音だ。

「な、何をする。きさま、わたしを誰だと」

「その名を不用意に口にするな、馬ば鹿かめ。どこで誰が聞いているか、わからん」

「わ、わかった。わかったから手を放したまえ」

　この名前は忘れんほうがええようやな、とタッタは思った。

　人の動く気配があって、袋が持ち上げられた。人通りの多いところで助けを求めようかとも思ったが、このあたりのようすでは無む駄だだろう。誰かが袋を奪うばおうとしたら、担かついでいるやつが逃にげる前に、タッタを一ひと刺さしする可能性もある。

「……メノア嬢じようちゃんが、厄やつ介かいに巻きこまれてんのは、ほっとけんしなあ」

　タッタは、覚かく悟ごを決めて、運ばれるままになった。

　どれほど揺ゆられていたろうか。蹴られた痛みが、ようやく薄うすれはじめたころに、タッタは地面にどさりとほうりだされた。

『かかった時間からして街のはずれやな。まさか、あの間ま抜ぬけ面づらのおっさんに、ぐるぐるとあたりを回って、距きよ離りの感覚を狂くるわせるような気の利いた真似がでけるとも思えんしな』

　門番らしい男とのやりとりが聞こえてきた。合い言葉のようなものを交かわしている。

『たいそうなこっちゃ』

　また持ち上げられて、しばらく運ばれた。足音からして絨じゆう毯たんや木の床ゆかを歩いている。どこかの屋や敷しきの中だろう。最後にまた、乱暴にほうりだされた。

「こら、もっと丁てい寧ねいにあつかわんかい」

　ぐったりしたふりで油断させようと思いながらも、つい怒おこってしまうタッタだった。

「静かにしろ、殿でん下かの御ご前ぜんだ」

　袋の外から、踏ふみつけられた。体重からして、あの小太りの男だ。覚えてけつかれ、とタッタは思った。

「殿下もウンカも知ったこっちゃあるかい。わいと喧けん嘩かしようちゅうなら、いつでも買こうたるぞ。ただし、値段は割り引いとけよ」

「なんだ、この下品なやからは」

　聞いたことのない声が言った。高い男の声だ。こいつは、瘦やせてて額が禿はげあがった悪党面に違いないとタッタは決めこんだ。当たっている。

「はあ、これが例の……」

「そんなことはわかっている」

　小太りの男の言葉がさえぎられた。

「いいから連れてゆけ。わたしは、こんな者を検分などしたくはない」

「はい、殿下」

　また、袋が持ち上げられた。出してもらえるかと思ったのだが、どうもそうはいかないらしい。いい加減、骨がぎしぎしといいはじめている。しかし、あんな口調で喋しやべる男とこちらも顔を合わせたくないのは確かだった。

　しばらくは足音がしなかった。ふかふかの絨毯の上でも歩いているのだろう。階段をおりはじめると、足音が聞こえた。

　そして重い扉とびらが開かれる音がして、またどさりとほうりだされた。

「さあ、面めん倒どうをみてあげることですな。あなたたちが指名した人物だ」

「タッタくん！」

　聞き覚えのある声が、そう叫さけんだ。

　扉が閉められるのと、ほぼ同時に、袋の口が開かれた。

「ぷふぁぁ～」

　タッタは、よれよれになって這はいだした。自分では、もう少し元気に飛びだせるつもりだったのだが、やはり体力をかなり消しよう耗もうしていたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ、タッタくん？」

　翼つばさと脚あしをひろげてのびてしまった彼を覗のぞきこんでいるのは、長い黒くろ髪かみをもった人間の少女だった。

「よう、エフィ。髪かみの毛、ちょっと短ぁなったな。なんや毛先が傷いたんでるんと違うか？」

　そう言われて、エフェメラはばさりと髪をかきあげた。

「うん、ちょっと先が切られちゃったんで、リアラさんに揃そろえてもらったんだけど、道具が短刀しかなかったもんで……、よくそんなことに気がついてる余よ裕ゆうがあるわねぇ」

「へへへ、細かいところに気がつくんが、金持ちになるコツや」

　よっと、掛かけ声をかけて、タッタは上半身を起こした。

「あっつつうう」

　腰こしのあたりを押さえる。

「ちくしょう、あいつら、目め一いつ杯ぱいやりやがったな」

「すみません、私たちのために」

「おお、リアラさん、それにそっちにおんのはアンディやな。そのドワーフの爺じいさんは……初対面やな？」

「爺さんの名前は、グノバじゃ。よろしくな、鳥の坊ぼう主ず」

　グノバは、最初と最後の一言を強調した。

「おう、よろしゅう頼たのむわ。儲もうけ話があったら声をかけてくれ」

　そう言ってから、タッタは扉のほうをじろりと見た。

「ふん、立ち聞きしてるやつはおらんようやな」

　タッタは耳もいい。

「ほな、本題に入ってもらおか」

「見張りは、地ち下か牢ろう全体の出口の近くにいる。人ひと質じちをとってるから油断してるんだ。残念だけど、その油断に乗じることができないでいる」

「あのな、アンディ。本題に入ってくれとは言うたが、いきなり脱だつ走そうの相談は、はしょりすぎやろ。人質ちゅうのは、メノアちゃんのことやちゅうのは、わかるけどもやな……おっとっと、リアラさん、泣かんといてや」

　リアラは、大丈夫ですとうなずいてみせた。

「それで、いったいどうなってるねん？」

　アンディは、手短に状じよう況きようを説明した。彼らが何者なのか、何をさせようとしているのか、自分たちがどうするつもりなのか。

「まあ、それはわかったが」

　タッタは、両方の爪つめで、くちばしのつけねをかりかりと搔かいた。人間なら、腕うで組ぐみをするのに等しい動作である。

「なんで、わいが呼ばれたのかは、いまだにわからん」

「ぼくたちが、彼らに与あたえられた仕事をするあいだ、メノアちゃんを守っていて欲しい」

「はあ？」

　爪がとまる。

「ごめんね、誰だれか一人、こっちの指名した人物に、メノアちゃんの見張りをさせるってことで妥だ協きようしたんだけど、頼たよれるのはタッタくんだけだったのよ」

　エフェメラが、祈いのりを捧ささげる真似をした。

「すみません、ほんとうにすみません」

　リアラが、必死に謝っている。

「まあ、わしゃ頼りになる男やから頼られるのはしょうがないけど。ほんで、なんぼ儲けさせてくれるねん」

　極力、軽い口調でタッタは言った。

「報ほう酬しゆうか？　そうだな、いくらか出させるように、交こう渉しようしてみてもいいけれど」

　アンディは、困こん惑わくした顔つきになった。

「さすがミュルーンだな。お前さんたちの推すい薦せんだが、ほんとにあてにして大丈夫なのか？」

　グノバは、機き嫌げんの悪そうな顔つきになった。

「ごめんなさい。助かれば、この御ご恩おんはなんとしてでもお返しします」

　リアラは、必死だ。

　たった一人、エフェメラだけが、いたずらめいた表情で言った。

「そうね、報酬はメノアちゃんの笑い顔ってところでどう？　ついでに、リアラさんとあたしたちの感謝の言葉もつけちゃう」

　タッタは、天を仰あおいで嘆たん息そくした。

「わい、そんなにたくさんの釣つり銭せん、よう払はらわんがな」
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　キーンブルクの城は、カータリオン・ティーグ公王を迎むかえて、喧けん騒そうにつつまれていた。

　公王が到とう着ちやくしたのは、お披ひ露ろめの式の、前日の夜のことだ。もちろん、その夜は、近きん隣りんの貴族たちを集めて宴うたげが行われていた。

　公王は、ちらりと顔を見せると、早々に部屋にひっこんでしまった。

　軟なん弱じやくを嫌きらい、武芸を好む公王であるから、誰も不ふ審しんには思わなかった。カータリオン公王は常に馬上の勇者であり続けた人物だ。戦場の野辺で寝ね起おきし、身に侍はべるのは従卒一人という状況に慣れている。

　なかばお忍しのびであるため、随ずい行こう者もほとんどいない。腹心の部下数名と、あとは身の回りの世話をする女たち、警護の兵士をあわせても三十人に満たない人数だ。ザノン王国時代の貴族であれば、あまりのみすぼらしさに首でもくくりかねない規模である。しかし、カータリオン公に言わせれば、建国帝ていライテロッヒ・ジェム以来、質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとする帝てい国こく貴族にとっては、これでも多すぎるほどであった。

　その夜、夫の名代として出た公式の謁えつ見けんの後に、サーナイア・スレムは公王の私室に出向いた。カータリオン公王の一行は、客用の塔とうに居室を用意されていた。公王自身は、塔の最上階にいる。侍じ女じよの一人も連れずに訪おとずれたサーナを、公王は不審がることもなく、みずから立ちあがって温かく迎えた。

「ひさしぶりだな、サーナ」

　公王は、今年六十になるが、背筋もぴんと伸のび、筋肉質の体格も衰えがなかった。さすがにひげは白く、頭の髪はほとんど残っていないが、眼光の鋭するどさに衰おとろえはない。

「はい、お会いできて嬉うれしゅうございます。公王陛下」

　サーナは、完かん璧ぺきなおじぎをしてみせた。

「おいおい、こんなところでそう格式ばったことをせずともよかろう」

「そうですわね、伯父おじさま」

　サーナは、カータリオン公の妹の娘むすめ、すなわち姪めいにあたる。このあたりでは、貴族は多くの子を作るのが慣習だ。ふつう、伯父と姪とは言っても、そう親しいわけではない。

　だが、この二人には、伯父と姪というつながり以外に、もう一つの関係があった。それは、帝国を背後から動かしてきた、あるつながりの一部でもある。

「わしは姪と積もる話がある。お前たち、席を外せ」

　夜も更ふけていたが、警護の兵士が二人と、身の回りの世話をする女性が二人、まだ公王の部屋にいた。当然だ。公王ともなれば、一人でいる時間など、ほとんどない。彼らがいても、一人とかわらぬようにふるまうのが、貴族なのだ。だが、今夜は、そうもいかない。その警護の兵士と女たちを部屋から追い出し、公王はサーナに椅い子すを勧すすめた。サーナは、ずっと、まるではりつけたように同じ笑えみを浮うかべている。くちびるにだけ。

「で、どうなのだ？」

　しばらくあたりさわりのない宮きゆう廷ていの噂うわさ話ばなしをした後、公王はふと思いついたように言った。

「どう、とおっしゃいますと」

「リアラの守りにつける予定だった男。死んだそうじゃないか」

「はい」

　表情を変えずに、サーナはうなずいた。双子たちの知らぬ話である。

「なかなか有能だったらしいが、死に疑わしい点は？」

　有能でなければ、わたくしの裏切りに気づかなければ、生きていられたでしょうに……という言葉をサーナは飲みこんだ。

「事故で間ま違ちがいないかと。たとえ殺されたとしても〈結社〉に絡からんでのこととは考えられませんわ。敵の多い男でしたから」

　そう話す姪の表情を、いささか気味の悪いものに感じながら、カータリオンはうなずいた。所しよ詮せん、〈結社〉の女たちにとっては、〈月に至る子〉以外の男など、道具にすぎないのだろう。だが、夫であるトールが死んだ時も、この姪はこうも淡たん々たんと語れるだろうか。

　カータリオンは、しかし、そんな内面の思いを、おくびにも出さなかった。

「リアラの護衛は結局、グノバにゆだねたということだったな。しかし、どういうつもりなのかな、〈結社〉は。一度は捨てたはずのリアラとメノアだ。それを、急に予定が変わったからと言ってひっぱりだすなど」

「伯父さま、そのことについてはわたくしはなんとも思っていませんわ」

　サーナは言った。

「〈結社〉の目的は、よりよき子供を、いつか月に至る子を産みだすことです。世界を救う大目的のために、わたくしの情など……。それに、我が息子むすこダーナとて、捨てられたわけではありませんもの」

　その声は極力感情を抑おさえられていたので、カータリオン・ティーグの長い経験をもってしても、秘ひめられたサーナの心を見み抜ぬくことはできなかった。

「それは、そうだろうな。だいいち、ダーナは男で、メノアは女だ。めあわせる相手も違ちがう。これが、トールとリアラを復ふく縁えんさせるなどという話なら、お前とて平気でおれまい？」

　軽い冗じよう談だんのつもりだったが、姪はさっと顔をそむけた。カータリオンは、彼女が自分の言葉を〈結社〉の計画に対する侮ぶ辱じよくととったのだと思った。

「まあ、そう怒おこるな。わしなどには、わからんのだ。生まれる前から、孫の結けつ婚こん相手まで決めておくなどということが、本当にうまくいくのだろうかな」

　公王は、そこで言葉を切った。たった一千の軍で、十倍する包囲軍を破った将軍の声に、かすかな怯おびえの響ひびきがあった。喋しやべりすぎた、と彼は思ったようだ。

　だが、言いかけた言葉は、形を変え、もっと本質的な疑問として噴ふん出しゆつした。

「もう三十年になる」

　公王は、ぽつりと呟つぶやいた。

　あいうつ剣けん戟げきの音も矢が風を裂さく音も、戦場のあらゆる喧騒を圧して響き渡わたったカータリオン公王の声が、どこか弱々しかった。岩のように鍛きたえあげられた顔に、どこか頼りなげな表情が浮かんでいる。

「わしが〈結社〉の女たちを知ってからの年月だ」

　サーナは、口をはさまなかった。公王が自分に対して話しているわけではないことを知っていたからだ。

「だが、いまだにわからない。〈結社〉というのは、なんなのだ？　この帝国が今あるのも、〈結社〉の力ぞえあればこそだ。それはわかっている。だが、わしにはまだ理解できぬ。〈結社〉がなんなのか。そのやり方が恐おそろしくてならぬ。まるで家か畜ちくのように、人を組み合わせて子をなさせる。あのお方すら、〈結社〉の計画が作ったものだという」

　あのお方。帝国のうちにわずか四つしかない公国の王、帝国全土の七分の一におよぶ地域を支配する人物が、畏い怖ふをこめてあのお方と呼ぶ人物は、一人しかいない。ライテロッヒ・ジェム。不世出の天才。たった一人で、五つの国を滅ほろぼした男。十年で帝国を建てた男。

「戦場の戦いならわかる。宮廷の陰いん謀ぼうも、わしは乗りきってきた。魔術師ウイザードたちとて〈異い貌ぼうの神〉の使徒とさえ、手をたずさえてきた」

　カータリオン・ティーグは、姪を見た。その美しい顔は、ほとんどが扇おうぎに隠かくされている。

「だが、〈結社〉だけはわからん。〈聖なる母の結社〉とは、いったいなんなのだ？」

「伯父さまは、男でいらっしゃるもの」

　サーナは、ただ、そう答えただけだった。

「わしは男か……」

　それから、会話は実務的なことになった。数刻の後、サーナはカータリオンの部屋を出た。

　いや、出ようとした。

「ひとつ、忘れていた」

　本当にさりげなく言った。

「例のマリエラな。踊おどり子として旅をしている女だ。あれからの連れん絡らくがないそうだ。厄やつ介かいごとというのは、重なって起きるものだな。こういうことを忘れてるとは、わしも年か」

　公王は、額をぴしゃりと叩たたいた。

「伯父さまは、まだまだお元気でいてくださらなくては……。マリエラのことは、こちらでも調べさせておきます。まさかとは思いますが〈結社〉に敵対する者がいるのかもしれません」

　公王の目に探さぐるような光はなかったし、サーナも平然と受け答えした。

　伯父の部屋を出て、警護や召めし使いたちを戻もどらせた後、サーナの足は寝しん室しつに向かった。

　彼女自身の寝室ではない。

　トールメイラー・スレム、キーンブルクの領主にして、彼女の夫の寝室だ。高位の貴族ともなれば、夫ふう婦ふといえど同じ部屋で眠ねむることはないのが、帝国の伝統だ。

　扉とびらの両りよう脇わきには、寝ねずの番の兵士が立っている。もちろん、サーナが咎とがめられることはない。

「殿とのさまは？」

「今夜は、よくお休みでございます」

　その答えに、鷹おう揚ようなうなずきを返すと、サーナは部屋に入った。

　広い部屋である。明かりは灯ともされておらず、壁かべに窓もない。滝たきの轟ごう音おんを避さけるために、壁が厚いのだ。

　だが、さほど暗くはなかった。

　天てん井じようが玻は璃りでできているのだ。

　満天の星と、三つの月の輝かがやきがさしこんでいた。

　今こ宵よいの月は、緑、彷徨さまよい、そして輪の月。双ふた子ごの月の姿はまだない。夜半をすぎてから昇のぼってくるはずだ。

　部屋の真ん中には、豪ごう華かな四柱寝しん台だいがおかれている。薄うすい絹のとばりが、そこに横たわる男の姿をかすませていた。

　トールである。胸が規則正しく上下していた。よく眠っている。

　サーナは、とばりをめくりあげ、そこに入りこんだ。そして、じっと眠る夫のかたわらにたたずんでいた。トールの顔をのぞきこんで、そっとその頰ほおに触ふれる。げっそりと肉が落ちていた。はじめて出会ったころの、潑はつ剌らつとした少年の面おも影かげは、かすかにしか見てとれない。そうしてしまったのが自分であることが、なによりもサーナは哀かなしかった。

　サーナの青い爪つめは、トールの頰から顎あごへとたどってゆき、そのくちびるへ達した。

　そっと、体をかがめて、その顔を重ねる。

「心中、お察しする」

　突とつ然ぜんの声に、サーナははっと顔をあげた。ふりむくと、声の主が目に入る。

「いったい！……どこから」

　かっと頰が紅潮した。扉のかたわらに、影かげのようにたたずむものがいる。黒こく翼よく鳥ちようであった。サーナの叫さけび声は、途と中ちゆうでしぼんだ。瞳ひとみが、眠る夫を一いち瞥べつした。起きる気配はない。かつてのトールであれば、侵しん入にゆう者しやを許すことなどなかったろうに。

「警備兵、なにをしているのです」

　サーナは、身を起こすと歩きだした。表向きは、顧こ問もん魔術師ウイザードにして治ち癒ゆ術師、ナリクということになっている黒翼鳥だ。通すことはあるかもしれないが、サーナにうかがいを立てるべきであろう。

「常人の見張りなど無む駄だなことだ」

　嗄しわがれた声が、サーナをさえぎった。

「……そうでしたね。あなたには」

　サーナは苦々しげに吐はき捨てた。爆ばく発はつした感情は、冷ややかな怒いかりにおきかえられている。紅潮した頰は、いまは青ざめていた。

「ここが一番、誰だれに邪じや魔まされることもなく話せるのでな」

　サーナがちらりと動かした視線を、黒翼鳥は追った。

「目は覚めぬとも」

　サーナは、きっと黒翼鳥を見た。そして、すぐに目をそらした。

「いったい、何の用なのですか」

「いよいよ、明日だ」

　黒翼鳥の声は、ますますかすれ、聞き取りにくくなっている。

「覚かく悟ごはよろしいな？」

「いまさら、何を」

「カータリオン公王とは、どういう会話を？」

「……あなたの耳ならば、聞き取ることはできたでしょう」

「いちいち盗ぬすみ聞いているわけにもいかない。我も何かと忙いそがしいのでな」

　しゃあしゃあとして、黒翼鳥は言った。

「特に、何を話したというわけではないわ」

　そしてサーナはぽつりと言った。

「伯父さまも老いたわ。〈結社〉に疑問をもっている。もしかしたら……」

「もしかしたら、何なのかね？」

　黒翼鳥の問いに、サーナは目をそらして答えた。

「どうしても伯父おじさまに死んでもらわなければならないのですか？」

「それは、すでに議論しつくしたはずのことではなかったかね」

　黒翼鳥の言葉は、質問の形式ではあったが、じっさいには冷ややかな断言だった。

「彼女たちには、カータリオン公王暗殺者の汚お名めいを着てもらう。それほどの大事件でなければ、〈結社〉の目をごまかすことなど、できはしない。そうであればこそ、彼女を抹まつ殺さつしても、そなたは疑ぎ惑わくの目をそらすことができるはずだ」

　黒翼鳥は、一いつ拍ぱくの間をおいた。

「だが、我の計画における最大の不安はそなたなのだ。すでに引き返せぬことを承知していながら、そんなことを言う。我を止めたいのであれば、最初にそうすべきだった」

　サーナは反論しようとしなかった。眠っているトールの前では、彼女はいかなる虚きよ勢せいもはることができない。黒翼鳥は、しばらくサーナを観察していたが、やがて一つの指輪をふところからとりだした。

「これをさしあげておく」

「なん……ですか、これは？」

　大きな黒真しん珠じゆがはめこまれた指輪だった。

「必要なものだ。万が一、そなたの決心がゆらいだ時、これが救ってくれるだろう。二つの心に引き裂かれることがないようにな」

「わたくしは……」

「そなたは〈結社〉の女なのだ。たとえ、愛に狂くるっていようと、あるいは血が目覚めるやもしれぬ。最後で邪魔されてはかなわぬ」

　黒翼鳥の言葉に、サーナの顔に苦く渋じゆうの色が広がった。

「わたくしは、どうして〈結社〉の敵などと手を結んでしまったのか、いっそ……」

「いっそ、どうする。あきらめるのかね？　この男を譲ゆずり渡すかね？　それとも、一人で〈結社〉に逆らって一人で死んでいくのかね？」

　おぞましき〈悪あく魔ま〉の囁ささやきは、かすかな歪ゆがみを、徐じよ々じよに大きくしていくという。歪みはいつか限界に達する。そして、引き返せなくなる一点が、やがてやってくる。

「いいえ」

　そう言ったサーナの顔は大きく歪んでいた。歪みきっていた。嫉しつ妬とが、別れへの怯えが、彼女を変えている。もう、戻れない。

「今度だけよ。今度だけ……」

　サーナは低く呟いた。

　もちろん、そんなはずのないことは、わかっていた。〈悪魔〉との取り引きが、一度で終わるはずはない。いつか破は滅めつの日が来ることを、彼女はよく知っていた。彼女の望みは、その日までを、トールとともにすごすこと。少しでも、少しだけでも長く。

　ただ、それだけであった。
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　翌日。ついに運命の日だ。キーンブルクの街は、何も知らず祝いに浮うかれる人々でにぎわっていた。

　その日、城でばらされた牛が五十頭、運びこまれた酒さか樽だるは二十個──ただし、高さが人の背の倍はあるものだ──。大量の準備は、街の民たみびとにふるまうためだった。

　一歳のお披ひ露ろ目めともなれば、庶しよ民みんでも向こう三さん軒げん両りよう隣どなりに、御ご馳ち走そうをふるまうものだ。まして、領主の一人息子むすこの祝いともなれば、街の人々と通りすがりの旅人みなに酒と食事をふるまうくらいのことはしなければならない。

　今日一日、街の広場では、誰でも食べ放題飲み放題のはずだった。

「ああ、まったく」

　遠くから響ひびいてくるお祭り騒さわぎを耳にしながら、高い塔とうの部屋で、タッタはため息をついていた。

　彼らが閉じこめられているザノン残党のアジトは、なんのことはない、旧ザノン貴族の屋や敷しき跡あとだった。どうして、こんなあからさまに怪あやしい場所をほうっておくのだ、と、アンディはぶつぶつと言っていたものである。エフェメラに言わせれば、頭の固いガヤン神殿にとっては、あまりにも怪しすぎて、こんなところに巣くっているとは想像もできないのだろう、ということになる。もちろん、実際にはサーナが手をまわしているのだが、そんなことは、双子はもとより、エザグすら知らないことだった。

「ついとらんなあ。祭りといえば、儲もうけ仕事が転がってるものらしいけどなあ」

「そうなんでしゅか？」

「そんなんや」

　タッタは、翼にくるんだメノアを相手に、どこから得たのか怪しげな知識を披ひ露ろうしている。

「タッタしゃん」

「ん？」

「母しゃまは、いつ迎むかえに来てくれるんでしゅか？」

　タッタは、こつこつとメノアの頭をくちばしでつついた。

「痛いでしゅう」

「痛くてけっこう、痛いうちはまだ生きてる」

　わけのわからない答えを返しながら、タッタは考えていた。

　どうやって逃にげるか、を。




　そのころ、メノアの母は、双子たちとともに地中にいた。と言っても、タッタたちよりも高い場所だが。そこは、滝の裏側の、通廊の一つだった。天井は、手を伸のばせばどうにか届くくらい、幅はばは人が三人並んで戦えるほどだ。

　滝の轟音が、分厚い岩がん盤ばんを通しても、かすかに響いてくる。

　壁も床ゆかも、岩がむきだしのままで、どうにか歩ける程度にしかならされていない。じっとりと濡ぬれていて、気をつけないと足を滑すべらせそうになる。ときおり、天井から水すい滴てきが垂れてきた。たいまつの火にとびこんで、じゅうと音をたてるものもある。

　キーンブルクの郊こう外がいにある水門の一つから、秘ひ密みつ裏りに城に通じている通路だった。水門の警備兵は、祭りで油断していた。そこへエフェメラの幻げん覚かく魔ま法ほうとアンディの《閃光フラツシユ》で不意討うちをかけて、どうにか殺させずに眠ねむらせてきた。

「こんな通路があったなんて……」

　リアラの呟つぶやきを、エザグは鋭えい敏びんに聞きとめた。なんでもいいから、他人を感心させる機会は逃のがしたくないらしい。

「そうとも、庶しよ子しであるお前は知らなかっただろうがな。優ゆう秀しゆうなる貴族は、万が一にそなえるものだ。脱だつ出しゆつのための隠かくし通路だよ。もちろんそれは逆にたどることもできる。帝てい国こくの成り上がりどもは、そんな可能性も考えなかったらしい」

「ふうん、じゃあ、リアラさんのお父さんは、優秀なる貴族なわけだ」

　エフェメラの舌は、前後を敵意をあらわにした兵士に囲まれていても、いっこうに回転の速度をゆるめなかった。その気になれば、彼女は〈悪魔〉だってやりこめる自信がある。そんなことが好きなわけではないが、もって生まれた才能を生かさない理由はどこにもない。

「優秀であったのは城を築いた祖先だ。この女の父親である裏切者ではない」

「このお城、ザノン王国より古いって聞いたけど」

　エザグが、二、三度口をぱくぱくと開け閉めした。その隙すきに、エフェメラは次々に言葉を叩たたきつけた。

「それに、リアラさんのお父さんがこの通路のことを話さなかったから、使えるんでしょ。もしかしたら、帝国の人達だってわざとほうってあるのかもしれないわよ」

　エザグは、ようやくのことで、言葉をしぼりだした。

「口の減らん女だ」

「喋しやべるたびに減ってたら、あたしの口はとっくになくなってるわ」

　たいまつの明かりの中でも、エザグの顔から血の気が引くのがわかった。エフェメラたちを取り囲んだ兵士たちに緊きん張ちようが走る。

「どちらも、それくらいにしておきたまえ。万が一、怒ど鳴なり声が外にもれるかもしれない」

　アンディの乾かわいた声が、その場をどうにかおさめた。

「ゆくぞ。街に出た者たちが行動をおこすまで、時間がない」

　その言葉に、リアラがまた表情を曇くもらせた。エフェメラは、そっと彼女の右手を、その両手でつつみこんだ。リアラの手は、薄うすい手て袋ぶくろにおおわれている。爪つめの手入れもできず、見苦しいからと、言っていた。化け粧しようなどなくても、充じゆう分ぶんに彼女はきれいだと、エフェメラはうらやましく思う。自分も、こんな母親になりたいと思う。美しいだけなら、双ふた子ごの母プリシラだって負けてはいないが。

　しばらくのあいだ、彼らは無言で歩いていた。やがて、滝たきの轟ごう音おんが耳を聾ろうせんばかりに大きくなった。このあたりは、かなり外に近いのだろう。

「エフィ、どういうつもりなんだ？　ぼくだって、あいつらは気に食わないけど、今、彼らを怒おこらせてもしかたないだろう」

　アンディは、この機会を利用して妹に話しかけた。隣となりの者にだって、怒鳴るくらいの大きさでなければ聞こえないほどの騒そう音おんだ。にもかかわらず囁ささやき声で通じるのは、耳だけではなく表情や雰ふん囲い気きから相手の言うことを察しているのだ。双子なればこそのことなのだが、彼ら自身に、その自覚はなかった。

「もちろん、わざと怒らせようと思ったのよ」

　エフェメラの答えに、アンディは妹を睨にらんだ。

「エフィ、メノアちゃんとタッタのことを考えなさい」

　他ほかの誰だれのことより自分のことを考えろ、とは言えなかった。そうしてほしかったが、妹にそれができないことを、アンディはよく知っていた。もし、そんな妹でなかったとしても、彼女を大事に思う気持ちが変わるとは思わないが。

「考えてるから、こうしたのよ。今なら、怒らせてもあの二人がどうこうされることはないじゃない。怒いかりは目をくらませる、そう教えてくれたのは兄さんよ。後のためには、冷静でいてもらっちゃ困るでしょ」

　襲しゆう撃げきに参加することは承知した。うまくいけば、タッタがメノアと一いつ緒しよに逃げ出してくれるだろう。だが、それをあてにするわけにもいかない。かといって、帝国の重じゆう鎮ちんの暗殺犯などにはなりたくない。たとえ、暗殺者の〝名めい誉よ〟は、エザグが引き受けてくれるにしても、だ。恨うらみもない相手に、手を下すことなどできはしない。

　だから、いくつかの策略を考えた。だが、相手が冷静なら見破られてしまう可能性は高い。

「確かに、そうだ。だが、エフィ、最後までたどりつけないようなことは、よしてくれ」

「リアラさんのために？」

　アンディは、すぐには返事をしなかった。

「そんな噓うそはつきたくないな。確かにメノアちゃんとタッタは助けたい。でも、それだけじゃない。肖しよう像ぞう画がを見たろう？　領主の妻が、青い爪の女なのかを確かめる、これはまたとない機会なんだ」

「そう、なのね、やっぱり」

　妹の声に含ふくまれた苦い響きに、アンディはあえて知らぬふりをした。

　エフェメラとて、父の仇あだを討ちたくないわけではないだろう。

　復ふく讐しゆうという虚むなしい作業に自分がひたすら執しゆう心しんしていることに、妹が不安を抱いだいているのだと、それはわかっている。

　だが、もう引き返せない。憎にくしみが、アンディを暴走させているわけではない。少年である自分が、父の影かげから抜ぬけ出して、大人の自分になるために、これまでの自分自身との決着をつけるためにはこの方法しかないのだ。

　いや──他の手段もあるのかもしれない。ただ、アンディには見つけられないだけで。

　だが、その自分の都合に妹をまきこむことはできない。

　なのに、ひたすら彼女はついてくる。

　生まれる前から一緒の双子だ。それを拒きよ否ひすることはできない。

　だから、どんなに哀かなしげな顔をされても仕方ない。妹を守ってやる、そのためになら。

「とにかく、臨機応変になんとかするしかないよね」

　エフェメラは、兄に向かって笑ってみせた。無理をして。

　目が哀しんでいるだろうことは、エフェメラ自身もわかっていた。こんな自分を、兄さんははがゆく思っているだろうか。でも、しかたない。兄さんにどう思われようと、あたしまでが憎しみに身をまかせるわけにはいかない。

　エフェメラが、その生き方を託たくした神はシャストア。影の神。不確かなるがゆえに、その裡うちに真実を秘ひめるもの。迷めい宮きゆうの造り主にして語り部べ。

　ガヤンがまっすぐに目標を示すなら、シャストアは迷わせ回り道をさせる。だが、時には直線の道よりも、迷めい路ろを抜けたほうが、早く目的地にたどりつくこともある。

　エフェメラが、その信しん仰こうを選んだのは、同じくシャストアに仕える母、プリシラの影えい響きようではない。兄がガヤンの道を選んだから──同じ道ではなく、欠けたものを補いたかったからだ。

　生まれる前から一緒だった兄と妹だから、そうしようと思った。だから、今も、あえて父の死の哀しみを別の感情に変えたいと思う。哀しみをばねに、兄を守ろうと、思う。

　歩き続けるうちに、滝の轟音はやや薄れはじめた。

「ちょっと待った」

　先頭を歩いていた男が、突とつ然ぜんそう言った。中年にさしかかる一歩手前、といった風ふ情ぜいの男だ。他の兵士たちと違ちがって、ほとんど武装していない。軽めの革かわ鎧よろいと、投とう擲てき用の反り身の短剣ダガーを何本かぶらさげているだけだ。それだけではなく、言葉や仕草のはしばしに不ふ遜そんなところがあった。双子たち同様、生はえ抜きの同志ではなく、雇やとわれたか、無む理り矢や理り協力させられているらしい男である。

「なんだ、いったい」

　引き止められて、エザグが不ふ愉ゆ快かいそうな表情を見せた。

「ま、あんたにゃ見えないだろうがね。そっちのドワーフの旦だん那ななら、ここんとこの線がわかるだろ？」

「なんだと言うのだ、ニフトール」

　ニフトールと呼ばれた男は、大きな鼻をこすった。酒のせいか、赤く焼けている。

「こういう時のために、俺を雇ったんじゃないのか？」

「わ、罠わなか？」

　エザグは、あわてて後ろにさがった。そのようすを見て、男はにやっと笑った。ついでに、エフェメラに向かって片目をつぶってみせた。

「ちょいと待ちな。ザノス＝トルアのタマット神殿でも、盗とう賊ぞくとしての腕うで前まえじゃあ、この俺の右にでるやつは」

「いなかったのか？」

　横に進みでたグノバが言った。

「五、六人くらいだったな」

　指を慎しん重ちように割れ目にはわせながら、その男は言った。タマットは、赤の月の神の一柱。直感力を司つかさどり、幸運の神として信仰されている。表向きはともかく、裏に回ればタマットの神殿が盗賊たちのギルドの役割を果たしていることは、公然の秘密だった。

「さあ、かわいこちゃん、だんだんよくなってきただろう。ここんとこはどうだ」

　アンディが、顔をしかめているのが、エフェメラにはわかった。こちらを気にしているようだ。あのね、兄さん、子供じゃないんだから教育的配はい慮りよはけっこうです。

「へっへっへ、なんだかんだ言っても、もうこんなになってるじゃねえか」

　ニフトールは、仕し掛かけを探さぐり当てたらしい。額いっぱいに汗あせをにじませながら、歯車に金属片へんを嚙かませている。

「変わったやり方じゃな」

　グノバが、呟いた。

「そうかい？　俺は、正統派だよ」

　ニフトールが、額の汗をぬぐった。別にグノバは解除の手順のことを言ったわけではない。

「終わったのか？」

　エザグの問いに、ニフトールは答えた。

「ここを踏ふんでみればわかるさ。天てん井じようが落ちるか、壁かべが開いて床が傾かたむけば、俺が間ま違ちがったってことだな」

　平然としたようすは、自信があるのか開き直っているのかわからない。

「おい、ドワーフ」

　エザグは、グノバを指さした。グノバは、憮ぶ然ぜんとして足を踏み出した。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶなようじゃな」

　二度ほど、飛び跳はねる。身長が低かろうが、ドワーフはもりあがった筋肉のおかげで、遥はるかに背が高い人間より、ずいぶんと重い。どすどすと音がした。

「よさんか、馬ば鹿か者もの」

　エザグの声がうらがえっている。はっと気がついて、彼は襟えりを正した。

「さあ、ゆくぞ。ニフトール、次の機会はもう少し静かにやるのだぞ」

「へいへい。次とかないほうがいいんだけどねえ」

　盗賊は、ひょいと肩かたを竦すくめた。エフェメラにちょっと色目を使いながら、彼は再び先頭に立った。腰こしの袋ふくろをもちあげると、彼は口もとで傾けた。中身は、どうやら酒だ。

　城に出るまでにあと二度、同じような罠に出会った。ニフトールによると、あと三つは罠があったらしいが、起動装置が働いていなかったという。エザグは、それで自分たちが助かったことも考えず、整備不足は不用心だとリアラの父を罵ののしった。

「ああ、ここだな」

　ニフトールがこんこんと天井を叩いた。

「ここが扉とびらだろ。たぶん。いや、間違いない」

「よし、そこをどけ」

　エザグが、進みでる。ニフトールは、黙だまって道を空けた。

「一番乗りの危険と名誉は、やはり指揮官たるわたしが引き受けねばな」

　エザグは、気取った調子で天井を押した。

　ぴくりとも動かない。

　もう一度押したが、やはり動かない。エザグは渋しぶい顔で、兵士の一人とアンディに命じた。

「おい、手伝え」

　二人が進みでようとした時、エフェメラが言った。

「ねえ、罠は大丈夫なんでしょうね？」

　また酒を飲んでいたニフトールが、とろんとした目つきで、肩をすくめた。

「まだ、調べてないんでね」

「きさまっ」

「大声を出すと、上に聞こえますぜ、殿でん下か」

　エザグの口を封ふうじておいて、ニフトールはのっそりと前に進みでた。

　彼が無造作に扉──落とし戸を押しあげると、その向こうは真っ暗だった。

「ニっ！……フトール」

　喚わめき散らそうとして、エザグはあわてて声を抑おさえた。

「もう一つ、上にあるんですよ。そこは床ゆか下した。床の上に出たけりゃ、もうひとつ開けにゃ」

　言われてエザグは、もう一度体を突つっこんだ。だが、どうも手が届かないようだ。

「どいて」

　いらだったエフェメラが、エザグを押しのける。濡ぬれた石いし畳だたみに足をとられて、彼は体をよろめかせた。

「エフィ」

　アンディが止めると、エフェメラは彼を手まねきした。

「兄さん、手伝って」

　アンディは、ため息をつきながら妹を肩かた車ぐるました。

「まあねえ。警備兵の鼻先に出ちまうかもしれないわけだし」

　ニフトールがぽつりと言うと、アンディたちを怒ど鳴なりつけようとしていたエザグは、ぎくりとして動きを止めた。

「よし。よしよし、ちょうどいい。お前たち、ドワーフもだ、先に出ろ。お前は、残れ」

　エザグは、リアラの腕うでをつかんで引きよせた。グノバは何も言わず、双ふた子ごに近づいた。

　エフェメラは、ぐっと力をいれて、落とし戸らしいものを押しあげた。

「お、重い」

　頭をおしあてて、もう一度ぐっと押す。

「首が……折れそうぅ……うよいしょっ」

　どうにか持ち上がった。

　ひょいと顔をつきだしてみる。納骨堂だった。最初の扉は棺ひつぎの底にあり、いまの平板は棺の蓋ふただった。

「よくある偽ぎ装そうよね。発想に独自性がないわ」

　エフェメラの評価に、アンディがため息をつき、グノバがにやりと笑う。エフェメラは、兄の肩を蹴けって外に飛びあがった。続いてグノバがもちあげられ、アンディが飛びつく。外に出て、あたりを見回した。石作りの質素な棺が並んでいる。しんとしていた。死者たちは、よく眠ねむっているようだ。

「だけど、よく掠りやく奪だつや廃はい棄きされなかったものですね」

　顔つきを神しん妙みようなものにあらためて、アンディが言った。敵の死者になど敬意を払はらう必要はない。捧ささげられた宝ほう飾しよく品ひんを奪うばい、祟たたりをおそれて打ち壊こわすのがルナルの常道だ。

「帝てい国こく軍では禁じられておったのさ」

　グノバも、かつては、この城を攻せめた一員であったのである。

　彼らが話しているうちに、敵の気配はないと判断して、エザグと、残る十人あまりの兵士たちがぞろぞろと地下道から這はい出してきた。真ん中くらいにリアラがはさまれている。

　エザグの命令で、ニフトールが、忍しのび足で偵てい察さつに出た。エフェメラは大声でも出してやろうかと思ったが、やめておいた。ここで騒そう動どうを起こしても、エザグは逃にげのびる可能性が高い。そうなれば、残してきたタッタとメノアが危ないのだ。

　それに、アンディが落らく胆たんするだろう。決して、面と向かって怒おこりはしないだろうが。

　エフェメラが、あれこれと考えにふけっているうちに、ニフトールが戻もどってきた。城内の者はお披ひ露ろ目めの式典のために大広間に集まっているようだという。

「では、手て筈はずどおり二手に分かれる」

　エザグが宣言した。兵士の一人を呼んで、あれこれと指示を与あたえている。

「ううむ」

　いつのまにか、エフェメラのかたわらにやってきた盗賊が、腕を組んでうなった。

「どうかしました？」

「いや、明るいところで見ると、ますますべっぴんだなと思ってね」

　げじげじ眉まゆ毛げがだらしなくたれさがる。

　なんだ、このおじさんは、とエフェメラは思った。

「ニフトール、お前とドワーフ、それに裏切者の娘むすめはわたしと一いつ緒しよに来い」

　盗賊が、馴なれ馴れしくエフェメラの肩に手を置こうとした時に、そう声がかかった。

「ちっ、しかたねえな。ま、これが終わって、また会ったら、酒でもおごるよ」

「うん」

　酒という言葉に、思わずうなずいてしまうエフェメラだった。だが、いかに想像力旺おう盛せいな彼女にも、その酒をおごってもらうのがずいぶん先になることも、幾いく度どとなくおごってもらうことになることも、その時は予想できなかった。




　　　　３




『来やがったな』

　と、タッタは思った。階段を上る足音が聞こえたのだ。三人ほど、いるだろうか。

　連中が、約束どおりメノアと自分をほうっておいてくれるとは、夢にも考えていなかった。

　タッタは、かたわらで眠っていたメノアをゆり起こした。ほんとうは膝ひざの上で、温ぬくもりを感じながら眠らせてやりたかったのだが、いざという時に、メノアの重みで足が痺しびれていましたでは、お話にならない。

「なんでしゅか」

「ぼちぼちな、お母はんを迎むかえにいくんや」

　メノアの顔が、ぱっと明るくなった。その口をそっと翼つばさでふさぐ。

「大きな声を出したらあかんで。邪じや魔まするやつがおるさかいな」

　メノアが真しん剣けんな顔でこっくりとうなずいた。それを確かめて、タッタは翼を離はなす。メノアは小さな両手を握にぎりしめて、顔を真っ赤にしながら、ぷるぷると震ふるえていた。

「さて、ここが思案のしどころやな」

　タッタは、声に出して呟つぶやいた。もっとも、先刻からずっと考えているのだが、いっこうにいい考えは浮うかんでくれない。

　ここは塔とうの最上階。人間が二人、手を広げたほどの直径しかない円形の部屋だ。家具のたぐいはなし。床にじかに敷しかれた毛布が二枚あるきりだ。

『こんなちっちゃい子を、こんなとこに一人で閉じこめとくような連中に、人情てなもんは期待できんわなあ』

　タッタが連れてこられた時、メノアはその胸にすがって、疲つかれて眠ってしまうまで泣き続けた。無理もない。

　部屋には窓が一つあるきりだ。タッタでは、二人重ねても届かない高さである。まあ、高さはたいした障害ではない。問題は大きさだ。メノアならあるいは通り抜ぬけられるかもしれないが、タッタでは無理だろう。短時間しか保もたないとはいえ、空を飛ぶために、ミュルーンの胸むな板いたの厚みは人間の比ではない。

「馬鹿もん、居い眠ねむりしておるやつがあるか！」

　扉の外で、怒鳴り声がした。あの小太りの男やな、とタッタは思った。

　それにしても、見張りが居眠りしとったとは。道理で扉の外が静かやと思た。それやったらもうちょっとなんか小細工しといたったらよかった。

「は、あの囚しゆう人じんに何か御ご用ようで」

「用があるから来たのに決まっておるであろうが。早く開けぬか」

　小太りの男、ルベルはいらいらとした調子で言葉を続けた。

「ですが、エザグさまから、ここにはどなたもいれてはならぬと」

　ええぞ、ええぞ、もっと言うたれ。タッタは心中でひそかに見張りを応おう援えんした。

（確か、どこから見ても実直そうな爺じいさんやったな。なんでこんなんが反乱軍におんのか、不思議やと思たんや）

　実直であればあるほど、急激な社会の変化にはついてゆけない。彼らにとっては、幼いころから叩たたきこまれた世界観に反するものは、それだけで悪なのであろう。

　押し問答が続いているあいだに、タッタは必死で頭をめぐらした。他ほかに出口がなければ、扉から出ていくしかないのだ。おまけに、鍵かぎがかけられていたそこが、もうすぐ開くと来ている。問題は、邪魔するやつがいることだ。正面から殴なぐりあっては、武器も鎧よろいもなしでは勝てないだろう。さて、どうするか。

　この部屋さえ抜け出せればなんとかなるだろう、とタッタは思っていた。仮にも公王を襲しゆう撃げきしようと言うのだ。手持ちの兵士で、まともに役にたつやつは出で払はらっているだろう。

　自分たちの利点は、なんだ。

　タッタは、考えた。メノアと自分が、扉の向こうの男たちよりも有利な点。

「エザグ殿下がおられない時は、このルベルテンさまが、指揮をとられるのだ」

　別の男の声を聞きながら、タッタは小細工をはじめていた。

　使える道具は、毛布が二枚だけだ。

「ですが、その囚人にどんな御用が」

「どんなもこんなもあるか、エザグ殿下は、はっきりはおっしゃらぬが、まことは始末したがっておられるのだ。黒翼鳥のやつは、あの子供を欲しがっているようだが、どうせろくな目的に使うわけではあるまい。やむをえず手を結んだが、卑いやしい魔術師ウイザードごときとの約束など、誇ほこり高きザノン貴族が守るものではない」

　誇り高かったら、誰だれとの約束でも守れや、とタッタは思う。

「魔術師ウイザードの実験に使わせるくらいなら、殺してやったほうがましというもの。どうせ、我らの秘密を知った者だ。生かしておいてもしようがあるまい」

　タッタは、あきれかえって怒おこる気にもなれなかった。偏かたよりまくったものの見方だ。まともな魔術師ウイザードが聞いていれば、冷静と超ちよう越えつを信条とする彼らも怒いかりをあらわにするだろう。

「ルベルさま、中に聞こえます」

　いまさら、止めたかて遅おそいわい。タッタは思った。ザノン王国が、あっというまにライテロッヒ・ジェムに滅ほろぼされた理由がよくわかったような気がする。

「こ、子供を殺すのですか」

　見張りの老人がうろたえたように叫さけんだ。メノアが、ぎゅっと自分の体を抱いた。準備を終えたタッタは、その体を抱きよせてやった。

「心配すな。必ず、お母はんに会わせたるさかいな」

　メノアは、タッタの首にぎゅっとしがみついた。こんとくちばしで脳天をつついて、そっと離す。メノアを抱だきかかえたままでは、この子を助けられない。

「そんな、あの母親たちにどう言い訳をするのです」

　見張りの老人はタッタの願いに応こたえてくれていた。

「あいつらが生きて帰ってくるとでも思うのか」

「相手は子供ですよ」

「あのミュルーンは、立派な大人だ」

「だったら、ミュルーンだけでよいではありませんか。ミュルーンだって殺す意味ありませんよ。何もできゃしないんですから」

　おっさん、おっさん。タッタは思わず苦く笑しようした。笑っていられる余よ裕ゆうがなければ、もめごとをのりきる気力が湧わいてくるわけがない、というのがタッタの持論だ。

「よいから、ここを開けろ」

　誰かが、荒あら々あらしく突つき飛ばされる音がした。もう一、二度殴りつける音が聞こえてくる。無む茶ちやしてやがるな、そのうち見とれよ、とタッタは思った。鍵が回る音がする。いよいよだ。タッタは、体をかまえた。

「おい、おとなしく」

　当然、武器をかまえた兵士が二人、先に立って飛びこんできた。タッタの予想どおりだ。そいつらが、一歩部屋に足を踏ふみ入れたとたん、頭からすっぽりと毛布がかぶさった。空中で待っていたタッタのしわざである。

　タッタたちの利点は三つあった。

　まずは、敵が油断していることだ。双子やリアラがいる間は緊きん張ちようしきっていた。その分、今は気がゆるんでいる。

　次に、タッタが空を飛べること。当たり前のようだが、走っている姿しかふだん見られないミュルーンは、にわとり同様、飛べることを忘れられがちなのだ。

「わ！　ぷ！」

　毛布をはねのけようと、兵士たちはもがいた。だが、慌あわてているせいで、うまくいかない。

「何をしている」

　喚わめきながら飛びこんできたルベルの鼻先に、兵士のむきだしの剣けん先さきが突き出された。

「うわわ」

　のけぞったルベルは、御ご丁てい寧ねいに足までもつれさせて、よろけると、もみあう兵士たちにのしかかっていった。ばたばたと、彼らは床ゆかに倒たおれこんだ。互たがいの手足がからんで、動きがままならない。

「よし、ついて来い！」

　タッタの叫び声に応じて、メノアは走った。

　三つ目の利点は、メノアもタッタも体が小さいことだ。戦うならともかく、逃げるだけなら、これは利点だ。

　メノアは、よろけている男たちの足もとを器用にくぐりぬけた。

「ば、馬ば鹿か者もの、はやく放さんか」

　ルベルが、兵士の頭を毛布の上から殴りつけた。兵士の髪かみの毛ごと毛布をつかんでしまって放さないでいるのは、彼のほうだと言うのに。その兵士は、次からは必ず兜かぶとをかぶろうと、心に誓ちかっていた。

　三人がじたばたと暴れているあいだに、タッタとメノアは部屋の外に出た。それは、ほんの一いつ瞬しゆんのできごとだ。

　部屋の外には、すぐに階段があった。階下に向かってのびている。あとは、そこを駆かけおりるだけだった。

　階段の途と中ちゆうに座りこんでいる老人さえいなければ。

　見張り番だった爺さんだろう。額から、血がにじんでいる。タッタは、扉とびらをくぐった時に地面におりていた。階段の天てん井じようは、部屋に比べると低かった。メノアをかかえて、とびあがっても爺さんに脚あしをつかまれてしまうだろう。

　老人は、じっとタッタとメノアを見た。

　そして、彼はすっと道を空けた。

「爺さん、あんた……」

「タッタしゃん、早く」

　躊ちゆう躇ちよしている余裕はなかった。いくらあわてものでも、間ま抜ぬけでも、ルベルたちがそういつまでも毛布と自分自身を相手に戦っていてはくれまい。

　タッタは、メノアをかばうように、翼でくるみながら、階段をおりはじめた。

　見張りの老人をじっと見ながら、すれちがった。老人は、小さくうなずいたようだった。

「すまん」

　一言あやまると、タッタはメノアがころばないぎりぎりの速さで、階段をかけおりはじめた。

「待て、待たんか、ミュルーン」

　ルベルの声がふってくる。

「待て、その娘むすめを引き渡わたせば金をやるぞ。使い切れないほどの金だ」

「……。阿あ呆ほか、お前は。いまさら、誰が信じるねん」

　一瞬の沈ちん黙もくが、わずかに揺ゆれたタッタの心をあらわしている。タッタは、あわててメノアにつけくわえた。

「いや、信じられたら、お前さんを渡すっちゅうわけやないねんで」

　言わずもがなである。

　階段を駆けおりる途中に、大きな窓があった。

「よっしゃ、しっかり握っとけよ！」

「うん」

「待て!!」

　メノアを背中に背負って、タッタはその窓から飛び出した。

　ぎらりと、太陽の輝かがやきが目にとびこんでくる。空は、雲一つなく晴れていた。メノアにとっては、数日ぶりの陽光だ。

　風が、強い。耳もとを唸うなりながらすぎていく。落ちて──。

「うわ～いっ」

　メノアが歓かん声せいをあげた。

　風は、上から下ではなく、前から後ろに流れていた。メノアを乗せてタッタは飛んだ。空気が、ふんわりと支えてくれている。目の下にキーンブルクの街が広がっていた。

「よっしゃ、あそこやな」

　目指すべき場所を確かく認にんして、タッタは降下をはじめた。

「もう、終わりでしゅか？」

「無茶言うな。わいはミュルーンやぞ。本気で空をとびたかったら、魔ま法ほうでも習うか、翼よく人になるか、飛ひ竜りゆうでも飼い馴ならせ」

　とにかく、今はガヤン神殿に向かおうと、タッタは考えていた。城に向かったところで、双ふた子ごやリアラを助けることはできないだろう。なら、ガヤン神殿に知らせて、兵を出してもらったほうがいい。そう判断したのだ。

「あ、ありぇ」

　メノアが何かを指さした。その声に、さきほどまでのはしゃぎぶりと違ちがう何かを感じて、タッタは我に返った。

「どうした……！」

　キーンブルクの街の要所のあちこちから、かなり大きな火の手があがっていた。放火だ。タッタは、双子が話していたことを思い出した。叛徒たちは、陽動のために街に火をつける計画だと心配していたのだ。しかし、これほど多くの場所に、これほど大きな火をつけるとは、双子も予測していなかった。デルバイの火薬か爬は虫ちゆう人の火か霊れい魔ま法ほうの助けでも借りたのだろうか。

「あいつらぁ」

　ばさり。タッタの翼が、怒りに満ちて大きく空を叩たたいた。もしも、これほど一いつ斉せいに火をつけるだけの人数、やつらの仲間が街中に散らばっているのなら、果たして本当に逃にげのびられるのだろうか。タッタは不安を覚えた。
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　タッタたちの見たものを、何人もの人々が見ていた。ガヤンの神殿では、あちらこちらで起きた騒そう乱らんを鎮しずめるために、神官や入信者たちが走り回っていた。数日前に、アンディたちにからんだ三人組の一人、にきび面づらの若者は、燃え落ちる家屋から赤ん坊ぼうを助けて、命を落とした。〝猫ねこのひげ〟亭ていの主人は店を失った。彼は自じ業ごう自じ得とくだが、その時に片足を失った下働きの少年には、なんの罪もない。ザノンの貴族たちの復ふく讐しゆうの念が、幾いく人もの犠ぎ牲せい者しやをまきこんでいた。

　領主の息子むすこダーナの、一歳のお披ひ露ろ目め式典は、急きゆう遽きよ中断された。

　カータリオン公王の命令である。

　公王は麾き下かの者たちを、街に派は遣けんし、反乱者の討とう伐ばつと、街の人々の救きゆう援えんにあたらせた。

　泣なき叫び、怒いかり、後こう悔かいと罪の思いに苛さいなまれる者たちのうちで、ほんのわずか、満足げに笑っている者がいた。

　その一人は、城の、ある場所にもうけられた覗のぞき窓まどから、外を見ていた。

「はじまったな」

　エザグである。彼の足もとには、ここに配置されていた警備の兵士が気絶して転がっている。殺せとの命令に、アンディは従わなかった。睨にらみあいのさなかに、キーンブルクの街のあちこちから、黒こく煙えんがあがったのだ。

「なんということを」

　アンディの拳こぶしが、怒りにふるえていた。

「成り上がりの帝てい国こくなどに尾おをふればこういうことになるのだ。真の忠誠を忘れた愚おろかな卑いやしい民たみには、よい教訓であろう」

　アンディが、がっとエザグの襟えりを摑つかんだ。

「卑しいだと、愚かだと、誰だれが定めた！　誰にそんな資格がある！」

「我らが高貴なら、それ以外の者は、卑しく愚かだ。それこそがこの世の法というものだ。お前もガヤン神官なら、法を守れ」

「法は人と人とが合意の上で、互いの幸福のために定めたものだ。だからこそ、守る価値がある。誰かが自分のためだけに定めた規則など、ガヤンの法の名に値あたいしない」

　アンディの声とともに飛び散る唾つばを受けて、エザグは顔をしかめた。

　まわりをとりかこんだ四人の兵士が、すらりと剣けんを抜ぬきはなつ。エフェメラは、兄の背にぴったりと自分の背をあわせた。右の手には細剣レイピア、左の手はマントのすそを握にぎっている。

「よい、おさめろ、みなのもの」

　くちびるの端はしをひきつらせながら、エザグはてのひらを兵士たちにしめした。アンディに向かって、皮肉めかせた笑いを浮うかべる。

「おかしな考えはおこさないことだよ、きみ。あの少女とミュルーンのことを考えたまえ」

「わかっている」

　アンディは押し殺した声で、そう返答した。乱暴に、彼はエザグをつきはなした。

　エザグが乱れた服を直しているあいだに、アンディは呼吸を整えた。

　怒りは、エフェメラも同じことだった。彼女の場合は、声が大きくなる。

「吐はき気がするわね」

「どうしたね、実戦で緊張しているのかね。はは、やはり女性を戦いの場に連れてくるべきではなかったかな」

　おそらく、戦いの経験なら、エザグよりもエフェメラのほうが多い。だが、エフェメラは、それを指し摘てきする気も起きなかった。
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　式典の舞ぶ台たいは、白はく翼よく鳥ちようの首にあった。

　それは、城の中央にある塔とうの、通つう称しようだ。城の左右に広がった部分を鳥の翼に見立てれば、その塔が首にあたる。頭にあたるところは、大きく広がっていた。そこが領主の謁えつ見けんの間であり、式典の舞台だ。いくつもの柱が複雑にたちならんでいる。謁見の間の扉のうちいくつかは、露台バルコニーにつながっている。そこから、滝たきのしぶきをすかして、河のほとりのキーンブルクの街を望むことができた。

「おのれ、またこの国を滅め茶ちや苦く茶ちやにするつもりなのか、やつらは」

　露台バルコニーの一つに、老人の姿があった。老人とはいえ、握りしめた拳の力強さや、まっすぐに床ゆかを踏ふみしめた足もとの確かさは、どんな若者にも劣おとらない。式典用の礼装に身をかためていても、優ゆう雅がさよりは無骨さばかりが感じとれる。

　カータリオン・ティーグ。若き皇こう帝ていとともに、建国戦争を戦いぬいた老英えい雄ゆうである。

　彼の戦いは、いまだ終しゆう焉えんを迎むかえていなかった。一瞬の輝きのごとく去った皇帝ライテロッヒの意を継つぎ、第二代ナーデベント・ジェムの第一の側近として、彼には帝国の基き盤ばんを確固たるものにする義務があった。

　その使命感が、彼にみずからの年ねん齢れいを意識させない気力を与あたえていたのだ。

「まだ、手間取っておるのか」

「は」

　かたわらに控ひかえた武官の一人が答えた。

「水門の攻こう防ぼうは、奇き襲しゆうにより肝かん心じんなる部分を押さえられたるよしにございます。ガヤン神殿に駆けこんだミュルーンが、やつらの本ほん拠きよを知らせたそうですが、すでにもぬけのからで」

「当たり前だ！　街に出た時点で、そのような拠きよ点てんは捨てているのが常道だ。おそらく、他ほかに帰る場所を用意してあるに違いない」

　優ゆう秀しゆうな将軍であるがゆえに、カータリオンは敵をかいかぶっていた。ルベルは、単に怯おびえて逃げ出しただけにすぎない。

「お前たちもゆけ！　水門を破は壊かいされてはならん」

　ナーレンスの水路を破壊されれば、帝国の交通は大きな影えい響きようを受ける。下流に駐ちゆう屯とんする軍への補給に果たす意味も大きい。それだけに、カータリオンは事態を重く見すぎていた。

「は。しかし、この城の守りをこれ以上薄うすくするわけにはまいりません。どう考えても、街の騒さわぎは囮おとりでございます」

「わかっておる。今から、わしは水門に向かうぞ。すぐにわしの武具を持ってまいれ」

「はっ？　しかし、閣下」

「狙ねらいがわし以外にあるとでも思うのか。であれば、やつらがもっとも予想をしないところに、わしがおるべきではないか、うん？」

　武官は、反論をしなかった。屁へ理り屈くつをこねているが、要するに公王閣下は前線に出たいだけなのだ。こうなったカータリオンに、何を言っても無む駄だだと、武官は知っていた。

「わかりました。どちらにせよ、武具はお持ちするつもりでしたので、すぐに届きます」

　公王は、満足げにうなずいた。

「部下も街にやります。しかし、わたくしは公王閣下のもとを離はなれるわけにはまいりません」

　武官は、堅かた苦くるしい口調で言った。ガヤンの小さな紋もん章しようをつけている。入信者だろう。

「わかっておる。カラノ、アブン、ドレア、お前らがゆけ。街の者の指示にしたがうのだぞ」

「心得ております」

　指名された三名は、鮮あざやかな礼をすると、きびきびとした歩調で立ち去った。

　それを見送って、カータリオンは露台バルコニーから謁見の間に戻もどった。公王が赴おもむくとなれば、いきなりというわけにはいかない。カータリオンは煩わずらわしさにため息が出る思いだった。かといって彼には、亡なき皇帝ほどに、慣例を無視できる闊かつ達たつさはなかった。とは言え、部下にあれだけの反論を許すだけでも、希け有うの存在だとは言える。

「サーナ、こんなところで何をしておる」

　謁見の間には、サーナがいた。実用性はほとんどないしろものだが、一応軽い革かわ鎧よろいを身につけている。武器らしいものは、宝石飾かざりのついた短剣ダガーがひとつ。カータリオンの剣を受ければ、折れてしまいそうなしろものだ。

　さすがに手てつ甲こうはつけていなかった。青い爪つめをむきだしにしている。それを見ると、カータリオンはいつも落ち着かない気分になる。皇帝を利用し、利用されてきた、世界の影かげに潜ひそむ、陰いん謀ぼう家の女たちを思いだすからだ。彼女たちは、神経質なほどその爪を隠かくしていたものだ。時代は、変わったのだろうか。

　変わったのだろう。あの娘むすめのことと計画の変へん更こうを知らせてきた、使いの者も言っていたではないか。これからは私たちの時代だ、旧きゆう弊へいな導師たちは一いつ掃そうされた、と。

　どちらでもよい、帝国に味方するのであれば。〈結社〉の女たちも、自分の味方になるなら帝国の長おさなど誰でもよいと、そう考えているのだろうか。

　サーナは、出入りする兵士たちにあれこれと指図を与えている。彼女の右には、見慣れたギルカンテの姿がある。左には、ローブ姿の人物が一人いた。新たに仕えるようになった魔術師ウイザードと聞いていたが、カータリオンは、どうもその人物が気にいらなかった。それこそ〈結社〉の女たちより、気にいらなかった。ただのカンだが。

「ダーナはどうした？　侍じ女じよどもがみておるのか？　それにトールは？」

「トールさまには、息子ダーナを守っていただかねばなりませぬ。トールさまがおられぬ時は、わたくしが指揮をとります」

　帝国においては、女性の軍人、指揮官、領主は珍めずらしい存在ではない。現に、四公王の一人は皇帝の従姉いとこである。

「それは、そうだろうが」

　カータリオンは渋しぶい顔になった。姪めいの身を案じてのことである。

「トールの具合は、それほどに悪いのか」

　公王は、声をひそめて続けた。サーナは、うなだれて答えない。

　──トールの病のことを考えると、彼女はいてもたってもいられない気持ちになる。〈結社〉で作り方を教わった、深刻な影響が残ることはないと保証つきの毒だとはいえ、世界の全すべてよりかけがえのない人物に、みずからの手で毒を盛っているのだから。

　サーナのそのような思い、公王には知るよしもない。しばしの沈ちん黙もくが続いていた時、一人の兵士が謁見の間に飛びこんできた。

「申しあげます」

　サーナのもとへと走りよってくる。

「何事であるか。公王の御ご前ぜんだぞ」

　武官が叱しつ責せきする。兵士は、あわてて公王に向き直り、礼をした。

「ここはキーンブルクの城だ。まずは、サーナに報告をするのが正しいだろう。さしつかえなければ、わしも聞かせてもらいたいが」

　サーナが小さくうなずいて見せた。

「申しあげます。城内に忍しのび入りたる者ども数名を発見。三名を討うち、二名を捕ほ縛ばく、なお一名を追つい跡せき中でございます」

「して、それはいずこの者たちか」

「は、それが」

　兵士は言い淀よどんだ。注意がちらちらと自分に飛んでいるのをカータリオンは感じた。

「わしは、城内の警備の指揮をとろう。指揮官はどこにおるのかな」

　公王は、歩きだそうとした。あわてたようにサーナが言った。

「これ、伯お父じ上うえ……いや、公王閣下に気き兼がねすることはない。言うてみやれ」

　兵士は、床ゆかにこすりつけんばかりに、頭をさげた。

「は。死んだ者どもはザノンの紋章を身に隠しておりました。ところが捕縛した、いいえ、投降した二名はドワーフ及およびサリカの神官、いずれも公王閣下と面識があるなどとたわごとを」

　カータリオンとサーナは顔を見あわせた。サーナの顔にあらわれたわずかな動どう揺ようを、カータリオンは自分自身と同じ、驚おどろきによるものだと信じた。

「連れて参れ。わしの知るべだと言うなら、確かめねばなるまい」

　サーナを通さず、つい命令を下してしまったのも、その驚きゆえだった。サリカの神官で、自分と面識があると言えばリアラに違ちがいあるまい。ましてドワーフが一いつ緒しよとなれば、グノバだろう。だが、どういうことだ。接せつ触しよくしてくるのは、自分が帰る時だったはずではないか？　娘たちはどうしたのだ？　なぜ、反乱者どもなどと一緒に、この城にはいりこんできた。

　サリカ神官の生まれを承知しつつ、彼女がザノン残党に加担した可能性を、カータリオンはちらりとも考えなかった。そのほんの一いつ端たんとはいえ、彼は〈結社〉を知っていたからである。〈結社〉の絆きずなは、血の絆。母から娘へと連綿と続く一千年の絆なのだ。

　あるいは〈結社〉が、またもや、自分の知らぬところで何かを進めているのか。彼女たちにとっては、あらゆる事象が計画を進める要素にすぎない──。




　公王が命じたそのころ、双ふた子ごは、エザグと兵士たちと共に、廊ろう下かのカーテンの後ろに隠れていた。

　火か炎えん模様の刺ししゅうがある。双子の家にかかっていたのと同じ模様だ。エフェメラが、魔ま法ほうで作りあげた幻まぼろしのカーテンだからである。母のプリシラが失敗したのを、隣となりのおばさんが仕上げてくれた模様だ。故郷の思い出に心を集中することで、エフェメラはエザグと体を密着させねばならない不快感を忘れようと努力した。

　ようやく、城の警備兵たちが廊下の角を曲がり、姿を消した。

「いいぞ、いいぞ」

　エザグは興奮している。目が血走っていた。

「やつらの会話からしても、カータリオンめはこの先の広間だ。警備の兵士も減った。やれる、やれるぞ。このわたしが、ザノン王国再興の最初の烽火のろしをあげるのだ」

　先頭に立って、彼は走った。エフェメラはその背中を見ながら、後を追った。いっそ、背に剣けんを突つき刺さしてやりたいが、そうもいかない。まわりはエザグ配下の兵士に囲まれている。

　かたわらのアンディが、何を考えているのか気になった。兄は、どうするつもりなのだろう。そのアンディは、ただひたすら前を見つめている。いつもと同じだった。

　エフェメラは、この廊下が無限の長さであればいいのにと思った。

　だが、そうはいかない。廊下はまだのびていたが、壁かべに扉とびらがあった。豪ごう華かな装そう飾しよくがほどこされた、重じゆう厚こうな木製の扉だ。本来、その両りよう脇わきに控えているべき儀ぎ仗じよう兵へいの姿はなかった。街の騒そう動どうで、出で払はらっているのだろう。

「勝ちだ！　わたしの勝ちだ」

　エザグは高笑いをあげた。これじゃあ、不意討ちにもなにもなりはしない。エザグに勝たせたいわけでもないが、縁えんもゆかりもない警備兵たちと余分な戦いはしたくないのだ。

「ちょっと待ってよ」

　エフェメラの制止は誰だれの耳にも届かなかった。エザグ配下の兵士たちも、高こう揚ようしきっているのだ。

「心配いらん。向こうにも味方がいるのだ」

　エザグは、命令をくだした。エザグの兵士たちが肩かた口ぐちから扉にぶつかった。

　扉はあっさりと開いた。兵士たちを押しのけるように、エフェメラは中に飛びこんだ。こうなった以上、彼らよりも先に、公王のもとへたどりつかなければならない。

　部屋の中には、十人に満たない人数しかいなかった。武器を持つ者は身構えた。エザグとその配下たちは、誰を狙うべきかも考えず、てんでんばらばらに戦いだした。

　中央に、体格のいい老人がいる。あれが、公王に違いない。礼装である。武器らしいものは、豪華な作りの直すぐ刃はの小剣シヨートソードだけだ。

　双子は、真っ先に彼のもとへ向かおうと、あらかじめ相談していた。

　たどりついたら、エフェメラが幻を作る。アンディが公王を貫つらぬく幻だ。それによって、エザグたちをごまかし、隙すきを狙ってメノアを助けだす。

　いくつか立てた計画のうちの一つだった。そううまくいくかしら、というエフェメラの言葉に、大だい丈じよう夫ぶだ、ぼくにまかしておけと胸を叩たたいたのはアンディである。

　その完かん璧ぺきな計画は、しかし、いともあっさりと崩くずれさった。しかも、とうのアンディの手によって。

　部屋にいた、残る人間の一人が、領主夫人サーナイア・スレムだった。

　アンディは、その女に向かって突とつ進しんしてしまったのだ。

　エザグが、カータリオンが何かを叫さけんだ。双そう方ほうの兵士が入り乱れ、彼のゆくてをふさいだ。

　そのどの声も、どの姿も、アンディとエフェメラの耳にも目にもはいっていなかった。

　サーナの爪は、はっきりと青い。染めたものでも、つけ爪づめでもない。なかば透とう明めいで、爪の向こうの肉が透すけるその色は、やや紫むらさきがかった鈍にぶい青色は、確かに爪そのものが青いのだ。

　間ま違ちがいない。ガヤンの呪じゆ文もんによって見み出いだされた、あの場面。父が殺された時、すっぽりと全身を隠したマントからのぞいていた、たった一つの手がかり。

　青い爪をもった女の、白い手。それをはっきりと確かめた瞬しゆん間かんに、エフェメラの感情が爆ばく発はつしていた。

「兄さん、父さんの仇かたきよ！」

　兄を止めるべきだと、彼女の理性は叫んでいた。だが、実際に彼女が叫んだのは、そんな言葉だった。

　そうだったのか、とエフェメラは思った。哀かなしみをばねにするだの、なんだかんだ言いながら、自分が兄についてきたのは、このせいだったのだ。復ふく讐しゆうは虚むなしいものだと、彼女は知っていた。だから、自分に言い聞かせてきた。兄を止めようとしてきた。だけれど、それは心のうちに、こんなにも暗い怒いかりが潜ひそんでいたからなのだ。それを認めないために、あたしは、こう言い続けてきたのだ。兄さん、帰ろう。

　だが、もう、認めてしまった。

　兄は、知っていたのだろうか。だから、あたしを止めようとしたのだろうか。

「エフィさんっ！」

　誰かが、彼女に呼びかけていた。

　エフェメラは、もの思いからはっと我に返った。その時にはじめて、自分が涙なみだを流していることに気がついた。旅に出てからはじめて流す涙だった。

　歪ゆがんだ視界の中で、エフェメラは声の主を探し求めた。そして、見つけた。

　リアラだ。グノバもいる。

　どうしてこんなところにいるのか、エフェメラにはわかった。二人とも後ろ手に縛しばりあげられている。囮おとり役として、わざと見つかるように動けと放されたのだ。

　捕つかまっていて当然だろう。他ほかの者はどうなったのか。兵士たちは、顔すら覚えていないが、あのニフターとかニフルートとか言った盗とう賊ぞくのおじさんはどうしただろう。

　ともかくも、エフェメラは二人に駆かけよった。武器のたぐいも、しばらく離はなれたところに置いたままだ。不用心だな、とエフェメラは思った。この程度であわてて捕ほ虜りよをほったらかしにするようでは、帝てい国こくの正規軍も、ザノン王国の残党とたいして差がない。

　エフェメラは知らなかったが、彼女たちが入ってくる直前に、公王が彼らを知人であると言明していたのである。事情を説明する前に、伝令がやってきて、公王たちは二人から離れていた。その直後に、エザグとその配下どもが扉を破ったのだ。

　エフェメラと同時に二人のもとへ戻もどって来た人ひと影かげがある。

　カータリオン・ティーグ。帝国の公王であった。

「グノバ、これはどういうことだ！」

　彼は、怒ど鳴なった。その手には、武器のたぐいはない。グノバは、恐きよう縮しゆくした表情だ。

　そういえば、顔見知りだって言ってたっけ。深く考えもせずに、エフェメラはカータリオンを叱りつけた。

「おじさん、そんなこと、縄なわを解いてあげてからにしてよ」

「なぜ、わしが襲しゆう撃げき者しやにそんなことを言われねばならんのだ！」

　カータリオン公王の雷らい鳴めいのような怒鳴り声にも、エフェメラは一歩もひかなかった。

「こっちにも事情があるのよ。女の子の命がかかってるんだから。話くらい聞いてよ」

　エフェメラの言葉に、カータリオン公王はぎょっとした顔つきになった。

「女の子だと、まさか、トールの子のことか?!」

　トール、どこかで聞いた名だな、とエフェメラは思った。思い出したのは、リアラの言葉を聞いてからだった。

「はい、そうです。四年前に、私とあの方のあいだにできた子供です。公王閣下、〈結社〉の約定に従ってやってまいりました。閣下も誓ちかいを立てられた身であるならば、メノアの身の安全を、どうか」

　そうだ、この街の領主のことじゃない。

　それを思い出した時、エフェメラはすさまじい憎ぞう悪おの視線を感じた。

　はっとふりむいた彼女の目と、こちらを見ているサーナのすさまじい目とがぴたりと合った。そのかたわらに、エフェメラは先日の深夜の襲撃者の姿を見た。ギルカンテは、失った左手の代わりに鉤かぎをつけて、サーナのかたわらにいた。彼は無表情にこちらを見つめている。ギルカンテは、すべての判断をサーナにゆだねているのだ。

　サーナから放たれている憎悪は、尋じん常じようのものではなかった。エフェメラは、とっさに結びつけた。誰だって、そうしてしまうだろう。ある男の妻と、その妻との結けつ婚こん前に男の子供を産んだ女と。

「兄さん、そいつよ！　青い爪つめの女が、リアラさんも狙ねらってたんだわ！」

　だが、アンディは、重武装の兵士に邪じや魔まされて、サーナに近づけないでいる。それどころか、じりじりと押し返されていた。

「ドラク！　その若者を殺すなよ」

　カータリオンが、アンディと戦っている武官に声をかけた。手加減ができるほど、武官とアンディの剣けん技ぎは差が大きかった。

　エザグが、自分は身を隠かくしながら、さかんにカータリオンを指さしている。だが、どの兵士も身を守るのが精せい一いつ杯ぱいだった。この場にいたのは数こそ少ないながら、公王の身辺を守るえりぬきの兵士たちだったのだ。

　サーナが、エフェメラたちがいるほうに向かって、一歩を踏ふみ出した。

　カータリオン公王も、ふりむいた。エフェメラの表情に気がついたのだ。サーナからはなたれる憎にくしみの念、その顔にあらわれた嫉しつ妬とに、心の歪みのすさまじさに、エフェメラの背を悪お寒かんが走った。

　その瞬間、謁えつ見けんの間に、火柱があがった。人間ほどもある炎ほのおの塊かたまりが、何もなかった床ゆかに突とつ然ぜん生まれ出たのだ。幻げん影えいではない。それは天てん井じようを焦こがし、絨じゆう毯たんに燃えうつった。兵士の一人があぶられて悲鳴をあげる。炎はさらに燃え広がった。

　誰もが茫ぼう然ぜんとした。たった一人だけを別にして。他の者たちは、剣を交えることも忘れていた。そして、それが起きることを知っていたあと二人は、すぐに我に返り、行動に移った。

　炎は、一個か所しよにだけあらわれたのではなかった。武器を一度打ち交かわすほどの間もおかずに、立て続けに謁見の間のあちらこちらにあらわれたのだ。さらに炎は縦横に走り、壁やカーテンを燃えあがらせた。

「むうっ、魔法かっ！　《火クリエイト炎・フアイア》を使うとすると、魔術師ウイザードだな」

　小剣シヨートソードで一いつ閃せんして、グノバのいましめを解いたカータリオンは、唸うなり声をあげた。そして、サーナのかたわらにいるローブの人物を、射るような瞳ひとみで見た。

　エフェメラには、その男が何かしているようには見えなかった。だが、優すぐれた魔法の使い手なら、ただ思い浮うかべるだけでも、呪じゆ文もんの力を発動させられる。エフェメラ自身が、はったりに使ったことだが、それは事実でもある。

　カータリオンはサーナのもとに向かおうとした。

「待ってください、公王」

　立ちあがったリアラが呼びかけた。

「私のもとに刺し客かくがやってきました。はじめは敵対者だと思ったのですが、次には彼がやってきました」

　リアラの指さすほうを見て、カータリオンは愕がく然ぜんとした表情になった。

「ギルクだと？」

　リアラのかたわらで、グノバがうなずいた。

「だから、私は捕とらえられても助けを求められなかったのです。〈結社〉は、私が邪魔なのですか？　私とメノアが必要なのではなかったのですか？　このままでは私は、メノアをサーナにゆだねることは承服いたしかねます」

　最後の叫びには、まるでみずからの心臓をえぐるかのような、悲痛な響ひびきがあった。

「リアラよ。おまえは〈結社〉の娘むすめだ。なのに〈結社〉に逆らおうというのか？」

　カータリオンの顔に複雑な表情が浮かんでいた。エフェメラには、それが何を意味するのか、さっぱりわからなかった。突然、リアラは何をいいはじめたのだ？　〈結社〉？　いったいなんのことだ？　あの青い爪の女を、リアラは知っているのか？　父親であるトールに、メノアを渡わたす。それならわかる。何かの約束があったのだろう。それなら理解できる。だが、それだけだとは思えなかった。

「わしは聞かされていない。だが、わかった。必ず、究明しよう。そしておまえとその娘を守ると誓おう。さあ、ここは危険だ。ひとたび、引くがいい。この小剣シヨートソードをもってくれば、再び捕ほ縛ばくされることはないよう手配しておく」

　カータリオン公王は、腰こしにたばさんでいた直刃の小剣シヨートソードをグノバに渡すと、身をひるがえした。

「公王」

　倒たおれそうなリアラを支えて、グノバが呼びかけた。牢ろうに捕らわれながらも快活だったドワーフの顔に、エフェメラは、はじめて不安の表情を見た。

「わしが、お前たちを見捨てたことがあったか？」

　常に先せん陣じんに立ち、常に最後まで戦う、それが将軍カータリオン・ティーグであった。

　グノバは、黙だまって首をふった。

「お気をつけて」

　カータリオンはうなずいて去った。

　謁見の間は、混乱していた。視界も、行く手もふさがれ、戦うこともできずにいる。

　いくつかの火柱があがったあと、その一つが人間が走るほどの速度で動き回りはじめたのである。規則正しく縦に横に、それは炎を後に残して、謁見の間をくまなく走り回った。

　それに割りこまれて、戦っていたアンディと武官は飛び離れざるをえなかった。アンディにとっては、幸運だった。あと一息のところを邪魔されて、武官は大きな声で銀の月に住むという火のグラグ元素神ドリアをののしった。

　いつも湿しめり気が多いキーンブルクの城には、火災への備えがほとんどない。必要があるとは思われなかったのだ。いつでも、すぐそばに膨ぼう大だいな水があるのだから。しかし今は、滝たきの水はなんの役にも立ってくれなかった。

　炎に追われ、はばまれて、アンディはサーナのところにたどりつくことができない。

　遠ざかる白い顔に、アンディは叫さけびを叩たたきつけた。

「答えろ！　ラスティ・クルツという男を知っているか！　トリースのターデンの街に来たことはあるか！」

　アンディの叫びは、轟ごう音おんにはばまれて、届かない。天井にひびが入り、柱が一本折れた。謁見の間は、一いつ瞬しゆんにして業ごう火かの地じ獄ごくに変じていた。

　燃えあがる炎は、アンディの視界を覆おおい隠した。

「ちくしょうっ！」

　アンディは、盾たてを床に叩きつけた。がんと音を立てて、盾は跳はね返る。

　目を閉じる。

　父よ、母よ、妹よ。

　そして彼は、盾を拾うと身をひるがえした。次の機会はある。きっとある。それを信じた。アンディは、ようやく理性を取り戻もどし、エフェメラの身を案じはじめた。

　そうだ、このままでは、メノアやタッタだって、どうなるかわからないではないか。

　しかし、すでに周囲はすべて炎の壁かべに閉とざされている。アンディは、もっとも火勢の弱い場所を選んで、両腕で顔をかばいながら、その身を躍おどらせた。




　アンディが案ずる妹は、とりあえず無事でいた。疑ぎ惑わくと不安に気も狂くるわんばかりになってはいたが、怪け我がはしていない。

　燃えあがった炎は、彼女の身にも迫せまりつつあった。だが、それが二種類の敵からも、彼女たちを隠してくれていた。

「おじさん、リアラさん、これどういうことなの？」

　エフェメラは、そう訊たずねるしかなかった。他のことを訊ねようにも、あまりにも彼女は何も知らなすぎた。

　そう言えば、この二人とは、まだ出会ってほんのわずかなのだ。あたしたちは、お互たがいに何も知らなかった……。エフェメラは、そのことを思い知らされていた。

「エフィさん、私たちは……、私たちは……」

　リアラは、言葉を探そうとしたが、なかなか見つからないようだった。

「嬢じようちゃん、信じてもらえんか？　わしらは決してあんたたち双ふた子ごに悪意は抱いだいていない。いや、誰だれに対しても、だ。事情はある。説明しきれんほどにな。いつか、話せる日も来よう。話せる範はん囲いのことは、すぐにでも話そう。しかし、今は」

　エフェメラは、一瞬、躊ちゆう躇ちよした。どうしよう。一いつ緒しよにいたのは、ほんの数日でしかない。そのあいだに、この人たちから感じたことを信じていいのだろうか？　未熟な自分の直感を？

「エフィ」

　背後から、弱々しく呼ぶ声があった。

　その声を聞いて、エフェメラは心の底から嬉うれしかった。安心した。

「兄さん！」

　ふりむいて、愕然とした。それから、吹ふきだした。

「なあに、その顔」

　アンディの顔は煤すすで真っ黒、おまけに片方の眉まゆが焦げてなくなっている。

「大だい丈じよう夫ぶなのですか」

　リアラが駆かけよった。

「腕の火傷やけどがひどいわ」

「え」

　エフェメラの笑いがぴたりと止まった。

「ど、どうしよう」

　うろたえている。リアラは、彼女を安心させようとにこりと笑った。無理をしている。エフェメラは、その笑え顔がおを見て、自分がどうするべきかわかったような気がした。

「大丈夫です」

　アンディはきっぱりと言った。

「それよりも、今はメノアちゃんとタッタが心配だ」

「いいのか、しかし」

　グノバが、縛しばられてしびれた手足に感覚を取り戻そうと、それをぶらぶらとふりながら言った。ドワーフの視線は、炎の向こう、さきほど、あの女がいた場所に向いている。

「じつはな、アンディ。一つ教えておきたいことが……」

　重たげに口を開こうとするグノバを見て、エフェメラは決めた。信じよう、自分の感覚を。

「後に、しましょう」

　アンディは、苦しげに言った。傷が痛むわけではない。

「そうだよね。今、変なことを教えたら、兄さん、また火の中に飛びこんじゃうもん」

　エフェメラの言葉に、アンディは苦く笑しようした。

「わかってるじゃないか、エフィ」

「読みやすいのよ、兄さんは」

　リアラとグノバは、顔をみあわせた。

「さあ、行きましょ。メノアちゃんとタッタくんを助けたら、全部教えてもらうから、ちゃんと頭の中で整理しといてね」

「ええ」

　涙なみだぐみながらうなずくリアラを見て、アンディはきょとんとした表情になった。

「エフィ、お前、いったい何をしたんだ？」

「なんでもかんでも、あたしのせいにしないでよ。余計なお喋しやべりをしてると、出られなくなっちゃうよ」

「ちょっと、その忠告は遅おそかったようじゃな」

　グノバが悠ゆう然ぜんと呟つぶやいた。立ち直りの早さは、ドワーフの頑がん丈じようさ──鈍どん感かんさだという者もいるが──なのか、年の功なのか。

　炎は、すっかり彼らを取り巻いている。

「私にやらせてください」

　リアラは、舞まうように手足を動かした。サリカの信者が魔ま法ほうを行使する時に踊おどる、呪じゆ舞ぶであった。扇おうぎを動かすように、リアラがてのひらをはためかせると、風が生まれた。そよ風ではない。それは、炎を吹き飛ばし、脱だつ出しゆつ路を作るほどの風だった。サリカは、昼夜を司つかさどる天空の女め神がみでもあるのだ。
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　アンディたちが、部屋の外へと通じる扉とびらに手をかけたちょうど、その時。

　カータリオン公王は、燃えあがる炎ほのおと崩くずれ落ちる天てん井じようをかいくぐって、どうにか謁えつ見けんの間の端はしまでたどりついていた。サーナと、彼女が連れていた魔術師ウイザードを問いつめるどころではない状態だ。

「これが、たった一人の魔術師ウイザードにできることなのか……」

　慄りつ然ぜんとした口調で、彼は呟いた。彼とて、ガヤンの入信者だ。《光ライト》くらいの初歩の呪じゆ文もんなら使えるし、他の使い手も知っている。

「ブラネスの魔術師ウイザード団にならば、この程度の使い手は珍めずらしくないのだろうがな」

　彼は、建国戦争のおりに同盟を結んだ、険しい山中に住む世捨て人たちのことを思いだした。正面からのぶつかりあいを好む彼は、めったに出会わなかったが、その魔ま術じゆつのすさまじさは噂うわさに聞いている。あるいは、あのローブの男はその魔術師ウイザード団にゆかりのものなのだろうか。

　部屋の中は、完全に火の海だ。気がついて駆けつけた者たちもいるだろうが、これでは手のつけようがあるまい。

　カータリオンは扉に手をかけた。この向こうは露台バルコニーの一つ、確か、緊きん急きゆうに備えて下に通じる縄なわ梯子ばしごがもうけてあったはずだ。治にいて乱を忘れぬ、言い換かえれば騒そう動どう好きのカータリオンは、昨夜のうちにあれこれと有事の備えを確かめていたのである。

　扉を開けた。

　冷たい空気が、頰ほおに当たった。

　そこにサーナがいた。かたわらには、ギルカンテが控ひかえている。少女のころをすごしたサリカの神しん殿でんから戻って以来、彼女のかたわらから、この男が離はなれたことはない。石像のように無表情だが、カータリオンはときおり見せる、粘ねばつくような視線が気にいらなかった。

「おお、無事だったか」

　ほっとした顔が、すぐに険しくなった。状じよう況きようを思いだしたのである。

「どういうことなのだ、これは」

　カータリオンは、姪めいにつめよろうとした。どこにいったのか、魔術師ウイザードはいない。ギルカンテが、そのカータリオンの前に進みでた。彼の手に、まがまがしくぬめりと光る剣がある。

「なんのつもりだ」

　尋じん常じようのものではない光を、二人の各おの々おのの瞳ひとみに認めて、カータリオンは腰の小剣シヨートソードに手を伸のばした。だが、そこに求めるものはない。そうだ、先刻グノバに渡わたしてしまった。一瞬のその狼ろう狽ばいが、カータリオン公王の動きを遅おくらせた。

「！」

　声にならない呻うめきが、彼の喉のどからもれた。ずぶりとめりこんだ剣は、深々と彼の腹をえぐった。剣けんが引き抜ぬかれた。

「なぜ、なぜなのだ、サーナ。誰にそそのかされた」

　すがるように伸ばされた届くはずもないカータリオンの手をかわしながらサーナは命じた。

「やって」

　ギルカンテは、わずかな躊躇もなくその言葉に従った。血しぶきがあがる。

「〈結社〉の命令なのか。あの女どもを信じたわしが……」

　さらにギルカンテの剣が深くもぐりこむ。

「わしが、馬ば鹿かだったか……」

　戦場を往来することいくたびか。幾いく多たの激戦をくぐりぬけた帝てい国こくの重じゆう鎮ちんは、こうして斃たおれた。みずからの死の、真の理由を知らぬままに。

　彼の死は、帝国全土に巨きよ大だいな波は紋もんを投なげかけるが、それはとりあえず、双子たちの運命とはかかわらない。

「ごめんなさい、伯父おじさま」

　ギルカンテがひきずっていくその死体を見ることもせず、サーナは呟いた。その表情には、哀かなしみも憎ぞう悪おも後こう悔かいの念もなく、ただ恐きよう怖ふの色だけがあった。

　カータリオン・ティーグの側近武官ドラクは、炎の中で主君を探し求めていた。金きん髪ぱつの若者と戦っているうちに、見失ってしまったのだ。自分自身のうかつさに、彼はほぞを嚙かんでいた。

「ドラクさま、まだ炎の中を探されるので？」

「閣下はすでに、外に逃のがれられたのでは？」

　彼のかたわらには、二人の部下がいる。彼らも、公王守護の任をもつ騎き士しであった。

「かもしれん。だが万が一ということもある。お前たちは、戻もどってかまわんぞ」

　戻れといわれても、そうはいかなかった。できるものならそうしたかったろうが、あえぎながら、彼らはついてくる。

　汗あせまみれになり、喉を嗄からしながら、ドラクは、叫さけび続けた。見た目はふけ気味だが、実際には彼はまだ若かった。父の代からカータリオンに仕えている。側近武官としてとりたてられてからは、三年になる。その間に見聞した主君の人格に、彼はすっかり心服していた。

　ドラクとて、脱出を考えなくもなかった。だが、もしも公王が炎の中に取りのこされていたら、自分は一いつ生しよう涯がい後悔することになるだろう。だから、彼は脱出することなく、炎の中で主君を求めていた。ドラクの、カータリオン公王への忠誠心と有能ぶりは、誰もが知るところだ。部下たちとて、その点でそうそう劣おとるものではないが、この熱気と煙けむりは意気をくじく。

　それは、徐じよ々じよにドラクからも、判断力を奪うばいつつあった。

　突とつ然ぜん、彼のゆくてで炎が薄うすれた。それをいぶかしく思うより先に、ドラクは進み出ていた。

　炎の向こうに人ひと影かげがある。歓かん喜きを覚えながら、彼は走りよった。

「閣下！」

　喜びの声は悲鳴に変わった。

　人影は二つあった。ほとんど重なりあっていたので、一つに見えたのだ。カータリオン公王と、あの金髪の若者だった。その髪かみは炎を映して赤く輝かがやいている。その形相は悪あつ鬼きのように歪ゆがんでいた。若者の剣が、カータリオン公王の腹部に深々と突つき刺ささっていた。

「おのれ！」

　周囲に燃える炎より熱い灼しやく熱ねつが、ドラクの心のうちで爆ばく発はつした。

　だが、その時、いっそう燃えあがった炎がカータリオン公王の体をつつみこんだ。顔をおおって、金髪の若者の姿が、公王を離れる。ずるりと抜けた剣は、血に濡ぬれていた。

「待て、逃にがさん」

　ドラクは、だっと駆けだそうとした。

「いけません、ドラクさま」

　部下たちが、あわてて彼にしがみついた。

「放さんか！　公王さまをお救いするのだ」

「無理です。もう遅い」

　そう言った部下の顔を、ドラクの肘ひじが思いきり打った。鼻から血を流しながら、彼は上司を制止し続けた。

「放せ！　公王さまが斃れられるなどということがあるものか！」

「駄だ目めです。ドラクさままで死なせるわけにはまいりません」

　炎は再び燃えあがり、ドラクと斃れた公王の姿のあいだをさえぎった。

「公王閣下ぁ！」

　絶ぜつ叫きようは崩れる天井にかき消された。公王の姿があったあたりには、ひときわ大きな瓦が礫れきが落ち、もうその姿はどこにもない。

「閣下、必ず復ふく讐しゆうしてご覧にいれますぞ！　たとえ闇やみの月に逃げこもうと、あやつを追いつめることを、わたくしは誓ちかいます！」

　血の涙を流しつつ、ドラクは絶叫した。彼は、なぜかあの金髪の若者が逃げのびたことを確信していた。カータリオン公王ほどの人物を殺した者が、たかが火事などによって死んでたまるものか。必ず我が手にかける。それは、そんな屈くつ折せつした心理のなせることだった。

[image: ]

　主君の死によってなかば錯さく乱らんした彼らには、目もく撃げきした光景の不自然さに思いを至らせる余よ裕ゆうはなく、それが、魔術による幻まぼろしにすぎないなどと、気がつくはずもなかった。




　炎と煙にへだてられて、ドラクには見えていなかったのだが、同じ光景を目にして、歓喜を覚えている男もいた。

　エザグラク・トロムである。

　だが、彼の喜びは一いつ瞬しゆんのことだった。まわりをすっかり取り囲んだ炎が、彼に運命を思い知らせたのだ。いかに宿敵カータリオン・ティーグが斃れたとはいえども、自分が焼け死んでしまっては意味がない。手て柄がらは、立てた自分が誉ほめたたえられてこそ意味があるのだ。

「くそっ、なぜだ。なぜ、高貴な血をひくこのわたしが、こんなところで焼け死ぬのだ」

　左右と前は炎の壁かべ、背後には石の壁。彼には、どこにも逃げ場はない。いくら呼んでも、不実な部下たちはやってこない。

　彼は泣き喚わめいた。その嘆なげきの声は、はじける炎と崩れる部屋の音によって、誰だれにも届かないのかと思われた。

　だが。

「高貴な血であろうが、なんであろうが、炎にはみわけられまいよ」

　嗄しわがれた老人のような声が、エザグに届いた。

「お、お前は」

　エザグの目が、かっと見開かれた。揺ゆれる炎の中からにじみ出るようにあらわれる影かげがある。身にまとったローブの端一つ、焼け焦こげてはいない。

「こ、黒翼鳥ぉ」

　エザグの声は、味方との再会を喜んでいるようには聞こえなかった。むしろ、怖こわがっているように聞こえた。

「怖いかな、我が」

　黒翼鳥は、かすれた声で言った。その声は、煙に巻かれたせいではない。強力な魔術の才能を得るための、それは代だい償しようだった。魔術師ウイザードは、常人と違ちがったしるしを肉体に刻まれて生まれてくる。ある地方では天の恵めぐみと貴とうとばれ、別の地方では〈悪あく魔ま〉の使いと忌き避ひされる。

　ローブの奥に隠かくされた顔が、自分を嘲ちよう笑しようしているのではないか。そう考えたエザグは、きっと姿勢を正した。

「ザノン貴族は、何者をも恐おそれぬ」

「死は、いかがかな？」

　黒翼鳥の声はますます低く沈しずみ、エザグの声はきんきんと甲かん高だかかった。

「死とて恐れぬわ。さきほどのは、ただ、崇すう高こうなる使命が果たされぬのが悔くやしかっただけだ」

　エザグは、早口に言葉を続けた。

「さあ、早くわたしをここから連れ出してくれ」

「出て、どうなさるのかね」

「決まっているだろうが、カータリオン・ティーグを討うち取った英えい雄ゆうであるこのわたしが、ザノン貴族を率いて、帝てい国こく討とう伐ばつに立つのだ」

「じっさいに手を下したのは、あの若者であろう」

　エザグは渋しぶい顔を作った。

「馬鹿を言うな。貴族どころか、ザノンの民たみですらないのだぞ。いつ裏切るかもしれん。早々に処理しなければならん。指導者は、やはりわたしのように優ゆう秀しゆうな人物でなければならんのだ。わたしがザノン貴族の頂点に立てば、お前も宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ官かんくらいにはなれるぞ」

　黒翼鳥はうやうやしく頭をさげた。エザグは胸を張った拍ひよう子しに、大きく煙を吸いこんでしまい、激しく咳せきこんだ。

「はっ、早くしろ。このままでは、煙に巻かれてしまう」

「そうだな、それが、いちばん楽なのだがな。だが、やはり自分の手をくだしたくなる。我の悪い癖くせだ」

　黒翼鳥の言葉に、エザグはぎょっとした顔を向けた。

「今、きさま、なんと言った」

　それに答えず、黒翼鳥は片手をエザグに向けて伸ばした。

「よせ、わたしに触ふれるな。高貴なるザノン貴族に魔術師ウイザード風ふ情ぜいが」

　エザグはさがろうとした。しかし、背後は壁だ。

「我は魔術師ウイザードではないのだ、殿でん下か」

　黒翼鳥の手が、エザグの肩かたを摑つかんだ。細く、青白い手なのに、その力は強かった。

「何を……」

　エザグの唇くちびるがひび割れた。眼球が乾かわいた。舌が口の中にはりつく。皮ひ膚ふがはりを失い、急速にしわが増えていく魔ま法ほうだ。呪じゆ文もんを声にだすことも、動作もなしで、魔法を使ったのだ。

「あ、ああ……」

「欲よく張ばるからいけないのだよ。素す直なおに、カータリオンを殺したのは、あの若者だと認めていれば、こうならずにすんだのにな」

　噓うそだった。言葉の楽しげな響ひびきを聞けば、すぐに噓だとわかる。

　エザグの体内からはすさまじい速さで水分が失われつつあった。強きよう靱じんな肉体と、豊富な生命力の持ち主であれば、耐たえることができたかもしれないが──。

　エザグの手は、骨の上に皮をはりつけただけのしろものに変わっていた。それが、弱々しく伸のびて、黒翼鳥のフードの端はしを摑んだ。最後に残った命が、エザグにそれを握にぎりしめさせた。

　そして、彼は倒たおれこんだ。

　ずるり、フードが脱ぬげる。そこにあらわれたのは、女とも男ともつかぬ、美しい顔だった。口がいささか大きいのをのぞけば、ほとんど完かん璧ぺきな美び貌ぼうだ。髪は真っ白で、瞳ひとみが赤い。魔術師ウイザードの才能をもったものは、ほぼ例外なく、種族の平均に比べて薄い色の肌はだをもつ。だが、この邪術師ソーサラーの色は、ひときわ薄かった。

　完全に呼吸を止めたエザグに向かって、黒翼鳥は言った。

「我は邪術師ソーサラーなり。すなわち残ざん虐ぎやくなのだよ。知らなかったかね？」

　黒翼鳥は、死体を軽々と炎ほのおの中に投げこんだ。すべての水分を失った死体は、あっというまに灰になった。

「さて」

　フードをかぶりなおして、邪術師ソーサラーは呟つぶやいた。

「いよいよ、第一幕の終わりだ」

　ふところにもった魔力石パワーストーンの魔力を借りて、《耐火レジスト・フアイア》の呪文をかけなおした邪術師ソーサラーは、再び炎の中に戻っていった。

　すべてを滅ほろぼす炎の道こそが、黒翼鳥を象しよう徴ちようにもつ者が選んだ生き方なのだ。
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「奇き跡せきじゃな」

「神の御ご加護かもしれないわね」

「神は、みずから努力するものに手を貸してくださることはある。だけれど」

「はいはい、お説教は落ち着いてから聞くわ」

　グノバとエフェメラの二人が、そんな言葉をもらすのも、無理はなかった。

　誰とも戦わずに、侵しん入にゆうに使った隠し通路まで戻ることができたのだ。さすがに、まるで出会わずにというわけにはいかず、途と中ちゆう、二度ほど消火にかけつける者たちをやりすごすのに、エフェメラの幻を使った。彼女はかなり疲ひ労ろうしている。リアラも、風を呼び起こすのに、かなりの体力を消しよう耗もうしている。

　だが体を休めている余裕はなかった。

　火事の騒そう動どうがおさまれば、彼らがどこから入りこんだのか、追つい及きゆうがはじまるに違いない。エザグ配下の兵士が捕つかまっていれば、早晩、白状させられるだろう。この城の規模なら、ガヤンの魔法の使い手の一人や二人はいるに違いない。

　捕とらえられること自体には、そう不安は抱いだいていなかった。彼らは、何もしていないのだから。

　四人は急いで隠し通路にもぐりこんだ。

　納骨堂の棺ひつぎを一つどければ、闇の中に通じている。

　まずアンディが、穴に身を躍おどらせた。相変わらず、隠し通路は湿しめっぽい。石いし畳だたみの上に、ぬるりとした苔こけがはえている。

「気をつけて、すべりますっ……！」

　言い終わらないうちに、アンディは転んでいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、兄さん？」

　少し笑えみを含ふくんだ声でエフェメラが言った。

「暗いもんだからな。何か光を灯ともせる品があればいいんだが」

「おまえさん《持続コンテイニユアル光・ライト》が使えるのかね？　それなら、これを使うといい」

　アンディは、グノバに渡わたされた小剣シヨートソードに、《持続コンテイニユアル光・ライト》の呪文をかけた。《光ライト》では、数分しかもたないが、これなら数日は大丈夫だ。もちすぎるので、かえって困る。下手へたなものにかけると、延々と輝かがやき続けてしまうのだ。鞘さやにおさめられる小剣シヨートソードあたりがちょうどよかった。

　太陽ほどではないが、充じゆう分ぶんな明るさで魔法の光が隠し通路を照らした。アンディは、組みあわさった岩の隙すき間まにそれをさしこんだ。そして、グノバが上から支え、アンディが受け止めて、リアラとエフェメラをおろした。最後にグノバが、三人の組んだやぐらを頼たよりに下りてきた。

　アンディは鞘を腰こしにさして、輝く小剣シヨートソードを手に取った。狭せまい隠し通路では足音もよく響く。できるかぎり静かに、四人は歩きはじめた。

　黙だまって歩いていると、エフェメラはいやな想像ばかりしてしまう。もしかして、先に脱だつ出しゆつしたやつらが、メノアを……。それをふりはらおうと、エフェメラは話しだした。

「ねえ、あの魔法使い、どうしてあんなことをしたのかな？」

　誰にともなく、エフェメラは話しかけた。

「あれがエザグの言っていた、同志だったんだろう」

　アンディは、簡単にそう答えた。

「それにしては、なんかずいぶんとやりすぎだったんじゃない？」

「そうかな？」

　アンディは首をかしげた。

「ぼくはそれほどだとは思わないけれど」

「兄さんは裏を読むってことをしないから……」

　エフェメラは嘆たん息そくした。

「あれは魔術師ウイザードじゃなかったよ、エフィ」

「え？」

　では、なんだというのだ。

「あれは邪術師ソーサラーだ、おそらく。〈悪魔〉の使徒だ。彼らにとっては、死と破は壊かいは、極力拡大すべきこと、あれでふつうなのさ」

　アンディは、石の壁を叩たたいた。がっと破は片へんが飛び散るほど強く。

「兄さん、罠わながあるかもしれないから」

　エフェメラが、気分を変えさせようと、そう言った。

「これで、はっきりした。青い爪つめの女は、やはり〈悪魔〉に憑つかれているんだ。邪術師ソーサラーがいたのが何よりのあかしだ。爪が青いのは、そのしるしだ。ぼくの考えは正しかった」

「うん。そうかもしれないね」

　エフェメラはうなずいた。彼女は、どうやら、そうは決めつけられないことに気づいていたが、今、兄にそれを説明しようとは思わなかった。炎の中でのやりとりが、どういう意味だったのか、彼女自身にもよくわかっていないのだ。

「メノアちゃんとタッタくんを助けたら、やっつけようね」

　だからといって青い爪の女を見み逃のがすつもりは、エフェメラにだってない。双ふた子ごは、あえてグノバとリアラのこわばった表情に気がつかないふりをしていた。先刻のことを訊たずねたかったのだが、抑おさえていたのだ。

　それからしばらく、また沈ちん黙もくが続いた。

「先刻の約束だがな、嬢じようちゃん」

　ふと、グノバが口にした。何かを決断したような表情だ。

「今のうちに話しておいたほうがいいんじゃないかと思うんじゃ」

　そう言うと、グノバはリアラの顔色をうかがった。彼女は、返事もしない。考えこんでいるようすだ。

「リアラ？」

　もう一度呼びかける。

「少し、もう少し待ってください」

　グノバは、すまなそうにエフェメラを見た。

　彼女はこっくりとうなずいた。

「あの男が邪術師ソーサラーだというのは確かなのでしょうか」

　突とつ然ぜん、リアラがアンディに問いかけた。

「ぼくは故郷で何度か出会ったことがあります。あの独特の雰ふん囲い気きは、忘れません」

　アンディは、そう答えた。邪術師ソーサラーは、常にその身辺に邪じや悪あくと死、そして破壊の香かおりをただよわせていると、人々は言う。

「まさか、そんなことをサーナが……」

「知りあいなのですか」

　グノバが、そっとアンディを押さえた。彼は、ぐっとくちびるをかみしめた。その瞳に、狂くるおしいあせりの光が浮うかんでいる。叫さけびだしたい心を、必死で抑おさえているのだと、エフェメラにはわかった。

「何から、そしてどこまであなたがたに話していいのでしょう」

　滝たきの音がそろそろ聞こえはじめたころに、ようやくリアラが呟いた。アンディの顔に、緊きん張ちようの色がさっと塗ぬられた。一言一句たりとも聞き落とすまいと、身構えている。

「グノバ、あなたも知らないことがたくさんあるのよ」

　ドワーフは、ゆっくりとうなずいた。

「何を聞かされても、いまさら驚おどろくでもないわい。生まれたての時に、他ほかならぬ異神アウター・ゴツズを見てしまったこのわしじゃ」

「まず、グノバさんの知っていることから話してもらったらどうかしら」

　エフェメラが提案した。

「そして、足りないとこを、リアラさんに補ってもらえばいいわ。それに」

　真しん剣けんだった顔を少し崩くずしてエフェメラは言った。

「ここなら、兄さんも炎に飛びこまないですむし」

「ああ、ここには火は燃えていないからね」

　エフェメラは兄の顔をのぞきこんだ。もしかすると冗じよう談だんだったのかもしれないが、くすりとも笑われなかった以上、それを認めるくらいならくそまじめを押し通すほうをアンディは選んだらしい。

「と言っても、わしの聞かされたことは、たかが知れている。昔、帝てい国こくの傭よう兵へいをしていたころの仲間に頼たのまれたのじゃ。リアラとメノアを、トールと父子おやこの名乗りをするまで守ってやってくれとな。本来ならば危険はないはずじゃった。だが、なにやらちょっかいをかけてくるものがいるので、とな。仲間は、そいつの正体をつきとめようとして」

　グノバは、一度大きく息を吸った。

「死んだわい、あの馬ば鹿かが」

　死んだ人物との友情が、その一言にあらわれていた。

「でもさ、それは、その」

　エフェメラは言いにくそうにした。

「どうしたんだ、エフィ、珍めずらしいな」

　そう言ったアンディの横顔を、エフェメラは思い切り睨にらみつけた。

「兄さんは、さっきいなかったから、わかんないだろうけど、そのちょっかいを出してきたっていうのは、やっぱりあの正夫人の人なんじゃないかしら」

　エフェメラの声は、遠えん慮りよがちに先細りになった。リアラの顔つきが、見る見るうちに暗くなったからだ。

「サーナは、友だちでした」

　遠い日を見る瞳ひとみになっていた。

「サリカの修道神しん殿でんで、ともに暮らしたのです。あれは戦争のさなかでした。私たちは年も近くて、いつも一いつ緒しよでした。十五の年まで、あの子はいつもそばにいたのです。私を姉のように思っていてくれました」

　リアラの口もとに、ほんのかすかに笑みが浮かんだ。

「あの子がいつも口にしていた許婚いいなずけと、私が出会ったのは、南の戦争の時でした。ほんとうはキーンブルクの戦いの時にも、顔はあわせていたはずなのですけれど、その時はどちらもまだ子供でしたから。だから、出会ったのは、やっぱりあの建国帝ていが討ち死にをした戦いの発ほつ端たんのころ、あの時だと言ったほうがいいと思います。私が手伝いに派は遣けんされていた前線のペローマ神殿の治ち療りよう院に、毒矢の傷で運びこまれたのですわ。その時は、こんなことになるとは思わなかった……」

　ペローマは青の月の一柱、理性の神だ。また、保存と修復の神でもある。その神殿には、しばしば学校や治療院が併へい設せつされている。

「そこで、その……」

　エフェメラは、思わず瞳を輝かせ、空想の翼つばさを羽ばたかせていた。傷ついた若き騎き士しと、看護する若き乙女おとめ、生まれる恋こい、でもそれは親友の婚こん約やく者しや、禁断の恋なのだ。物語で語られた恋の当事者が、目の前にいるのだなとエフェメラは思った。

　彼女は、まだ、本当の恋を知らない。故郷の街では、讃さん美び者しやには事欠かなかった。胸をときめかせたことはある。でも、胸を焦こがす思いは、まだ経験がない。

　我に返ると、リアラの言葉が続いていた。

「一夜だけのはずでした。私たちの契ちぎりは。本気になるべきではないと言われていましたし。そして、その一夜で、私はメノアをみごもったのです。与あたえられた予定どおりに」

「どういうことです？　そういうことは、それこそ神のおぼしめしで……」

「兄さん、最後まで話を聞こうよ」

　無骨な口調で問いかけたアンディを、エフェメラがさえぎった。

「あたしは、本気になるなって言われた、ってほうが気になるけど」

　兄を止めておいて、エフェメラはもう一つの核かく心しんをついた。

「それは……」

　リアラは口を閉とざした。

「ごめん。リアラさんたちにだって、それぞれの事情があったわけだよね……行こっか」

　エフェメラは、話すより先を急ごうとうながした。

「サーナと私は、ただの親友であったわけではないのです」

　リアラはぴたりと足を止めた。

「これ以上聞けば、あなたたちは引き返せなくなります。それでも、よいのですか？　それを知れば、まきこまれることになりますよ」

　アンディの顔に躊ちゆう躇ちよの表情が浮かんだ。エフェメラは知りたかった。だが、ただの好こう奇き心しんだけで踏ふみこんでいい領域の話だとは思えなかった。兄の葛かつ藤とうはわかっていた。もしも、話を聞かないことがリアラたちを見捨てることなら、そんなことはできない。しかし、巻きこまれて、父の仇あだ討うちという目的を忘れることになってはと、そう苦く悩のうしているのだ。

　そうだ。エフェメラは思いついた。

「兄さん、サーナって、あの青い爪の女だよね」

　アンディの顔に、それをあらためて思い出させてくれたエフェメラに感謝する表情が浮かんだ。そうだ。わかっていたことだが、それがあるからには、ぼくは引き返せないのだ。

「わかりました。ぼくはかまいません。でも、危険のあることなら」

　アンディの目が、エフェメラを見た。エフェメラは、必死でそれを見返した。いやだ。自分一人だけ、おいていかないで。

「妹は」

　兄さん、お願い。

「妹自身の考えで、聞くかどうかを決めるべきだと思います」

　ああ、兄さん。エフェメラは、兄に抱だきつきそうになるのを、一いつ所しよ懸けん命めいにこらえた。

「聞かせて、リアラさん」

　エフェメラは、静かに言った。

「まず、これを見てください」

　リアラは、ゆっくりと手て袋ぶくろを脱ぬいだ。

　その爪が、青い。同じだった。サーナと。父を殺したあの女と。

　双子は凝ぎよう然ぜんとその爪を見つめていた。

　頭の中が、混乱しているのだ。青い爪の女は、たった一人だと思っていた。それが、立て続けに二人だ。しかも一人は友人だ。混乱するなと言うほうが、どうかしている。

「〈結社〉の絆きずなの、これがあかしです。知ったからには、〈結社〉の一員となる絆を誓ちかうか、それともすべてを忘れるしか道はありません」

「……〈結社〉？」

　双子の呟つぶやきに、リアラはうなずいた。

「ええ。正しくは〈聖なる母の結社〉といいます。子を産む女たちの〈結社〉です。トールと私の出会いも、そして別れも〈結社〉の計画でした。メノアも〈結社〉の子。でも、静かに暮らせるはずでした。メノアは、わずかに月の配置がずれた時期に生まれたからです。でも〈結社〉は、突然指示をよこしました。月の配置は修正できる。だから、あの子をカータリオン公王に預けよ、と。いずれ選ばれた夫と結けつ婚こんさせるために」

「まあ、ずいぶん気が長い計画だこと」

　エフェメラは、天を仰あおいでみせた。こわばった自分の心を、みなの心をほぐすには、おどけるのがいちばんだ。シャストアの神殿は、そう教える。だが、エフェメラが未熟なのか、アンディとリアラの表情は変わらない。

「本気、なの？」

　エフェメラも、あらためて、そう問うしかなかった。

「これまでも〈結社〉はそうしてきたのです。最後の目的に向かって。……一千年も」

　気の遠くなるような年月だった。

「その目的というのは、そんなに素す晴ばらしいものなんですかっ」

　アンディの語気が荒あら々あらしかった。リアラは答えない。

「そのためには、人の命を奪うばうことも辞さない、とでも？　〈悪あく魔ま〉と手を組むことでも？」

「まあ、落ちつけ、アンディ。〈結社〉は〈悪魔〉とは関係ない。むしろ敵対しているとも。わしが保証してやる」

　若者の言葉に危険な響ひびきを感じとって、グノバはその肘ひじをつかんだ。アンディは、それをぴしりとはらいのけた。

「いったい、なんなのです、〈結社〉というのは！　なんの権利があってそんなことをするのです！　まさか……その〈結社〉とやらが、父を殺したのですか！　計画の邪じや魔まをしたから？　あなたも、仲間なんですかっ！　なら」

　アンディは、リアラに摑つかみかかろうとした。グノバが、止めるより早く、エフェメラが二人のあいだに割ってはいった。

「兄さん、よしてよ」

　両手を大きく広げて、リアラをかばい、兄を睨みつけた。

「どけ、エフィ！　お前だって父さんの仇かたきをって言ってたじゃないか」

「そうだよ、そうだけど」

　一度信じると決めた。だからひるがえさない。

「そうだけど、落ちついてよ、兄さん。リアラさんをどうするつもりなの？　ちゃんと話を聞いてよ」

　アンディが、片手をふりあげた。

　ぶたれる。エフェメラは、思わず目をつぶった。

　何も起きない。そっと目を開けると、アンディはかたわらの壁かべに背中を預けていた。ふりあげたはずの手は、その顔をおおっていた。

「まったく、エフィ、お前ってやつはいつもいつも……」

　エフェメラは、うなだれ、力なく言った。

「ごめん、兄さん」

　すっとアンディの手が顔を離はなれた。あらわれた顔つきは、もういつものアンディに戻もどっている。手はくしゃっとエフェメラの髪かみをかき回して、そっと頭を抱きよせた。

「いつも、ぼくがどうすればいいのか知っているんだな」

「お兄ちゃん」

　エフェメラは、兄の胸に額をおしつけて、一ひと粒つぶだけ涙なみだをこぼした。

「だって、あたしたち母さんのお腹なかの中から一緒じゃない」

　そっと呟いた声は、アンディの耳にすらはいらなかった。

「私は、所しよ詮せん、〈結社〉においては末まつ端たんにすぎません。〈結社〉の女たちは、自分が与えられた使命の他ほかには、何も知らされないのです。私は母から、母は祖母から、祖母は曾そう祖そ母ぼから、そうしてきたのです」

　リアラは、言葉を続けた。身をよせあっていた双ふた子ごは、同時にこう言っていた。

「ちょっと、待って」

「しばらく、待ってください」

　顔をみあわせて、軽く笑う。

「整理させてください」

　アンディは言った。整理というよりは、教えられたことを咀そ嚼しやくするための時間が必要だった。青い爪つめの女は、てっきり〈悪魔〉とのかかわりがあると思っていた。ひそかに〈悪魔〉教団の跳ちよう梁りようを調べていた父は、そのことで殺されたのだろうと考えていたのだ。

　だが、そうではなかったのだとすると？　青い爪の女が、何人もいるのだとすると？

　考えたところで結論がでるわけもない。リアラに訊たずねるしかないのだ。彼女とて、どこまで知っているかわからないが。

　だが、その機会はついに与えられることがなかった。

「おい、なにか妙みような音がしないか？」

　アンディが言った。

「滝たきの音でしょ？」

　確かに滝の音は、かなり激しくなっている。

「そうじゃない」

　アンディの言葉に、エフェメラは耳を澄すましてみた。

　かすかに聞こえた。ぎりぎりと音がしている。重い物が、こすれあうような音だ。それは徐じよ々じよに大きくなり、かなり激しくなってきた滝の音を、かき消すほどになった。

「気をつけろ！」

　グノバが警告した。

「なにか、おかしな仕し掛かけが動いてるぞ」

　床ゆかが震しん動どうしはじめている。

「ここ、来る途と中ちゆうに罠わなが見つかったところじゃない？」

「あの盗とう賊ぞくめ！　戦いになれば姿はくらますわ、罠の解除まで中ちゆう途と半はん端ぱか！」

　グノバは、むっとしたようすで怒ど鳴なった。

『ということは逃にげのびたのかな』

　エフェメラは、ちらりと思った。

「こっちの壁が動いている。エフィとリアラさんは逆に」

「二段がまえの罠ってこともあるわよ」

　エフェメラは、兄のかたわらを動こうとはしなかった。リアラは、グノバの肩かたにつかまっている。

「壁が！」

　アンディが叫さけぶ。天てん井じようと壁のつなぎ目から、うっすらと光がさしこんでいる。細い線にすぎなかったそれが、段々と幅はば広ひろくなっている。

「開きよるぞ、こいつは」

　グノバの声は冷静だ。彼のいったとおり、壁はゆっくりと倒たおれこんで、開いていった。
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　水しぶきが飛びこんできた。先刻まで隠かくし通路だった場所が、滝の裏側に開いた、岩いわ棚だなになったわけだ。

　膨ぼう大だいな水の壁を通じて、太陽の光がさしこんでくる。陽光が、小剣シヨートソードに宿った魔ま法ほうの光を、目立たなくさせた。アンディは、それを鞘さやにおさめて、かわりに盾たてを手にとった。

　壁が開くと、そこは滝の裏に刻まれた回かい廊ろうの一つだった。というか、途中で途と切ぎれた張り出し式の回廊である。倒れこんだ壁がそこをつなぐように、しかけられていたのだ。

　その回廊から、あらわれた者たちがいた。

　三人だ。

　女、中年の男、そしてローブの人物。

　サーナ、ギルカンテ、そして黒翼鳥であった。

　ギルカンテは、全身を厚い板金鎧よろいで包んでいた。失った左手には鉤かぎがはめこまれている。右手には抜ぬき身の剣がある。

　サーナもまた、武装していた。両手にもつのは、バトル・ファンだ。身につけた革かわ鎧よろいは実用本位の質素なものだった。

　その瞳ひとみは、ぎらぎらと輝かがやいている。

「サーナ」

　リアラが呼びかけた。グノバは盾を、アンディはソードブレイカーを、エフェメラは弓を手にとった。いつでも、突とつ撃げきできるように体勢をととのえる。だが、あらわれた彼らは、いきなり襲おそいかかってこようとはしなかった。

「サーナ、いったい、どうしたの、あなたは？」

「訊きかないで、リアラ」

　そう応じるサーナの呼気にすら怒いかりの成分が含ふくまれているようだった。

「訊かないでですって！　私を、娘むすめを襲わせておきながら、それはないでしょう。どういうことなの？」

　だが、リアラのようすと比べれば、わかる。サーナは、ただ怒おこっているのではない。そこにあるのは嫉しつ妬とであり怯おびえであり、そして歪ゆがんだ愛であった。

「その男は邪術師ソーサラーだと聞いたわ。〈結社〉の一員ともあろうものが、どうしてそんな者と」

「〈結社〉！」

　サーナはぶるんと頭かぶりをふった。

「〈結社〉は与あたえてくれないわ。奪うだけよ。だからわたくしは、自分の力で守ることにしたの。奪わせないわ、決して」

「何を言っているの？　誰だれが、あなたから奪うと言うの。奪われるのは私だわ。かつて、トールをあなたに譲ゆずったわ。そして、今度はメノアを」

　リアラの瞳からとめどなく涙があふれ出る。

「あなたの幸せのためだと思ったから、トールをあきらめたわ。メノアだって……。この私が耐たえているのに、なぜあなたが、裏切るのよ。そんな権利ないわ！」

　エフェメラは、その目と耳を疑っていた。あのリアラが、子供のように泣き叫んでいる。

「サーナ、メノアに、トールをとられるとでも思ったの?!　あなただって聞いているはずよ、計画は！　それともダーナの地位が脅おびやかされるとでも」

　サーナは表情を変えない。

「聞いているわ、リアラ。あなたよりも、もっと詳くわしいところまでね。〈結社〉の母上たちが、わたくしたちの心など、塵ちりほどにも考えていないこともね」

　リアラがとりみだすほどに、サーナの顔は冷たく凍こおりついていく。彼女は呼びかけた。

「もし、今あなたが言ったことが心の底からの言葉なら」

「ええ、そうですとも」

　うなずくリアラの頰ほおは、びしょ濡ぬれになっている。

「なら、そこをどいて。ひょいと出てきて、わたくしたちのトールを奪おうとしている、その小こ娘むすめを殺させてちょうだい」

「え？」

　サーナの言葉と、視線が示している、その対象にエフェメラはとまどった。

　あたし？　あたしのこと？

　そうだ。サーナは、確かにエフェメラを見ている。

「どういうこと？　あたしは〈結社〉なんて知らないもん。トールなんて人は会ったこともないんだよ」

　エフェメラはぶるぶると頭をふった。それとも、まさか、自分でも知らないうちに、定められたことがあるとでも言うのか。わきあがってきたのは、恐きよう怖ふだった。

「ぼくの妹に、変な言いがかりはつけないでもらおう」

　エフェメラの視界いっぱいに、いつのまにか進み出たアンディの背中があった。幼いころにおぶわれた記き憶おくより、ずいぶん大きくなっているが同じ背中だ。

「こちらにも訊きたいことがある。あなたはラスティ・クルツという男を知っているか？　トリースのターデンの街に来たことはあるか？」

「知らぬ」

　サーナの言葉はそっけなかった。

　アンディとともにエフェメラとリアラを守ろうと動きかけたグノバをギルカンテが制した。

「こないだの決着をつけるかな？」

　にやりと笑ったグノバに、ギルカンテは無表情に答えた。

「お前を恨うらみはせぬ。お嬢じようさまの邪じや魔まさえしなければ、ほうっておいてやる」

　そうはいかなかった。

　じりり、とサーナがエフェメラに迫せまってくる。開いたバトル・ファンは、顔の右半分と左の乳ち房ぶさを覆おおうようにかまえられている。その姿は、かなりの腕うで前まえを感じさせた。

　リアラは、どうするべきか決断しかねている。

　ぶん。

　グノバの斧アツクスが風を裂さいたのが、合図になった。ギルカンテは、それを鉤で受け流した。黒翼鳥のローブを着た邪術師ソーサラーが、一言呪じゆ文もんを口にした。エフェメラは、矢を放ったが、それは的をはずれて、轟ごう々ごうとなだれ落ちる水流にのみこまれた。

　そのエフェメラに、サーナが迫る。アンディは、一歩も退ひかない。

「邪魔をしないでっ！」

　サーナが、わめく。

「やめてぇ！」

　叫びながらも、リアラは動けない。彼女の心が、その身を縛しばっている。

　サーナが、バトル・ファンを水平にして、アンディの首をなごうとした。それを、一歩踏ふみだして受けようとして、アンディは愕がく然ぜんとした。足が動かないのだ。足の裏が、地面にはりついている。

　邪術師ソーサラーの魔法だと気がついた時は、もう遅おそかった。アンディの喉のどから、真っ赤な血がしぶく。受け損そこねたのだ。もうほんのわずか深ければ、致ち命めい傷しようだった。

「兄さん！」

　エフェメラは、アンディのかたわらに進み出ようとした。

「馬ば鹿か、狙ねらわれているのはどっちだと思っているんだ」

　胸むなもとまでを血に染めて、なおアンディは妹をかばう。

「動けぬ身で」

　サーナが嘲ちよう笑しようをもらした。黒翼鳥の魔法の力を確かめた彼女は、ぐるりとアンディを避よけて、エフェメラに迫る。

「狙われてるのがあたしなら、あたしが戦うのが当たり前じゃない」

　エフェメラは、弓を捨て、細剣レイピアを抜こうとした。

「妹に手だしはさせないっ」

　アンディは渾こん身しんの力をこめて、魔ま術じゆつにとらわれた足をひきはがした。黒翼鳥が、小さく感かん嘆たんの声をもらす。自由を取り戻もどしたアンディによる予想外の一いち撃げきが、サーナを襲った。必中を期した一撃だったが、広げたバトル・ファンで、かろうじて彼女は受け止める。だが、体勢は大きく崩くずれ、膝ひざをついてしまった。

「お嬢さま！」

　ギルカンテが、叫び声をあげた。彼の必死の一撃が、グノバのこめかみを割った。よろけるドワーフをほうって、サーナに駆かけよろうとする。だが、グノバはまだ倒れていない。

「こちらも駆けつけたいのはやまやまなんじゃがな」

　片目のドワーフは、ギルカンテの前に立ちはだかった。

　顔面を血に染めて、壮そう絶ぜつな笑えみを見せる。

「武器を捨ててください、サーナさん。妹にあなたの夫を奪うばうつもりなんてない！」

　ソードブレイカーをいつでも、打ちこめるようにかまえながら、アンディは言った。だが、サーナは再びバトル・ファンをひらめかせる。

「渡わたさないわ！」

　サーナの凄せい絶ぜつな叫びだった。

「あたしは知らないわ。人のものなんか盗とらないってば。どうして、会ったこともない人と」

　理り不ふ尽じんだ。あまりにも理不尽だ。エフェメラは怒っていた。しかし、その怒りを誰にぶつけていいのか。わからない。

「待って、サーナ。あなた、それを誰から聞いたの？　あの邪術師ソーサラーに騙だまされているんじゃないの？」

　リアラの必死の叫びが、サーナの動きを止めた。

「なんですって」

「私は、彼女のことなど聞いていないわ。あなたは邪術師ソーサラーに騙されたのよ。〈悪あく魔ま〉は〈結社〉の宿敵よ。何か狙いがあるのに決まっている」

「そうじゃないわ。わたくしは、情報を手に入れてから、あいつと手を組んで……」

　動どう揺ようしているサーナに、リアラは必死で言い募つのった。

「いいえ、その情報だって、あいつが細工したのかもしれないじゃない」

「そうよ。あたしたちはもともと〈凍いてつく闇やみ〉という名の〈悪魔〉教団を追いかけていたんだもん。邪術師ソーサラーなら関係してたかも……ううん、そもそもこの街に来いと言ったのは、その教団のやつだったわ。〈結社〉の人なんかじゃなかった」

　リアラの言葉を、エフェメラが補足する。

「そんなことはないわ。わたくしは……」

　サーナは、いやいやをするように首をふった。希望はあるかもしれない。妹のように思っていたサーナのためにと、リアラは必死で言葉を継ついだ。だが、サーナは知っている。リアラも、あの娘むすめもそのことを知らないのは、知らせが届かぬよう自分が邪魔したからだということを。そのために、人を殺させたのだ。〈結社〉に疑われる覚かく悟ごをしていたなら、この娘だってとっくに……。

「今のうちなら、間にあうわ。〈結社〉もわかってくれる。処しよ罰ばつされたりしないように」

　リアラが手をさしのべる。ギルカンテも戦いの手を止めていた。

「だめよ」

　うつむいたサーナが、ぽつりと言った。

「だめよ、だめよ、〈結社〉が許してくれるはずはないわ。全部、とりあげられてしまうのよ。そんなのは、いやぁ。もう、遅いのよぉ！」

「そうだ、もうすべて遅い」

　戦いの幕開けになった《足ルーテ止ツド・フめイート》以降は魔ま法ほうを唱えるでもなく、ただ事態を傍ぼう観かんしていた黒翼鳥が、石をこすりあわせるような嗄しわがれた声で、言った。

　はっとみなの視線が彼に集まった。

「そなたは〈悪魔〉と手を結んだ時に、もう全すべてを失っていたのだ。この我と、同じように」

　そして彼は、たった一音の、呪じゆ言ごんを唱えた。

　サーナの左手にはめられていた黒真しん珠じゆの指輪が、その呪言に感応して黒く輝いた。それに封ふうじられた歪みの力が、サーナをとらえてゆく。

「いやぁ、やめて、トール、トぉぉールぅぅ！」

　サーナの叫さけびに、リアラが駆けよろうとした。ギルカンテが手をさしのべようとした。

　どちらも、間にあわなかった。

　黒真珠は、じつは黒真珠ではなかった。それは暗黒の気の塊かたまりだったのだ。

　漆しつ黒こくの球体から、のたうつ蛇へびのように影かげの触しよく手しゆが吹ふきだして、サーナにからみついた。ただの影ではない。異様な生気があった。霧きりのように実体のないものでありながら、絶対的な存在感を、それは兼かねそなえていた。

　影が触ふれたサーナの皮ひ膚ふが、見る見るうちに変化していった。ぶくりと泡あわがふくれあがり、肉がはじけて、爛ただれおちた。華きや奢しやでしなやかだった体が、ぶざまな形にふくれあがっていく。大きな泡のように、ぶくりと背中が膨ふくれあがった。

　サーナは、もう悲鳴すらあげられなかった。

「さようならだ」

　張り出しのきわに立って、黒翼鳥が、呟つぶやいた。

「待て！　お嬢さまに何をした。もとに戻せ」

　泣くような声で叫んで、ギルカンテが飛びかかる。その腕うでは虚むなしく宙をかき抱いだいた。黒翼鳥の体は、空に飛びあがっている。

　ギルカンテが身につけていたのは、板金鎧よろいだ。重い。一度崩れると、支えきれなかった。ギルカンテは、ぐらりと体を傾かたむけ、そして滝たきの中に落ちていった。

　助かるはずもない。あっけない最さい期ごだった。だが、彼はこうして死んで幸せだったのかもしれない。彼が生しよう涯がいをかけて守ろうとしたものの、無残な破は滅めつを見ずにすんだのだから。

「待て、どういうことだ！　お前がしくんだのか！　父さんも、お前が殺させたのか？」

　アンディもまた、黒翼鳥に追いすがろうとした。彼の手も、やはり邪術師ソーサラーには届かなかった。

「さてな、知りたければ、ここを生きのびて〈結社〉を探さぐることだ。〈結社〉を追えば、必ず我と再会するであろうよ」

　黒翼鳥は高笑いを残して、途と方ほうもない圧力で落ちかかる水の幕を抜ぬけて、姿を消した。

「アンディさん、エフィさん」

　リアラの悲鳴に、双ふた子ごはふりかえった。

　サーナの変身が、終わっていた。

「もう助からない。彼女は〈悪魔〉になった……」

　アンディがソードブレイカーをかまえて、そう呟く。

　そこにいるのは、人間の女性の面おも影かげを、わずかたりともとどめていない生き物だった。

　樽たるのような胴どう体たいには、数え切れないほどのいぼがあり、じゅくじゅくと正体不明の悪あく臭しゆうをはなつ液体を分ぶん泌ぴしている。腕は三本、腐くさりかけた縄なわをよじりあわせたようなものが、ほぼ胴体の周囲を三等分する位置に生えていた。頭の位置は、並みの人間の男の倍ほどの高さだが、足の長さは、エフェメラの膝までくらいしかない。しかも、足の先せん端たんは木の根っこのようにいくつにも分かれて広がっていた。

　たった一つ、頭だけがもとの形をとどめているのが、哀あわれであり、恐おそろしくもある。

　だが、美しかった瞳ひとみは黒く濁にごり、淀よどんで何も映しだしていない。半開きになった口もとからは、とめどなく薄うす桃もも色いろの液体がしたたりおちている。

　それは、〈悪魔〉のうちでも、〈汚けがれの悪魔〉と呼ばれる種類のものだった。人間の心の歪ゆがみのうち、嫉しつ妬とを司つかさどるもの。

　知らず知らずのうちに契けい約やくを果たしていたのだろう。〈悪魔〉は人の心の歪みにつけこみ、その肉体を提供することを承知させる。巧こう妙みように偽ぎ装そうされた三度の質問に諾だくの答えを与あたえれば、〈悪魔〉はその者の魂たましいを喰くらい、肉体を変へん貌ぼうさせるのだ。そうなれば、もう、救うすべはない。そこにもう、憑つかれていた者はいないのだから。
















　茫ぼう然ぜんとしている暇ひまも、〈悪魔〉についてのそれ以上の知識を思い出している暇も、アンディたちには与えられなかった。

　ぎろりと、その顔が周囲の四人を睨ねめつける。悪意が、実体と化して放射されたように、ぞくぞくとした悪お寒かんが彼らの背を這はい上った。

「サー……ナ」

　呼びかけようとしたリアラの声が、途と中ちゆうで凍こおりついた。怪かい物ぶつと化したサーナの瞳に、すでに知性の光はなく、どろりとした濁りしか宿していない。

「危ない、リアラさん！　それはもう人間じゃないんだ」

　苦く渋じゆうに満みちたアンディの声も、リアラには届かなかった。

「エフィ、さがっていろ。こいつは、お前には危険すぎる」

　くけけけけけけけ。

　奇き態たいな叫びは、〈悪魔〉の笑いだったろうか。それともサーナの魂があげる悲鳴か。滝の清水のしぶきがあたるたびに、腐りかけた皮膚からしゅうしゅうと煙けむりがあがっていた。

「やめて、サーナ、正気に戻って」

　リアラは一歩後退しながら懇こん願がんした。

「無む駄だです。もう戻らないんだ」

　アンディは知っている。かつて、友人を〈悪魔〉に奪われ、変異したその肉体を破は壊かいしたことがあるのだ。

　くけけけけけけ。〈悪魔〉は、天に向かって哄こう笑しようを叩たたきつけた。

　リアラが、涙なみだをぬぐいながら、呪じゆ文もんを唱えようとしている。アンディとグノバが、武器をかまえて進みでた。エフェメラも、弓を準備しなおして、矢をつがえる。

「リアラ、危ないぞ。もう少し下がれ」

　グノバが、そう忠告した時。

〈悪魔〉の触手が、ぶうんとしなった。三本が同時だ。アンディは、ソードブレイカーでなぎはらった。グノバは、盾たてで受けた。

　だが、呪文を唱えようとしていたリアラは避けきれなかった。

　触手の先端は鋭するどい槍やりとなって、リアラの腹を貫つらぬいた。

「いやぁぁぁ」

　エフェメラの悲鳴を聞いて、リアラはきょとんとしていた。それから、ゆっくりと理解の表情が広がった。彼女は、信じられないといいたげに、自分自身を貫いた〈悪魔〉の触手に触れた。それは、ずるりと引き抜かれた。

「そんな、そんな、メノアが、メノアが待っているのに……」

　その膝がゆっくりと崩れていく。

「メノアを、メノアを迎むかえにいって、最後に、最後なの、だからあの子と一いつ緒しよにたっぷり遊んでやらなくちゃいけないのに」

　リアラの瞳は、もう何も映してはいない。

「だめぇ、死んじゃだめだよぉ」

　エフェメラは、彼女を抱きよせた。二人を守ろうと、アンディとグノバが〈悪魔〉に斬きりつけている。いくつもの傷を受けながら、暗黒の生命は、まるで衰おとろえるようすを見せない。

「リアラさん、しっかり」

　シャストアよ、どうして、あなたは癒いやしの神ではないのですか。エフェメラの腕の中で、リアラの体温は、急速に失われていく。

「メノア、メノアを連れていって、あの子と、人間すべてのため」

　うわごとを呟き続けていた、リアラの瞳がかっと見開かれた。

「いや。いやです。やっぱりいやぁ。あの子を連れていかないで。私から奪うばわないで、どうしてあの子なのですか、母上さまがた、どうか、いやよぉ、なぜ、私がすべてを捧ささげなければならないのぉ。メノアを、メノ……ア……」

　そして、リアラはこときれた。

「リアラさん」

　アンディの叫びに、もう二度と彼女の笑えみが応こたえることはない。エフェメラは、その頭をしっかりと抱だきしめて嗚お咽えつした。

「二人とも、戦いを忘れるな！　忘れたら死ぬぞ」

　グノバが怒ど鳴なった。彼は一本の触手を叩き斬り、一本を盾で受け、もう一本に肩かたを砕くだかれた。

「すみません、グノバさん」

　横から飛びだしたアンディのソードブレイカーが、その触手に喰くいこむ。

「いかに悲しくとも、戦いの最中に戦いを忘れるな。死ぬぞ」

　老ドワーフの片目には、きらりと光るものがある。だが、口もとには優やさしげな笑みが浮うかんでいた。

　くけけけけけけけ。〈悪あく魔ま〉が奇き怪かいな叫び声をあげる。斬りとられた触手が、見る見るうちに再生していった。ひゅんひゅんと風を切り裂さく音をたてて、〈悪魔〉の触手が荒あれ狂くるう。

　リアラの死体とともに、三人はじりじりと壁かべぎわに追いつめられた。左右に逃にげようとしても、触手がふさいでいる。

「なぶるつもりじゃな、わしたちを」

「それが〈悪魔〉のやり方です。なるべく長く、苦しめようとする」

　アンディの言葉には、怒いかりと挑ちよう戦せんの響ひびきがある。彼は、絶望してはいない。

　そして、アンディが絶望しないかぎり、エフェメラも。

　グノバの一いち撃げきが、また触手の先端を切り飛ばした。しかし、それもすぐにまた生えてくる。再生する速度は、ますます速くなっているようだ。

「刃やいばは無駄じゃな」

　グノバは舌打ちした。

「アンディ、お前、水は作れんか」

　じりじりと壁ぎわにさがりながら、グノバは言った。

「水？」

「見てみろ。そうじゃな、肩のあたり」

　なるほど、清らかな水すい滴てきがかかると、〈悪魔〉の肉体に穴が開いている。それは、いっかなふさがるようすがない。老練な戦士の目は、それを鋭くとらえていた。

「あたしがリャノの信者ならよかったんだけど」

　エフェメラは、流れとざわめき、転じて海を司る赤の月の神の名を口にした。

「手持ちでなんとかするしかありません」

　アンディは言った。

「手持ち、でな」

　グノバは首をひねった。

「すぐそこにたくさん水があるのに」

　エフェメラはくやしげな声をあげた。

　グノバはちらりと足もとを見た。かっと目を見開き、顔を歪めたリアラの死体がある。まだ、目を閉じてやる暇さえもてないでいた。

「すまんの」

　その声の響きに、尋じん常じようでない決意を感じて双子は、声をそろえた。

「グノバさん？」

「おじさん」

　止める暇もなく、老ドワーフは駆かけだした。

「メノアを頼たのむぞ！　生きのびろよ」

　どん。老ドワーフは、〈悪魔〉に体当たりした。〈悪魔〉の体液が、グノバの鎧よろいを焼く。

「だめだ！　あなたは母おや子こを守ると約束したんだ！　まだ、メノアちゃんがいる！」

　だが、そのアンディの言葉をどう聞いたにせよ、すでにグノバに戻もどる手段はなかった。二つの肉体は、からみあいながら、遥はるか下の滝たき壼つぼへと落ちていった。




「ふふん」

　それを認めて、黒翼鳥は笑った。

　滝を抜けた邪術師ソーサラーは、遥か城の上空にいた。空中になんの支えもなしに浮かんでいるのだ。

　ここからは、滝の両岸も、街も城も、一望の下だった。

　キーンブルクの城の、広間の火事はおさまりつつあるようだ。街の騒さわぎも、どうやら、これ以上広がるようすはない。

「さて」

　彼は呟つぶやいた。

「これで第一幕の終わりとしてもいいのだがな。悪い癖くせだ、我ながら」

　黒翼鳥は、長く垂れ下がったローブの袖そでを大きくひるがえした。そして、手を大きく広げて、なにごとかをよばわった。それは、今はほとんど忘れ去られた、いにしえの魔ま法ほうの言葉であった。呪文は、すぐに終わった。

　何も変化したようには見えない。だが、深い滝の奥では、古い扉とびらが砕けていた。太古の魔法で、長い長い年月のあいだ、水を押さえてきた扉が、その役目から解放されたのだ。

「生きのびられるか、双ふた子ごよ。生きてもらわなくては困るぞ。お前たちには、第二幕でも主役をつとめてもらわねば、困る。この我が書いた台本のとおりにな」

　邪術師ソーサラーはしばらく、城を見つめていた。

「まだか？　我が長い時間かけて調べ、しかけたというのにな。どこか間ま違ちがっていたか？」

　その瞬しゆん間かん、滝の一部が、流れを変えた。今まで、避さけて流れていた城の基部に、直接水流がぶちあたりはじめたのだ。

「よし」

　満足げに邪術師ソーサラーは呟いた。

「あとわずかで、あの城は崩くずれる」

　黒翼鳥によって、キーンブルクの城を支えていた、いにしえの魔法が破壊されたのだ。




　リアラの亡なき骸がらを運ぶ余よ裕ゆうはなかった。

　隠かくし通路を満たして、水が流れてくる轟ごう々ごうという音を、アンディが聞きつけたのだ。

「仕方ない」

　アンディは、妹の手をぎゅっと握にぎってやった。

「ここで、ぼくたちは倒たおれるわけにはいかないんだ。ついてこいよ、エフィ」

「ううん」

　首をふるエフェメラに、アンディは貴重な時間を無駄にして、彼女の顔を見つめた。

「あたしたちは、一緒に行くんだよ、兄さん」

　アンディは、苦く笑しようしてうなずいた。

「ああ、一緒に来い、エフィ」

　奔ほん騰とうする激流が、双子に襲おそいかかった。




「ああ、城が！」

　ガヤンの使徒たちとともに城に駆けつけようとしていたタッタの目前で、それは起こった。激流が、尖せん塔とうの一つを押し崩したのだ。とりあえずは、それだけだ。だが、別の塔とうの窓からはいくつもの水のアーチが吹ふき出している。

「こら、あかんがな」

　タッタは、あわてて羽ばたいた。

　怒ど濤とうの色が、城のまわりだけ、真しん紅くに染まっている。おそらくは、魔法の強化が解けて、流されはじめた土の色だ。崖がけの上下で土の色は違ちがっていた。いままで、魔法に守られていた赤い土が、水に溶とけている。黒い河に、一筋の赤い流れがまじり、それは見る見るうちに太くなっていった。

　滝を赤く染めているのは、ただの土の色だ。だが、タッタには、それはこの街で流された血の色のように思えた。

　しかし、ほんとうに血が流されるのは、まだこれからなのだ。





つづく　　　









　なかがき







　うわはははははは！

　はじめまして？　お久しぶりです？　どれがふさわしいご挨あい拶さつでしょうか。友野詳です。

　ルナル・サーガは、異世界の住人が、彼らの生まれた異世界で冒ぼう険けんするファンタジーです。もともとは「ガープス」というテーブルトークＲＰＧの舞ぶ台たいとして考案された世界で、そのゲームを遊んだ記録を元に小説化した、ちょっと珍めずらしい経けい緯いで成立した小説です。いや、去年（二〇一三年）に復刊された『ロードス島戦記』と似たような成り行きではあるんですけど。

　ここで、私のライフワークのひとつであるＴＲＰＧについても、詳くわしく解説したいところですが、ページ数が限られていますし、ゲームと物語については冲うぶ方かた丁とうさんが素す晴ばらしい解説を寄せてくださったので（ありがとう！）、そちらをご参照ください。

　ともあれ、ありがたいことに、スニーカー文庫編集部さんから「復刊しませんか」と声をかけていただきまして、再びのお目見えです。お忙いそがしい西村さんに、新しいイラストを描かいていただいての新装版です。ありがたさの二乗、いや三乗です。それもこれも覚えてて下さったみなさんのおかげですが、新しい読者さんに読んでいただければなあ、とも願ってはいまして。

　さて、この後には短編「悪あく魔まと天使の間で……」が控ひかえております。この短編は、色々ルールなどがまとまる前に書いた、最初のルナル小説になります。様々なＴＲＰＧの短編小説を集めた『ヘンダーズ・ルインの領主』という本に収録されました。本当に不慣れな頃ころで、ルナルという世界、双ふた子ごたちという主人公がまだ固まっておらず、手さぐりしながら書いたことを思い出します。習作的な意味合いもあって書いたもので、シチュエーションはこの『赤い瀑布』の冒ぼう頭とうにけっこう似ています。オチとか展開は違ちがいますが。文章の拙つたない部分（いまもそんなに上手うまくはなってないかもしれませんけど）や、設定が変へん更こうされた部分などは修正の手を加えたのですが、『赤い瀑布』と似ている点は、そもそもお話の根幹ですので、変えようがありませんでした。なので、ここで説明をしとこうか、と。

　さて、ルナルには、双子の活かつ躍やくする本編の他ほかに、外伝や姉妹作がたくさんあります。そこまで復刊できるか……はいまのところは七つの月にすらわからぬところ。小説化されてないリプレイだけのストーリーもありますしねえ（あ、すいません、リプレイが何かは、次巻以降のどれかのなかがきで説明します）。

　ともあれ、七つの月の世界を楽しんでいただければ、それに勝まさる幸せはありません。
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　蹄ひづめが岩を蹴ける音が、山々の合間にこだまする。

　けれど吹ふき荒すさぶ風が、ともすればその足音をかき消してしまう。

　馬が二頭、駆かけてゆく。

　進んでゆくのは崖がけの中腹である。

　ろくな道がない。岩場の隙すき間まを縫ぬい、連なる藪やぶへ入れば、獣けものたちの踏ふみわけ道をたどる。

　先を行く馬に乗った青年は、ときおり後ろをふりかえり、もう一頭の馬がついてきていることを確かめた。

　夕日に映はえる青年の髪かみは、赤みがかった金きん髪ぱつだ。

　後方の馬には、一人の娘むすめが乗っている。

　その髪は、まもなく訪おとずれるであろう夜空より、さらに濃こい黒だ。

　髪の色は違ちがうが、二人の顔だちはよく似ていた。どちらも整っている。

　なにより似ているのは、輝かがやきに満ちた瞳ひとみだ。

　やはり色は異なっているが、秘ひめられた想おもいの強さ、まっすぐさがよく似ている。

　青年の瞳は灰色がかった青である。娘のそれは灰色。だが、ときおり、光の具合によって銀色にも見える。

　兄と妹なのだ。

　娘の後ろには小こ柄がらな影かげがしがみついていた。

　エメラルドにも似た艶つやのある緑の羽う毛もうにおおわれた体は、人のなかばほどもない大きさだ。大きな目の下には偏へん平ぺいなくちばしがある。

　ミュルーン族の青年である。彷徨さまよいの月を信しん仰こうする鳥人間種族だ。

　強きよう靱じんな足あし腰こしで知られ、伝令こそ天職とまで言われるミュルーンが、馬に乗るとは珍めずらしいこともあるものだった。

「よぉ！」

　ミュルーンが、風に負けないように叫さけんだ。

「そろそろ日が暮れるで。今夜の宿はどうするつもりやねん」

　よく見ると、そのミュルーンの右の足には、白い包帯が巻かれていた。

「急にどうしたの、タッタくん」

　娘も負けじと叫び返す。

　向かい風が、彼女の髪をかきあげた。つるりとした額と、ゆるやかな曲線を描えがくはえぎわがあらわになる。兄も整った顔立ちだが、妹のほうは、美しいと言ってさしつかえないだろう。顎あごと頰ほおがかたちづくる線は、若さゆえの柔やわらかさによって、秘められた意思の強さをうまく包みこんでいる。

「いつものように野宿よ。さっきの村に泊とめてもらうわけにも行かないでしょう」

　娘の言葉は、先刻、崖の下方に見えた村のことをさしているのだった。

「わかってるがな、エフィ。そんなことは」

　やむを得ない。彼らは、帝てい国こくに追われる身だ。みずから〝偉い大だいなる〟を名乗るトルアドネス帝国は、国土の広大さも、そしてその国力も、リアド大陸最大の国家である。

「だいいち、宿なんて贅ぜい沢たくに使える金がどこにあるっちゅうねん」

　タッタの財さい布ふには、旧王都ザノス＝トルアの高級娼館で、五日くらいは豪ごう遊ゆうできるほどの金が唸うなっているはずだ。

「しかしなあ、エフィ。このあたりは、もうかなりの辺境や。そうそう、手配は回ってへんやろ。あんまり警けい戒かいしすぎんでもええんやないか？」

「それは、大だい丈じよう夫ぶだとは思うけどね……」

「まあ、羊に忍しのびよった沼ぬまハイエナは風が吹いても潜もぐる、って言うしな」

　草原の国ゼクスの諺ことわざである。

「本物の罪人のように言わないでくれよ」

　後方のやりとりを耳みみ聡ざとく聞きつけて、青年が言った。

「ぼくたちは、なんの罪も犯おかしてないんだから」

　青年の胸には、法と正義の神ガヤンの聖印が揺ゆれている。

「いまさら、そんなこと言っても、兄さん」

「やめとけ、やめとけ。アンディも、わかって言うてるんやろうし」

「そんなこと、わかってるわ。兄さんとは、母さんのお腹なかの中からのつきあいなんだもん」

　エフィと呼ばれた娘──エフェメラと、アンディと呼ばれた青年は双ふた子ごである。

　彼らは、ある目的をもって、故郷を離はなれてこの帝国まで旅をしてきた。しかし、その目的のなかばで、無実の罪によって追われる身となってしまったのだ。

「それにしても、どうしたタッタ。きみは旅慣れてるはずだろ？　傷が痛むのか？」

　青年の言葉に皮肉らしい響ひびきはなかった。

　ひょんなことから道づれになったこのミュルーンが怪け我がをしたのも、もとはといえば二人のせいである。

「そういうわけやない」

　タッタは、ミュルーンのなまりがきつい。

「ともかく、山を越こえるまで我が慢まんしてくれ。すぐにセルタークの港に出る。そこまで行けば」

　ミュルーンは、港という言葉を聞いたとたんに体を震ふるわせた。

「誰だれが道を教えたと思とんねん。それはわかってるわい。ただな、この雲行きやと、しばらくもせんうちに、ごっつい嵐あらしになりそうやさかいな。ちょっと野宿にはきつそうやで」
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「え？　どういうこと？」

　娘が、不思議そうな声をあげた。

「今朝は、この先、三日は晴天が続くって、言ってたじゃない？」

　タッタの頭頂部の羽根がぱたぱた動いた。人間でいえばしかめ面つらだ。

「今朝は今朝、いまはいま、や。こんな急に天気が変わったんは初めてやで」

「近くに、タッタくんの親しん戚せきでもいるんじゃないの？」

「違うな。これだけ規模の大きいのんは、わいの同族の連中のしわざやない……と思う」

「たよりないわねえ」

　ミュルーンには、まれに天候を操あやつる特別な力を月から授さずかる者がいる。ただし、操るといっても、狭せまい範はん囲いと短い時間に限られたものでしかないが。ともあれ、その種族の天性と関係しているのか、あるいは伝令という職業がらの知識と経験か、タッタは天気に関する勘かんが優すぐれていた。

　はたして、タッタの勘は的中した。

　日が沈しずむのと前後してふりだした雨は、すぐに豪ごう雨うになった。風もどんどんと強くなってくる。野宿どころか、移動するだけでも難しくなってきていた。正規の街かい道どうならば避ひ難なん場所を見つけることもできようが、ここは道とも呼べないような山中だ。

「まいったな……。洞どう窟くつとはいわないが岩いわ棚だなでもあれば……」

　アンディが呻うめいた時だった。エフェメラが声をあげた。

「ねえ、あっちに小さな明かりが見えるよ」

「ほんまか？　どこや？」

　タッタが唸る。昼間のミュルーンは目がいいけれど、暗くら闇やみでは、ほとんど何も見えない。

「ぼくにも見えないが……行ってみよう。迷っている余よ裕ゆうはない」
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　岩だらけの崖をなかばすべり落ちるようにくだって、双子は眼下の森に入った。

　一度は闇やみの中で迷いかけたが、閃ひらめいた稲いな妻ずまが、森の木々からさらに突つき出している尖とがった屋根を見つけさせてくれた。

　あたりに、他ほかの人家は見当たらない。森の中に、その屋敷だけが、ぽつりと建っていたのだ。

「こんなところにあるにしては……ずいぶん大きな屋や敷しきだな」

　どうにか屋敷の前まで馬を進めてきたアンディは、いぶかしそうにつぶやいた。

「嵐でわかんないけど、意外に、この近くに町でもあるのかな？」

　風と雨にかき消されることなく、エフェメラは兄の言葉を聞きとっていた。

「それはない。地図が確かならな。せやけど……ほな、この屋敷はなんや？」

　二階建ての大きな屋敷だった。尖った屋根が高くそびえているのは、冬に雪が多いこのあたりの特とく徴ちよう的な造りだ。

「なんか……のしかかってくるみたい」

　エフェメラが眉まゆをひそめた。不気味な雰ふん囲い気きを感じ取っているのだ。

「どこぞの柱でも傾かたむいてるんとちゃうか？」

　タッタの言葉は、かなり散文的だった。

「妙みような造りやなあ。裸はだかの屋敷やで？」

　このくらいの大きさなら、ふつうはあるはずの塀へいもなければ、納な屋やのようなものも見当たらなかった。

「おかしいかもしれないけど……仕方ないだろう。人は……住んでいるようだし」

　アンディは、馬からおりた。

　ここにどんな人物が住んでいるのであろうと、せめてしばらく風雨を避さけさせてもらわねば、どうしようもなかった。

　たったひとつ、玄げん関かんの横手にある窓から、ランプのものらしい、ほのかな明かりがもれていた。その窓には、ドワーフ族にしか作れない高価な板いた硝子ガラスがはめこんである。

「あんな遠くから、ようもまあこんな明かりに気ィついたな」

　タッタは、アンディが作った魔ま法ほうの光を灯ともした棒を、翼の内側の小さな爪つめで持っている。

「馬たちが風雨を避けられる場所がないかな」

　アンディは、玄関をノックする前に、あたりを見回した。

「あっちの木に囲まれた中やったら、ちょっとましやろ」

　ろくに見えてないが、音でそれくらいの判断ができるタッタである。

「あたしたちも一いつ緒しよに……ってほどの楽さじゃないか」

　馬たちと身を寄せ合えば、そこなら耐たえられただろうが、屋敷を避ける理由はない。

　ただ、エフェメラは嫌いやな雰囲気だと感じている。それだけである。

「行くしかないよね」

　エフェメラは、マントの偽ぎ装そうを確かめた。彼女のマントは、信仰する物語の神シャストアの神しん殿でんで与あたえられた特別なものだ。見つかれば彼女の信仰の対象は一目でわかってしまう。

　彼女は、雲にびっしりおおわれた空を見上げると、我が身を守る偽いつわりと、偽りを見通す感覚を授けてくださるように、簡単な祈いのりを赤い月に捧ささげた。そこに彼女の神がいるからだ。

　神は実在する。

　多くの、あまりにも多くの神々が。

　この世界ルナルの天上には、七つの月がある。

　白き輪の月、万ばん色しよくなる彷徨さまよいの月、異い貌ぼうなる銀の月、緑の月、闇色の歪ゆがみの月、そして人間種族に加護をくださる赤と青の双子の月、あわせて七つ。

　月にはおのおの神が住み、信仰の対象となっている。神々は祈りに応こたえて、魔法をはじめとするさまざまな恩おん恵けいを授けてくれる。

　赤と青の双子の月には、対ついとなる双子の神が住まう。人間という種族の社会は、それら神々の授ける恩恵によって成り立っているのだ。

　たとえば、アンディが仕える青の月の神ガヤンは、人間に法と契けい約やくを授けた。法も契約も守らせる力なくば無意味だ。神官には戦う力を鍛きたえる者も多く、アンディもそのひとりだ。

　妹であるエフェメラ、みなからエフィと呼ばれる彼女は、ガヤンの片割れである赤の月の神シャストアの神殿で生き方を学んだ。物語と噓うそ、そして影を司つかさどる神だ。

　人間は、双子の月に守られている。だが、ここトルアドネス帝国では、青の月の神を国教とし、赤の月を信じる者は迫はく害がいを受けていた。

　神自身が、そのようなことを望むはずは決してないのだが。

「へっ、まったく神様がどうしたとか、ややこしいこっちゃなあ」

　タッタたちミュルーンは、万色なる彷徨さまよいの月のもとにある種族だ。この月に従う種族は多く、多種多様だが、ほとんどはさまざまな鳥ちよう獣じゆうと人を重ねたような姿をしている。

「わいらのお月さんは、ややこしいことはなんにも言わへんで。そら、そのかわり、助けてもくれへんけどな」

　馬を、長く突き出たひさしの下に入れている間に、そんな会話が交かわされた。

「神は、ちっぽけな人の都合にいちいち干かん渉しようはされないよ」

　アンディは、説教の口調になって言った。

「ともかく、タッタは後ろの守りを頼たのむ。住んでいるのがどんな人か、わからないからね」

「……人なら……いいんだけど」

　エフェメラは爪を嚙かんだ。彼女は、幼い頃ころから聞き覚えた怪かい奇き譚たんの数々を思い出していた。

　そういう話の多くは、人ひと里ざと離はなれた館が舞ぶ台たいになっている。

「ええか、おまえら、最初にちゃんと決めとけよ。払はらえる宿賃は一人につき五ムーナまでや」

「わかってる、わかってる。せいぜい、あたしが哀あわれな旅人の演技で同情を惹ひくわよ」

　タッタの嚙みつくような──ミュルーンに歯はないが──現実そのものの物言いが、エフェメラの憂うれいを吹ふき飛ばしてくれた。

「何ィ言うてんねん。芝居なんぞ抜きで哀れな旅人には間ま違ちがいないぞ」

　甲かん高だかいタッタの叫さけびも、少し離れただけで風雨の音にかき消された。声は、屋敷の中には伝わっているまい。

　屋敷は、あまり手入れをされていないようだ。壁かべにはひびが入り、その隙すき間まに蔦つたが潜りこんでいる。風が蔦の葉を揺らす音が、ざわざわとやかましかった。まるで、大勢の人間が囁ささやいているかのようだ。

　壁のところどころには、奇き妙みような文様が刻みこまれているが、それも風雨でかなり薄うすれていた。

「どなたか、いらっしゃいますか」

　声をかけながら、試ためしに扉を押してみると、鍵かぎはかかっていなかった。

　中は暗い。

　アンディは、短い呪じゆ文もんを唱えて、鞘さやに魔法の明かりを灯した。

　ガヤンは輝かがやきをもたらす神でもある。

　玄関を入ると、すぐに広いホールになっていた。目の前には、階段と奥へ延のびる廊ろう下か、そして左右に扉とびらがある。

　開いた玄関から、風雨が吹きこんで、床ゆかを濡ぬらした。

　だが、その床は、アンディたちが入ってくる前から、いくらか湿っていたようだ。

「誰か、出入りしたみたいだな」

　アンディの言葉に、エフェメラはうなずいた。

「そりゃ、そうでしょ。むこうに明かりがついてるんだから」

「人が出かけて、魔法の明かりをつけたままにしてた可能性もある」

　アンディは冷静に指し摘てきした。

「思いこみにひっかかって死んだやつは多いんだよ、エフィ」

「そういう話は、シャストア神殿でもよく聞くけどさ。たいていは説教したほうが、ひどい目にあう展開だよ？」

「おまえはもう、いつだってすぐそんな……」

　と、アンディが説教を始めようとした時。

　蝶ちよう番つがいがきしむ音がした。

　ホールの左手側にある重そうな木の扉が、ゆっくりと開きつつある。

　そこから影かげが、すうっと伸びてきた。

　男が立っている。背の高い男だ。剣けんを手にしていた。

　エフェメラの手が、とっさに背後に回って、マントの裾すそを摑つかんだ。その妹を制して、アンディは、一歩、前に出た。

「失礼しています」

　一礼する。

　扉の奥から現れたのは、傭よう兵へいらしい一人の男だった。厚手の革かわ鎧よろいを身につけている。剣を手にさげてはいるが、よく見ると鞘におさまったままだった。

「よう、あんたたちも、嵐あらしで迷いこんできた口かい？」

　長身の男は、人なつっこそうに笑った。三十代のはじめくらいだろうか。いかつい顔だが、邪じや気きがない。人殺しが稼か業ぎようの傭兵には珍めずらしい。

「へえ、ガヤンの神官様か」

　アンディは、ガヤンの聖なる紋もん章しようを宙に描えがいてその声に応こたえた。口を開いて言ったのは、別のことだった。

「我々も、ということは、あなたも？」

　男は、首を左右にふった。

「俺たちも、さ」
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　双ふた子ごとミュルーン同様、嵐のおかげでこの屋敷に駆けこんだ者が、その傭兵もふくめて四人いた。

「ここには誰だれもいねえ。床の絨じゆう毯たんもボロボロだし、馬がいるなら入れちまえよ」

　男の勧すすめに従って、馬を玄関のホールに入れた。

　その後、男が姿を現した、奥の部屋に向かった。

　旅人たちが集まっているそこは、もともとは居間だったようだ。ソファやテーブルに、かなりの埃ほこりが積もっている。

　明かりといえば、暖だん炉ろの炎ほのおだけだったので、アンディが魔法で明かりを灯してやると、ずいぶん歓かん迎げいされた。

「ランタンの油が切れちまってな、助かったぜ」

　最初の男が言った。

「さすがは神官様ですな」

　大おお仰ぎように感かん嘆たんしてみせたのは、商人風の身なりをした男だった。旅の商人でロクターノと名乗った。ガヤンは契約の神であるから、商人の信者も多い。それなりに神殿に通って入信者という資格をえれば、明かりの呪文くらいは、ちょっとした寄進と訓練で覚えられる。だが、ロクターノはそれもしていない平信者だった。もちろん、世間の大半はそういうものだ。

　あとの三人は、先刻の武装した男と、母子連れだった。男はゼノックと名乗った。引退予定の傭兵だという。母子連れは、五歳くらいの子供と、若い母親だった。母親が、自分の名をミラナ、子供の名をアバドと紹しよう介かいしたきり、部屋の片かた隅すみでじっとしている。母子ともども外がい套とうのフードを目ま深ぶかにおろしたままで、話もせず、動きもしない。

　旅の商人は、いささか過か剰じようなほどに歓迎の意をあらわにした。

「いやあ、まったく災難でしたな。私も長い事このあたりで商売をしていますが、この季節にこんな激しい嵐にあったのははじめてですよ」

「まったくだ。実を言うと俺も、この先の村の出なんだけれどな」

　ゼノックが、会話に加わってきた。暇ひまつぶしのタネがとびこんできてくれて助かった、という表情だ。

「いつもなら、この季節は晴天続きなんだがなあ」

　この二人は、双子たちが通りすぎてきた村へ向かう途と中ちゆうだったらしい。街かい道どうで道連れになったのだと言う。

「ですが、この館やかたを見つけられたのは幸いでしたね」

「ああ、いくら嵐がひどいからって、歩きなれた街道を外れちまうとは思わなかったな」

　ロクターノは、いちいちあいの手を入れる傭兵のほうをちらりと見た。

「しかし、なんだな。まさか、この屋や敷しきが残ってるとは思わなかったよ。確か、ウィザードが住んでた屋敷だと思う。十年くらい前に死んじまったらしいけどな」

　ウィザードは、白き輪の月に住む不可視の力、みずからの意思をもたない〈天使〉を使し役えきする魔ま術じゆつ師しのことだ。月の神々から授さずかる通常の魔法とは、ひきおこす現象面では似ていても、原理は大きく異なっている。〈天使〉は、今は去った〈源初の創造神〉が、創世を手伝わせるために生みだしたとされる。実体はなく、力そのものだけの生命体だという。〈天使〉と呼ばれてはいても、彼ら自身に意思はなく、善でも悪でもない。使いこなす術者による。

「雨と風がくる前に、たまたまここが見つかったのは幸運だったよ。俺が旅に出てる間のことだからくわしくは知らないが、魔術の実験に失敗して死んだらしい。それからは空き家じゃなかったかな。ま、これもタマットのお導き……おっと」

　タマットは赤い月の神の一人で、直観と幸運を司どる神だ。その神殿には、傭兵たちが集まる。だが、トルアドネス帝てい国こくでは、いまではその信しん仰こうは禁じられ、傭兵たちの束ねは守りの神ジェスタの神殿が行っているはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、ぼくはそう固い事を言うつもりはありません」

　アンディは、あわてて口をふさいだ傭兵に笑いかけた。本来なら、帝国のガヤン神官は、こういった発言を取り締しまらねばならない。

「見み逃のがしてもらえるんなら、ありがたいねえ。皇こう帝てい陛下はいいお方だが、ちょっと細かい事にうるさすぎるんじゃないかと……」

「ところで、神官様はどうして、このようなところに？」

　会話がころがっていく向きをあやぶんだのか、商人のロクターノが口をはさんだ。けっこう真ま面じ目めなガヤン信者なのかもしれない。

「ぼくですか。ええと……ある用があっての旅の途中ですが、話すわけにいかなくて……」

　アンディは、言葉を濁にごした。しかし、ロクターノはそれ以上追つい及きゆうする事もなく、心得顔にうなずいた。

「ああ、これは失礼いたしました。神官様ともなればねえ」

　法の神であるガヤンの神官は、罪を犯おかしたものを追い、それを処しよ罰ばつする使命を負うことがある。むろんそういった場合、軽々しく事件の内容は口にできない。

　商人は、そのたぐいだと思って、勝手に納なつ得とくしてくれたようだ。

「ところで、こちらのお嬢じよう様さまは？」

　ロクターノが、目じりをさげて、エフェメラを見た。

「ぼくの妹です」

　アンディが、少し視線をさえぎるように動いて言った。

「ああ、そうでしょうねえ。よく似ていらっしゃる。どちらもお美しい」

　ロクターノは、アンディの身をのりこえて、エフェメラに視線をそそいだ。

「いつも、そう言われます」

　なるほど、とアンディは思った。いくら信者と言っても、法の守り手であり裁断者として感情的には嫌きらわれる事の多いガヤンの神官に積極的に近づいてくるわけだ。

　美しい妹と一いつ緒しよにいると、よくあることだった。もっとも、たいていの場合、言いよってくる男は、エフェメラが自分であしらってしまうので、かまう必要はないのだが。

　しかし、今日は疲つかれているせいか、エフェメラは、そっぽを向いたままで何も言わない。タッタの足に、慣れない手つきで包帯を巻いている。

「てってって。ちがう、そっちひねんな」

　タッタがすっとんきょうな声をあげた。エフェメラが、手当てに失敗したらしい。

「あ、ごめん。あれ？　こっちで固定……」

「ぎええええ」

　タッタがだみ声の悲鳴をあげる。

「ああ、しょうがねえなあ。貸してみな。俺ぁ、戦場でちょっとは慣れてっから」

　傭兵のゼノックが見かねて手をだした。少なくとも、悪化はさせなかったようだが、彼もそれほど器用なほうではないらしい。包帯は巨きよ大だいな球体になってしまった。

「こりゃ、ひでえなあ」

　本人まで苦笑いしている始末だ。

「勘かん弁べんしてぇな。包帯もただとちゃうんや」

　ぶつぶつ言い続けるタッタに、部屋の片隅にいた若い母親──ミラナが、か細い声でよびかけた。

「あの……よろしければ、お手伝いをしましょうか？」

　彼女の胸むなもとに、豊ほう穣じようの天空神サリカの聖印が浮うかんでいる。その信者は農民がほとんどだが、入信者や神官は、傷や病やまいを癒いやすすべも学ぶのだ。

「ただでいいんなら、お願いしますわ」

「タッタくぅん？」

　エフェメラが睨にらみつける。そのようすに、ゼノックは声をあげて笑ったが、ミラナはくすりともせず、フードをあげて、タッタのほうにやってきた。アバド、と紹介された子供は、壁かべぎわでうずくまったままだ。

　ミラナは、鮮あざやかな手つきで包帯を結び直してくれた。その間、タッタとゼノックはあれこれ話しかけたが、彼女は終始、無言だった。

　手当てがすむと、ミラナはまた部屋の片隅に戻もどった。子供を抱だき寄せて、座りこむ。

「顔は、けっこう美人でしたな。どうして隠かくすのやら」

　ロクターノが、アンディに囁ささやきかけてきたが、答えようがなかった。

「ねえ、ミラナさん？　こっちに来て暖まらない？　まだ、外套が濡ぬれてるみたいだよ？」

　エフェメラが呼びかけたけれど、彼女は子供をしっかり抱いたまま首を左右にふった。

「いくら美人でも、あんな態度ではねえ。口説こうとは思いませんねえ」

　ロクターノは小声のつもりかもしれないが、よく響ひびく声だった。

　だが、エフェメラは、一度断られたくらいでは諦あきらめなかった。

　勢いよく立ち上がって、うずくまった母子に近づく。

「お母さんはともかく、坊ぼうやが風邪かぜをひいちゃうよ」

　笑って、手をさしのべる。

　ミラナはとまどったようすだったが、もう一度促うながされて、おずおずと暖炉の前にやってきた。子供も手を引かれつつ、自分の足で歩いてきた。こちらは、フードをかぶったままだ。

「すいません。失礼します」

「やだなあ、別にあたしんちじゃないんだから」

　エフェメラが、ことさらに陽気な声を出す。

「坊ぼう主ずはいくつだい？」

　ゼノックが頭を撫なでようと、手を伸のばした。

　子供とミラナがびくりと身を引く。

「なんですか、失礼な。とって食おうというわけじゃなし」

　ロクターノが不ふ機き嫌げんな声を出した。

　ミラナが身をすくませる。アンディは、咳せき払ばらいしたが、ロクターノには通じなかった。かえって風邪でもひいたのかと、心配される始末だ。

「いやあ、すまん、すまん」

　しかし、避さけられた当のゼノックは気にしたようすもなく、笑いとばした。

「俺の子も、もうこのくらいかと思うと、つい気安くなっちまってさ。許してくれよ」

「へえ、子供さんがいるの？」

　エフェメラは、人と話すのが好きだ。どんな話でも、その人の『物語』であればシャストアの信徒は尊ぶ。

「ああ、見てくれよ。こないだ、この人の仲間がもってきてくれたんだ」

　タッタたちミュルーンは、鳥に近しい種族ではあるが、飛行よりむしろ大地を駆かけることが得意だ。長い時間を速い速度で走ることができる。ミュルーンといえば伝令業だ。彼らのおかげで、ルナルの世界には、郵便網もうが発達している。

「かというて、ミュルーンがぜんぶ、友だちや親しん戚せきみたいに言われても困るんやがのう」

　タッタのぼやきなど、誰だれも聞いていない。

「きゃっ、かわいい。すごいね。いい絵師さんが村にいるんだ。ペローマの人かな？」

　ゼノックがふところから取り出した似顔絵を見て、エフェメラがはしゃぎ、ロクターノやアンディも顔をほころばせた。

　全てを見通す目を持つ知識神ペローマの神しん殿でんには、真まことを写す絵を描かける絵師もいる。ゼノックが手にした厚手の紙に描かれているのは、赤い頰ほおをしたやんちゃそうな男の子だった。

「もう、傭よう兵へい稼か業ぎようも何年になるかなあ。ようよう、農場を買える程度の金が貯たまったんでよう。戻ってきたってわけよ。嫁よめの手紙によるとな……」

　そこから始まったゼノックの子供自じ慢まんを、エフェメラは楽しそうに聞き、ミラナも興味を示しているようだった。アバドは眠っている。あとの男たち三人は、露ろ骨こつにお義理で耳を傾かたむけていた。

　それからしばらくして、簡素な夕食をすませた一同は、埃ほこりが積もった床ゆかに、旅用の毛布などを敷しき、眠ねむることにした。タッタは、自分のまわりを掃そう除じしないと気がすまないようすで、あれこれごみを拾ったりしている。

　しばらくしてアンディが、煌こう々こうと輝かがやく、おのれが灯ともした魔ま法ほう光に布をかぶせた。光が柔やわらかく、薄うす暗ぐらくなる。

　雨と風は、いっこうにおさまりそうな気配を見せていなかった。




　　　　４




　眠りに落ちてから、しばらくの時間がすぎた。

　暖だん炉ろの火が小さくなり始めた頃ころ、アンディは、タッタに脇わき腹ばらを蹴けられて、目を覚ました。

　何かあったかと飛び起きそうになったが、タッタのくちばしからは寝ね言ごとが漏もれている。

「寝ね相ぞうが悪いのはエフィだけで充じゆう分ぶんなんだけどな」

　まわりを起こさないように、小さな声で言った。

　アンディは、上半身だけ起こして、まわりを見回した。

　そろそろ真夜中をすぎる頃だ。アンディの時間感覚は狂くるったことがない。

　もう一度眠ろうと、横になった。うとうとしはじめたころに、誰かが部屋を出ていった。場所からして、ゼノックだろう。アンディは、うすく目を開けた。影かげだけが見える。入ってきた玄げん関かんホールヘ続く扉とびらではなく、屋敷の奥に向かうもう一つの扉から出てゆく。

　そのものごしには、なにも不ふ審しんなようすはない。小用にでもゆくのか、とアンディは思い、ふたたびまどろみに落ちていった。

　完全にアンディが眠りに落ちきってしまう寸前、短い叫び声が聞こえた。

　アンディは、ぱちりと目を開いた。

　続けて彼の耳に届いたのは、吹ふき鳴ならされる笛の音だった。

　最後に、重い物が倒たおれる音が響いた。

「え、なぁに？」

　三度、大きな音が続いたので、ふだん寝ね起おきの悪いエフェメラまで含ふくめて、みんな目を覚ましていた。

「向こうの廊ろう下かだ」

　アンディは立ち上がると、魔法光にかけた布をとりはらった。呪じゆ文もんをかけた棒切れを左手でとりあげ、右手を武器の柄つかにかけて、慎しん重ちように扉に向かった。エフェメラも、のろのろと後に続いた。目をふさいでしまう前まえ髪がみをかきあげ、額飾かざりで留める。

　血の臭においが鼻をついた。

「なるほど、な」

　アンディが、ことさらに冷静な声で呟つぶやいた。

「来ないほうがいいぞ、エフィ」

　言われるまでもなく、凄せい惨さんな光景なのだろうと察して、エフェメラは、のぞきこまずに後ろにさがった。妹が、不安そうなミラナ母子によりそうのを気配で確かめて、アンディは廊下に出た。流れ出た血で、足が滑すべりそうになる。

「ひっ」

　勝手についてきたロクターノが、床ゆかにへたりこみそうになるのを、アンディは肘ひじをとって支えてやった。続いて、タッタがやってくる。護身用の槍やりを負傷した足の支えにしている。

「はあ、こらぁひどいな」

　彼には珍めずらしい押し殺した声だった。

　アンディは、答えを返さず、じっと死体を観みていた。考えこむ時の癖くせで指を鳴らしている。

　死んでいるのはゼノックだ。

　かっと見開かれたうつろな瞳ひとみが、天てん井じようを睨みつけている。

　首のなかばまで、剣けんが食いこんでいた。あとわずかで、完全に断たち切られていただろう。笛の音は、最後の息が傷口から洩もれてゆく音だったのだ。

　その剣を、ゼノック本人の両手が握にぎりしめていた。

「ひぃぃぃ、ひぃぃぃ」

　ロクターノが、あえぎ声とも悲鳴ともつかない声をあげる。

「しっかりせんかい、おっさん」

　タッタが羽で後頭部をはたく。

「それにしても、いったい誰のしわざや」

　タッタの言葉に、ぴくりとロクターノが反応した。

「だ、誰のって」

　ロクターノは、あとずさりして、左右をきょろきょろと見回した。彼ら以外のものが存在する気配は、どこにもない。

「自分で自分の首を刎はねようとしたてか？　できるかいや。できるとしたかて、子こ煩ぼん悩のうなおっさんが、こんなことする理由がないやんけ」

「だが、剣をふるったのは、この人自身だ」

　筋肉のねじれ方、剣の角度、それらからゼノックが剣の柄を死後に握らされたわけではないと、アンディは判断したのだ。

「なんでやねん！　嫁はんと子供のところへ帰るんやいうて、あないに嬉うれしそうやったぞ」

「タッタくん」

　アンディより早く、エフェメラが言った。

「タッタくんの言うことも確かだけど、人間の心の内側は誰にもわからないよ。それに……」

　エフェメラの目は、母の裾すそにしがみついているアバドに向いている。

　子供をあまり怯おびえさせるな、ということだ。

「この傷口は、角度と深さからして自分でやったものに間ま違ちがいないよ、タッタ。ぼくもガヤンの神官として、いろいろな死体を見てきたからね、疑うのかい？」

　アンディは穏おだやかな口調で言った。

「そうか……。わかった。坊ぼん、おにいちゃん、騒さわいで悪かったな」

　タッタは、気持ちの切り替かえが早い。アンディとエフェメラが、互たがいを疑いあってもかえって事態をこじらせるだけだと判断したと悟さとり、態度をころりと変えた。

「そうですか、そうですか」

　ロクターノは、死体から目をそらしながら露骨にほっとした口調で言った。

「いやあ、人間というのはわからんものですなあ。それにしても、どうせ自殺するなら、もっと人に迷めい惑わくのかからんところでやってくれればいいのに」

　エフェメラが、むっとした顔で何か言おうとした時に、ミラナが進みでた。

「あの、その方を、そちらに置いておかなければならないのでしょうか？」

　このあたりでは、死者には敬意を払はらうのが習慣だ。

　また、苦しげなさまだと、魂たましいが苦しみのあまり暴れると言われており、死者はなるべく早く、楽な姿勢にして、みなりも美しく整えてやる風習がある。

「あ……、そうですね」

　少し迷ったのは、稀まれに、死し骸がいが悪いものに憑つかれて動き出す例があるからだ。

「心配すべきは、そこじゃないか……。ロクターノさん、手伝ってください」

「ええええ、私がですか……!?」

　いやがるロクターノを神官の権けん威いで脅おどしつけて従わせ、アンディは自分たちが寝ねていた部屋に、ゼノックの死体を運びこんだ。毛布を重ねて、その上に横たえる。ミラナは、てきぱきとぼろ布で血を拭ふきとり、衣服を整えた。葬そう儀ぎになれているような動作だった。

　アンディとエフェメラ、それにミラナはそれぞれの神に祈いのりをささげた。死者の魂が月に召めされ、いずれ新たな魂の鍛きたえのために大地に還かえるか、あるいは昇しよう華かして、太陽の彼方かなたたる、至高なる輝きの地に召されることを願う。

　夜明けはまだ遠かったが、もう誰も、ふたたび眠ろうとはしなかった。

　時間は、のろのろとしかすぎてゆかない。

　就しゆう眠みん前はあれほど饒じよう舌ぜつだったロクターノも、口を開こうとしない。

　アンディは天井の一角に、明かりの呪文をかけなおした。もう、眠るための暗がりを求める必要もないだろう。

　屋外で、風にもてあそばれた蔦つたが、こすれあいざわめく音が耳につく。

　誰かが、自分たちを嘲あざ笑わらい、噂うわさしているかのような響ひびきだ。

　風のやんだ一いつ瞬しゆんに、エフェメラのあくびが響きわたった。

「……できるなら、みんな、眠ったほうがいい。ぼくが起きているから」

　アンディが言ったが、誰もその忠告に従おうとはしなかった。

「冗じよう談だんじゃありませんよ」

　ロクターノは、憤ふん然ぜんとして、死体を睨にらみつけた。

「彼は自殺だ、間違いない」

「それはわかってます。神官様を疑うわけじゃありませんがね……」

　アンディは、言葉をさらに押しかぶせた。

「ゼノック以外に、あの時部屋を出たものはいなかった。それも確かだ」

「つまり犯人が他ほかにいるとしたって、この部屋におる誰かやないっちゅうことや」

　タッタが無ぶ遠えん慮りよな大声で言った。

「待って下さいよ。自殺でいいじゃないですか。それでないなら、この屋や敷しきに他に誰かいることになってしまいます……え？　え？」

　ロクターノの額に、大つぶの汗あせが浮うかびはじめた。

　彼の視線は、廊下へと続く扉に張りついた。

　母子も怯えている。ミラナは、アバドを強く抱だきしめた。

「いや、そういう意味やないねやけど……」

　タッタもさすがに、余計なことを言ってしまった、という感じで、大きな目をぱちぱちして、くちばしをつぐんだ。

「あー、冷えるね、兄さん」

　エフェメラは、大きくのびをすると、立ち上がって暖炉の火をかきまぜた。

「どうせ、誰も眠らないんでしょう？　だったら、退たい屈くつしててもしょうがないわよ」

　エフェメラは、耳の横で、一本ぴんと伸のばしたひとさし指をふった。

「ぼうや、それにミラナさん、言葉遊びでもしない？」

「え……」

「おお、それもええな」

　タッタがすかさず賛同する。

「でも……」

　こちらを見やったミラナにアンディは笑ってうなずいてみせた。

「ああ、兄さんのことならかまわないで。こういうのは苦手な人だから」

　物語の神シャストアは、言葉を操あやつり、単語と言い回しに複数の意味を含ませて、文章が持つ真の意味を見み抜ぬくのに考えを尽つくすことを求める。帝てい国こく人であればそれを『惑まどわす』という言葉で表すだろう。

　アンディが仕える法の神ガヤンは、簡素な言葉と意を尽くした表現で、概がい念ねんを正確に共有することを目指す。

　早い話、あらゆる言葉遊びはシャストアのもので、ガヤンの好むものではない。

「そっちの商人さんも、ガヤンの人だったわね。じゃあ、四人で遊びましょうか」

「よしよし、わいらミュルーンに、言葉遊びで勝負を挑いどむとはええ度胸や。語ご彙いが豊富で機転がきかんと、伝令は務まらんのやで。代筆かて求められるんやしな」

「なんだったら、タッタくん、お金を賭かけてあげてもいいわよ」

「いらん、いらん。もし損でもしたら、もったいないやないか」

「勝つんだったら儲もうかるはずじゃないの？」

「わいは、死に金は使わへん主義やねん」

「はいはい」

　エフェメラは、ミラナに笑いかけた。彼女の唇くちびるも、少しは綻ほころんでいる。

「それにしても冷えるわね」

　ちょっとまずいかもしれないが、マントを出そうか、とエフェメラは思った。

　子供が、わずかに震ふるえていることに気がついたからだ。

「寒いかな、坊ぼうや……えーと、アバドくん？」

「私が」

　そう言って、ミラナが立ち上がった。

「確か、入り口の近くに、薪まきのようなものが積んであったのを、見たように思います」

　ミラナは、しゃがんで子供を一度ぎゅっと抱きしめると、再び立ちあがって扉とびらに向かった。

「待って、あたしも」

　エフェメラが後を追う。

　扉の取っ手に、ミラナのか細い手がかかった。

「待てっ！　そこ開けんなっ！」

　タッタは、危険を直感した。

　蝶ちよう番つがいのきしむ音を聞きつけて、怯えた顔でロクターノがふりむく。

　すでに遅おそかった。

　扉が開かれたとたんに、何かが飛びこんできたのだ。

　一瞬、外の風がいきおいをまし、ここまで入りこんできたのかと思った。

　しかし、違ちがった。生き物だ。背中にはえた羽で、空を飛んでいる。

　一つや二つの数ではない。

「ひぃっ」

　ロクターノが情けない悲鳴をあげた。

　それは、コウモリと猿さるをかけあわせたような生き物だった。

　ただ、その顔だけが、人間だった。人間を戯ぎ画が化した、奇き怪かいな顔だ。

　アンディは、こんな生き物について聞いたこともなかった。

「あ、〈悪あく魔ま〉だぁ」

　ロクターノが床ゆかにへたりこんだ。





後編（２巻掲けい載さい）につづく　


















この短編は、一九九一年十二月に刊行された『ヘンダーズ・ルインの領主』（株式会社ホビージャパン・刊）に収録の「悪魔と天使の間で……」に、加筆修正を加えたものです。






































































　解説





冲うぶ方かた　丁とう　　






　七つの月のもと、父の仇かたきを求めて旅する兄妹きようだい、アンディとエフェメラの冒ぼう険けん譚たん──涙なみだありスリルあり、そして正統なファンタジーのアクションありの豪ごう華かシリーズ、第一作である。

　本作に私が初めてふれたのは九十年代初頭、ティーンエイジャーの頃ころであったが、このたび再読する機会を得て、久々に当時のわくわくを思い出し、つい読みふけってしまった。

　まだライトノベルという言葉は一いつ般ぱん的でなく、若者向けの小説をどう呼ぶべきかも定さだまっていなかった頃のこと。今に比べれば小説ジャンルのタグづけなどあってなきがごとしで、ある意味、作家も読者も不自由だったかもしれないが、しかしその分、純じゆん粋すいに面おも白しろさを求める奔ほん放ぽうな思いが、その後の様々なジャンルを萌ほう芽がさせていったのだという感かん慨がいを抱いだかされる。

　そして、その思いの丈たけは、本書において今なお新しん鮮せんだ。

　本書の冒険譚は、きわめてディテールに富み、異世界の息づかいとでもいうべき迫はく真しんと、誰だれでも入り込んで行ける間口の広さを有している。

　むしろ、ＣＧを駆く使しした映画やゲームの大作が洪こう水ずいのごとく世に広まる一方の現代だからこそ、清新な想像力を刺し激げきしてくれるはずだ。そもそも、そういった映像的な大作を生み出していったのは、おびただしい言葉の力なのだから。

　東西の神話、幻げん想そう文学、ファンタジー小説──それらが、現実には存在せず、しかし想像力を発揮すれば、確かにその息づかいを感じることが出来る世界を創造していったのである。

　また一方で、ファンタジー世界は常に多くの「住人」を獲かく得とくすることで生命を得てきた。

　そうした「住人」になるための最も刺激的な手段として採用されたのが、テーブル・トークであったのだと思う。

　テーブル・トークとは、読んで字のごとく座談である。大勢が卓たくを囲んで会話を交かわすのは、古来、世界中で見られる、人々の生活そのものだ。そしてこの座談を娯ご楽らく化する遊ゆう戯ぎが、これまた世界中で生み出されてきた。日本でも双六すごろくや歌か留る多たなど、歴史の古い遊戯がある。

　このテーブル・トークに──いつ誰がどこで始めたかは諸説あろうが──あるときロール・プレイングが加わった。考えるに、それは歴史的な事件といってよく、それまでの娯楽のあり方を変え、現代のネット・ゲームの土台を作ったといっていい。

　ロールとは「役割」を意味し、ロール・プレイングとは自分以外の誰かを演じることをいう。疑似体験を通して訓練や治ち療りようを行うもので、演劇とは根本から異なる。演劇は役者の演技によって観客の想像力を刺激するが、ロール・プレイング（役割演技）は、演じる者たちが、自分自身の想像力でもって楽しむのである。

　テーブル・トークとロール・プレイング。これらまったく異なる二つのものを合体させる上で導入されたのが、筋書きを担になうゲーム・マスター、判定のもとになるルール・ブック、決断や行動の結果を左右するダイス（サイコロ）の三つである。

　中でも、ダイスの導入は二つの点で重要だ。

　一つは、ダイスの目は予想できず、偶ぐう然ぜん性が導入されたことで、演劇とは完全に異なる娯楽となった、という点。もう一つは、ダイスを振ふることが英語のＢＥ動詞の古い語源であるように、偶然のできごとを自分の言動の結果として受け入れるということが、ゲームに没ぼつ頭とうする装置となった、ということだ。つまり、ダイスは「私は今、○○である」という意識を生み、とりわけファンタジー世界におけるプレイヤーに能動を促うながし、強力なリアリティを生み出した。

　異世界に実際にいるかのような感覚を与あたえるきわめて重要なポイントは、複雑な筋書きを用意することでも、精密な世界設定を用意することでもない。その世界に「偶然性」を用意することだ──ということが発見されたのである。

　この偶然性は、その後、ありとあらゆるコンピュータ・ゲームに導入されていったが、結局のところ、人がサイコロを振る行こう為いと、今も変わってはいない。

　こうして、テーブル・トーク＋ロール・プレイング＋ゲーム（ＴＲＰＧ）という、もはや世界の娯楽の集大成というべき、現代ならではの遊戯が生まれたのである。

　このゲームの特とく徴ちようは、世界を変えられることにある。演劇が無数の題材を持つように、このゲームもまた、ゲーム・マスターがその世界に従って筋書きを提供し、ルール・ブックが世界に適応し、ダイスが未知の出来事を決定する限り、どのような異世界も共有できるのである。

　これがファンタジー・ジャンルを成長させ、小説のみならず映像やゲームといった巨きよ大だい産業の土台となったことは論を俟またないだろう。ミステリーにおいては様々なトリックが一種の思考法として人々の想像力を刺激するように。ＳＦにおいては現実の科学の発展が想像力を刺激し続けているように。ある個人が何もかも作り上げるのではなく、普ふ遍へん性を持った共通了りよう解かいが築かれたことで、莫ばく大だいな集合知が生まれていったのである。

　そういうきわめて大きな流れの中で、見事にマイル・ストーンの一つとなったのが、本書『ルナル・サーガ』だ。もととなったテーブル・トーク『ガープス』のルールは、それこそどんな世界にも適応する優すぐれものだが、本書は小説として、物語として、独立性と完成度を実現し、ゲームを知らない人々にも楽しめる作品として成り立っている。

　それは、ゲームにおいて偶然性が生み出すリアリティを、物語において必然性が生み出すリアリティに変えるということだ。たまたま起こった出来事を意味づけ、登場人物の人生において避さけがたいものとしてとらえる。それこそ、人生の有意義を語るということであり、古来、神話を担ってきた者たちが行い、現代において、こうして本書がやってのけたことなのである。

　ゲームの力を、物語の力へ──。

　その試みが二十年以上も前に行われ、今の物語作りの財産となっていること、そして今新たに、この『ルナル・サーガ』の続きを多くの読者とともに追いかける機会を得たことは、まことに、幸福だ。
















本書は１９９２年８月に刊行された『ルナル・サーガ１　赤い瀑布』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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